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１ ．緒 言 
 ２ ．観測計画と隊の編成 
     ３ ．経 費 




  第 56 次観測隊長 野木義史 
１． 緒言 
 平成 26（2014）年度の第 56 次南極地域観測隊の観測計画（以下「第 56 次計画」という）は、平成 21(2009)
年 11 月の南極地域観測統合推進本部総会で決定された「南極地域観測第Ⅷ期６か年計画」（以下「第Ⅷ期計画」









 観測計画、設営計画を実施するため、第 56 次隊の編成は、越冬隊員 26 名および夏隊員 34 名の計 60 名の編成
となった。この内、「海鷹丸」に乗船する夏隊員は、7 名である。第 56 次隊で、女性隊員が 8 名と、歴代で最多
数であり、また、夏庶務および越冬庶務ともに、女性隊員である事も初めてであった。 
 また、第 56 次隊において、「しらせ」に乗船する夏期間の同行者は 18 名、「海鷹丸」に乗船する同行者が 9 名
となった。「しらせ」に乗船する同行者は、研究観測プロジェクトの支援等を行う、技術者 3 名、研究者 1 名、大
学院学生 5 名の他、第 51 次隊から実施されている南極教員派遣プログラムの小学校および中学校の教員 2 名、環
境省行政官 1 名、小型および中型観測隊ヘリコプターのパイロットと整備士 5 名、およびトルコからの交換科学
者 1 名の計 18 名である。また、「海鷹丸」の同行者は、研究者 4 名、技術者 3 名、研究生 1 名、および大学院学
生 1 名の計 9 名である。 
 「しらせ」に乗船する隊員および同行者は、2014 年 11 月 26 日にフリマントル港で「しらせ」に乗船、11 月
30 日にフリマントルを出港し、昭和基地を目指した。「しらせ」は、2014 年 12 月 15 日にリュツォ・ホルム湾沖
の流氷域に進入し、観測を実施しながら順調に航行し、12 月 17 日に、南緯 68 度 21.9 分、東経 38 度 44.9 分（昭
和基地北北西約 80km）のリュツォ・ホルム湾の定着氷縁に到達した。その後、砕氷しながら昭和基地に向け航行
を続けたが、昨シーズンより広範囲の乱氷帯に加え積雪も多い海域で苦戦を強いられ進行が遅れた。12 月 22 日
頃から進出距離も延び始め、12 月 24 日に昭和基地北西約 40km に達し、昭和基地へ第一便を実施した。同日昭和
基地への第一便に引き続き、船を進めながら優先空輸物資の輸送を行った。最終的に、昭和基地から約 24km の地
点に達し、この地点において 27 日まで優先空輸物資を実施した。優先空輸物資輸送終了後 12 月 28 日に、「しら
せ」は砕氷航行を再開し、昭和基地接岸を目指し、多年氷帯に進入した。2015 年 1 月 12 日に、「しらせ」は、昭
和基地沖約 500ｍに接岸した。昭和基地接岸後、パイプラインを展張し、昭和基地貯油施設への燃料輸送、13 日
夜間からは雪上車による大型物資の氷上輸送、23 日からは、ヘリコプターでの空輸を行い、1 月 24 日、昭和基地
へ全量輸送（1,037 トン）を完了した。持帰り輸送も平行して実施し、氷上輸送、空輸併せて約 410 トンを持ち
帰ることができた。氷状は厳しく、往路のラミング回数は過去最多の 3,187 回を要した。さらに、往復路総計で
5,406 回と過去最多のラミング回数となった。 





また、昭和基地からの人員物資の最終輸送に関しては、自衛隊ヘリコプターCH 機が 2 月 4 日に使用不能となった
ため、観測隊チャーターヘリコプターを使用して実施した。「しらせ」は、3 月 9 日にフリマントルに入港し、第
56 次夏隊および第 55 次越冬隊は、3 月 12 日に下船し、予定より早く 3 月 13 日帰国した。 
 また、別働隊となる「海鷹丸」での観測は、2015 年 1 月 11 日にオーストラリアのフリマントル港を出港し、
東経 110 度線に沿った基本観測(海洋物理・化学)をはじめ、海洋酸性化に関する重点研究観測、海洋生物分布変
動と要因調査に関する一般研究観測等を実施し、2 月 5 日にホバート港へ帰港した。 
 第 56 次越冬隊は、2015 年 2 月 1 日越冬交代を行い、第 55 次越冬隊から引き継ぎ、26 名で 1 年間の昭和基地の




 第 56 次南極地域観測隊では、上記の「南極地域観測計画第Ⅷ期６か年計画」を踏まえ、第 144 回本部総会
（2014 年 6 月 20 日）において第 56 次南極地域観測実施計画が承認された。これに基づき行動実施計画の検討





表Ⅰ．2.1-1 観測実施計画 一覧表 
１．越冬観測 





電離層 情報通信研究機構 ①電離層の観測 ②宇宙天気予報に必要なデータ収集 
気 象 気象庁 
①地上気象観測 ②高層気象観測 ③オゾン観測 
④日射・放射量の観測 ⑤天気解析 ⑥その他の観測 
潮 汐 海上保安庁 潮汐観測 
























































海底地形調査 海上保安庁 海底地形測量 
潮 汐 海上保安庁 潮汐観測 
海洋物理・化学 文部科学省 ①海況調査 ②南極周極流及び海洋深層の観測 































































区分 部門・研究領域 担当機関       観 測 項 目 名 
国立極地研究所 
合推進本部総会において、観測隊長兼夏隊長および副隊長兼越冬隊長が決定された。隊員候補者については、2014
年 3 月 3 日から 7 日にかけて、長野県乗鞍岳で冬期総合訓練を実施した。2014 年 6 月 20 日の第 144 回南極地域
観測統合推進本部総会において、大部分の隊員が決定された。また、同年 6 月 16 日から 20 日に、群馬県草津に
おいて夏期総合訓練を実施した。7 月 1 日には多くの隊員が極地研職員に採用された。その後、各種部門訓練、
物品調達および梱包等の準備が行われ、10 月中旬から 11 月初旬にかけて、物資の搬出および南極観測船「しら
せ」への物資搭載を実施した。2014 年 11 月 10 に開催された第 145 回南極地域観測統合推進本部総会において、
第 56 次隊南極地域観測隊行動実施計画および最終的な隊編成が承認された。南極観測船「しらせ」は、翌日 11
月 11 日に東京晴海埠頭を出港した。観測隊本隊は、11 月 25 日に成田空港から出国し、オーストラリア、シドニ
ー空港経由でパース空港に到着後、26 日にフリマントル港に停泊中の「しらせ」に乗船した。「しらせ」は、11
月 30 日にフリマトル港を出港し、南極昭和基地へ向かった。一方、海鷹丸により観測を行う別働隊は、2015 年 1
月 6 日に成田空港を出発し、同月 7 日にフリマトル港寄港中の海鷹丸に乗船し、1 月 11 日に南極海での観測に向
けて、フリマトル港を出港した。出発までの経過の概要は、以下の通りである。 
 
2013 年 6 月 21 日   第 142 回南極地域観測統合推進本部総会において第 56 次南極地域観測計画の概要の 
決定 
2013 年 11 月 7 日  第 143 回南極地域観測統合推進本部総会において第 56 次隊長等の決定 
2014 年 3 月 3 日-7 日 長野県乗鞍岳における冬期総合訓練 
2014 年 6 月 16 日-20 日 群馬県草津における夏期総合訓練 
2014 年 6 月 20 日   第 144 回南極地域観測統合推進本部総会において第 56 次南極地域観測実施計画の概 
要および隊員等の決定 
2014 年 7 月 22 日   「しらせ」との実務者会合を極地研で開催 
2014 年 8 月 22 日   第 1 回全員打合せ 
2014 年 10 月 3 日   第 2 回全員打合せ 
2014 年 10 月 17 日   五者連絡会議を文部科学省で開催 
2014 年 11 月 10 日      第 145 回南極地域観測統合推進本部総会において第 56 次隊南極地域観測隊行動実施 
計画および最終的な隊編成の決定 
  第 3 回全員打合せ 
2014 年 11 月 11 日      南極観測船「しらせ」東京晴海埠頭を出港 
2014 年 11 月 25 日      観測隊本隊成田出発 


































海底地形調査 海上保安庁 海底地形測量 
潮 汐 海上保安庁 潮汐観測 
海洋物理・化学 文部科学省 ①海況調査 ②南極周極流及び海洋深層の観測 























































 第 56 次隊の越冬隊と夏隊編成及び同行者の一覧表を表Ⅰ.2.3-1 に示す。第 56 次隊では、設営系 6 名、観測系
（モニタリング観測）3 名の隊員枠について公募が行われ、合計 9 名が採用された。 
 
表Ⅰ.2.3-1 第 56 次南極地域観測隊の編成（隊員等名） 





 年齢 所     属 隊 員 歴 等 備 考
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西
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ひでひろ












































 39 三菱電機株式会社     
一般研究観測 仰 木
お お ぎ
 淳  平
じゅんぺい
























第 48 次越冬隊   
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2.3 隊の編成 
 第 56 次隊の越冬隊と夏隊編成及び同行者の一覧表を表Ⅰ 2.3-1 に示す。第 56次隊では、設営系 6 名、観測系
（モニタリング観測）3 名の隊員枠について公募が行われ、合計 9 名が採用された。 
 
表Ⅰ 2.3-1 第 56次南極地域観測隊の編成（隊員等名） 





 年齢 所  属 隊 員 歴 等 備 考
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 51 総務省関東総合通信局 第 48 次越冬隊   
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 年齢 所     属 隊 員 歴 等 備 考
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 50 株式会社西日本電子 
第 53 次夏隊同行者、 
第 54 次夏隊同行者、 
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東 野
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David Randall Stewart 51 HNZ New Zealand Ltd.    
Paul Andrew Micheletti 45 HNZ New Zealand Ltd.    
Daniel Aaron Glover 24 HNZ New Zealand Ltd.    
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 26 東邦大学大学院     
 
2.4 運営体制 
 第 56 次隊の夏期間のと越冬中の運営体制をそれぞれ次のように定めた。 
 
 ○南極本部の決定による第 56 次南極地域観測隊の体制 
観測隊長兼夏隊長 野木 義史  

















   
   しらせ・昭和基地夏期オペレーション会議メンバー 
総括 野木 義史（観測隊長兼夏隊長） 
基地活動全般・観測隊ヘリ運用  三浦 英樹（副隊長兼越冬隊長） 
輸送 金子 宗一郎 
船上観測 高村 友海 
沿岸野外観測 宮町 宏樹 
S17 観測 平沢 尚彦 
基地観測全般・気象 押木 徳明 
PANSY 観測 藤田 光髙 
基地モニタリング観測 早河 秀章 
建築・土木作業 佐藤 利明 
機械 加藤 直樹 
通信 戸田 仁 
調理 後藤 充功 
医療 及川 欧 
野外観測支援  高橋 学察 
庶務・情報発信 加藤 香奈、浅野 良子 
 （他に隊長が指名する隊員） 
 
   海鷹丸運営体制 
リーダー 茂木 正人 
週間活動報告 茂木 正人 
研究観測 茂木 正人、佐藤 智子、甘糟 和男、
岩見 哲夫、宮崎 奈穂 
基本観測 飯田 高大、嶋田 啓資 
 
   夏期記録担当者 
 昭和基地 海鷹丸 
公式記録＊  野木 義史 茂木 正人 
日誌記録 加藤 香奈 宮崎 奈穂 
写真記録 加藤 香奈 宮崎 奈穂 
                       ＊公式記録は,観測隊報告を含む 







 第 56 次南極地域観測事業費（平成 26 年度）の経費概要を以下に示す。 
 
3.1 南極地域観測事業費 
   観測隊員経費      63,462 千円 
   観測部門経費     228,858 千円 
   海上輸送部門経費    4,271,595 千円 
   本部経費        19,008 千円 
   合  計            4,582,923 千円 
 
表Ⅰ.3.1-1 観測部門経費内訳 
   部  門 予 算 額（千円） 主要調達物品 
定常観測   
  電離層 30,732 衛星電波シンチレーション受信機 
  気象 74,658 地上気象観測装置 
  海洋物理・化学 49,939 船舶用燃料（A 重油） 
  海底地形調査 19,520 水中音速度計 
  潮汐 1,454 潮位観測装置保守財 
  地理・地形 45,057 地上レーザースキャナ 
  地震・重力 4,292 重力計記録紙 
定常観測合計 225,652  
共通 3,206 資料整理費・梱包輸送費等 
   総合計 228,858  
  
表Ⅰ.3.1-2 海上輸送部門経費内訳 
部  門 予 算 額（千円） 備    考 
職員諸手当 95,849  
職員旅費（国内） 627  
外国旅費   2,188  
庁費   15,218  
糧食費 81,511  
油購入費 873,192  
諸機材購入費 31,565  
航空機修理費 1,391,610  
艦船修理費 1,650,127  
航空機購入費 0  
南極地域観測事業業務庁費 129,708  




        研究観測経費           295,956 千円 
−12−
       設営部門経費           549,967 千円 
       観測事業支援経費         107,000 千円 
       南極観測共通経費およびその他   224,220 千円 
              合 計                   1,177,143 千円 
 
 表Ⅰ.3.2-1 研究観測経費内訳  
部  門 予算額 (千円） 主要調達物品 
1. 重点研究 126,294  
南極域から探る地球温暖化  
AJ-1    南極域中層・超高層大気を通して探る
地球環境変動 
99,134 大気レーダー用記録媒体 
AJ-2   南極海生態系の応答を通して探る地
球環境変動 
12,610 プランクトンネット修理、交換部品
AJ-3   氷期－間氷期サイクルから見た現在
と将来の地球環境 
14,550 中層掘削ドリル 













1,261 XCTD プローブ 
AP-35   昭和基地における VLF帯送信電波を用
いた下部電離圏擾乱に関する研究 







AP38   南極昭和基地における極成層圏雲 
・極中間圏雲の微細構造観測 
  3,201 簡易 GPS ゾンデ受信システム 















                        
 
表Ⅰ.3.2-2 設営部門経費内訳 
部  門 予算額 (千円) 主要調達物品 
 機械 136,850 ブルドーザー 
 燃料 111,258 W 軽油、JP-5、JET A-1  
 建築・土木 23,723 第２車庫兼ヘリコプター格納庫 
 通信 6,750 無線機 
 医療 9,783 医薬品、医療機器 
 装備 25,000 個人及び共同装備 
 予備食 5,000 越冬食糧、予備食 
 環境保全・廃棄物処理 32,150 リターナブルパレット 
 輸送 58,664 ドラム缶パレット、ヘリコプター用スチコン 


































2 周波 GPS 受信機 
 
データ収集・処理用パソコン 
3. モニタリング観測 61,604  
AMU  宙空圏変動のモニタリング 9,115 冷却 CCD カメラ一式 
AMP    気水圏変動のモニタリング 15,144 凝結粒子カウンター 
AMG  地殻圏変動のモニタリング 20,758 ターボポンプ 





4,850 バックアップ用 PC システム 
研究観測経費合計 295,956  
−14−
表Ⅰ.3.2-3 観測事業支援経費内訳 
項  目 予算額 (千円) 備   考 
1. 観測隊関連経費 81,000  
 訓練経費 12,000  






 南極派旅費 53,800  
 隊員保険料 100  
2. 観測事業支援経費 26,000  
 国際会議経費 500  
 公用氷保管料・輸送料 500  
 事務連絡費 8,500  
 審議委員会、専門部会等開催経費 7,500  
 出発・帰国関連経費 3,000  
広報関係資料作成 500  
イリジウム電話通信費 1,500  
シンポジウム関係旅費 500  
センター人件費 3,500  
合 計 107,000  
  
表Ⅰ.3.2-4 南極観測共通経費およびその他経費内訳 
項  目 予算額 (千円) 備   考 
1. 南極観測共通 172,911  
LAN・インテルサット 129,911 インテルサット機器・通信費 
海鷹丸関係経費 5,000  
DROMLAN 経費 28,000 セルロン 
予備費 10,000  
2. 公募隊員人件費 39,000
3. 資料整理費 12,309  
AMP 気水圏変動のモニタリング 931  
AMU 宙空圏変動のモニタリング 0  
AMG 地殻圏変動のモニタリング 3,259  
AMB 生態系変動のモニタリング 5,888  
AMS 極域衛星データ受信 2,231  




































橋本 信子（第 49・53 次越冬隊医療
担当） 





三浦 英樹（第 56 次越冬隊長） 




山本 一夫、高津 充於、小林 亘（国
立登山研修所派遣講師）、佐々木 大
輔（第51次夏隊野外観測支援担当）、
立本 明広（第 51 次越冬隊野外観測
支援担当） 




三浦 英樹（第 56 次越冬隊長） 





平成 26 年 6 月 18 日
（夏期総合訓練） 
救命救急処置訓練 東京消防庁・（財）東京救急協会 




大江 洋文（第 54次越冬隊医療担当） 
平成 26 年 6 月 19 日
（夏期総合訓練） 
観測隊員の健康管理について（講義） 及川 欧(第 56 次越冬隊医療担当) 
















橋田 元（第 54次越冬隊長） 




野木 義史（第 56次観測隊長） 
三浦 英樹（第 56次越冬隊長） 




三浦 英樹（第 56次越冬隊長） 
平成 26 年 10 月 3 日
(第 2回全員打合せ会)
 日6月01年62成平 ）長隊冬越次65第（樹英 浦三 ）練訓（習講具用火消
長距離氷上輸送勉強会（講義） 
石沢 賢二（第 53次越冬隊長） 
橋田 元（第 54次越冬隊長） 
樋口 和生（極地研 南極観測センタ
ー専門職員） 
平成 26 年 11 月 6 日 
除雪対策勉強会（講義） 
石沢 賢二（第 53次越冬隊長） 
橋田 元（第 54次越冬隊長） 
平成 26 年 11 月 6 日 
 日6月11年62成平 署防消川立 ）む含を験体煙（練訓災防・火消
南極フィールドワーク学概論（4）：合理的で
安全意識の高い組織・チームの作り方-安全は
技術だけの問題ではない-」  （講義） 
三浦 英樹（第 56次越冬隊長） 

















三浦 英樹（第 56次越冬隊長） 
加藤 直樹（第 56次越冬隊機械担当） 





戸田 仁（第 56次越冬隊通信担当） 





森脇 崇夫（第 56次越冬隊機械担当） 
六山 真也（第 56次夏隊機械担当） 






大平 正（第 56次越冬隊機械担当） 
 







三浦 英樹（第 56 次越冬隊長）、高
橋 学察（第 56 次越冬隊野外観測支
援担当） 





重松 孝太朗(第 56 次越冬隊環境保
全担当) 




及川 欧(第 56 次越冬隊医療担当) 




金子 宗一郎(第 56次夏隊輸送担当) 




三浦 英樹（第 56 次越冬隊長） 





佐藤 利明（第 56 次夏隊建築・土木








加藤 直樹（第 56 次越冬隊機械担
当）、高木 佑輔（第 56 次夏隊機械
担当） 




金子 宗一郎(第 56 次夏隊輸送担
当)、三浦 英樹（第 56 次越冬隊長）、
加藤 直樹（第 56次越冬隊機械担当） 
平成 26 年 12 月 18 日
（「しらせ」船上） 
海氷上の安全行動（実技） 
牛尾 収輝（第 55 次越冬隊長）、 
春日井 一人（第 55 次越冬隊_野外
観測支援担当） 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   １ ．夏期行動経過の概要  
   ２ ．夏期観測 
   ３ ．夏期設営作業  
   ４ ．その他の活動 
   ５ ．夏隊行動日誌 
   ６ ．観測データ・採取試料一覧 
    
  





1.1.1 往路の航海と船上観測  
 南極観測船「しらせ」は、2014 年 11 月 11 日に東京晴海埠頭を出港し、11 月 26 日にフリマントル港に入港
した。第 56 次観測隊本隊(越冬隊員 26 名、夏隊員 27 名、外国人を除く同行者 12 名)は、11 月 25 日に成田空
港から出国し、26 日にオーストラリアフ、フリマントル港に寄港中の「しらせ」に乗船した。フリマントル港
において、外国人同行者である、トルコからの交換科学者 1 名および観測隊チャターヘリコプターの技術者と
してニュージーランド HNZ 社から 5 名が合流した。フリマントル港では、観測隊チャターヘリコプターや現地
生鮮食品の搭載等を実施し、「しらせ」は、11 月 30 日に出港した。フリマントル出港後、航走観測を行い、東
経 110 度線の停船観測等を順調に実施し、12 月 5 日に南緯 55 度を通過、12 月 6 日に昭和基地に向け西航を開
始し、ブイの投入等、航路上で順調に船上観測を行った。「しらせ」は、2014 年 12 月 15 日にリュツォ・ホル
ム湾沖の流氷域に進入し、同日海底圧力計の設置を行った。また、フリマントル出港から、各種安全講習等を
船内で実施した。 
 リュツォ・ホルム湾沖流氷域進入後、観測を実施しながら順調に航行し、12 月 17 日に、南緯 68 度 21.9 分、
東経 38 度 44.9 分（昭和基地北北西約 80km）のリュツォ・ホルム湾の定着氷縁に到達した。その後、砕氷しな
がら昭和基地に向け航行を続けたが、昨シーズンより広範囲の乱氷帯に加え積雪も多い海域で苦戦を強いられ
進行が遅れた。12 月 22 日頃から進出距離も延び始め、12 月 24 日に昭和基地北西約 40km に達し、昭和基地へ
第一便を実施した。同日昭和基地への第一便に引き続き、船を進めながら優先空輸物資の輸送を行った。最終
的に、昭和基地から約 24km の地点に達し、この地点において 27 日まで優先空輸物資を実施した。優先空輸物
資輸送終了後 12 月 28 日に、「しらせ」は砕氷航行を再開し、昭和基地接岸を目指し、多年氷帯に進入した。2015
年 1 月 12 日に、「しらせ」は、昭和基地沖約 500ｍに接岸した。氷状は厳しく、往路のラミング回数は過去最
多の 3,187 回を要した。 
 
1.1.2 昭和基地への輸送  
・空輸 
 12 月 24 日に昭和基地北西約 40km に達し、昭和基地へ第一便を実施した。同日昭和基地への第一便に引き続
き、船を進めながら優先空輸物資の輸送を行った。また、昭和基地第一便の前日、2014 年 12 月 23 日には、観
測隊ヘリの機体移送を兼ねて数名の人員輸送を先行した。昭和基地沖接岸、氷上輸送終了後、1 月 23 日から 25
日の間に、本格空輸を実施した。24 日に全物資の送り込みが終了し、25 日は持ち帰りのみを実施した。その他、
S17 への観測物資送り込みおよび持ち帰りを自衛隊 CH 機で実施した。沿岸域の輸送ならびにしらせ支援員輸送
は観測隊ヘリを中心に実施した。さらに、2015 年 2 月 4 日に自衛隊 CH 機が使用不可となり、2 月 9 日から 10
日に実施した持ち帰り輸送は、観測隊ヘリコプターを使用した。2 月 15 日に昭和最終便、観測隊ヘリの機体移
送を行い、56 次隊における飛行作業を全て終了した。空輸によって送り込んだ物資の総量は 238.1ｔ、持ち帰
った物資の総量は 138.8t である。 
 
・氷上輸送 
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・貨油輸送 
 1 月 12 日昭和基地接岸後、パイプラインを展張し、昭和基地貯油施設への燃料輸送を開始した。１月 15 日
までパイプラインでの輸送を実施し、バルクで持ち込んだ全ての W 軽油 492t（600kl）、JP-5 が 40t（50kl）の
計 532ｔを見晴らし岩タンク送油した。 
 
1.1.3 基地作業  










1.1.4 基地観測  






























や氷床上に 2 周波 GPS を設置し観測を行った。また、リュツォ・ホルム湾沿岸露岩域の GPS 観測点において、












に位置する氷床上 P50、S16、S17 の 3 か所で、GNSS 測量機を用いて 24 時間の連続観測を同時に実施し、必要
に応じてポールの継ぎ足しを実施した。 
 ラングホブデにおける GNSS 固定観測装置は、1 年分の観測データを回収し観測を再開させた。また、設置か
ら 15 年が経過し、観測機器及び筐体の老朽化が激しく、このまま保守を続けることが困難であるため、丘の麓
のラングホブデ小屋から見える位置に、マルチ GNSS 化に対応したより高精度な新 GNSS 固定観測装置を設置し






間内の回収を断念した水位計の回収作業を試みたが、第 56 次隊においても回収を断念した。 
 
1.1.6 復路の航海と船上観測  
 2015 年 1 月 27 日、「しらせ」は本格空輸を終了し、昭和基地を離岸、再び多年氷帯に突入し、復路についた。
2 月 3 日、海上自衛隊士官 1 名が、大陸上 S16 での物資輸送作業中に倒れ、同日逝去した。このため、南極地
域観測統合推進本部は、関係機関等と調整の結果、遺族への配慮ならびに人道的観点から、遺体の早期帰国を果
たすため、南極地域観測隊及び「しらせ」行動計画を変更した。これにより、2 月 15 日昭和基地からの人員物
資の最終輸送、リュッツホルム湾海氷域での停船観測、および 2 月 16 日海底圧力計の回収終了後、航走観測の
みを実施し、フリマントルに向かった。1 月 27 日に昭和基地を離岸した「しらせ」は、2 月 11 日に多年氷帯を
離脱した。復路のラミング回数は 2,219 回となり、往復路総計で 5,406 回と過去最多のラミング回数となった。
復路の「しらせ」行動計画変更により、復路予定していた「ケープダンレー沖の係留系 1 基揚収および XCTD 観
測」、「アムンゼン湾無人磁力計データ回収および生物・地学調査」および「ケルゲレン海台付近の生物停船観
測および地磁気・重力航走観測」が中止となった。また、自衛隊ヘリコプターCH 機が 2 月 4 日に使用不能とな
ったため、2 月 9 日から 10 日に実施した持ち帰り輸送を含む 4 日以降の輸送作業、および 2 月 15 日に実施し
た昭和基地からの人員物資の最終輸送に関しては、観測隊チャーターヘリを使用して実施した。「しらせ」は、
3 月 9 日にフリマントルに入港し、第 56 次夏隊および第 55 次越冬隊は、3 月 12 日に下船し、予定より早く 3
−35−
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月 13 日帰国した。 
 
1.2 海鷹丸により観測を行う隊  
・観測チームの構成と日程 
 別働隊となる東京海洋大学練習船「海鷹丸」では、夏隊員 7 名および同行者 9 名の編成で観測を実施した。
主に、基本観測（海洋物理・化学）の隊員 2 名、重点研究観測サブテーマ 2「南極海生態系の応答を通して探
る地球環境変動」の隊員 1 名、および一般研究観測「プランクトン群集組成の変動と環境変動の関係に関する
研究」の隊員 4 名により海洋観測を実施した。「海鷹丸」は、第 56 次隊の別働隊として、2015 年 1 月 11 日に
オーストラリアのフリマントル港を出港し、東経 110 度線に沿った基本観測(海洋物理・化学)をはじめ、海洋
酸性化に関する重点研究観測、海洋生物分布変動と要因調査に関する一般研究観測等を実施し、2 月 5 日にホ
バート港へ帰港した。 
・観測成果  
 基本観測(海洋物理・化学)では、東経 110 度ラインの南緯 40 度、45 度、55 度、60 度、65 度の 5 観測点にお
いて、CTD-RMS を用いた採水を実施し、同観測点においてノルパックネットを用いて動物プランクトンサンプ
ルを採集した。また、往路、東経 110 度ラインの南緯 45 度から 60 度、及び復路、南緯 63 度から 52 度の間に
おいて Continuous Plankton Recorder(CPR)を曳航し、空間連続的に動物プランクトンサンプルを得た。 
フリマントル出港後の 2015 年 1 月 12 日から 2015 年 2 月 4日にかけて海鷹丸設置の表層環境モニタリングシス
テムを運用しデータを取得した。 
 重点研究観測サブテーマ 2「南極海生態系の応答を通して探る地球環境変動」の観測として、大気・海洋表
面の CO2および CH4分圧の連続観測を実施し、CTD 観測点 18 点において、全炭酸濃度および全アルカリ度のサ










1.3 環境保護活動  
 「環境保護に関する南極条約議定書」および「南極地域の環境の保護に関する法律」を遵守し、「南極地域活
動計画確認申請書」に基づく活動を行った。また、内陸や沿岸での調査等から排出する廃棄物も法律の規定に




1.4 情報発信・広報活動  
 南極観測による学術的成果や活動状況を広く社会に発信するため、51 次隊より実施している、今回で６回目
となる「教員派遣プログラム」で、観測隊に同行した小学校および中学校の教員２名がＴＶ会議システムを使
用した「南極授業」を実施した。56 次隊では、千葉県野田市立川間中学校(2 月 2 日)、兵庫県明石市立清水小





2.1.1.1 南極昭和基地大型大気レーダー観測（AJ01-56-04S）  
 伊藤 礼・藤田 光髙・濱野 素行・圡屋 進・久保 裕哉 
【概要】 
第 52 次隊から第 55次隊で設置された 47群のアンテナに加え、最後の 8群分のアンテナ、送受信モジュール、















ア） スチコン 64個（嵩上げ用鋼管、群内ケーブル、屋外分配装置、送受信モジュールなど） 
イ） 長尺段ボール 24個（放射器） 
ウ） 専用12ftコンテナ 1個（輻射器・クランプ・屋外分配装置） 
エ） 混載12ftコンテナ 1個（FAIアンテナ、ブリッジ用チャネル） 





























・新規に50cm嵩上げ  74本 
 ・新規に80cm嵩上げ  104本 
 ・50cmの嵩上げを80cmに変更  23本 
 ・50cmの嵩上げを嵩上げ無しにする。  23本 
  ・80cmの嵩上げを50cmに変更   1本 
                        合計 225本 
   の空中線の嵩上げ・嵩下げ調整を実施した。この結果、56次隊越冬成立時には、 
  ・50cm嵩上げ空中線  99本 
  ・80cm嵩上げ空中線   155本 
   が、運用される。 
作業手順は、最終的には以下のとおりである。本作業は、今後も夏の保守作業として実施する可能性が大であ
る。（所要人数） 































































表Ⅱ.2.1.1.1-3 保守作業と 1.して交換した送受信モジュール一覧 
素子位置 交換前SN  交換後SN 備考 
101-p 0632 → 0065 水、56次隊持ち帰り 
102-p 0540 → 0581 55次隊持ち帰り 
105-g 0495 → 0078 55次隊持ち帰り 
105-n 0515 → 0607 55次隊持ち帰り 
108-m 0240 → 0034 55次隊持ち帰り 
109-g 0577 → 0577 55次隊持ち帰り 
109−e 0877 → 0198 55次隊持ち帰り 
110-d 0491 → 0176 55次隊持ち帰り 
111-b 0248 → 0037 55次隊持ち帰り 
111-g 0656 → 0125 55次隊持ち帰り 
111-j 0986 → 0137 55次隊持ち帰り 
111-p 0855 → 0770 雪、56次隊持ち帰り 
111-q 0839 → 0938 雪、56次隊持ち帰り 















































2.1.1.3 ＭＦレーダー                               三津山 和朗・仰木 淳平 
【概要】 





1 月 4 日に観測棟 MF レーダーPC の交換作業を行った。 




















































































基本観測点（KC1, KC2, KC3, KC4, KC5, KC6）において5深度（0, 50, 100, 300, 500 m）から試料用海水約8 
Lを採水した。表層はバケツ採水を実施し、それ以外の深度はCTD-RMSによる採水を行った。その際、大型のプラ
ンクトンを除くため、試料用海水は200 µmナイロンメッシュでプレ濾過を行った。その後、濾過海水（<200 µm）




上記基本観測点および昨年度投入した長期係留系設置地点（M03）の計7点において9深度（0, 10, 25, 50, 75, 

























※1 やり直し ※2 荒天により一時中断 
 
2.1.3 氷期－間氷期サイクルから見た現在と将来の地球環境 







測線① 緯度：67-05.00S  経度：36-30E～38-00E 
測線② 緯度：67-01.50S  経度：36-30E～38-00E 













海洋に形成するカタバ風の先端部の大気構造の時間変化を知るために、往路の定着氷縁付近で 2 日間（12 月
16 日～17 日、21 日～22 日）、復路の多年氷帯と 1 年氷帯の境界付近で 3 日間（2 月 12 日～13 日、13 日～14




























3） S17 航空拠点における観測 
ａ） 気象ゾンデ観測 
南極氷床末端部の氷床上に形成するカタバ風の大気構造の時間変化を知るために、S17 航空拠点において 17
日間（1 月 14 日～1 月 30 日）の 15 時、21 時、3 時、9 時について、合計で 47 回の観測を実施した。 
ｂ） 係留気球観測 
南極氷床末端部の氷床上のエアロゾル数濃度の鉛直構造の時間変化を知るために、S17 航空拠点において 5
日間（1 月 25 日、27 日～30 日）の午前、午後、夜間について、合計で 30 プロファイルの観測を実施した。最
高高度は目標とした 1000m（標高 1600m）を超えた。 
ｃ） 無人飛行機観測 
1 月 14 日～30 日に S17 周辺の氷床上においてカイトプレーンによる観測を実施した。14 日に 1 プロファイ
ル、15 日に 2 プロファイル、25 日に 1 プロファイル、26 日に 5 プロファイル、27 日に 4 プロファイル、28 日





ｅ） S17 における観測拠点構築 
S17 では 1 月 10 日～2 月 3 日の２５日間滞在した。使用した主な設備は、雪上車（SM100）4 台（109、114、
115、116）、２トン橇 8 台、夏宿橇（8 人宿泊用）1 台、機械モジュール 1 台、及び航空拠点棟（発電機は使用
禁止）であった。宿泊には各雪上車に一名ずつと夏宿橇に 4 名を配置した。 
25 日間で約 10 本の燃料を消費した。燃料消費の主な内容は、雪上車のアイドリングと機械モジュールに搭






2.2.2  南極露岩域の物質循環と生物の生理応答からみた生態系遷移の観測 









































































2.2.3  係留系による南極底層水の流出・拡大過程と海氷厚の直接観測 





















2.2.5  インフラサウンド計測による電離層-大気-海洋-雪氷-固体地球の相互作用 
2.2.5.1 インフラサウンド計測による電離層-大気-海洋-雪氷-固体地球の相互作用解明（AP36-56-01） 
















1） しらせ船上（往路）：2014 年 11 月 5 日～2014 年 12 月 21 日 
2） ラングホブデ雪鳥沢：2014 年 12 月 27 日～2014 年 12 月 31 日 
3） 東オングル島地震計アレイ観測：2015 年 1 月 2 日，2015 年 2 月 2 日 
4） 昭和基地 ：2015 年 1 月 3 日，2015 年 1 月 4 日，2 月 1 日、2 月 10 日、2 月 15 日 
5） S16，S17，P50：2015 年 1 月 7 日～1 月 11 日 
6） スカーレン大池：2015 年 1 月 21 日～1 月 23 日 
7） ルンドボークスヘッタ：2015 年 1 月 30 日 







































2.2.6  小電力無人オーロラ観測システムによる共役オーロラの経度移動特性の研究 



















9 4.6 13.62 
10 3.3 13.52 
2 
11 5.5 13.50 




13 4.3 13.88 
14 3.9 14.02 
2 
15 4.2 14.07 




       





























3)  一時間毎に甲板上から目視による海氷観測を行う。 
4)  航海中はADCP による流速観測データ、氷海モニタリングシステムによる各種データを取得する。 
5)  東経110 度線上でXCTD による水温塩分分布観測を行う。  


















































































































2.2.8 プランクトン群集組成の変動と環境変動との関係に関する研究  
























2.2.9.1 エアロゾルから見た南大洋・南極沿岸域の物質循環過程 ：船上エアロゾル観測（AP47-56-01） 
小林 拓 
【概要】 
砕氷艦「「しらせ」の 06 甲板と第 1 観測室において、エアロゾル粒子の物理化学特性の計測を実施した。 





「しらせ」06 甲板に雲底高度計（VAISALA 社製シーロメータ CL51）とスカイラジオメータ（プリード社製）、
船舶用サンフォトメータ（試作器）を設置した。シーロメータとスカイラジオメータは、晴海埠頭から昭和基































































１．2014年12月5日07時05分（UT）5508’S , 10959’E 
２．2014年12月12日09時49分（UT）6054’S , 5846’E 
















































































































































1） ラングホブデ雪鳥沢：2014 年 12 月 28 日 
2） S17：2015 年 1 月 8 日 
3） スカーレン大池：2015 年 1 月 21 日 
4） ルンドボークスヘッダ：2015 年 1 月 30 日 
【問題点・課題】 














55 次設置分の生存確認、56 次新規設置および位置決めを実施する。 
a） 船上重力測定 
【実施経過】 
「しらせ」第 5 観測室に設置されている船上重力計（Micro-G LaCoste：S-149）を 2014 年 11 月 30 日のフ





計測日：出港前／2014 年 11 月 27 日、入港後／2015 年 3 月 9 日 



















1） 2014年12月1日 10:44～11:01 37-30S、111-41E 
2） 2014年12月6日 09:14～09:31 60-00S、109-48E 
3） 2014年12月10日 12:40～12:58 58-15S、074-56E 
4） 2014年12月12日 16:39～16:57 61-22S、056-02E 
5） 2015年2月18日 11:44～12:00 66-31S、040-02E 
6） 2015年2月20日 19:42～20:00 62-35S、064-56E 
7） 2015年2月25日 04:34～04:53 57-43S、092-00E 




































ア） 2014 年 12 月 15 日： 新規設置 
作業時間（UTC）： 17:00 – 17:24 
海底圧力計投入位置： 66-50.032S、37-49.913E 水深： 4,528m 
その他：水深 600m までの応答を確認した。また、54 次、55 次設置分の海底圧力計の生存を確認した。 
イ） 2015 年 2 月 18 日： 53 次設置分回収 
作業時間（UTC）： 05:41 – 07:40 


















・ラングホブデ北部のザクロ池： 2015 年 1 月 24 日午前 





































L01 （40-09,70S, 110-00.21E） 12/2 07:58 （LT） 
L02 （45-07.22S, 110-00.92E） 12/3 07:57 （LT） 
L03 （50-06.05S, 109-59.31E） 12/4 08:01 （LT） 
L04 （55-07.84S, 109-58.31E） 12/5 13:02 （LT） 
















A (69-01.85S, 39-18.71E) 1/31 17:50 (LT) 
B (68-54.99S, 39-01.99E) 2/15 18:00 (LT) 
C (68-28.27S, 38-38.67E) 2/16 16:10 (LT) 
E (67-30.88S, 38-35.88E) 2/17 13:20 (LT) 










































2.3.4  陸上生態系モニタリング 
































































































































2.4.1 電離層観測  

































































2.4.2  潮汐観測 






































     


















































































表Ⅱ.2.4.3.1-1 精密測地網測量（GNSS 測量、相対重力測量）の実施状況 
地区名 基準点名 








5602 1 月 13 日 新設点 1 月 23 日 1 月 23 日  
4619 － 既設点
1 月 21,23 日 
2 月 5 日 
 
No.3 1 月 27 日 再測点 － －  
球分体 2 月 5 日 既設点 － －  
IAGBN － 基点 2 月 8,9 日  
IAGBN 予備点 
－ 基点 
1 月 6 日 
2 月 5,8,9 日 
 
ラングホブデ 5601 12 月 29 日 新設点 1 月 6 日 1 月 6 日  
スカーレン 
SN1 1 月 21 日 改測点 1 月 21 日 1 月 22 日  



























地区名 作業日 作業内容 
ラングホブデ 
1 月 6 日 水位計の設置 
副標～基準点（水位標）の水準測量 
1 月 30 日 水位計の回収（海洋潮汐隊員による作業） 




























































































1027 1 月 4 日 正常   
（路線） 1 月 4 日 正常 1 月 14 日,15 日  
1028 1 月 4 日 正常   
（路線） 1 月 4 日 正常 1 月 14 日,15 日  
1029 1 月 4 日 正常   
（路線） 1 月 4 日 正常 1 月 14 日  
1030 1 月 4 日 正常   
1025 1 月 4 日 正常   
-36-
−72−
（路線） 1 月 4 日 一部積雪あり 1 月 15 日 一部積雪あり 
4601 1 月 4 日 正常   
（路線） 1 月 4 日 正常 1 月 15 日  
2317 1 月 4 日 正常   
（路線） 1 月 4 日 正常 1 月 15 日  
2316 1 月 4 日 正常   
（路線） 1 月 4 日 正常 1 月 15 日  
2315 1 月 4 日 正常   
（路線） 1 月 4 日 一部積雪あり 1 月 15 日 一部積雪あり 








2.4.3.5 GNSS 連続観測局保守、GNSS 固定観測装置保守・新設（TG01-56-05） 吉田 賢司 
【計画概要・目的】 
1） GNSS 連続観測局保守 
GNSS 連続観測局（SYOG）は、第 36 次観測隊（1994）により設置され、現在では、昭和基地の経緯度原点に
位置付けられている。座標値は ITRF2000 及び GRS80 に基づいて与えられている。また、IGS（国際 GNSS 事業）
に登録されており、GNSS 衛星の軌道決定等に貢献している。 
第 56 次隊では、無停電電源装置を 1 台交換し、受信機の設定を一部変更してより一層マルチ GNSS 化する。
この他、計画停電時の復旧状態確認及び異常時の対応を実施する。 
2） GNSS 固定観測装置保守・新設 
GNSS 固定観測装置（ラングホブデ）は、第 41 次観測隊（1999）により露岩地域等においてポストグレーシ
ャルリバウンドの検出を目的として設置した。その GNSS 固定観測装置の保守を目的として、1 年分の観測デ
ータを回収し観測を再開させる。また、設置から 15 年が経過し、観測機器及び筐体の老朽化が激しく、この
まま保守を続けることが困難であるため、丘の麓にマルチ GNSS 化に対応したより高精度な新 GNSS 固定観測
装置を設置し、新旧装置による 1 年間の並行観測を実施する。第 57 次隊以降には、旧 GNSS 固定観測装置を
撤去し、新 GNSS 固定観測装置による本格運用を開始する。 
【経過】 
1） GNSS 連続観測局保守 
1 月 5 日に計画停電の対応を行った。第 52 次隊設置の UPS が早々にバッテリー切れとなることがわかってい
たことから、計画停電前に発電機に繋ぎ替えデータの欠測が生じないように対応した。 
2月 8日に第52次隊設置のUPSを第 56次隊で新規購入した同型のUPSに交換した。また、GPSの L5及びGALILEO
の EI、E5-A、E5-B、E5-AltBOC が受信できるように受信機の設定を変更し、より一層 GNSS 化を促進した。その
他、昭和基地 GNSS 連続観測局の保守作業マニュアルにそって作業を実施した。 
2） GNSS 固定観測装置保守・新設 









旧 GNSS 固定観測装置においては、12 月 30 日に受信機から 1 年分のデータを取得した CF カードを回収し、
新しい CF カードをセットした。その後、受信機の動作確認を行ったところ、特に問題なく動作しており結果は




表Ⅱ.2.4.3.5-1  GNSS 連続観測局保守、GNSS 固定観測装置保守・新設の実施状況 





新 GNSS 固定観測装置 
新設状況 
12 月 27 日   選点 











12 月 30 日 
 1 年分のデータ取得 
CF カードの交換 
バッテリー設置、試験観測、付属金属
標の GNSS 観測 
12 月 31 日   試験観測 
1 月 5 日 計画停電対応   
1 月 6 日  動作確認 動作確認 
1 月 17 日 昭和基地周辺は C 級ブリザード 











第 55 次隊でアンテナ・受信機等の大幅な更新によりマルチ GNSS 化し、56 次隊では UPS の 1 台交換によりデ
ータ欠測防止を強化した。今後は、セシウム原子時計のメンテナンスが第 51 次隊以降行われていないので早急
に実施する必要がある。 
2） GNSS 固定観測装置保守・新設 






日程度設営グループから 2 名程の支援を要請する必要がある。 
 



















日付 作業内容 備考 





1 月 1 日 解包・設置 IAGBN 点 
1 月 2 日～4 日 スーパースプリングの調整 国内関係者からのアドバイスあり 
1 月 5 日 試験観測  
1 月 6 日～11 日 本観測 118 セット（18,880 ドロップ） 
1 月 11 日～13 日 本観測 45 セット（7,200 ドロップ） 
1 月 13 日～16 日 本観測 71 セット（11,360 ドロップ） 
1 月 14 日 重力鉛直勾配測定 予備点 
1 月 16 日～20 日 本観測 93 セット（14,880 ドロップ） 
1 月 20 日～24 日 本観測 95 セット（15,200 ドロップ） 
1 月 24 日～26 日 本観測 58 セット（9,280 ドロップ） 
1 月 26 日 観測点の変更・再設置 IAGBN 点→予備点 
1 月 26 日～29 日 本観測 66 セット（10,560 ドロップ） 
1 月 29 日～2 月 2 日 本観測 95 セット（15,200 ドロップ） 
2 月 2 日～5 日 本観測 70 セット（11,200 ドロップ） 
2 月 5 日 解体・梱包  
2 月 8 日 輸送（重力計室→車庫） クローラー＋車 
2 月 9 日 空輸（車庫→A ヘリポート→しらせ） 車＋観測隊ヘリ（Bell） 
2 月 10 日 重力鉛直勾配測定 IAGBN 点 






















































地区名 種類 基準点名 設置日 備考 
































コース数 13 本 
写真枚数 559 枚 
カメラ（レンズ） Canon EOS MarkⅡ（35mm 単焦点レンズ） 
































3.1 概要                                   









・風力発電機 1 号機設置工事（２号機搬入） 
・第２車庫兼ヘリ格納庫建設工事（スロープコンクリート除く） 
・自然エネルギー棟オーバースライダー改修工事（ボトムパネル交換のみ） 














3.1.2 夏作業期間  佐藤 利明 
夏作業期間は 12 月 25 日～2 月 14 日までの全 52 日（作業日 47 日、休日 4 日、作業不能日 1 日）であった。 
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3.1.3 作業人員  佐藤 利明 
工事内容 観測隊 しらせ支援 55 次隊支援 合 計 
新汚水施設仕上げ工事 27.5 0 0 27.5 
風力発電機設置工事 113.5 10 1 124.5 
第２車庫兼ヘリ格納庫建設工事 177 89 16 282 
自然エネルギー棟オーバースライダー改修工事 4 0 0 4 
コンクリートプラント運用 76 19.5 1 96.5 
補修工事 122.5 15.5 0 138 
コンテナヤード補修工事 3 0 1 4 
解体工事 0 0 5 5 
基本観測棟整地・捨てコン打設工事 11 0 2 13 
第一夏隊員宿舎トイレ改修 2 0 0 2 
支援工事 10 2 2 14 
計画停電 35.5 2.5 0 38 
300KVA 発電装置２号機オーバーホール 17 36 15 68 
汚水処理設備配管敷設・運用 63.5 23 0 86.5 
20kW 風力発電装置（1 号機）設置・運用 7 0 0 7 
大型大気レーダー発電機排熱対策 8 0 0 8 
電力監視システム更新 0 0 0 0 
第２車庫兼ヘリ格納庫電気工事 0 0 0 0 
燃料の輸送と管理（輸送に含む） 0 0 0 0 
廃棄物保管庫廻りケーブル敷設 0 0 0 0 
測風棟・百葉箱ケーブル敷設 16.5 0 0 16.5 
昭和基地クリーンアップ計画 26 5 0 31 
各建物維持・管理 14 0 0 14 
電気・設備保守工事、前次隊引継 24 0 － 24 
車両整備 64 0 － 64 
環境保全 57 0 0 57 
パンジー 206 35 － 241 
輸送(貨油・空輸) 95.5 12 － 107.5 
資材整理（廃棄車両整理、設営準備含む） 34 0 1 35 
除雪 7.5 0 － 7.5 
HF アンテナ保守 4 0 0 4 
食品運搬 29.5 8 0 37.5 
調理（夏期隊員宿舎当直業務含む） 37 103 0 140 
通信・LAN・多目的 78 0 0 78 
当直(夏宿のみ) 82.5 0 0 82.5 
南極授業 64.5 0 － 64.5 
庶務 37 0 0 37 
合 計 1554.5 360.5 44 1959 
 













3.2 輸送                               


















11 月：しらせへの物資搭載、物資情報（物資量、積み付け）の取りまとめ、55 次との輸送計画調整 
また、往路フリーマントルでは 11 月 27 日に観測隊ヘリ（AS350：1 機、BELL212：1 機）と予備品一式・生鮮品
を搭載した。 
出航後は大井での検数結果並びにフリーマントル搭載物品の情報も併せ持ち込み物資量を確定させ、輸送調整
会議（3 日、9 日）において艦側と情報共有並びに輸送作業の計画を検討した。 
優先空輸実施間までの期間、しらせ 1・4・5 分隊とヘリの搭載計画、貨物艙の物資取り回し、検数の方法につ
いて担当者間で綿密な打合せを実施した。 
輸送作業終了後、復路は 55 次・56 次の持ち帰り物資リスト最終版をとりまとめ、南極観測センターと物資揚
陸の調整を行った。輸送事後勉強会（3 月 4 日）に出席し、次隊以降の輸送に向けて艦側とスケジュールや輸送









































3.2.3 氷上輸送（STR-56-03） 金子 宗一郎 
【概要】 
「しらせ」に搭載された大型物資や 12ft コンテナを昭和基地へ輸送する。持ち帰り物資も含む。 
【実施経過】 
接岸の追求並びに復路砕氷航行の時間を確保するために、接岸後の昭和沖停留期間を 10 日程度と定めた中、氷
上輸送に費やす日数は 7 日（6 晩）程度という見積もりを事前に艦側と協議した。1 月 12 日に接岸し、輸送ルー
トの確認、55 次・艦側との打ち合わせを実施。翌 13 日夜間より 21 日早朝まで、悪天による中止を除いて合計 5
夜に渡り輸送作業を実施、氷上で輸送予定だった物資の全てを送り込んだ（265ｔ）。同時に持ち帰り輸送も実施、
廃棄車両をはじめ廃棄物・一般物資合計約 270ｔをしらせに搭載した。作業分担については、送り込み・持ち込









1/13 持ち込み 24 便：20ft コンテナ橇、12ft コンテナ橇、SM117、SM651、ブルドーザー、 
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高所作業車、風発小屋、12ft コンテナ 15 基、クレーンマット 8 枚、 
水素メーザー、F/R コンテナ 1 基 
   持ち帰り 5 便：12ft コンテナ 4 基 
1/14 持ち込み 34 便：12ft コンテナ 24 基、汚水中継槽、クレーンマット 8 枚、車庫デッキプレート、 
道板、車庫オーバースライダー、風発ブレード、風発シャフト 
 持ち帰り 3 便：12ft コンテナ 4 基 
1/15 持ち込み 6 便：F/R コンテナ 1 基、H/H コンテナ 2 基、プロパンガスカードル、 
危険ボンベ類（水素、アセチレン） ＜送り込み終了＞ 
 持ち帰り 17 便：12f コンテナ 7 基、汚水中継槽、F/R コンテナ 2 基、H/H コンテナ 2 基、 
31 ロングトラック、廃棄物リターナブルパレット 22 基 
1/16～1/18 ブリザードによる中断・除雪作業 
1/19 持ち帰り 34 便：12ft コンテナ 27 基、SM311、SM407、SM408、SM409、ミニバックホー、 
            使用済プロパンガスカードル 
1/20 持ち帰り 10 便：12ft コンテナ 1 基、SM653、無人トラクター（EG-110）、カブース 2 基、 
廃棄物リターナブルパレット 11 基、医療・気水冷凍サンプル類 
 
 
 図Ⅱ.3.2.3-1 56 次氷上輸送ルート図 
 
【問題点・課題】 


























最優先空輸フライト間及び夜間の連続砕氷航行で直線距離 13 マイル地点まで進出できたため、続く 25～27 日に
かけて残りの優先物資並びに一般越冬物資の先行空輸を実施した。艦側荷出しは輸送担当が格納庫で各科との調
整・スケジュール管理を行い、残留している隊員が交代で昭和基地との無線交信をネットワーク室で担当した。
基地側荷受けは 55 次庶務・設営主任監督のもと、55 次と 56 次が共同で行った。 
＜優先物資空輸期間実績＞総量 84.336t（うち優先 52.5t） CH：57 便 
・スチールコンテナ：156 基（内 127 基優先物資）・ドラム缶パレット：燃料・油脂類 24 基 
 ・野外観測物資：全数（S17 直送品を除く）・高圧ガスシリンダー：35 本 
 ・木箱、木枠、精密機器類：ドブソン、ブリューワー気象観測機器、トラックエンジン、 
  ザクシスアタッチメント、EM バード、地圏・測地重力計（FG-5）、サントラッカー、 
ザクシス用小割機、PANSY 輻射器等長尺もの一式、他 
昭和基地沖接岸後、氷上輸送を経て 1 月 23 日～25 日で本格空輸を実施。24 日に物資の送り込みが終了し、25
日は持ち帰りのみを実施した。実施前の 1 月 22 日には、しらせに於いて 55・56・艦側関係者で打合せを行い、
物資や飛行計画の確認を行った。 
＜本格空輸期間実績＞  
送り込み総量：153.826t CH：54 便 
・一般スチコン 61 基 ・ドラム缶パレット 86 基（JETA-1、不凍液、発電機用オイル、低温燃料） 
・単管ボンベ 9 パレット ・He ガスカードル 38 基 
持ち帰り総量：112.056ｔ CH：61 便 
・単管ボンベ８パレット ・ドラム缶パレット 36 基 ・ドラム缶パレット部材 11 基 
・スチコン 90 基（廃棄物 42/一般 48） ・ヘリウムガスカードル 32 基  
・空リキッドコンテナ 23 基 
そのほか物資輸送については、S17 への観測物資送り込み・持ち帰りを CH 機で実施し、沿岸域の輸送ならびに
しらせ支援の人員輸送は観測隊ヘリ中心で実施した。 
メインローターギアボックス内の金属片剥離により、2 月 4 日を以て CH92 号機の飛行は不可となった。これを
受けて、当初予定していた復路一年氷帯での持ち帰り輸送は、観測隊ヘリによって実施した（2/9～2/10）。実施
前の 2 月 6 日に昭和基地においてヘリクルー、観測隊関係者で輸送物資の確認、フライトプランに関する打ち合
わせを実施。2 月 8 日に輸送担当とヘリクルーで A ヘリにて荷繰りを実施。スリング輸送は AS350 が全て行い、
BELL212 は野外のバラ物資を機内搭載で運んだ。 
＜観測隊ヘリによる持ち帰り空輸実績＞ 持ち帰り総量：21.445t  AS35031 便/BELL6 便 
・空スチコン 80 基 ・ヘリウムカードル 6 基 ・スチコン 10 基（一般 6/廃棄物 4）  
・単管ボンベ 1 パレット ・EM バード一式 ・夏野外バラ物資 
2 月 15 日に昭和最終便、観測隊ヘリの機体移送を行い、56 次における飛行作業を全て終了した。空輸によって


















今次も CH 機が 1 機であったため、夏野外のバラ物資は S17 への直送品を除き昭和へ持ち込んだ。数量が多かっ

































3.3.2 風力発電機装置建設工事（SCS-56-02） 佐藤 利明・浅野 智一・泉 博貴 
 中村 英明・伊藤 太市・阿部 夕香 
【概要】 




本工事は、計 29 日、作業人員 124.5 人日で施工した。 
16ｔラフタークレーンを使用し、下記の手順で施工を行った。 
12 月 29 日  ：下段フレーム建方、制御室設置 
12 月 30 日  ：建入れ直し、足場組立（梁ボルト締付用） 
1 月 2 日   ：足場組立、中段フレーム・ブレース取付 
1 月 3 日   ：中段フレーム・ブレース取付 
1 月 4 日   ：足場組立（上段フレーム・シャフト・アーム取付用） 
1 月 5 日   ：足場組立、シャフト取付 
1 月 6 日   ：上段フレーム建方 
1 月 7 日   ：歪み直し、本締め、制御室２F パネル建て込み 
1 月 8・9 日 ：本締め、アーム取付、制御室廻り収め 
1 月 11 日  ：ブレーキ設置、測風計設置、中央足場解体（制御室上部） 
1 月 12 日  ：ブレード取付、歪み直し用ワイヤー撤去 
1 月 13 日  ：内部配線 
1 月 14 日  ：制御室パネルシーリング 
1 月 15 日  ：ブリザード対策 
1 月 16 日  ：測風計調整 
1 月 18 日  ：制御室パネルシーリング 
1 月 19 日  ：外周部足場解体 
1 月 22～2 月 7 日：内部機器・サーバー設定、調整 





ジは 2 箇所分変更するべき（大きさ・手すり） 
 
3.3.3 第２車庫兼ヘリ格納庫建設工事（SCS-56-03） 佐藤 利明・浅野 智一・泉 博貴 
 中村 英明・伊藤 太市・阿部 夕香 
【概要】 
旧第１廃棄物保管庫のコンクリート土間を転用し、新たな車庫を建設する。建物と干渉する夏宿焼却炉は撤去
する。基礎の鉄筋・型枠は 55 次で持込み済み。それ以外は 56 次で持ち込む。 
【経過】 
本工事は、計 30 日、作業人員 282 人日で施工した。 
1 月 8 日   ：位置出し、焼却炉廻り片付け 
1 月 12～15 日：既存土間一部解体、掘削・床付、焼却炉解体 
1 月 16 日  ：均しコンクリート枠取付 
1 月 18 日  ：ボルト段取り 
1 月 19 日  ：床付、均しコンクリート枠取付 
1 月 20～21 日：均しコンクリート打設・一部基礎コンクリート打設 
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1 月 22 日  ：墨出し、基礎鉄筋配筋 
1 月 23～24 日：基礎型枠組立 
1 月 25・27 日：基礎コンクリート打設、材料段取り 
1 月 29・30 日：型枠解体、墨出し、材料段取り 
1 月 31 日  ：アンカー打設、妻鉄骨建方（X2）、組立架台組立 
2 月 2 日   ：ベース鉄骨、デッキプレート地組 
2 月 3 日   ：デッキプレート取付 
2 月 4 日   ：デッキプレート取付、妻面足場組立（X2） 
2 月 5 日   ：デッキプレート取付、妻柱・妻パネル取付（X2） 
2 月 6 日   ：デッキプレート取付、妻パネル取付（X2） 
2 月７日   ：妻パネル取合いシーリング（X2）、妻面足場解体（X2）、妻面足場組立（X1） 
2 月 8 日   ：妻鉄骨建方・妻パネル取付（X1）、 
2 月 9 日   ：妻パネル取付（X1）、上棟式 
2 月 11 日  ：オーバースライダー・三方枠取付、土間鉄筋配筋 
2 月 12 日  ：妻パネル取付、足場解体（X1）、オーバースライダー取付 
2 月 13 日  ：土間鉄筋配筋、土間コンクリート打設 






3.3.4 自然エネルギー棟オーバースライダー改修工事（SCS-56-04）  佐藤 利明・浅野 智一・泉 博貴 







3.3.5 水汲み沢コンクリートプラント運用（SCS-56-05）  佐藤 利明・浅野 智一・泉 博貴 










1/20  第２車庫均しコン      30 バッチ  7.5m3  
1/21   第２車庫均しコン・基礎コン 12 バッチ  3.0m3 
1/25  第２車庫基礎コン      36 バッチ  9.0m3  
1/27  第２車庫基礎コン      17 バッチ  4.25ｍ3 
2/12  基本観測棟均しコン     12 バッチ  3.0ｍ3 
2/13  第２車庫土間コン      30 バッチ  7.5ｍ3 
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2/14  第２車庫土間コン      28.5 バッチ 7.125ｍ3 
合   計          165.5 バッチ  41.375m3   （１バッチ＝０．２５㎤） 
上記はホッパーとラフターを使用しての打設結果。 
人員配置、配合のバケツ管理は昨年同様とした。 
砂バケツ（９分目） セメント 水 
レベルコン配合 躯体配合と同じ 
躯体配合（骨材 50mm 以下のみ） ２７杯 ４缶 ４５～５５Ｌ 
人員配置 プラント側   配合を見る人(生コンかき出し)    １人 
水を入れる人           １人 
セメント、骨材を入れる人     １～２人  ローテーション 
セメント缶開ける人        １～２人  ローテーション 
骨材をバケツに入れる人      ４人以上  ローテーション 
ダンプ運転手（ホッパー運搬）玉掛 ２人      ローテーション 
ラフター・バックホー       各１人 
   現場打設側 打設工              ２人～４人適宜 



















3.3.6 建築物の補修工事（SCS-56-06） 佐藤 利明・浅野 智一・中村 英明・阿部 夕香 
【概要】 
① 光学観測棟・情報処理棟屋根 
ウレタン塗膜防水（吹付け工法）：屋根平面  57＋92＝149 ㎡ 
           立上り  3.3＋8＝11.3 ㎡  
② 観測棟天窓設置 











12 月 25・26 日  ：東部地区道路除雪・砕氷 
12 月 27～30 日  ：足場検収・組立 
12 月 30～1 月 3 日 ：光学観測棟歩行デッキ・既存板金撤去、下地処理 
1 月 4 日      ：プライマー塗布 
1 月 5 日      ：シーリング 
1 月 6～７日    ：主材吹付 
1 月 8 日     ：トップコート塗布 
1 月 9 日     ：情報処理棟歩行デッキ・既存板金撤去 
1 月 12～13 日   ：下地処理 
1 月 13 日     ：プライマー塗布 
1 月 14 日     ：シーリング 
1 月 15・20 日   ：主材吹付 
1 月 21 日     ：トップコート塗布 
1 月 22・23 日   ：歩行デッキ復旧 
1 月 27 日     ：足場解体 





































施工日数は 5 日、作業人員は 13 人日。位置出しは真北方向を出し、極端な起伏部・既存ケーブルの位置を避け
て全体的な位置を決定した。バックホーを使用し基礎部分の掘削、一部岩盤の破砕を行った。コンクリート用の











② 積雪計の設置  
③ 測風棟背かごの設置 
【経過】 
① 施工日数は半日、作業人員は 7 人日。アンテナ本体とアンテナ架台は地上で組立て、滑車とロープを使用し
て揚重を行った。タワー上部では 2 名が取付作業、その他は地上でロープの引上げ、ロープのガイドを行った。 










3.4 機械  























3.4.2 300kVA 発電装置 2 号機オーバーホール（SME-56-02）  高木 佑輔 
【概要】 
300kVA 発電装置 2 号機の F 点検を行う。 
【実施経過】 
1 月 9 日より 55 次横田隊員と 2 名でオーバーホール作業実施。 
1 月 14 日分解作業完了。 
1 月 16 日よりしらせ支援（4 名）が始まり組付け作業実施。 
1 月 17 日の夕方からブリの為外出禁止令が出ていたが、私としらせ支援の方 4 名はオーバーホール作業を進め
る為居住棟へ移り、1 月 18 日からも継続して作業実施。 
1 月 22 日冷却水注水、潤滑油注油、燃料給油し、漏えいチェックを実施。 
1 月 24 日から試運転、調整運転、ガバナー試験、保護装置、保護継電器試験を実施。 
1 月 29 日にすべての作業を完了した。 
【問題点・課題】 
今回支援員を 3 名で要請を出していたが、必ず 4 名必要である。 
毎年支援依頼の要望で人員固定での作業要請を出しているが、支援員がワッチの関係で現状は 3 日のローテー
ションでしか行えない。 
その為、支援員が 4 人の場合は必ずオーバーホール経験者を 2 名入れて頂きたい。 
 

























































2/8  ：足場解体 工事完了（外観写真：図Ⅱ.3.4.4-1） 










   
図Ⅱ.3.4.4-1 風発外観完成写真         図Ⅱ.3.4.4-2 風発定格運転結果 
 



































































また、しらせの無線設備の運用及び電報の取扱いについて、しらせ電信室と打ち合わせを行った。12 月 11 日、
しらせ船上において、全隊員・同行者を対象に通信に関する説明会を開催した。主な内容は、①夏期オペレーシ




昭和基地への第 1 便が到着した日（12 月 24 日）に、夏作業に必要な UHF 帯ハンディ無線機、VHF 帯ハンディ無
線機及び Air-VHF 帯ハンディ無線機を隊員・同行者に貸与した。また、第 1 及び第 2 夏期隊員宿舎に UHF 帯無線




昭和基地及びしらせ周辺における業務通信は、第 56 次隊内の連絡用には主として UHF 帯の 1 チャンネルを、輸
送に関する連絡用には主として UHF 帯の 2 チャンネルを、昭和基地内としらせ船上との連絡用には主として VHF






















3.5.2 航空用 VHF アンテナの設置（SCO-56-04）              戸田 仁 
第 56 次夏期作業により、航空用 Air-VHF アンテナの設置を行った。 
【概要】 
アンテナ林に常置された VHF 帯無線機から送信すると、アンテナが隣接している Air-VHF 帯無線機に近接周波
数妨害（感度抑圧）が発生し、Air-VHF 帯無線機の運用ができなくなるため、56 次では、夏期作業により、新た
な Air-VHF 帯無線機の空中線を設置した。 
【実施経過】 








アンテナ林に常置された VHF 帯無線機から送信すると、アンテナが隣接している Air-VHF 帯無線機に近接周波






3.6.1  夏期間の調理と食料搬入（SFS-56-01）                  後藤 充功 




















56 次隊ではブリザード対策も踏まえ第 2 車庫内に予備食用のリーファーコンテナを 2 台設置。（故障や緊急対
策用として予備 1 台含む）第１夏期隊員宿舎からは距離があり多少の不便さはあるが今後は、野外観測チーム・
ヘリクルーの持ち込み食材についてては第 2 車庫内のリーファーコンテナへの収納を検討してみてはどうか。 
 




・1 月 14 日  氷上輸送にてリーファーコンテナ輸送完了。 
    56 次隊使用可能分予備食を発電棟冷凍庫内搬入完了。 
・1 月 16 日  冷蔵・冷凍品の倉庫棟内・発電棟内へ搬入完了。及び後次隊分の予備食リーファーコンテナを 
第１夏期隊員宿舎横に設置完了 
・1 月 23 日 「しらせ」より乾物スチコン管理棟前に集積完了。 
・1 月 24 日 乾物スチコン管理棟乾物庫へ搬入完了。 
    後次隊用予備食の非常物品倉庫への搬入完了。         
・2 月 21 日 第１夏期隊員宿舎横に設置してあった後次隊使用分のリーファーコンテナを第 2 車庫内へ移動 
完了 
55 次隊の管理下にある期間中に食料の搬入を行う為、作業前に 55 次の越冬隊長、庶務、設営主任、機械主任、
調理隊員と打ち合わせを行う。又、56 次隊全体での作業となる為、スケジュール、人員配置、作業方法内容等の





3.7.1 医療業務（SHO-56-01）                        及川 欧 
出国前の医療業務         
【概要】 
















































平成 26 年 11 月 25 日の日本出国から、「しらせ」艦内、そして 12 月 24 日の昭和基地入りから平成 27 年 2 月 1









基本的に、第 56 次南極観測隊の隊員および同行者の医療は、第 56 次隊の医療担当が初療を行う。艦内に乗り
込んだ初日にしらせ側医務室側と協議し、必要に応じてしらせ医務室に常駐する医師・歯科医師（それぞれ 1 名
ずつ）と相談することを取り決めた。下記の問題点・課題のところで触れているが、しらせ医務室の受診は 2 件
（1 件は医務室の医師と及川の 2 名で処置。1 件は歯科受診）あった。 





昭和基地・夏期隊員宿舎においても、12 月 24 日以降平成 27 年 2 月 15 日までの総受診者数は 274 件であった。
（昭和基地内では）重症者はいなかった。しらせ艦内に持ち込んだ医薬品・衛生品以外に、第 55 次隊医療で夏宿
舎用に準備してくれた救急箱の医薬品・衛生品を使用した。 
平成 27 年 1 月に生じたブリザードの外出禁止令中、及川は第 1 夏宿舎の救急医薬品の一部を第 2 夏宿舎に移動




① しらせ艦内で自室を 24 時間の医務室として開放出来たのは、原則同室者 2 名のところ医師 1 名で一人部屋
だったため可能であった。上記受診者数を見るに、公室を含めて診察や消毒等の医療行為を毎日何度も行う
ことの出来るセミクローズド（カーテン等で仕切ることの出来る）スペースがしらせ艦内に見当たらないこ



















































⑦ 今回の昭和基地「外」での 2 件の医療事例に関して一言・・・昭和基地内の 2 次隊（今回でいえば第 55 次
隊と第 56 次隊）としらせ医務室の医務官同士で、しらせから医師が昭和基地入りした極初期段階で、3 者
協議をしお互いスピーディーかつ自由に連絡し合える体制を確立しておくことを提案する。 
 
3.8 環境保全  




1 月 26 日に第 1 回のクリーンアップ作業を行い 11 倉庫跡より搬出を開始し、残材を片付けるとともに、選別・
切断をして 12ft コンテナやリターナブルパレットに収め、コンテナヤードやその周辺に集積した。 
【問題点・課題】 











12 月 24 日    夏宿汚水処理装置立ち上げ 
12 月 24 日～2 月 6 日 運転 
2 月 6 日      汚水配管取り外し 






























3.9.1 野外観測支援（SEQ-56-05） 高橋 学察 
【概要】 





12 月 26 日～31 日 陸上生物支援 ラングホブデ（鈴木、辻本、中井、平野、阿部、高橋） 
1 月 2 日 地球物理支援 スカーレン氷河 GPS 設置・回収（早河、大山、阿部、高橋） 
1 月 3 日 地球物理支援 ホノール氷河 GPS 設置（早河、大山、阿部、高橋、河合、栗原、バイラム） 
1 月 5 日 気水圏支援 岩島付近海氷上にて墜落した無人飛行機回収（東野、阿部、55 春日井、高橋） 
1 月 6 日 地球物理支援 とっつき岬 GPS 設置（大山、中元、高橋） 
1 月 7 日～10 日 S16/S17 とっつきルート引き継ぎ※（高橋、大平、55 春日井、55 三浦） 
※S17 ならびに雪上車・居住橇運用支援（地球物理、気水圏）S17 滑走路の状態確認（55 次依頼）含む 
1 月 13 日 地球物理支援 とっつき岬 GPS 回収（大山、中元、高橋） 
1 月 14 日 地球物理支援 パッダ島 GPS データ回収＆JARE55 パッダ氷河 GPS 捜索（大山、高橋） 
1 月 21 日 海氷支援 昭和基地付近定着氷観測（清水、高村、須山、高橋） 
1 月 22 日～24 日 陸上生物支援 スカルブスネス湖沼調査（鈴木、辻本、中井、平野、高橋） 
1 月 25 日 潮汐支援 スカーレン水位計回収（下村、高橋） 
1 月 25 日 陸上生物支援 スカーレン調査（鈴木、辻本、中井、平野、下村、高橋） 
1 月 26 日 陸上生物支援 スカルブスネスつばき池調査（鈴木、辻本、中井、平野、高橋） 
1 月 27 日 陸上生物支援 ラングホブデぬるめ池調査（鈴木、辻本、中井、平野、清水、高村、高橋） 
1 月 28 日 地球物理支援 スカーレン、ホノール、パッダ氷河 GPS 回収、白瀬氷河 GPS 設置 
（早河、大山、阿部、水谷、高橋） 
−100−
1 月 29 日アイスオペレーション北の浦海氷上、氷山から生活用氷採取（55 春日井、高橋） 
2 月 3 日 S17・S16 車両立ち下げ支援 気水圏持ち帰り輸送支援（大平、戸田、高橋） 
2 月 4 日 S17・S16 車両立ち下げ支援（大平、森脇、三津山、高橋） 










12 月 14 日 しらせ内安全講習「南極野外活動時の注意点」「レスキュー体制説明」実施 
12 月 19 日 しらせ内にて氷河 GPS 設置チーム ロープワーク＆レスキュー講習 
12 月 24 日 管理棟～第二夏宿 ライフロープ引き継ぎ（55 春日井、高橋） 
1 月１日 隊員向け島内遠足実施（55 春日井、高橋） 
1 月３日 基地主要建物間ライフロープ引き継ぎ（55 春日井、高橋） 
1 月４日 岩島ルート工作引き継ぎ、アイスドリル、スチームドリル操作引き継ぎ（55 春日井、高橋）  
1 月 5 日 管理棟倉庫物品引継（55 春日井、高橋） 
1 月 11 日 FA 事務関連引継（55 春日井、高橋） 
1 月 12 日 オングル島内引継（55 春日井、高橋） 
1 月 18 日 第２夏宿～管理棟間 ライフロープ、標識旗の保守（ブリザードによる破損のため） 
1 月 19 日 アンテナ島へのライフロープ補修作業支援（戸田、高橋） 
2 月 5 日 島根大紫外線暴露実験サンプル設置（長期暴露試験開始） 
2 月 8 日 非常物品庫整理 
2 月 10 日 昭和基地主要建物ライフロープ整備 
2 月 11 日 電離層棟～夏宿ライフロープ撤去、昭和基地ライフロープ整備 

























・前次隊 FA との引き継ぎについて 
56 次夏期については 55 次 FA と同行する昭和基地外のオペレーションが S16 ルート引き継ぎのみであった。前









  9月 5日 しらせ船上06甲板へのイリジウムオープンポート2号機設置作業を実施 
しらせ船内ネットワーク(全スイッチ及び各船室ローゼット)の疎通確認 
オープンポート2号機の接続が不安定であるため、KDDIへ修理依頼を手配 
  10月27日 イリジウムオープンポート2号機交換作業 
           アンテナユニット交換にて復旧 






12月 1日 しらせ船内用メーリングリスト作成作業を実施 
12月 4日 イリジウムオープンポート1号機にて接続エラー対応のため、メール送受信のcron設定を変更 


































   1月12日 しらせ06甲板に無線機及びパッチアンテナを設置し、昭和基地(見晴らしAP)とのWAN接続を開始 
       管理棟と疎通試験を実施。疎通良好。しらせ⇔昭和間のIP電話疎通良好 















3.11  観測隊ヘリコプター 
3.11．1 観測隊ヘリコプターの運用（AHE-56-01）                                              野木 義史 
【概要】 
 南極、昭和基地周辺域において、観測隊がチャーターした中型および小型ヘリコプター(BELL 機、AS350 機)運
航計画の調整を行い、野外観測を中心に空撮や人員輸送を実施した。2 月 4 日にしらせ搭載ヘリコプターCH-101




 国内および往路船上で、各部門・野外行動班からの第 56 次夏期野外観測フライト要求を、副隊長（越冬隊長）
が、各野外班のリーダーまたはメンバーの隊員に、フライト経路や現地滞在時間など要望の詳細を再確認した上











ヘリコプターの運用および安全対策について、往路船上の 12 月 2 日に「しらせ」飛行科関係者と、運行方針に





飛行を行う場合、飛行開始時間の 2 時間—1 時間半前を目処に、野外観測拠点からの気象観測データ、昭和基地
の気象データ、ならびに視程や雲の状況の機長の目視結果等をもとに、総合的に機長が飛行実施可否を判断し、









 第 56次の運用実績一覧を別表にまとめた。2014年 12月 16日の CH-101機氷上偵察のため相互救難体制実施後、
12 月 23 日 AS350 および BELL 機の昭和基地移送から、2015 年 2 月 15 日までの間、野外観測を中心に、空撮や人
員輸送を実施し、総飛行時数は AS350 機が 78 時間 52 分、BELL 機が 46 時間 20 分であった。また、2 月 4 日にし























南極授業 3 回（2/2 野田市立川間中学校、2/4 明石市立清水小学校、2/6 明石市立天文科学館）を実施。 
今次隊は越冬隊員が前次隊よりも 2 名増員となったが、例年より人員が少ないということもあり、最小限のス
タッフ構成で実施した。構成は、教員１名、ディレクター１名、スイッチャー１名、室内カメラ１名、外中継カ










































南極授業 3 回（2/2 野田私立川間中学校、2/4 明石私立清水小学校、2/6 明石市立天文科学館）を実施。 
今次隊は越冬隊員が前次隊よりも 2 名増員となったが、例年より人員が少ないということもあり、最小限の
スタッフ構成で実施した。構成は、教員１名、ディレクター１名、スイッチャー１名、室内カメラ１名、外中

















12 月中旬 南極授業係分担決め、授業内容の概要の確認、日程の確認 
12 月中旬から 2 月上旬 昭和基地内、沿岸野外（スカルブスネス、氷上輸送、海洋観測、海氷観測）で同行
取材・調査 
1 月 25 日 授業資料、指導案の完成（スタッフへの配布） 
1 月 27 日 シナリオ最終読み合わせ 
1 月 28 日 2 月 2 日分基地内リハーサル 
1 月 29 日 9:00 国内との接続試験 接続試験終了後 2 月 2 日分基地内リハーサル 





















































12 月中旬 南極授業係分担決め、授業内容の概要の確認、日程の確認 
12 月中旬から 2 月上旬 沿岸野外での同行取材・調査（スカルブスネス、ラングホブデ、）、昭和基地内での
太陽の観察 
1 月 15 日 授業資料、指導案の提出（スタッフへの配布） 
1 月 26 日 シナリオ最終読み合わせ 
2 月 2 日 川間中学校本番終了後 4 日のリハーサル 
2 月 3 日 8:00 国内との接続試験 接続試験終了後 4 日分基地内リハーサル 























・「南極取材」 本校 5 年生が NHK 神戸で番組づくり体験を行うことから導入した企画。総合的な学習の
時間で「南極」を取り上げ、その学習をとおして三浦越冬隊長に聞きたいこと取材する内容となった。各ク
ラスのテーマは 1 組「南極の植物」2 組「南極における地球温暖化の影響」3 組「南極におけるゴミ問題」。
これらのテーマに従って各クラスから２～3 問ずつの問いが設定された。これらの回答に専門的になりすぎな
いように、隊長と幾度にもシナリオ調整をして頂いた。時間設定の甘さもあり、十分に伝えきれなかった感
を残したが、後日、送られてきた 2 年生の感想を見る限り、低学年にもある程度の理解ができたと知った。 











































12 月中旬 南極授業係分担決め、授業内容の概要の確認、日程の確認 
2 月 4 日 清水小学校本番終了後 6 日のリハーサル 
2 月 5 日 13:00 国内との接続試験 接続試験終了 6 日分基地内リハーサル 



















































氷域に入る前の 2014 年 12 月 13 日に設置、同日観測を開始し、2015 年 1 月 12 日「しらせ」の昭和基地沖への
接岸に合わせて往路観測を終了した。復路においては 1 月 31 日に観測を再開し、以後海氷域を離脱した 1 月
18 日まで観測を行った後、センサを撤収した。 
【問題点・課題】 




4.1.3 「しらせ」氷中航行試験（AAD-56-03） 高村 友海・須山 聡大・藤原 亮 
【概要】 
近年、南極海の厳しい氷況により南極観測船「しらせ」の砕氷航行は非常に困難を極めている。昭和基地沿
岸のリュツォ・ホルム湾定着氷の氷況も非常に厳しく、多年氷帯では氷厚 5m 以上、積雪深は 1.5m 以上になる。












年 2 月 15 日）、ラミング時散水効果確認試験（2015 年 1 月 10 日から 2015 年 1 月 11 日）、ラミング砕氷性能試
験（氷海中で適宜）の 3 試験を実施した。幅広い氷海域のデータ蓄積を目的として、第 55 次南極地域観測まで
にデータが不足している一年氷帯と氷厚 3～4m の多年氷帯を試験実施区間とし、復路一年氷帯での連続砕氷試
験と進出距離が 50m 程度得られる比較的穏やかな多年氷帯でのラミング航行試験を実施した。 
●船体挙動測定 
「しらせ」に装備されている氷海モニタリングシステムに加え、簡易船体動揺計測装置を船内 3 か所（第 2
観測室、艦橋右舷、艦橋左舷）に設置し、フリーマントル出航（2014 年 11 月 30 日）からフリーマントル入港
（2015 年 3 月 9 日）までの海洋および氷海域での船体運動を計測した。 
●氷況観測 
「しらせ」航路上海氷域において氷況観測を行った。第 56 次南極地域観測では第 55 次と同様に、ポータブ
ルレーザー距離計とデジタルカメラを使用し、画像処理により氷厚と積雪深を計測した。連続砕氷時は 1 時間
毎、ラミング時には 3 時間毎にデータの採取を行った。計測期間は氷海域進入時（2014 年 12 月 15 日）から氷






















計測期間は、往路フリーマントル出航 2014 年 11 月 30 日～氷海域到達 2014 年 12 月 15 日、一年氷帯 2015
年 2 月 14 日～フリーマントル入港 2015 年 3 月 9 日とした。測器の設置位置としては 06 甲板全部ハンドレール
に、SPC 型飛沫計を 1 台、船舶用雨量計型飛沫計を１台、着氷サンプル回収用の鉄管を１本設置した。また 01
甲板右舷第 1, 第 3 救命艇下のハンドレールと 01 甲板左舷艦橋前に、船舶用雨量計型飛沫計 1 台と鉄管 1 本を
設置した。往路での測器の設置をフリーマントル入港時の 2014 年 11 月 28,29,30 日、測器の撤収を氷海域進入
時の 2014 年 12 月 15 日に実施した。復路での測器の設置を一年氷帯(68°48.8770S,38°47.2384E)、測器の撤
収をフリーマントル入港時 2015 年 3 月 9 日に実施した。また計測期間の間、毎日 LT:0600 に鉄パイプへの着氷
状況を観測し、着氷が著しかった場合は着氷のサンプリングを行った。測器のメンテナンスについては計測期
間中、随時実施した。2014 年 12 月４日に右舷船舶用雨量計型飛沫計が固定していた鉄管から外れており電源
ケーブル 1 本で宙づりになっていた。測器を回収して確認したところ今後使用できる状態ではなかったため、
往路における右舷雨量計の計測を中止した。そのため 2014 年 12 月 4 日～2014 年 12 月 15 日の期間で右舷雨量













4.1.5 南極昭和基地におけるフーリエ変換赤外分光器を用いた大気微量成分の観測（AAD-56-05） 武田 真憲 
【実施概要】 
第 48 次観測隊が昭和基地観測棟内に設置し、49 次、51 次、52 次隊で観測を行った後に養生・保管してある
フーリエ変換赤外分光器（FTIR）及び周辺機器を開梱し、補修及び部品交換が必要となる箇所の確認を行った。




1） FTIR の補修作業 
12 月 27 日に昭和基地観測棟にて FTIR の補修作業を開始した。まず FTIR 本体及び周辺機器の開梱を行い、
補修及び部品交換が必要な箇所の確認を行った。その後、補修・部品交換作業を下記の通りに実施した。 
12 月 27 日： FTIR 本体に併設してある 45 度鏡の補修作業を実施 
12 月 28、29 日： FTIR 制御用 PC の交換作業と HBr ガスセルを用いた試験観測を実施 
12 月 29 日： レーザー強度の確認作業 
12 月 30 日、1 月 2、3 日： 観測棟屋上にてサントラッカーの修繕（ミラー角度等の調整）作業を実施 
12 月 31 日： 検出器ベースの交換とミラー角度の調整 
1 月 4 日： 太陽光を用いた試験観測を実施 
1 月 5 – 8 日： FTIR 本体内のミラー角度調整作業 
1 月 9 – 11 日： スキャナーリニアガイドの錆取り・クリーニング及びグリスアップ作業とスキャナーワイ
ヤーのクリーニング及びテンションの調整作業 
12 月 28 日に行った FTIR 制御用 PC の交換後、PC を起動して試験観測を行おうとしたところ、ドライバーの
種類が異なっていたために通常の設定（波数分解能や計算パラメータ）で観測することができない状態になっ




2） FTIR による大気微量成分の観測 
必要な補修・部品交換作業の終了後、晴天時に太陽光を用いた大気の赤外吸収スペクトルを観測した。観測
期間は 1 月 12 ～ 16 日の 5 日間で、17 日以降はブリザードの影響で観測できなかった。この 5 日間に、おお
よそ 700 cm-1 から 5500 cm-1 までの波数領域で約 50 の赤外吸収スペクトルデータを取得することに成功した。 
【問題点・課題】 








4.1.6 南大洋および昭和基地上空の雲・エアロゾル光学特性の解明（AAD-56-06） 小林 拓 
【概要】 
フリーマントル–昭和基地間の往復航海において、砕氷艦「しらせ」の 06 甲板上で晴天時にハンドヘルドサ
ンフォトメータ(Solar Light Co. MICROTOPS II)による太陽直達光の観測を実施した。得られた測定データか
ら海洋上におけるエアロゾルの光学的厚さおよびその光学特性を明らかにするとともに、06 甲板に設置された
スカイラジオメータ（プリード社製）および船舶用サンフォトメータ(試作器)の比較検証値として利用する。
また、測器校正のため、「しらせ」艦上のほかに S17 内陸拠点においても同様の観測を実施した。 
【実施経過】 
「しらせ」艦上においては、2014 年 12 月 3、 4、 16、 17、 18、 19、 22、 23、 24、 26、 27 日、2015
年 2 月 4、 5、 6、 9、 12、 13、 20、 26、 28 日、3 月 1 日、S17 では、2015 年 1 月 14、 15、 25、 26、 27、 
28、 29、 30 日の晴天時にハンドヘルドサンフォトメータによる太陽直達光観測を実施した。観測波長は 380、 
400、 500、 675、 870nm の 5 波長である。測定は、暗電流を補正するため電源を OFF にしたあと、すぐに ON
にして連続的に 5 回測定する過程を 1 セットとし、各測定で 4 セット以上実施した。晴天が続いた場合には、
30 分から 1 時間程度の間隔、もしくは太陽天頂角における気柱の相対的な長さを示すエアマスが 0.1 変化する
ごとに測定した。得られた測定データについては適宜 PC にバックアップを行った。測器の校正には、半日程度










測は、OPC およびサンプラを胴体内部に搭載した UAV をゴム気球に懸吊し、ゴム気球の上昇中に成層圏までの
エアロゾル数密度観測およびエアロゾルのサンプリングを行い、観測終了後、気球から UAV を分離させ、自律
滑空飛行によって放球点まで帰還し、観測装置および採取したエアロゾルサンプルの回収を行う新しい観測方












分離機構の設計評価、気球バースト対策の有効性評価、第 54 次で得られた高度 10km より高い高度における低
レイノルズ数および中マッハ数における空力データ取得、また低温環境で応答速度が遅くなるサーボアクチュ
エータの飛行制御系に及ぼす影響の定量的評価等を行うことを目的として、エアロゾル観測と合わせて昭和基
地および S17 で合計 3 回実施した。 
【実施経過】 





























4.1.8 Bayram  Öztürk ( Istanbul University , Faculty of Fisheries-Turkey) 
Purposes of participating JARE 56 
a. Conduct scientific study for marine biodiversity in Antarctica and Southern Ocean mainly for marine 
mammals. 
b. To observe Japanese Antarctic   research projects for strengthening the collaboration between Japan and 
Turkey under the   Antarctic Treaty.  
c. To better understand infrastructure, transportation, logistic, energy, search, rescue, excavation and 
maintenance of Showa Base . 
d. To report weekly all scientific, logistical activities to Turkish Antarctic community and to better 
understand Antarctic surveys. 
 
During November 30th, 2014 to March 9th, 2014 several activities  were performed while onboard  the 
Shirase and after arriving at Showa Station .  
 
1. Onboard Shirase 
Onboard Shirase - Since  departing   from Fremantle, Australia I  have participated  in  some activities 
that include; wearing immersion suit , life boat training ,  first aid training and  fire training. I also observed 
Aurora phenomenon and atmosphere study using balloons on the deck. 
a) I observed routine oceanographic sampling such as; CTD, Argo deployment and plankton sampling by 
various plankton nets. 
b). Conduct marine mammals survey in Antarctica and the Southern Ocean. 
 
This study was important in terms of;  marine protected areas disputes and designation  in the Southern 
Ocean  for whales  and dolphins. During the expedition I recorded all sightings and positions of the whales 




2. At Showa station  
I visited several locations such as; Solar panel, maintaining radar, monument, tanks of the fuel and oil, 
food storage, water storage, garbage disposal, communication room, new helicopter pads, atmosphere study 
and sea level measurement. I also participated in Fire training at Showa stations main building. I experienced 
a snow blizzard at Showa station which was a interesting event. 
Field work at Showa Station: 
a) Conducting study on the sea ice measurement and general properties of the ice (28 December, 2014) . 
b) Fieldwork for geological and environmental study with a large group (1st of January, 2015). Metamorphic 
rocks were observed and investigated in the field around Showa station.  
c) Helped collect and catch ice fish (Trematomus bernacchii) and echinoderm samples ( Echinoidae) from 
Nishi no ura shore. (28 Jan, 2015) 
d) While some jellyfish species are sometimes an indicator of the tropical signals in many ocean and seas.  I 
conducted daily jellyfish monitoring at Nişhi no ura shore . None of the jellyfish species have been recorded 
during my field visit there.   
 
3. Field work out of Showa Station 
a) Skarvnes / Kizahashi Hema (3rd of January, 2015)  
After successful helicopter transportation I have been to Skarvnes and Honnor  Hyoga Glaciers on the same 
day. I recorded a stranded and mummified Weddel seal on the shore at Kizahashi. On the 10th of January, 
2015 I went to Skarvnes a second time where I observed the colony of the ‘Adelie penguin’ under snowing 
conditions.  
b) Skallen (21st to 23rd of January, 2015) I travelled to Skallen and stayed there for three days and two 
nights  in a tent with the kind invitation of the geophysical team in order to set up a new GPS, checking the 
equipments and changing the batteries . In addition, I have been observing some active Cyanobacteria 
community seeps on the surface rocks at Skallen. 
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4.3  公開利用研究課題 
4.3.1 APEX フロートを用いた南極海ケルゲルン海台付近の基礎生産量の時空間変動観測（AAS-56-01）  
  高村 友海 
【概要】 
1 基の自動昇降ブイ（APEX フロート）をケルゲレン南海台（南緯 58 度、東経 70 度付近）に投入し、時間空
間連続的に南大洋の水温・塩分・クロロフィル蛍光の観測を実施する。また、復路の寄港地がフリーマントル
となったことを受け、復路ではケルゲレン南海台の西側、海台上、東側、可能であれば往路に投入したフロー
ト近傍（合計 5 点程度）において停船観測を行う。ケルゲレン南海台付近の復路航路上で 2～5 カセット程度の
CPR 観測を行う。 
【実施経過】 
投入予定点(南緯 58 度、東経 70 度)において荒天が予想されたため、安全に投入できる地点として南緯 58
度、東経 74 度を定め、2014 年 12 月 10 日 15:30(GMT)に 58-12S、73-59E において APEX フロートの投入を行っ
た。復路航路変更に伴い、停船観測は全てキャンセルとなったが、復路航路上の 55-47S から 44-08S にかけて






4.3.2 高速フラッシュ励起蛍光光度計（FRRf）を用いた基礎生産の長期変動モニタリング（AAS-56-02）  





フリーマントル出港後の 2014 年 12 月 1 日から、第 4 観側室において表面海水モニタリングシステムで揚水
された海水を FRRf に取り込み、自動観測を開始した。ラミング航行を開始した 2014 年 12 月 16 日から 2 月 25






   







本装置は円周魚眼レンズを備えたカメラ、時刻補正用 GPS、カメラ制御用 Linux 基板、およびデータ収録用
PC とで構成されている。全天カメラ、GPS、Linux 基板をハウジングに収納して専用架台に固定し、「しらせ」
06 甲板の左舷側に設置した。PC を第１観測室内に置き、PC とハウジングを信号ケーブルで接続した。 
「しらせ」が出港した 2014 年 11 月 11 日から、5 分間隔で全天画像を撮影した。しかし、2014 年 11 月 28




























予定通りフリーマントル入港中の 11 月 27 日に、計 7 台の海面漂流ブイを豪州気象局から受け取り、手積み
で「しらせ」第２観測室に搭載した。同時に投入方法についての簡単な説明を受けた。往路上で以下の通り投
入した。投入後、所定の投入時情報を豪州気象局側にメールで通知した。 
1 台：12 月 3 日 0156(UTC)、南緯 45 度 07.8234 分、東経 110 度 03.7381 分 (St.L2) 
1 台：12 月 4 日 0207(UTC)、南緯 50 度 08.1369 分、東経 110 度 01.8147 分 (St.L3) 
1 台：12 月 5 日 0705(UTC)、南緯 55 度 08.3912 分、東経 109 度 58.6168 分 (St.L4) 
1 台：12 月 6 日 0856(UTC)、南緯 59 度 59.7736 分、東経 109 度 52.2081 分 (St.L5) 
1 台：12 月 7 日 9818(UTC)、南緯 59 度 30.8301 分、東経 100 度 00.0607 分 
1 台：12 月 9 日 0053(UTC)、南緯 58 度 54.4217 分、東経 088 度 00.0098 分 










また、第 46 次越冬隊の Be-7 試験観測と本研究結果を比較して、太陽活動極小期と極大期における宇宙線
による Be-7 フラックスの違いを研究する。 
1） しらせ船上における観測 
「しらせ」06 甲板に機器を設置し、往路の 2014 年 11 月 29 日～12 月 7 日の 9 日間の観測を実施した。暴風
圏における船の動揺によって別の測器の甲板の固定部分が破断したことを受けて、その後の安全性を考慮し当
測器も撤去した。 
2） 昭和基地及び S17 における観測 


















11月25日 火 　 1700 成田空港集合
1820 本部・所長・隊長からの挨拶
1950 成田空港発









11月29日 土 フリーマントル港 1800 出国審査（ヘリクルー、交換科学者）
11月30日 日 晴れ 20.5 SSW 26 1008.6 68 21.0 31°54' S 0957 フリーマントル出港






12月1日 月 晴れ 14.3 S 24 1010.6 61 17.0 36°13' S 0830 溺者救助人員チェック訓練





12月2日 火 晴れ 13.3 NNW 54 1009.8 66 13.4 40°52' S 0800 停船観測
110°00' E 1330 安全教育・南極安全講話（しらせ乗員のみ）
1800 全体ミーティング
12月3日 水 曇り 7.2 SSW 24 1005.8 55 8.3 44°45' S 0800 停船観測
110°00' E 1000 輸送調整会議(関係者のみ）
1800 全体ミーティング
12月4日 木 晴れ 5.8 WNW 48 999.5 77 4.9 50°37' S 0800 停船観測
110°00' E
12月5日 金 曇り 3.3 NNW 40 1000.6 76 1.9 55°02' S 1147 南緯５５度通過
109°59' E 0830 しらせ大学
1300 停船観測
 1800 全体ミーテイング
12月6日 土 雪 1.0 WSW 20 984.0 79 1.3 59°27' S 0830 しらせ大学
109°51' E 1500 停船観測
12月7日 日 曇り 0.7 WNW 24 987.5 85 0.9 59°34' S 0705 初氷山視認（加藤直隊員１位・浅野智隊員2位）
101°24' E 1330 しらせ大学講座
1530 安全教育・飛行作業、航空機搭乗時の留意事項
1530-1500 公室利用不可
12月8日 月 雪 −0.2 WNW 32 955.8 88 -0.1 59°06' S 1330 しらせ大学
95°05' E 1500 コンクウイスキー配布
12月9日 火 曇り −0.3 W 24 964.0 79 0.4 58°51' S 0800 南極選挙
86°44' E 1315 野外糧食配布
1445 輸送調整会議
12月10日 水 曇り −0.6 W 28 986.5 80 -0.5 58°23' S 0830 昭和基地における生活一般の確認（全員）公室
77°25' E
12月11日 木 曇り -0.1 W 35 976.7 89 -0.8 59°12' S 0830 通信機の使用法と通信方法の確認、実習（全員）公室
68°27' E 0945 歯科衛生講話（越冬隊全員、その他任意）公室
1400 HF通信機のアンテナ設置実習（全員）公室
12月12日 金 曇り 0.3 S 26 975.0 86 -0.7 60°46' S 0830 車両の使用方法と運転の注意点（全員）公室
59°35' E 0930 雪上車の使用方法と運転の注意点（全員）公室
しらせ、昭和基地かきオペレーション会議（関係者）公室
1810 交換昼食、４名が士官室
12月13日 土 曇り −0.9 NNE 7 987.6 77 -1.4 62°25' S 0830 野外活動一般の注意点緊急時レスキュー体制（全員）公室




12月14日 日 雪 −2 ESE 40 958.0 61 -1.7 64°42' S 0830 今後の輸送について（全員）公室
43°48' E 1900 懇親会（しらせ乗員、隊員）公室
12月15日 日 晴れ 0.6 SSE 41 978.0 69 -1.6 66°04' S 0830 観測隊ヘリコプターの運用方法（全員）公室
41°26' E
12月16日 火 晴れ 0.1 NE 12 986.3 60 -1.5 68°14' S 0830 基地における建築、土木作業の注意点（全員）公室





12月17日 水 快晴 1.0 ENE 12 980.8 53 -1.5 68°24' S 0830 計画停電の流れと注意点（全員）公室
38°44' E 1015 今後の輸送の流れと予定について（全員）公室
12月18日 木 晴れ 1.3 NE 22 978.6 64 -1.8 68°25' S 絶景露天風呂オングル温泉
38°43' E
12月19日 金 快晴 1.2 ESE 6 979.6 61 -1.7 68°25' S
38°43' E
12月20日 土 晴れ 2.6 E 12 984.8 66 -1.7 68°26' S 1530 臨時全体ミーティング（全員）公室
38°43' E 　 CH,観測隊ヘリ人員および優先空輸案について説明
12月21日 日 晴れ 4.9 E 4 982.1 63 -1.7 68°26' S 0830~2130 艦上体育





























11月30日 日 晴れ 20.5 SSW 26 1008.6 68 21.0 31°54' S 0957 フリーマントル出港






12月1日 月 晴れ 14.3 S 24 1010.6 61 17.0 36°13' S 0830 溺者救助人員チェック訓練





12月2日 火 晴れ 13.3 NNW 54 1009.8 66 13.4 40°52' S 0800 停船観測
110°00' E 1330 安全教育・南極安全講話（しらせ乗員のみ）
1800 全
12月3日 水 曇り 7.2 SSW 24 1005.8 55 8.3 44°45' S 08 0 停
110°00' E 10 0 輸送調整会議(関係者のみ）
1800 全 ミ ティング
12月4日 木 晴れ 5.8 WNW 48 999.5 77 4.9 50°37' S 0800 停船観測
110°00' E
12月5日 金 曇り 3.3 NNW 40 1000.6 76 1.9 55°02' S 1147 南緯５５度通過
109°59' E 0830 しらせ大学
1300 停船観測
 1800 全体ミーテイング
12月6日 土 雪 1.0 WSW 20 984.0 79 1.3 59°27' S 0830 しらせ大学
109°51' E 1500 停船観測
12月7日 日 曇り 0.7 WNW 24 987.5 85 0.9 59°34' S 07 5 初氷山視認（加藤直隊員１位・浅野智隊員2位）
101°24' E 1330 しらせ大学講座
1530 安全教育・飛行作業、航空機搭乗時の留意事項
1530-1500 公室利用不可
12月8日 月 雪 −0.2 WNW 32 955.8 88 -0.1 59°06' S 1330 しらせ大学
95°05' E 1500 コンクウイスキー配布
12月9日 火 曇り −0.3 W 24 964.0 79 0.4 58°51' S 0800 南極選挙
86°44' E 1315 野外糧食配布
1445 輸送調整会議
12月10日 水 曇り −0.6 W 28 986.5 80 -0.5 58°23' S 0830 昭和基地における生活一般の確認（全員）公室
77°25' E
12月11日 木 曇り -0.1 W 35 976.7 89 -0.8 59°12' S 0830 通信機の使用法と通信方法の確認、実習（全員）公室
68°27' E 0945 歯科衛生講話（越冬隊全員、その他任意）公室
1400 HF通信機のアンテナ設置実習（全員）公室
12月12日 金 曇り 0.3 S 26 975.0 86 -0.7 60°46' S 0830 車両の使用方法と運転の注意点（全員）公室
59°35' E 0930 雪上車の使用方法と運転の注意点（全員）公室
しらせ、昭和基地かきオペレーション会議（関係者）公室
1810 交換昼食、４名が士官室
12月13日 土 曇り −0.9 NNE 7 987.6 77 -1.4 62°25' S 0830 野外活動一般の注意点緊急時レスキュー体制（全員）公室




12月14日 日 雪 −2 ESE 40 958.0 61 -1.7 64°42' S 0830 今後の輸送について（全員）公室
43°48' E 1900 懇親会（しらせ乗員、隊員）公室
12月15日 日 晴れ 0.6 SSE 41 978.0 69 -1.6 66°04' S 0830 観測隊ヘリコプターの運用方法（全員）公室
41°26' E
12月16日 火 晴れ 0.1 NE 12 986.3 60 -1.5 68°14' S 0830 基地における建築、土木作業の注意点（全員）公室





12月17日 水 快晴 1.0 ENE 12 980.8 53 -1.5 68°24' S 0830 計画停電の流れと注意点（全員）公室
38°44' E 1015 今後の輸送の流れと予定について（全員）公室
12月18日 木 晴れ 1.3 NE 22 978.6 64 -1.8 68°25' S 絶景露天風呂オングル温泉
38°43' E
12月19日 金 快晴 1.2 ESE 6 979.6 61 -1.7 68°25' S
38°43' E
12月20日 土 晴れ 2.6 E 12 984.8 66 -1.7 68°26' S 1530 臨時全体ミーティング（全員）公室
38°43' E 　 CH,観測隊ヘリ人員および優先空輸案について説明
12月21日 日 晴れ 4.9 E 4 982.1 63 -1.7 68°26' S 0830~2130 艦上体育



















12月22日 月 快晴 1.6 E 12 978.0 63 -1.7 68°27' S 1730 甲板掃除
38°43' E 1800 火の元点検
1840 料理配布開始
1900 クリスマス会（ミーティング無し）
12月23日 火 晴れ 3.3 SSE 24 - 52 -1.7 68°31' S 1052 AS発艦（三浦・辻本・ヘリクルー３名）
38°42' E 1113 Bell発艦（ヘリクルー2名）
昭和基地
観測隊ヘリ 人員輸送（しらせ）














































































































1月11日 日 曇り -1.1 N 11 988.0 61 -1.7 69°65'S 1300 輸送調整会議
39°27'E 昭和基地 作業（風発・生コン・防水・汚水配管・発電オーバーホール・車両・パンジー）
観測隊ヘリ 野外観測支援（西オングルテレメトリ・S１７、スカルブスネスきざはし浜小屋・インホブデ）



























1月16日 金 晴れ 0.0 NNE 42 999.9 62 -1.9 69°00'S 〜0600 氷上輸送（３日目）持ち込み終了・持ち帰り物資保定・海氷整備




1月17日 土 雪 0.9 ENE 148 972.6 85 -1.7 69°00'S 持ち帰り保定・海氷整備
ブリ 39°37'E 1700 氷上輸送中止
昭和基地 屋内にて待機
観測隊ヘリ なし
























































































1月30日 金 曇り -5.5 NW 10 988.2 74 -1.7 69°02'S 0810 しらせ支援交代　Bell
39°20'E 0820 同行者人員輸送（藤原・須山）→s/s　AS350
1720 発着艦（清水・高村戻り、野木昭和へ）Bell
       昭和基地 作業（風発・車庫・防水・パンジー発電・汚水配管・車両・パンジー）
1945 全体ミーティング
観測隊ヘリ 人員輸送（しらせ）、野外観測支援（ランドボークスヘッダ、ラングホブデ、雪鳥沢小屋　スカブスネスきざはし浜小屋）


















































2月7日 土 雪 0.0 SSE 14 991.8 62 -1.7 69°00'S 1945 夏隊ミーティング
39°11'E 昭和基地 作業（風発・車庫・基本観測棟・汚水配管・車両・パンジー）
観測隊ヘリ なし
















2月12日 木 曇り −4.2 SSE 3 979.6 66 -1.7 68°56'S 1750 ミーティング
39°03'E 昭和基地 作業（車庫・基本観測棟・生コン・車両・パンジー）
観測隊ヘリ なし




2月14日 土 曇り -2.7 E 16 980.5 52 -1.7 68°56'S 1750 全体ミーティング
39°03'E 昭和基地 作業（汚水・風発・車庫・基本観測棟・生コン・パンジー）
観測隊ヘリ なし


















2月19日 木 曇り 1.8 W 4.5 975.3 74 1.5 64°42'S 0820 海洋観測（XCTD）
51°53'E 1750 ミーティング
1915 海洋観測（XCTD）
　 2300 時間帯変更 C→D
2月20日 金 晴れ 2.5 W 36 991.9 77 1.5 63°10'S 0800 海洋観測（XCTD）
61°20'E 1300 92号機防錆点検
1750 ミーティング
2月21日 土 みぞれ 2.6 NNW 22 985.2 95 0.8 61°58'S 1700 海洋観測（XCTD）
68°25'E 1750 ミーティング
2300 時間帯変更 D→E








2月24日 火 曇り 2.6 NW 18 993.1 75 2.2 58°32'S 1750 全体ミーティング
87°15'E




2月26日 木 晴れ 3.6 W 26 989.9 68 2.3 56°59'S 1330-1500 南極大学講座
96°56'E 1750 全体ミーティング
0210 海洋観測（XCTD）
2月27日 金 晴れ 4.0 W 22 984.0 75 2.2 56°20'S 0518 XCTD測定(56°32'S,100°00'E)
101°19'E 1330-1500 南極大学講座
1750 全体ミーティング
2月28日 土 雲り 2.7 SS 16 975.0 82 2.9 55°35'S 0749 海洋観測（CPR)
106°69'E 1330-1500 南極大学講座
1750 全体ミーティング


















3月2日 月 雨 8.9 W 15 996.8 94 7.8 47°43'S 1220 火災警報　発報
110°00'E 1330-1500 しらせ高校
1750 全体ミーティング
3月3日 火 曇り 13.4 WSW 12 1017.1 88 12.7 43°35'S 13:30-15:00 しらせ高校
110°06'E 1750 全体ミーティング
3月4日 水 晴れ 16.6 WSW 7 1025.6 81 14.3 40°16'S 1750 全体ミーティング
110°47'E
3月5日 木 曇り 18.0 SE 14 1027.0 85 19.3 36°56'S 1750 全体ミーティング
111°26'E
3月6日 金 晴れ 20.6 SE 9 1020.7 84 22.0 33°45'S 1750 全体ミーティング
112°23'E 2300 時間帯変更 G→H
3月7日 土 快晴 25.0 ESE 6 1016.7 57 22.0 31°59'S 1750 全体ミーティング
114°60'E
3月8日 日 快晴 20.7 SE 5 1016.9 61 23.0 32°02'S 0800 フリーマントル港外仮泊
115°43'E 1750 全体ミーティング
3月9日 月 　 　 　 　 　 　 　 　 0900 フリーマントル入港
1030 入国審査（ヘリクルー、交換科学者）
1230 帰国説明会
3月10日 火 　 　 　 　 　 　 　 　 13:30-16:00 係留替（Victoria Quay F→CD岸壁）
3月11日 水 　 　 　 　 　 　 　 　 0800 観測隊ヘリ揚陸
3月12日 木 　 　 　 　 　 　 　 　 1700 退艦式
2000 入国審査
2130 退艦








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１ ． 概 要 






















































































1.2.1 全般                                        三浦 英樹 




った。以降、56 次越冬隊 26 名による基地観測・設営作業を進めつつ、越冬体制を整えた。当初予定通り 20 日に
越冬成立式、福島ケルン慰霊祭を実施し、その後に開催した第 1 回全体会議によって越冬内規を正式決定した。
21 日と 22 日は、越冬交代後、初の休日日課としていたが、ブリザードのため、一部の隊員は 21 日から 22 日に
かけて悪天時対策の作業を進めることとなった。22 日から 24 日にかけて今次初の外出注意令と外出禁止令を発
令した。23 日には、第 1 回安全対策・危機管理委員会を開催し、56 次隊の消防体制、ブリザード時の体制につい
て再確認した。観測・設営・生活の当月報告と翌月計画に関しては、25 日から 26 日に開いた各部会およびオペ
レーション会議を経て 28 日の第 2 回全体会議に諮った。再び、27 日からのブリザードによって外出注意令を発
令した。28 日の午前中には第 2 回全体会議に引き続き、計画停電の反省会と停電時の対応、午後に第 1 回の消防
訓練とその反省会を開催し、安全対策・危機管理の体制を固めつつある。 




ざす月となった。2 日に第 2 回安全対策・危機管理委員会、4 日に第 1 回南極教室・テレビ中継委員会、5 日に第











残りの 4 日間は 4 月に順延となった。なお、この野外訓練と合わせて、基地内に残る隊員が少ない状況での火災、
停電、野外レスキューへの対応ができるように、毎回バックアップの人員配置を検討し、本格的な野外活動時期




催し、観測・設営・生活の各部会の 3 月報告と 4 月計画について報告・確認した。30 日の全体会議では、越冬隊
内規の修正や各委員会で議論された規約・指針についても確認し、これらに則って、4 月以降の活動を行うこと
とした。残る未整備の指針・規約等については、基地内の施設点検のデータや人員配置を検討したうえで最終確




【4 月】1 日から 2 日の A 級ブリザード（1 日から 3 日に外出禁止令・注意令）、9 日の C 級ブリザード（8 日か
ら 10 日に外出注意令）、16 日から 17 日の B 級ブリザード（16 日から 17 日に外出注意令）、21 日の C 級ブリザー
ド（21 日から 22 日に外出注意令）、26 日から 27 日の B 級ブリザード（26 日から 28 日に外出注意令）の計 5 回
のブリザードで、合わせて 13 日間の外出制限令が発令され、その前後の点検・除雪作業を含めると、約 20 日間
をブリザード対応に費やす月となった。これらの作業の合間を縫いながら、極夜期の基地生活や本格的な野外活
動に向けたハード・ソフト両面の環境整備に努めた。各棟の安全・防火対策としては、今月からの消防訓練の中
心課題を基地主要部の消火と位置づけ、16 日に第 3 回の消防訓練を、管理棟・厨房からの出火を想定して実施し







日、13 日、15 日、18 日、20 日に実施した。小人数の隊の特性を生かして、全隊員が十分に時間をとれるように、
毎回 4 名の隊員に対して丸 1 日間の個別指導を行った。冬期総合訓練で実施した実践的なルート工作訓練の経験
は、この訓練で有効に生かされた。また、この野外活動訓練における隊員の不在状況を利用して、火災、停電、
野外レスキュー時におけるバックアップの人員配置・分担内容を毎回個別に検討し、どの部門の隊員が不在にな
っても対応できる体制を整備・確認した。2 日、7 日、14 日には、室内の南極安全講習会として、野外における
救急医療の方法の習得および南極の気象特性と観点望気に関する講義・実習を実施した。今月の活動内容と残る
諸課題を確認するための、定例オペレーション会議および観測部会・設営部会・生活部会・全体会議は、ブリザ







各棟の安全・防火対策では、20 日に、基地主要部の倉庫棟からの出火を想定して、第 4 回消防訓練を実施した。
この訓練では、初期消火と本格消火の間に使用するガス圧消火装置の操作訓練をはじめて取り入れた。また、25
日には、昭和基地において「入院加療を必要とする怪我人の発生」を想定して、遠隔医療を含む、国内と連携し
た緊急時対応訓練を実施した。野外活動に向けた南極安全講習会として、5 日と 26 日に、全隊員を対象にレスキ
ュー訓練を実施し、落下時の自己脱出や引き上げ方法を習得した。アウトリーチ活動では、南極・北極科学館の
ライブトークを含む 5 件の南極教室が行われた。このうち 3 件は、小人数で対応可能な、ビデオ通話システムを
効果的に活用した簡易型で実施した。7 日、14 日、25 日には、宿泊を伴う野外行動計画を審議する臨時オペレー
ション会議、28 日には月末の定例オペレーション会議を開催した。全体会議は 29 日に実施し、今回から観測部
会、設営部会、生活部会をまとめて組み込み、会議時間の効率化をはかった。なお、ブリザード中の 12 日には、
発電装置 2 号機の部品不具合を原因とする全停電事故が発生したが、約 40 分で復電し、基地の維持に支障はなか
った。 
【6 月】吹雪やブリザードが少なく、ミッドウインター祭やアウトリーチ活動、設営を中心とした屋外の作業
を着実に進めることができた。各棟の安全・防火対策では、6 日に第 2 回除雪対策委員会を開催し、極夜期にお
ける除雪作業の方針と留意事項を策定・確認した。また、12 日には、第 5 回消防訓練を行い、先月と同様に倉庫
棟からの出火を想定して、初期消火、ガス圧消火装置、本格消火の手順に関する問題点を解消するように努めた。
野外活動に向けた南極安全講習会として、5 日に、レスキュー隊要員向けの訓練を実施し、野外で実践的な救助
方法を習得した。アウトリーチ活動では、3 日と 30 日に 2 件の南極教室を実施した。10 日には、第 2 回南極教室・
テレビ中継委員会を開催し、隊員から希望が出ている、ビデオ通話システムを用いた今後の簡易型南極教室の追
加実施に対応するために、今後の手続き方法等について検討した。なお、22 日の第 12 回設営シンポジウムにお
いては、ビデオ通話システムで中継し、このシステムの現状に関する発表に隊長が協力した。ミッドウインター
祭は、18 日の前夜祭を皮切りに 22 日まで開催し、この準備のための実行委員会を月の初めから適宜開催した。
29 日には月末の定例オペレーション会議、30 日に観測・設営・生活部会を含む全体会議を実施した。 
【7 月】度重なる低気圧の接近で 6 回のブリザードが到来し、合計 11 日間の外出制限令が発令された。直後の
除雪作業も加わり、13 日の極夜明けから予定されていた様々な屋外作業が中止や短縮となって滞った。そのため、
今後の野外観測を含む観測設営計画を進める上で時間的に厳しい状況であることを認識する月となった。6 日に
は、S16・内陸旅行準備委員会と沿岸旅行準備委員会を合同で開催し、7 月から 12 月までの沿岸及び内陸の野外
観測計画と 57 次隊夏期観測の準備協力の行程を検討した。この中で、今後の作業や観測の優先順位を明確にして、






リーダーとしてメンバーを指導する形で野外救助訓練を実施した。また、18 日には、野外における GPS の取り扱
いとナビゲーション方法に関する訓練を行った。4 日、10 日、17 日には、事故例・ヒヤリハット集の勉強会を開
催し、海氷上と氷床上で起こった雪上車・重機・橇の操作に関わる事故例について解説・議論した。さらに、19
日には、通信の要領と海氷上行動に関する指針を全隊員で検討し、野外行動における共通ルールを確認した。ア
ウトリーチ活動では、9 日、14 日、15 日、23 日に、テレビ会議システムを用いた南極教室を実施した。また、こ








設営計画をほぼ完遂することができた。基地の安全・防火対策では、18 日に、第 1 居住棟を出火元と想定して第
7 回消防訓練を実施した。第 1 居住棟は基地主要部の中でも、放水に使用する 130kl 水槽から最も遠く放水作業
が困難な場所である。この訓練で、居住棟火災の場合には、ホース展張や破壊活動などの消火体制について、ま
だ多くの検討課題があることを確認した。ルート工作や除雪作業に関する南極安全講習の一環として、1 日、13




ライブトーク、11 日、14 日、21 日に北極南極科学館ライブトーク、22 日、23 日、27 日、28 日に南極教室を実
施した。事前の接続試験やリハーサルを含めて全隊員が関わる形で対応した。月末の 30 日には定例オペレーショ




策では、24 日に、第 2 居住棟を出火元と想定して第 8 回消防訓練を実施した。荒天のため、戸外でのホース展張
は行わなかったが、居住棟から出火したときの、重機による居住棟の破壊作業の動きとそれを妨げないホース展
張の方向を室内で確認した。南極安全講習会として、6 日と 13 日に、事故例・ヒヤリハット集の勉強会を開催し
た。主として停電・火災・爆発および漏油、施設操作ミスによる事故例を取り上げ、この時に、合わせて油流出
防災指針の内容を再検討・確認した。また、アウトリーチ活動では、国内で計画されていた南極教室を 5 日にす
べて終了し、21 日と 28 日に簡易版を実施した。月末の定例オペレーション会議、観測・設営・生活部会を含む











体会議を開催した。23 日に、原因不明の全停電事故が発生したが、約 20 分で復電した。いくつかの観測データ
の欠測が生じたが、基地の維持に支障はなかった。電源ケーブルの経年劣化による絶縁不良の可能性を中心に、
原因の調査を進めている。 
【11 月】10 月に引き続き、オングル島周辺やラングホブデ、スカルブスネス、S16 への野外観測旅行を精力的
に実施した。基地では、これまでの日常的に実施してきた除雪作業・スノードリフト対策に加えて中旬から 57
次隊の受け入れに向けた本格除雪も開始した。記録的な多雪に加えて、隊員の人数が少ないため、基地の維持作





会議を開催した。広報活動としては、8 日の南極北極中高生ジュニアフォーラム 2015 において昨年の南極科学賞
の提案に対する研究結果の発表を行い、13 日、24 日、29 日には FaceTime を利用した簡易版南極教室を開催した。












訓練を 30 日に実施した。30 日には、月末の定例オペレーション会議、31 日に観測・設営・生活部会を含む全体
会議を開催した。広報活動としては、4 日、11 日、15 日に FaceTime を利用した簡易版南極教室を開催した。23
日には、57 次隊の第一便が到着し、その直後から 25 日までの 3 日間にに優先物資空輸を実施した。 
【1 月】昭和基地における活動の最終月となり、57 次隊と連携した「しらせ」からの物資輸送および基地施設・
観測設備・業務の引き継ぎ作業が連日活発に行われた。1 月 4 日未明に「しらせ」が接岸し、4 日から 10 日まで
の間の 4 夜間に氷上輸送、6 日から 7 日までの 2 日間に貨油輸送、12 日から 15 日までの 4 日間に本格空輸を実施
し、計画されていた基地への物資輸送をすべて終了した。その後、57 次隊長・副隊長との協議のうえ、20 日から
22 日までの 3 日間の持ち帰り空輸の終了をもって、越冬交代日を 2 月 1 日に確定した。基地の安全・防火対策に
ついては、5 日に計画停電、27 日に消防訓練、29 日に停電訓練を、57 次越冬隊と共同で実施した。月末の 30 日
に基地主要部の大掃除を行い、31 日をもって 56 次隊としての昭和基地施設の管理運営を終了した。なお、12 日
の発電機の引継ぎ時に、発電機の近くで使用した携帯 UHF 無線機から発生したノイズが原因と考えられる発電機







1.2.2 気象・海氷状況  三浦 英樹 
【2 月】全体に曇りの日と夜間の降雪が多い月で、下旬は発達した低気圧の接近でふぶきの日が続いた。22 日





国内から送付された 3 月 26 日の衛星画像（MODIS 画像）の情報によると、昭和基地の東方は弁天島付近、北方は



















ため、昭和基地から S16 に大型雪上車・中型雪上車を移送することは、当面難しい状況となっている。 
【8 月】中旬後半と下旬を除いて、低気圧や前線の影響を受けて、全般に曇りや雪、ふぶきの日が多かった。





は昭和基地付近に接近した低気圧や前線の影響でブリザードとなった。国内から送付された 12 日の MODIS 可視画
像では、リュツォ・ホルム湾北部の一年性定着氷縁において、東西 70ｋｍ、南北 40ｋｍ程度の割れ込みが新たに
生じたことが明らかになった。翌 13 日には、割れた部分が沖合に移動していることも確認された。 
【10 月】上旬前半や中旬前半および下旬は、接近した低気圧や前線の影響でふぶきとなる日があり、3 日から
4 日と 12 日から 15 日の 2 回、外出注意令を発令した。それ以外の期間は全般に晴れの日が多かった。気温も全
般を通して、日平均気温が-15℃を下回る日はほとんどなく、穏やかな天候が続いた。国内から送付された MODIS





た。国内から送付された 11 月 12 日の ALOS SAR 画像および 11 月 17 日の Sentinel SAR 画像によると、10 月後半
以降大きな海氷の擾乱は少なく、定着氷沖のパックアイスはルーズな状態が続いている。また、11 月 27 日の MODIS
可視画像では、定着氷縁（大利根水路南端）と「しらせ」進入点の東側で小規模な氷盤の剥離が生じた。 
【12 月】期間を通して気圧の尾根や大陸の高気圧に覆われた日が多く、薄曇りから晴れの日が多い穏やかな天候
が続いた。下旬の 27 日から 30 日にかけて、昭和基地の北の海上に発達した低気圧が通過し、降雪を伴う風の強
い日となった。出制限令の基準に達していなかったが、57 次隊が夏宿生活を開始したこともあり、用心と訓練を
兼ねて 29 日から 30 日にかけて外出注意令を発令した。気温は平年並みで、中旬には日平均気温がプラスになる
日も出現しはじめた。国内から送付された 12 月 9 日の MODIS/aqua 画像では、「しらせ」進入点の近傍で定着氷縁
に割れ込みが生じ、第 56 次隊において「しらせ」が進入直後に遭遇したハンモック帯域（2015 年冬季において
は一度流出した）も、割れ込みが発生している可能性が確認された。12 月 18 日の MODIS/aqua 画像では、しらせ
進入ルート付近のやや西側の定着氷における大きなリードの発生も確認された。 
【1 月】気圧の尾根に覆われて晴れの日が多かったが、7 日から 10 日、12 日から 14 日、19 日から 20 日、28
日から 30 日には、昭和基地の北の海上を低気圧が通過した影響で曇りや雪の日となった。月平均気温は平年並で、





1.2.3 観測・設営作業  三浦 英樹 
【2 月】基本観測、研究観測および公開利用研究を順調に実施した。モニタリング観測の一環として、VLBI 観
測を 4～5 日と 10～12 日に他部門の支援を得て予定通り実施した。中旬以降、夜間が暗くなったことに伴い、オ







たブリザードでは、施設や機材の点検に多くの時間と労力を費やした。2 日、4 日および 6 日には教員南極派遣プ
ログラムによる南極授業を実施した。また、その経験を生かして、18 日に紋別市と行った今次初の南極教室では
同様のスタッフ体制で対応することができた。 
【3 月】越冬開始後 2 ヶ月が経過して観測の手順や作業も慣熟し、基本観測、研究観測および公開利用研究と












【4 月】基本観測、研究観測ともに順調に実施した。5 日から約 1 ヶ月間にわたり、専用の小型発電機を運用し
て、重点研究観測部門の大型大気レーダー55 群キャンペーン観測を開始している。地圏モニタリング部門と多目




































測部門の大型大気レーダー55 群観測は、14 日〜17 日に実施する予定であったが、悪天のため 16 日で 12 群観測
に切替えた。また、ブリザードによって雪に埋没した大型大気レーダーのアンテナ復旧作業にも努めた。宙空圏
モニタリング部門では、西オングル・テレメトリー小屋のバッテリー充電のため、15 日の日帰り旅行および 21




旅行を、24 日から 2 泊 3 日で実施し、越冬交代後初めて S16 に到達した。この旅行で、S16 に残置してある、ほ








た。気水圏変動モニタリングでは、6 日にエアロゾルゾンデ観測、7 日から 9 日にとっつき岬から S17 までの雪尺
測定と積雪サンプリングを行った。なお、28 日から 29 日にかけて発生した A 級ブリザードによって、気水圏変
動のモニタリング観測に使用している観測棟大気採取タワーが倒壊したが、翌日 30 日には復旧し、通常の観測を







日から 10 日にかけては S16 旅行を行い、機械部門を中心として多くの橇と雪上車の掘り出しを行うとともに、
SM100 型大型雪上車 2 台をとっつき岬に移送した。その後、24 日から 28 日に、とっつき岬に移送した 4 台の SM100
型大型雪上車の整備作業をほぼ完了した。建築土木部門では、先月から含めて合計 13 台の 2 トン橇の修理を完了
し、57 次隊夏期の内陸観測への準備を整えた。 
【9 月】基本観測、重点研究観測、研究観測ともに概ね順調に実施した。重点研究観測部門の大型大気レーダ
ー観測は、最後の全群による全観測機能調整を 16 日〜18 日に終え、10 月からのフルシステム連続 MST 観測に向
けて 28 日から小型専用発電機の運用を開始した。同じく重点研究観測のペンギンルッカリー遺物から見た氷床変
動と環境変動の復元に関する野外調査を 26 日からラングホブデ周辺で開始した。気象定常観測では、S17 の気象
ロボットの整備とバッテリー交換を行った。地殻圏変動のモニタリング観測では、10 日に、S18, S19, S20 で氷
床流動調査のための GPS 装置を設置した。また、15 日～18 日、ラングホブデの絶対重力点とやつで沢重力測定点







報発信など通常業務を実施した。特に、機械部門では、8 月に故障した 20kw 風力発電の修理を進めた。野外観測
支援部門では、スカルブスネス方面、弁天島方面の海氷上ルート工作を展開した。また、機械部門と共同で、6
日に昭和基地から SM117 と居住モジュール橇をとっつき岬に移動、さらに、9 日には、とっつき岬に集積してき
た内陸旅行と 57 次夏期観測用の南極低温燃料、ガソリン、DROMLAN 航空燃料用の JETA-1 等の燃料ドラムを満載




続 MST 観測を開始した。同じく重点研究観測のペンギンルッカリー遺物の掘削野外調査を、9 月 26 日から 2 日ま
でラングホブデ、15 日から 18 日までスカルブスネス周辺でそれぞれ実施した。気象定常観測では、オゾンゾン
デ観測を先月に引き続き 6 回実施した。地殻圏変動のモニタリング観測では、19 日にオングルガルテンに GPS 装
置を設置した。気水圏変動のモニタリング観測では、23 日に実施したエアロゾルゾンデ観測を実施したが、飛揚
中に全停電事故が重なったためデータの欠損が生じた。20 日から 27 日に行った H226 地点までの内陸旅行では、
気水圏変動のモニタリング観測として、雪尺測定と表面積雪サンプリング、宙空圏変動のモニタリングとして、





特に、機械部門では、8 月に故障した 20kw 風力発電の修理、新汚水処理施設の運用に向けた配管、電気系統の試
験を実施した。また、内陸旅行やその準備旅行では、機械部門が橇の牽引を含めた雪上車の運用試験、建築・土
木部門が S17 航空拠点の傾き調査をそれぞれ行った。 
【11 月】2 日と 17 日の基地全停電による一部観測データの欠測が生じたことを除き、基本観測、重点研究観測、
研究観測ともに概ね順調に実施した。地殻圏変動のモニタリング観測では、17 日から 18 日にかけて VLBI 実験を
行っていたが、観測中に全停電事故が重なったためデータの欠損が生じた。気水圏変動のモニタリング観測では、
9 日から 11 日にとっつき岬から S16 までの雪尺測定と表面積雪サンプリングを実施した。生態圏変動のモニタリ













検、庶務・情報発信など通常業務を実施した。昭和基地第一便後の 24 日から 30 日まで、機械部門・野外観測支















務・情報発信、輸送などの業務を実施した。また、2 日から 6 日まで、機械部門・野外観測支援部門による 57 次
隊への S16・とっつきルート引継および DROMLAN 緊急輸送のための S17 滑走路整備を行った。 
 
1.2.4 その他、生活に関すること等                             三浦 英樹 
【2 月】残留支援を依頼した一部の 55 次越冬隊員、56 次夏隊員が、15 日まで居住棟に宿泊していたため、そ
れまで当直やミーティングの方法や時間は変則的であったが、16 日以降は、翌日の作業内容の引継ぎを兼ねた当
直 2 名および環境保全当番の体制が本格的に開始した。越冬成立式後の 20 日夜には、2 月の誕生会と越冬成立を




発に行うことを推奨した。9 日から 14 日には、隊長と隊員の個人面談を実施し、隊の運営組織、安全対策・危機
管理（消防体制、レスキュー体制、施設・火元管理責任）、各種委員会、生活係について各自の役割分担を個別に
確認するとともに、越冬開始後の各業務の現状を把握し、問題点について調整した。 
【4 月】17 日に第 1 回ミッドウインター祭実行委員会を開催し、今後の実施方針を確認した上で活動を開始し
















【9 月】9 月 1 日から、週休 1 日で、平日の始業時間を 1 時間早めて 8 時とする夏日課に再び切り替えた。 
【10 月】10 日と 11 日に、3 回に分けて、故福島紳隊員の慰霊祭を西オングル島で行い、活動後半から終盤に
向けて、日々安全な行動を心がけることを改めて確認した。 
【11 月】18 日、19 日および 23 日には、 DROMLAN のバスラー機が給油のために昭和基地前の海氷上滑走路に着
陸した。短時間であるが、プログレス基地に向かうロシア隊とバーラティ基地に向かうインド隊との交流を持つ
ことができた。 
【12 月】27 日に、57 次隊の歓迎会を開催し、これから始まる引継ぎにあたって両隊の懇親を深めることがで
きた。 





























1.3.6 事故・災害発生状況と経過  三浦 英樹 
越冬期間中に発生した事故およびヒヤリハットは次の通りである。 
1） 事故 計 2 件 
① 基地全停電（5 月 12 日 10:51）：2 号機の燃料噴射量を調整するアクチュエーター（1 月の 2 号機オーバーホ
ール作業において新品に交換したもの）の不具合が原因。処置としては、予備部品と交換した。国内に持ち帰り、
メーカーに調査依頼を予定。発電機復旧までの時間は 24 分であった。 
② 基地全停電（10 月 23 日 22:02）：2 号機運転中に過速度（重故障）の発報によりエンジンが停止し全停電と
なった。 2 号機のアクチュエーターとコントローラー故障の可能性も考え、復電は 1 号機で行った。停電の原因
は不明であった（後に、UHF 無線機使用時のノイズが可能性のある原因として考えられた）。発電機復旧までの
時間は 18 分であった。 
③ 基地全停電（11 月 2 日 10:04）：2 号機運転中の集合ポンプのプランジャもしくはレバーの固着が原因と判断
した。処置としては、不具合のあった集合ポンプを交換した。不具合のあった集合ポンプ、使用中の燃料および
潤滑油を持ち帰って調査予定。発電機復旧までの時間は 8 分であった。 
④ 基地全停電（11 月 17 日 22:02）：1 号機運転中に、潤滑油圧力第 1 段（軽故障）が発報せずに、第 2 段（重
故障）が発報。 電力チャート紙には急激な上昇は見られなかったので、1 号機の再立ち上げを実施。運転に問題
がなかったので、1 号機で復電作業を開始した。停電の原因は不明であった（後に、UHF 無線機使用時のノイズが
可能性のある原因として考えられた）。発電機復旧までの時間は 14 分であった。 
⑤ 倉庫棟冷凍庫の室内機側冷凍機の霜取り作業中のコイル破損（1 月 17 日）：倉庫棟冷凍庫の室内機側の冷凍











2） ヒヤリハット（安全ノート） 計 2 件 
① 除雪中の雪ブロックの落下による通路等下のケーブルラックの脱落（7 月 10 日）：7 月 5 日から 8 日まで続い






























































































































全員 野外行動における一般的注意点について 高橋 




















3月27日 海氷・車両・ルート工作総合 全員 海氷上の行動、雪上車の管理・運転方法、ル 高橋 
-14-
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6月6日 第2回除雪対策委員会 委員ほか 極夜期の除雪の方針と注意点の確認 三浦 























































































全員 基地内の行動の事故例に関する紹介と解説 三浦・高橋 





































10月13日 第3回除雪対策委員会 委員ほか 本格除雪の方針と課題の確認 三浦 




















12月30日 第11回消防訓練 全員 自然エネルギー棟への放水・消火訓練 
浅野智 
加藤・三浦 































































































1.4.3 居住棟当番 浅野 良子 
1） 清掃当番                                  













1.4.5 その他の当番  浅野 良子 


































開催日 活動内容 幹事、担当 




2015/02/20（金） 越冬成立お祝い＆誕生日会 及川、佐藤、馬場 
2015/03/03（火） 雛祭り 浅野智、高橋、矢頭 
2015/03/14（土） ホワイトデー 浅野智、馬場 




2015/04/16（木） お花見 戸田、濱谷内、森脇 




















2015/12/19（土） クリスマス会 馬場、藤澤、 








3 月 雛祭り               4 月 お花見  
  
5 月 五六の日球技大会         5 月 五十六の日お祝い会 
   
5 月 誕生会＆車両お疲れ様会       10 月 海氷ドッヂボール大会 
  







 3） バー  及川 欧 
a） 運用 
店名は、56 次全隊員から公募し、投票にて「バー五十六（いそろく）」に決定した。開店のタイミングは、










 b） その他 
大きな変化としては、今期は壁に飾られていた過去隊のもののうち古い看板の一部を片づけたりレイアウ
トを変えたりし、またバーカウンターの一部改修を行ってワイン/ブランデーグラス・ラックの新規制作を
して 56 次隊のロゴと看板をはめた。 
また、誕生日やイベントに対応して臨時営業も行った。越冬後半期になると、バー開始時間が 20 時 30 分
ではなく 21 時になりそのまま最後まで定着した。55 次からの越冬交代後、56 次隊夏隊としらせ支援の滞在











な潤いと楽しいひと時を提供できたと思われる。2016 年 1 月 28 日の「56 次追い出し会兼 57 次夏隊お疲れ
様会」の二次会として 57 次に引継ぎを行い、1 月 30 日を最終営業日として 56 次の活動を終えた。 
4） オングルシアター 田村 勝義 
a） 概要 
56 次隊では従来のシアター係とソフトクリーム係を兼ねて活動した。シアター係員は田村、浅野(良)、仰
木、重松、加藤、後藤、押木、西の 8 名であった。主な活動は休日の映画上映会で、上映会の 2～3 回に 1














日時 上映タイトル 日時 上映タイトル 
2 月 22 日 アナと雪の女王 3 月 15 日 ドラえもん のびたの大魔境 
3 月 29 日 スリーハンドレッド 4 月 12 日 バブルへ GO！ 
4 月 26 日 私をスキーに連れてって 5 月 2 日 ザ・ロック 
5 月 31 日 燃えよドラゴン 6 月 14 日 テルマエロマエ 
6 月 19 日 スターウォーズシリーズ 
(MWF レイトショー) 
6 月 21 日 エヴァンゲリオンシリーズ 
(MWF レイトショー) 
6 月 27 日 遊星からの物体 X 7 月 12 日 天使にラブソングを 
7 月 26 日 天使にラブソングを 2 8 月 8 日 48 Hr Film Festival 上映会 1 
8 月 9 日 48 Hr Film Festival 上映会 2 8 月 10 日 48 Hr Film Festival 上映会 3 
8 月 16 日 ライトスタッフ 8 月 29 日 猿の惑星 
9 月 13 日 コヨーテアグリ 9 月 27 日 告白 
10 月 11 日 レッド 10 月 25 日 三銃士 














ある。パッキン類は予備を調達したがほとんど傷まなかったため交換不要であった。12 月～1 月に 57 次に
引継ぎを行い、残ったミックスやコーンを 57 次に託して 56 次での活動を終えた。 











































6） アルバム   三津山 和朗 
 帰国後のアルバム作成を目的として活動した。印刷業者は越冬交代前までにおおよそ選定、帰路のしらせ
在艦中に各人から写真を収集し、アルバム作成準備・作業を行った。帰国後に、最終的な装丁とデザインを決
定し製本・配布する予定である。 良質のアルバム用画像の収集を目的に月 1 回の写真コンテストを回毎にテ
ーマを決めて開催する予定であったが、写真の投稿数等の諸事情により2,3,4,5月の 4回のみの実施となった。
実施時は、投稿作品を印刷し管理棟に掲示した。 




ミッドウィンター祭の期間を除き、5 月から 8 月にかけて、週 1 回のペースで南極大学を開催した。日時






 実 施 日 講 師 名 講  義  名 
第 1 回 5 月 26 日 
浅野智一 競馬の楽しみ方 
浅野良子 知らなくても困らないドラえもんについて 
第 2 回 6 月 4 日 
及川欧 しろくまの心臓（ハート）を動かすものたち 
仰木淳平 酒を我らの手に！ 
第 3 回 6 月 11 日 
田村勝義 滝川クリステルに学ぶ番組制作 
押木徳明 アメリカ陸軍最強の部隊 第 422 連隊 
第 4 回 6 月 25 日 
加藤直樹 答えてあげます 漢！かとうなおき 
重松孝太朗 アメリカンフットボールの魅力 
第 5 回 7 月 2 日 
佐藤裕之 ちゅうがくせいのひとりたび 
高木佑輔 もう一人の日本人プロテニスプレイヤー 
第 6 回 7 月 9 日 
三津山和朗 せかいいちロマンチックなギリシャ神話と正座と美術の話 
松下隼士 基礎釣学概論 釣りのススメ 
第 7 回 7 月 16 日 
馬場祐介 やっぱ南鳥島っす 
戸田仁 いい旅研究 
第 8 回 7 月 23 日 
萩谷聡 ヨウ化カリウムとジミ・ヘンとボク 
西秀紘 ４スタンス理論の紹介 
第 9 回 7 月 28 日 
濵谷内健司 河豚の生態 
濱野素行 打ち切り漫画を楽しもう 
第 10 回 8 月 6 日 
大平正 国を愛する 
早河秀章 オレのクマフォルダーが火を噴くぜ！ 
第 11 回 8 月 13 日 
藤澤友之 200 万円の行き先･･･絶景ゲレンデ 
高橋学察 山、南極、その先の風景へ 冒険のススメ 
第 12 回 8 月 20 日 
三浦英樹 第四紀人生学 
後藤充功 フレンチはお好き？ 
第 13 回 8 月 27 日 
森脇崇夫 これからの車選び 























2 月 栽培開始 
3 月 緑豆もやし 3740g、サンチュ 650g、カイワレ 390g、水菜 350g 
4 月 ミックスリーフ 910g、サラダ菜 710g、レッドキャベツスプラウト 230g、カイワレ 225g 
5 月 緑豆もやし 5980g、サンチュ 1890g、ルッコラ 870g、水菜 450g 
6 月 緑豆もやし 3970g、サンチュ 630g、チンゲン菜 400g、イチゴ 13 個 
7 月 緑豆もやし 2460g、サンチュ 1640g、水菜 1190g、レッドケール 430g 
8 月 緑豆もやし 3870g、ミックスリーフ 890g、水菜 710g、サンチュ 320g、春菊 240g、イチゴ 44 個
9 月 緑豆もやし 5830g、サンチュ 2660g、二十日大根 600g、水菜 590g、春菊 550g、カイワレ 350g 
10 月 緑豆もやし 3820g、水菜 1270g、カイワレ 910g、チンゲン菜 800g、春菊 740g、サンチュ 700g 
11 月 緑豆もやし 6840g、サンチュ 2200g、水菜 760g、ルッコラ 680g、カイワレ 580g 
12 月 サンチュ 940g、二十日大根 470g、水菜 430g、ミックスリーフ 390g、春菊 230g 
1 月 サンチュ 2100g、ルッコラ 490g、ミックスリーフ 480g、二十日大根 470g 
 
 




報告する形となっている。係員は 7 名、保有ライセンスの内訳は第 1 級アマチュア無線技士 1 名、同 3 級






チュア無線局の安定的な運用は 56 次隊では出来なかったが、ブリザード後の点検などの保守作業は行った。 
イベントであるこどもの日特別運用は、JARL から事前に運用依頼があったもので、5 月 5 日に行う予定
であったが、アンテナ設備破損のため交信は出来なかった。 
c） 設備 














































 14） 美術部              及川 欧 
a） 運用 
56 次では 1 名のみの隊員構成だった。国内の航空会社から提供していただいた紙コップに、連日１作品
の絵を描き続けた。毎月最終週（日曜から日曜まで）には展覧会「しろくまのハク（及川欧）落書き個展」
を食堂とサロンスペース間のテーブルを借りて 12 回開催した。2015 年 2 月 15 日を初日として 2016 年 2











 15） 英会話サークル           及川 欧 
a） 運用 























1.4.7 ミッドウィンター祭              後藤 充功 
2015 年 6 月 18 日を前夜祭として 19 日～22 日の 4 日間、ミッドウィンター祭を開催した。当初は実行委員会が
構成を考えていたが、各イベントの肉付けは全ての隊員達が行い、各々が日常業務をこなしながらも一人の隊員




表Ⅲ.1.4.7-1 にミッドウィンター祭実行委員名簿を、表Ⅲ. 1.4.7-2 に各イベント内容と責任者を、表






 表Ⅲ.1.4.7-2 各イベント内容と責任者 
イベント内容 イベント責任者 
前夜祭 後藤充功 







































































2.1.1 越冬内規                       三浦 英樹 





































































































































● 管理棟【1】  ● 非常用物品庫【40】 高橋 
   管理棟全般 加藤 ● 東部地区分電盤小屋【25】 加藤 
  １階空調機械室・受水槽室 佐藤 ● 第１HFレーダー小屋【33】 仰木 
   １階エントランス・倉庫・ 
   食糧倉庫 
後藤 ● 新第１HFレーダー小屋【33】 仰木 
  ２階医務室・医療施設 及川 ● 第２HFレーダー小屋【34】 仰木 
  ２階娯楽室・バー 及川 ● MFレーダー小屋【35】 三津山
  ３階通信室・電話室・通信施設 戸田 ● RT棟【22】 浅野智
  ３階印刷室 浅野良 ● 非常発電棟【15】 高木 
  ３階書庫・庶務室 浅野良 ● 第１夏期隊員宿舎【13】 加藤 
  ３階サロン 後藤 ● Aヘリポート待機小屋【17】 森脇 
  ３階厨房・食堂 後藤 ● 焼却炉 重松 
  ３階隊長室 三浦 ● 焼却炉棟【19】 重松 
  プロパンボンベ庫 佐藤 ● 第２廃棄物保管庫 重松 
● 居住棟  ● 廃棄物集積所 重松 
  第１居住棟【4】 浅野智 ● 旧予備食冷凍庫（機械部品庫） 森脇 
  第２居住棟【5】 加藤 ● 貯水槽 佐藤 
● 倉庫棟【3】  ● 焼却炉棟北赤居カブ 
  （野外行動危険品保管） 
高橋 
  １階倉庫 高橋 ● 10kw風力発電小屋 加藤 
  ２階冷蔵庫・冷凍庫 後藤 ● 20kw風力発電装置【39】 加藤 
  設営事務室 加藤 ● 環境科学棟【26】 重松 
● 通路棟 加藤 ● 観測棟【27】（含ボンベ庫） 松下 
● 発電棟【38】  ● 情報処理棟【28】 三津山
  発電棟全般 高木 ● 衛星受信棟【29】 藤澤 
  １階機械室 高木 ● インテルサット制御室【31】・レドーム 田村 
  第１冷凍庫・第２冷凍庫 濵谷内 ● 小型発電機小屋【37】 高木 
  ２階理髪室 萩谷 ● 地震計室【30】 早河 
-33-
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  ２階風呂・洗面所・脱衣所・ 
  便所・洗濯場・廊下 
佐藤 ● 重力計室【30】 早河 
  １階発電機設備 高木 ● 地磁気変化計室 仰木 
  ２階制御室 加藤 ● 検潮儀室 早河 
  ２階グリーンルーム 高木 ● 自然エネルギー棟【24】 佐藤 
  ２階女子便所・風呂・前室 浅野良 ● 旧水素ガス発生器室 押木 
● 旧娯楽棟 高橋 ● 推薬庫 重松 
● 汚水処理棟【2】 重松 ● 風力発電制御盤小屋 加藤 
● 汚水処理中継槽小屋 重松 ● 第２夏期隊員宿舎【14】 森脇 
● 作業工作棟【20】 重松 ● Cヘリポート管制待機小屋 大平 
● 送信棟【12】 戸田 ● 大型大気レーダー・観測制御小屋【36】 濱野 
● 西部地区分電盤小屋【6】 加藤 ● 燃料タンク 大平 
● 機械建築倉庫【23】 浅野智 ● 基地ポンプ小屋 大平 
● 電離層棟【9】 早河 ● 見晴らし岩ポンプ小屋 大平 
● 電離層観測小屋【10】 早河 ● 車庫【18】 森脇 





押木 ● 大型アンテナレドーム 藤澤 
● 観測倉庫 早河 ● 光学観測棟 三津山


















































(1) 業務時間は、夜勤を除き夏日課では 0800-1700、冬日課では 0900-1700 とする。 
(2) 休日は日曜日及び隊長の定める日とする。 
(3) 休日の朝食は各人が適宜摂ることとし、昼食に替えてブランチを設ける。 
(4) 冬日課は 5、6、7、8 月とし、これ以外の月は夏日課とする。 
(5) 夕食時のミーティングは全員参加とする。 
(6) 夕食時のミーティングの際に人員確認を行う。 




















































  0500-0900 






  2330-2530 
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 一 越冬隊長 





























 一 越冬隊長 







































 一 越冬隊長 

















2.1.3.4 ハラスメント対策委員会規程    三浦 英樹 
（趣旨） 

































 一 越冬隊長 


















































国立極地研究所ハラスメント相談員名簿（平成 26 年 10 月 1 日〜28 年 9 月 30 日） 
相談員 宮岡 宏（宙空圏グループ准教授）miyaoka@nipr.ac.jp 
相談員 東 久美子（気水圏グループ准教授）kumiko@nipr.ac.jp 
相談員 土井 浩一郎（地圏グループ准教授）doi@nipr.ac.jp 
相談員 高橋 晃周（生物圏グループ准教授）atak@nipr.ac.jp 
相談員 本吉 洋一（極地工学グループ教授）motoyosi@nipr.ac.jp 
相談員 大川由美子（共通事務センター専門職員）kyokawa@nipr.ac.jp 
相談員 石崎 教夫（南極観測センター専門職員）ishizaki.norio@nipr.ac.jp 
相談員 中野 道明（企画グループ長）nakano.michiaki@nipr.ac.jp 
相談員 瀬戸 教仁（企画グループチームリーダー）seto.noriaki@nipr.ac.jp 
相談員 米沢 朱美（(株)シー・イー・アイ社会保険労務士）rohmu@ceinet.co.jp 




















 一 越冬隊長 

















2.1.3.6 S16・内陸旅行準備委員会規程  三浦 英樹 
（S16・内陸旅行準備委員会の役割と目的） 
第１条 観測隊内に S16・内陸旅行準備委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
２ 委員会の任務は、次に掲げる事項とする。 
一 観測や設営に必要な S16 方面および内陸旅行を効率的かつ安全に実施するための準備と方策を専門的に
検討すること。 
二 S16 方面および内陸旅行に必要な装備・車両・食糧・人員・医療体制について調整すること。 
三 S16 方面および内陸旅行に必要なルート工作の実施とルートの保持、地図類（紙媒体と電子媒体）の整備・
管理に関すること。 
四 昭和基地—とっつき岬間の雪上車 SM100 の輸送に関すること。 





 一 越冬隊長 











第３条 委員会は越冬隊の S16 方面および内陸旅行の準備と実施全般に関して責任を持つ。 
２ 委員は、越冬隊の安全で効率的な S16 方面および内陸旅行の実施に関して、積極的に具体的提言を行う責任
がある。 
































2.1.3.8 第 57 次夏期輸送・受け入れ準備委員会規程  三浦 英樹 
（57 次夏期輸送・受け入れ準備委員会の役割と目的） 
第１条 観測隊内に 57 次夏期輸送・受け入れ準備委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
２ 委員会の任務は、次に掲げる事項とする。 
一 第 57 次隊の夏期輸送期間における人員や宿舎の整備、氷上輸送ルートの検討、荷受け・持ち帰り物資の
準備や人員配置について専門的に検討すること。 




 （57 次夏期輸送・受け入れ準備委員会の組織） 
第２条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 
 一 越冬隊長 










第 3 条 委員会は越冬隊の 57 次夏期輸送・受け入れ準備に関して総合的に責任を持つ。 






2.2 越冬期間における安全指針・規則と重要事項  




の通り、＜エリア A＞、＜エリア B（海氷を渡るアンテナ島も含む）＞に区分し、規制を行う。 
① ＜エリア A＞は、外出制限解除時に「外出届」なしで自由に行動できる範囲とする。 
② ＜エリア B＞は、「外出届」を提出し、原則として、二人以上で行動する範囲とする（一人で行動する場













2.2.2 野外活動における届け出と方法 三浦 英樹 
1. 日帰りの外出届け 

























56 次隊 野外行動計画書 






















  ・ 携帯の通信機種（すべて記入）： 
・ 使用周波数： 












① UHF（極超短波）： CH-1、CH-2、CH-4 
② VHF（超短波）：149.45MHz（CH-1） 

















３ 昭和基地施設内および東オングル島エリア A 内での通信 
(1)  昭和基地施設内および東オングル島エリア A内での作業中の無線は UHF の 4 チャンネルを使用することを基
本とする。ただし、作業等の状況に応じて、UHF の他のチャンネルを使用することも可能である。その場合は、
事前に昭和通信に了解を得なければならない。 





















５  57 次隊行動中の通信体制と通信要領 
57 次隊の行動中の通信体制と通信要領については、57 次隊と協議の上、別途定めることとする。 
 
６  一斉放送の要領 
(1) 一斉放送は、原則として、就寝時間帯である 23 時から 07 時までは行わない。ただし、この時間帯であ
っても、レスキュー体制の発令、火災、停電等の緊急時および隊長が人員点呼が必要と判断した場合は
放送を行う。 
(2) 外出禁止・注意令の発令については、就寝時間帯である 23 時から 07 時までは一斉放送と無線による発
令・解除は行わず、掲示板および昭和基地電子掲示板のみにより発令・解除を行う。 
(3) 夜勤者が居る第 1 居住棟への平日およびすべての居住棟への休日の放送は、原則として、07 時から 18
時まで行わない。この時間帯におけるアナウンスの基準は、表の通りとする。 
 







（18 時〜23 時は○） 
火災発生 常時 ○ 
停電発生 常時 ○ 
レスキュー体制発令 常時 ○ 




通行禁止区域発生など安全上の注意喚起 常時 ○ 
オペ会、各種委員会など参加者が限定される会議の案内 
× 










・ コンテナトラック（いすゞエルフ・フォワード）：12ft コンテナの運搬 
・ ダンプトラック（いすゞ・エルフ 2t、3t）：砂利や生コンクリート、物資一般の運搬 
・ クレーン付トラック（ユニック、カーゴクレーン搭載：タダノ ZF-303、タダノ ZR−303）：クレーン作業 
(2) 重機（土木・建設工事などに使用される移動式動力機械類）の種類と概要 
＜装輪車＞ 
・ ラフテレーンクレーン（コマツ LW-100-1）：最大荷重 4.9 トンまでのクレーン作業 
・ ラフテレーンクレーン（タダノ GR-160N）：最大荷重 16 トンまでのクレーン作業 
・ ホイールローダ（コマツ WA100-5）：土砂運搬、除雪：土砂運搬、除雪 
・ 大型フォークリフト（コマツ FD115-7）：12ft コンテナの荷役 
・ フォークリフト（コマツ FD25H-12、コマツ FD25T-16）：ヘリコプターからの荷役作業等 
・ 高所作業車（アイチコーポレーション SP14CJM）：高所作業 
＜装軌車＞ 
・ ミニブル（諸岡 MS-40V）：整地、除雪 
・ クローラクレーン（諸岡 MST-800VD）：不整地運搬、クレーン作業 
・ クローラフォーク（諸岡 MF-25）：不整地での荷役作業 
・ ブルドーザ（キャタピラ D5K-LGP）：整地・除雪 



















（18 時〜23 時は○） 
作業人員募集の連絡 
× 
（18 時〜23 時は○） 
生活係関係連絡（喫茶、シアター等） 
× 























































































2.2.5 雪上車の運用指針 三浦 英樹 
１ 雪上車・橇の種類と概要：アンダーラインはクレーン車 
(1) スノーモービルの種類 ＜すべて装軌車＞ 
・ スノーモービル（Ski-doo）：沿岸調査用 
・ スノーモービル（YAMAHA）：沿岸調査用 
(2) 雪上車の種類 ＜すべて装軌車＞ 
・ 大型雪上車（SM102 型：ユニック搭載）：S16 でのクレーン作業用 
・ 大型雪上車（SM103 型）：S16 での整地、除雪作業用 
・ 大型雪上車（SM104 型）：昭和基地での高所作業用 
・ 大型雪上車（SM106 型：ユニック搭載）：内陸旅行用、クレーン作業用 
・ 大型雪上車（SM109 型、SM110 型、SM112 型、SM113 型、SM114 型、SM116 型、SM117 型）：内陸旅行用 
・ 大型雪上車（PB300 型）：昭和基地での除雪、クレーン作業 
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・ 中型雪上車（SM601 型、SM651 型：カーゴクレーン搭載）：氷上輸送、除雪、クレーン作業 
・ 中型雪上車（SM652 型、SM653 型：ユニック搭載：氷上輸送、除雪、クレーン作業 
・ 小型雪上車（SM411 型、SM412 型、SM413 型、SM414 型：マニュアル変速機）：沿岸調査、大陸周縁部 
・ 小型雪上車（SM415 型：油圧式無段変速機）：沿岸調査、大陸周縁部 
・ 小型雪上車（SM302 型、ＳＭ303 型、SM304 型）：沿岸調査 
(3) 橇の種類 
・ 木製橇（2 トン橇）：ドラム缶 12 本積載可能 
・ 幌付き木製橇：食堂橇、機械橇、海氷観測橇 
・ 20ft 貨物橇：リーマン橇 
・ カブース（モジュール）橇：リーマン橇荷台に箱型建物を搭載 

















































































































































・ 「5.3 越冬期オペレーション通信要領」 
・ 「5.6.2 ブリザード対策指針」 
・ 「5.6.4 防火・消火指針（消火活動の行動手順書と消火体制）」 
・ 「5.6.5 停電時対応指針」 
・ 「5.6.6 昭和基地油流出防災指針」 




(4) 越冬隊長と越冬隊長補佐：宿泊、日帰りを問わず、越冬隊長、越冬隊長補佐 2 名が不在になる場合でも、こ
































 2.2.6.2 ブリザード対策指針  三浦 英樹 
１ ブリザードのランク分け 
ランク 視 程 風 速 継続時間 
Ａ級 100m 未満 25m/s 以上 6 時間以上 
Ｂ級 1000m 未満 15m/s 以上 12 時間以上 







発令内容 視 程 風 速 備考 
外出禁止令 100m 未満 30m/s 以上 
風速基準を 25m/s より 30m/s に変更
（2008.10.08） 



















































１ 使用する無線は UHF（3 チャンネルおよび４チャンネル）のみ、電話はまず 222 番に連絡するものとする。 
２ 居住棟にいる隊員は、互いに所在を確認し、1 居、2 居の各階でまとめて代表者が連絡を入れる。 
３ 他の棟、部屋、現場においても複数が確認出来る場合は代表者がまとめて連絡する。 
４ 所在確認が概ね終了した段階（未確認者 1～2 名程度）で、未確認者がいる場合は氏名、及び所在確認依頼の
連絡を一斉放送および無線で行う。 
（注２）外出注意令時の建物間移動人数について 






















































風速 30m/s 以上 
かつ 












風速 15m/s 以上 
かつ 





屋内 1 名 














屋内 1 名 
















(3) 1 項に示した人員が確保できること。 




















































































































① 倉庫棟 2 階喫煙室 










































































































































































































2.2.6.6 昭和基地油流出防災指針 三浦 英樹 
１ 基本方針 
(1) 昭和基地周辺や野外活動地域における油の流出は、南極条約及び同環境保護議定書第 15 条 1(b)に、『南極の
環境又はこれに依存し及び関連する生態系に悪影響を及ぼすおそれのある事件に対応するための緊急時計画
を作成すること』の対象となる事故である。 









































20 34 第２ＨＦレーダー小屋 仰木
11 33 第１ＨＦレーダー小屋 仰木 :
:
:
23 32 清浄大気観測室(ｿﾞﾙ小屋) 松下
: 暖房機再起動要
8 31 インテルサット制御室 藤澤































順序 1 A 2 3 4 5 6 17 18
棟番
号 1 2 3 5 4 6 25 31 7 9 33 30 28 13 14 10 26 8LAN
7
1
27 34 29 11 32 36 35 38
16
19 20 21 22 23 24 25 26
8 9 10 11 12
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品 名 引火点 流動点 貯蔵形態 
Ｗ軽油（ウインター軽油） 52 -35 金属タンク 
南極軽油 56 -72.5 
ドラム缶、 
リキッドタンク 
JP-5 61 -46 金属タンク 
JET A-1 38 -47 ドラム缶 











場 所 種   類 設置年（隊次） 
見晴らし岩 50kℓアルミタンク①JP-5 1968(10) 
 50kℓ アルミタンク②W 軽油 1969(11) 
 100kℓ アルミタンク①JP-5 1993(35) 
 100kℓ アルミタンク②W 軽 1994(36) 
 100kℓ アルミタンク③W 軽 1996(38) 
 100kℓ アルミタンク④W 軽 1997(39) 
 100kℓ アルミタンク⑤W 軽 2000(42) 
 100kℓ アルミタンク⑥JP-5 2005(47) 
 100kℓ アルミタンク⑦W 軽 2003(45) 
 100kℓ アルミタンク⑧W 軽 2004(46) 
 100kℓ アルミタンク⑨W 軽 2007(48) 
 100kℓ アルミタンク⑩JP-5 2008(49) 
基地主要部 25kℓ アルミタンク①W 軽 1997(39) 
 25kℓ アルミタンク②W 軽 2000(42) 
 20kℓ アルミタンク①W 軽 1965(7) 
 20kℓ アルミタンク②JP-5 1966(8) 
(車両用) 20kℓ アルミタンク③W 軽 1967(9) 
(非常発電棟) 10kℓ ステンレスタンク W 軽 1973(15) 
 20kℓ FRP タンク JP-5 1978(20) 
送油配管内 見晴らし岩～基地主要部 W 軽 2008(49) 







場 所（管理責任者） タンク容量 ドラム缶（種類と本数） 
気象棟（押木） タンク（ℓ） JP5（15 本: 820ℓ） 
電離層棟（早河）   
地学棟（早河）   
第 1 夏宿（加藤）   
第 2 夏宿（森脇）   
焼却炉棟（重松）   
作業工作棟（重松）   
自然エネルギー棟（佐藤）   
環境科学棟（重松）   
観測棟（松下）   
情報処理棟（三津山）   
衛星受信棟（藤澤）   




第 2ＨＦレーダー小屋（仰木）   













JET A-1  
航空ガソリン  
 
(5) その他の油脂類の保管場所と燃料の種類：図Ⅲ.2.2.6.6-1 に内容変更時に記入して記録保管 
 
































































7 必要に応じ流出後のモニタリングを行う  
 
(3) 油流出現場における具体的作業の内容 
①  大型～中型貯油施設からの油流出 












②  燃料移送中の油流出 










③  各観測棟内外における油流出 





















































































・ しかし、この間の二重管パイプラインが完成し 48 次隊から使用を開始した。このパイプ内管から漏油しても
外管が保護するため外部に漏油することはない。 




























・ この作業に使用される移送ポンプは見晴らし岩ポンプ小屋に設置されており、移送能力は約 8.0 kℓ/h である。
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2.2.6.7 昭和基地の医療指針（救急物品の配備） 三浦 英樹 
1 昭和基地での医療体制の基本方針 



























































































(1) 隊として管理すべきボート（2013 年 10 月現在） 
レスキュー用ボート：2 艘(1 艘は中の瀬戸用、1 艘はレスキュー用）、新品未使用。保管場所は非常用物品庫 
(2) 観測用ボート(管理部門・保管場所・用途など) 
① 潮汐定常部門（2013 年 10 月現在） 
ゴムボート：2 艘（二人乗り 1、一人乗り 1）、西の浦験潮所・水位計の保守などに西の浦で夏期使用 
② 生物部門（2010 年 10 月現在） 













 2.2.7 野外行動における安全指針 





















































































・ 氷の一端が開水面になっている海氷の末端（クラックの両端）の載荷力は、無限氷盤の 0.4 倍になる
と考えられている（Panfilov,1960）ので、クラックの両端の載荷力を計算するときにはこの点を考慮


















































































































・ 車内の火災に対応するために、雪上車に配備されている ABC 消火器の所在を確認し、意識しておく。 
 



















(4) 登坂時のドラム缶 12 本の燃料を満載した 2 トン橇の牽引条件と注意点： 














・ 列車で一度に降ろせる 2 トン橇の台数は、SM100 型雪上車では、3 台程度を目安とする。 
・ 複数の列車を編成する場合は、後続の列車が追いつく場合もあり、急に停車することが困難になる
ため、編成の間隔を最低 1km 以上開ける。 
・ 斜面の横断は、スリップしやすいので可能な限り、避ける。 
 
３ S16/S17 周辺における注意点 










































・ シャックルは緩み防止のためシノ棒などで確実に締めて、60cm 程度に切断した番線で固定する。 
・ SM100 型雪上車は、ドラム缶を満載した 2 トン橇を最大 7 台連結するが、車体が大きく、操行レバ
ーでブレーキをかけるため細かい動きができない。そのため、橇を一直線に連結するためには、正
確な誘導と的確な運転技術が必要になる。その役割が十分にできる力量があるメンバーが担当する
必要がある。橇と橇の間隔は通常 7.5m あるいは 10m が適当である。 
























































































































 役割 本部員 
本部指揮（本部常駐） 三浦英樹 
本部指揮補佐（本部常駐） 早河秀章 
本部通信（本部常駐） 戸田 仁 
本部記録（本部常駐） 浅野良子 
本部員（レスキューL/SL 要員） 加藤直樹 
本部員（レスキューL/SL 要員） 高橋学察 
本部員（レスキューL/SL 要員） 大平 正 
本部員（レスキューL/SL 要員） 浅野智一 
本部員（レスキューL/SL 要員） 押木徳明 
本部員（レスキューL/SL 要員） 矢頭秀幸 

















































































JARE56 緊急時連絡カード ＜ 緊急時連絡事項＞ 
１．事故日時 ２．現場の人員と事故者  
３．事故現場の位置（緯度経度を GPS で読み取る） 
４．事故の状況 ５．怪我人の容態 ６．救助の必要
性  
































食糧       食糧 






























【主周波数】  [沿岸・内陸共通] 4540kHz  










分類項目 処理方法 作業者 作業場所 備考 














生  ゴ  ミ 生ゴミ乾燥減量装置で炭化 













食  用  油 
ドラム缶へ投入 
廃     油 































分 別 項 目 種  別 例 備  考 
可 燃 物 










吸   殻 タバコの吸殻  
ゴ ム 類 輪ゴムなどの天然ゴム製品 小さいものに限る 




そ の 他 毛髪、爪、掃除のチリ、炭など  









ビニール類 塩化ビニールなど 絶対に焼却しない 






合 成 繊 維 ヤッケ、衣類  
布 団 類 布団、毛布、防燃シーツ  
ダンボール ダンボール 一次処理で圧縮 
木   枠 木枠梱包材（５０ｃｍ程度） 釘付の木枠は焼却 
空 き 缶 空 き 缶 アルミ、スチール、一斗缶、大型缶  




複 合 物 複 合 物 家電製品、OA 機器、PC ケーブルなど 
２種以上の要素を
含むもの 
ゴム・皮革 ゴム・皮革 ゴム長靴、革手袋など  
ガ ラ ス ガ ラ ス 空きビン、板ガラスなど  
陶   器 陶   器 茶碗、湯飲み、ガイシなど  
乾 電 池 乾 電 池 乾電池 絶縁保護する 
バッテリー バッテリー 車両用バッテリーなど 絶縁保護する 
電球・蛍光灯 電球・蛍光灯 直管、輪管、コンパクト管など 割らない 





















































１ 風速：３m/s 以上 
２ 風向：下表・下図のとおり 
３ １．２．の気象条件が焼却炉の燃焼時間（おき燃焼は含まない）の２倍続くと予想されること 
2012.9.28 気水、気象、環境保全  
 
許可条件（風向） 





360(0) ゜- 110゜ 
５m/s 以上 320゜- 0゜-150゜ 
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 上図の中の第一廃棄物保管庫横の焼却炉については、第 56 次で撤去したため、現在は考慮する必要はない。 
 







 (1) 毎日の業務 
  ① 毎食事の配膳手伝いと、朝食の後片付け 
  ② 毎食事の記録写真撮影 
  ③ 調理隊員の指示による、食べ物や飲み物の補充 
  ④ 食堂、サロン、洗面所、風呂場、便所等の掃除 
  ⑤ 食堂、洗面所のタオル入れ替え 
  ⑥ 食堂、洗面所の廃棄物を集積所へ集積、処理 
  ⑦ 集積所の可燃ゴミ、廃プラ、生ゴミ、ダンボールを焼却炉棟へ運搬 
  ⑧ 夕食の合図 
  ⑨ 夕食時の人員確認とミーティングの進行 
  ⑩ 当直業務中に気づいた施設等の不具合の報告 
  ⑪ ミーティング記録（翌日の当直が担当） 
  ⑫ 厨房の清掃 




  月曜日：発電棟廊下清掃 
  火曜日：管理棟玄関から防A通路、バー、娯楽室、玄関清掃 
  水曜日：管理棟廊下、階段清掃 
  木曜日：通路棟清掃 
  金曜日：管理棟・発電棟・通路棟の窓清掃 
  土曜日：食堂・トイレのタオル、浴室足ふきマットの洗濯 


























タオル回収 台所に浸けてあるタオルをすすぎ、食器洗浄機の上に干す  
厨房作業 朝食準備の手伝い、調理器具の洗浄（朝食開始前までに） 調理担当の指示に従う 
テーブル拭き  ふきんは洗面台にあり。 











食器洗い  昼食、夕食は食器洗い当番が担当 





































































厨房作業 朝食準備の手伝い、調理器具の洗浄（昼食開始前までに） 調理担当の指示に従う 
テーブル拭き  




残り物片付け  調理担当の指示の仰ぎ片付け 
テーブル拭き  















































 (1) グリストラップの清掃 
 (2) 集積所の掃き掃除 
 (3) その他、環境保全隊員が依頼する作業 
 








 (1) 各居住棟の廊下の掃除機掛け 
 (2) 各居住棟の非常口の備品（スコップ等）の設置確認 
















食事記録 食事内容の写真撮影 献立及び１食分の食事を専用カメラで撮影 
夕食後 
 
残り物片付け  調理担当の指示の仰ぎ片付け 
テーブル拭き  
ミ ー テ ィ ン





水切台清掃 水切り台すのこ下を水拭き 水切り台下のバケツ排水、溜まっていたら捨てること。 
食器洗い器の清



















































5. 生活係および自主同好会が、① 厨房を使用する場合、② 大がかりに食材を利用する場合、③ 調理隊員
に指導を依頼する場合、のいずれかに該当する時には、以下の規則に従って活動することとする。これ
らが守られない場合は活動を許可しない。 















3.1.1.1.1 電離層の観測  
3.1.1.1.1.1 電離層の観測:衛星電波シンチレーション観測【TN01_01W】  早河 秀章 
電離層観測小屋(SYO1)、管理棟庶務室(SYO2)、重力計室(SYO3)に衛星電波シンチレーション観測システムを設置して
電離層の継続観測を行っている。不具合対応を中心に保守作業を実施した。 
2 月 20 日に SYO3 の重力計室外側アンテナケーブルフレキ端が破損し開いていたので補修した。2月 21 日、GPS シン
チレーション SYO3 の WEB サーバーがリクエスト不応答になった。国内担当者の調査でストレージ不足によるものだと
判明したので、国内からストレージ開放の対応をした。6 月 7日、GPS シンチレーション SYO2 に不具合が発生し、08:33 
LT からデータ更新されなくなった。国内対応と現場調査の結果、シリアルデバイス・サーバ NPort5430 の AC アダプタ
の故障だと判明した。これにより GPS 受信機とデータ収録 PC が不通となっていた。予備の AC アダプタがなかったの
で、汎用の AC アダプタを使用して動作させ、6月 10 日にデータ収録を再開した。 
 
3.1.1.1.1.2 電離層の観測:電離層垂直観測【TN01_02W】  早河 秀章 
10C 型イオノゾンデ、およびモジュラ型 FMCW を用いた電離圏電子密度の高度プロファイル観測システムにより電離
層の継続観測を行っている。不具合対応を中心として保守作業を実施した。また電離層棟、電離層観測小屋、旧電離
層棟、デルタアンテナ(30m、40m x2)の建物点検を適宜行った。 
A) 10C 型イオノゾンデを用いた電離圏電子密度の高度プロファイル観測 
2 月 5日、PC 部 PA I/F ALM 赤警告が出た。担当隊員が VLBI 実験中だったので近藤隊員が対応し、10C を再起
動させたところ上記警告は解消したが、PC 部 PC Memory ALM 赤警告が出るようになった。国内担当者の調査の結
果、原因不明だが観測に影響ないということでそのまま観測を続けることになった。 
3 月 6 日 10C 用 UPS(M-UPS025, M-UPS015)のアラームが鳴る。消音のみの対応をした。 
4 月 9 日 PC 部 WS SEND ALM 黄警告が発生した。外出注意発令中であったので解除後の 10 日に対応した。4月
13 日 PC 部 PA I/F ALM 赤警告が発生した。再起動で対応した(20:45～20:50 LT)。 
5 月 20 日 PC 部 PA I/F ALM 赤警告が発生した。22:27～22:30LT にシステム再起動を行った。 
6 月 14 日と 7 月 14 日に電離層棟 10C の UPS に警報アラームが発生した。消音の対応をした。 
8 月 12 日 PC 部 WS SEND ALM 赤警告が発生した。システムの再起動をしたが回復しなかった。8月 13 日に国内
から PC 部 WS SEND ALM への対応が行われ、警告は解消した。データ一時保管サーバーの容量が一杯になったのが
問題であった。 
9 月 12 日 PC 部 PA I/F ALM 赤警告が発生した。再起動で対応した(23:30～23:40 LT)。9 月 14 日 PC 部 CPU I/F 
ALM 黄警告が発生した。「異常確認」ボタンで対応した。 
10 月 15 日、10C 用 30m デルタアンテナにおいてアンテナ線を支持する碍子が破損しているのを発見した（電離
層棟から見て左奥側の支柱、デルタ底辺の線を支える碍子）。10 月 16 日、に碍子交換を行った。作業のため 10C
を停止した(14:39 LT 停止、16:45 LT の観測確認)。観測再開後 10C 発信時に Low Pass Filter の Output power
メーターが動かない不具合が発生したので 10 月 21 日にメーターの不具合確認を行った。この日の確認では通常
通り Pf のメーターが動作していたので当面様子を見ることにした。 
12 月 5 日、7 日、14 日、28 日、2016 年 1 月 1日、1 月 7 日に CPU 部 ADSP CLK ALM 黄警告が発生した。「異常確
認」で対応した。2016 年 1 月 10 日、1月 18 日に CPU 部 PA I/F ALM 赤警告が発生した（10 日：22:45 LT 再起動、
23:01 LT 観測再開。再開後初回の送信では出力メーターが触れなかった。2回目 23:16 LT の送信では問題なかっ
た。18 日 18:02 LT 再起動、18:16LT 観測再開）。1月 19 日、CPU 部 WS SEND ALM 赤警告が発生した。13:48 LT に
再起動、14:02 LT から観測再開した。1月 23 日、24 日。25 日、26 日に 10C CPU 部 ADSP CLK AML 黄警告が発生
した。第 57 次直井隊員が対応した。 
B) モジュラ型 FMCW を用いた電離圏電子密度の高度プロファイル観測 
-107-
−237−
12 月 1 日に FMCW1 号機の観測状態が FAILURE となった。17:40 LT に観測用 PC を再起動して対応した。12 月 2
日も同様の状態になった。再度、観測用 PC を再起動して 17:47 LT の送受信から観測再開した。その後 FAILURE は
発生しなかったが、国内からFMCW1号機を調査するため12月 8日にFMCWの送信を1号機から2号機に切り替えた。
FMCW2 号機は PA の電源を入れ 09:50 LT に 2 号機の観測用 PC を再起動した。 
C) 建物管理 
2 月 21 日、電離層棟、電離層観測小屋、デルタアンテナ(30m, 40m x2)周りの飛散物、空ドラム缶の片づけを行
った。2月 24 日の悪天候後点検で電離層観測小屋吸気ファンのシャッター破損を発見した。2月 22～23 日のブリ
ザードが原因と思われる。設備担当隊員にファン交換等の対応を依頼した。同型ファンの在庫がないため同等機に
交換したがスイッチに不具合があり調整を続け、3月 3 日に吸気ファン交換・調整作業が終了した。 
3 月 1日、11 日に悪天候後点検を 15 日、25 日に週点検を、30 日に月点検を実施した。電離層棟、旧電離層棟、
電離層観測小屋、デルタアンテナ(30m, 40mx2)に問題なし。11 日の点検で旧電離層棟横の廃資材置き場の廃資材に
乱れがあったので 12 日と 13 日に保定作業を実施した。3月 2日、電離層観測小屋外側の吸気ダクトを補強した。 
4 月 4日、10 日、17 日、23 日、30 日、5 月 3日、8日、13 日、28 日、6月 1日、9日、17 日、29 日、30 日に
悪天候後の点検と月点検を実施した。電離層棟、旧電離層棟、電離層観測小屋、デルタアンテナ(30m, 40m x2)に
問題はなかった。6月 8日、電離層観測小屋の室温低下を軽減するため排気口を断熱材で目張りした。 
7 月 2日、10 日、19 日、20 日に悪天候後の点検を、15 日、24 日に週点検を実施した。19 日の点検で電離層棟
玄関に雪の吹込みがあったので除雪した。その他、電離層棟、旧電離層棟、電離層観測小屋、デルタアンテナ(30m, 
40m x2)に問題はなかった。7月 13 日、今季の最低気温(-37.8℃)になったことにより電離観測小屋の室温が一桁台
まで低下した。15 日と 20 日に電離観測小屋の室温調整（ヒーターの設置、サーモスタットの調整）を実施した。
これ以降 20℃台の室温を保持した。 
8 月 1日、4日、14 日、31 日に悪天候後の点検を、22 日に週点検を実施した。1日、31 日の点検では旧電離層
棟玄関に僅かな吹込みがみられた。その他、電離層棟、旧電離層棟、電離層観測小屋、デルタアンテナ(30m, 40m x2)
に問題はなかった。8月 6日、電離層棟暖房機が E-16 エラーを出して停止し、室温が低下した。暖房機の電源を入
れ直したところ問題なく動作した。E-16 エラーは吸気フィルターの汚れを示すものであるが、フィルターに問題は
なかった。8月 12 日、電離層棟暖房機用燃料をドラム缶からリキッドタンクへ給油した（3本半）。 
9 月 22 日、30 日、10 月 5日、15 日、31 日に悪天候後の点検と週・月点検を実施した。9月 22 日、30 日、10
月 5日は旧電離層棟玄関に僅かな吹込みがみられた。 
11 月 14 日、26 日、30 日に週・月点検を実施した。26 日の点検では旧電離層棟の奥側天井と壁に雨漏りがあっ
た。急激に進んだ融雪・融氷によるものと考えられる。既に天井等に雪はなく、30 日の点検では雨漏りしていなか
った。11 月 30 日、電離層棟の暖房燃料用リキッドタンクへドラム缶 2本分給油した。 
12 月 14 日、22 日、31 日、2016 年 1 月 5日、17 日、31 日に週・月点検を実施した。電離層棟、旧電離層棟、
電離層観測小屋、デルタアンテナ(30m, 40m x2)に問題はなかった。 
D) 基地全停電対応 
E) 4 月 5 日、基地発電機切替の際、電力周波数低下が発生した。これにより FMCW2 号機の観測用 PC がダウンし
た。FMCW 装置自体には問題はなかった。FMCW2 号機を再起動して対処した。短時間で復旧したためデータ欠損はな
く、連続観測を維持できた。その他の装置に問題はなかった。 
F) 5 月 12 日、基地全停電が発生した。これにより FMCW 1 号機と 10C の観測用 PC がダウンした。FMCW1 号機は
13 日と 14 日に再起動を実施して 14 日 10:17 LT からデータ取得を再開した。10C は 12 日に再起動を実施して 14:15 
LT からデータ取得を再開した。その他の装置に問題はなかった。 
G) 7 月 2 日 09：30 LT 頃、基地発電機の電力周波数低下が発生した。FMCW1 号機の観測用 PC がダウンしたので
立ち上げ 10:30 LT から観測再開した。 
H) 10 月 23 日 22:02LT、基地全停電が発生した。電離層棟と電離観測小屋は 22:40 LT 頃に復電した。24 日 02:45LT
から電離観測小屋の観測装置立ち上げを行った。FMCW は 1 号機、2 号機共に落ちていた。FMCW1 号機は UPS の電池
消耗により電源を入れることができなかったので2号機のUPSから電源を取り24日15:47 LTの観測から再開した。
31 日に FMCW1 号機の UPS が復旧していたので 1 号機の電源を 2 号機 UPS から戻した。FMCW2 号機は観測用 PC の観




るまま動作させた。デルタアンテナカメラ PC は 24 日 03:17 LT から撮影再開した。電離層棟は 24 日 03:35 LT か
ら観測装置立上げを行った。10C を 03:43 LT に起動し 04:00LT の観測を確認した。 
11 月 2 日 10:04 LT、基地全停電が発生した。その約 1 時間前には基地発電機が電力周波数不安定な状態にあり
停電前に強い節電指示が出ていた。09:06 LT に電離層棟の確認を行ったところ 10C の観測用 PC が落ちていたので
そのまま 10C を落とした。その後、電離層観測小屋へ移動中に各棟の電力遮断指示が出されたので FMCW とデルタ
アンテナ監視カメラ用 PC を落とした上で電離層観測小屋の電力遮断をした。電離層棟は 10:01 LT に西部配電小屋
から電源遮断を行った。10:28 LT に電離観測小屋が復電、10:39 LT に電離層棟が復電した。11:12 LT から電離層
観測小屋にて FMCW1 号機、2 号機、デルタアンテナ監視カメラ PC の立ち上げを行った。FMCW は両機とも 11:17 LT
の観測から再開した。10 月 23 日の基地電停電から不具合のあった FMCW2 号機の観測用プログラムは原因不明のま
ま不具合解消した。また NAS(k3nas3、k3nas4)が落ちていたので立ち上げた。11:35 LT に電離層棟の確認を行い、
10C を立ち上げて 11:46 LT から観測再開した。NAS(k3nas1、k3nas2)が落ちていたので立ち上げた。 
11 月 17 日 22:00 LT、基地全停電が発生した。停電中に電離層棟と電離層観測小屋の電源遮断を行った。10C と
FMCW1 号機は UPS の電池切れにより落ちていた。22:46 LT に電離層観測小屋が復電した。しばらくすると FMCW1 号
機の UPS が復活したので、FMCW1 号機を立ち上げた。FMCW2 号機、デルタアンテナ監視カメラ PC、GPS シンチレー
ションは UPS で動作を続けていた。NAS(k3nas3、k3nas4)は落ちていたので立ち上げた。23:47LT から FMCW は観測
再開した。電離層棟は NAS k3nas2 が落ちていたので立ち上げた。10C も立ち上げ、18 日 00:15 LT から観測再開し
た。 
2016 年 1 月 5 日、計画停電が実施された。各装置に大きな問題はなかった。 
 
3.1.1.1.2 宇宙天気に必要なデータ収集  















に雪尺を設置し、週 1回観測を行った。越冬期間中は概ね順調に観測データを取得した。55 次隊から 57 次隊にかけて
地上気象観測装置を移設・更新する計画であり、56 次隊では新測風塔の背かごの設置新観測装置測器感部の設置し、継
続的に試験観測を実施した。高層気象観測では、1日 2 回（00UTC と 12UTC）の GPS ゾンデ観測を行った。データ受信不
良や強風のため、欠測 16 回・再観測 15 回があったほかは概ね順調に観測を行った。オゾン観測では、オゾンゾンデ観
測は 49 回行い、概ね順調に観測データを取得した。地上オゾン濃度観測は、オゾン濃度計 2台を持ち込んで観測を行











移動気象観測を行った。気象ロボット観測は、54 次隊が設置した S17 航空拠点小屋屋上の気象ロボットで観測を実施し
た。2月から、湿度計交換を実施した 9月中旬まで、湿度計不具合により湿度データが欠測となった。移動気象観測は、
内陸旅行（H224 旅行）において、1日 3回の気象観測を行った。 
 
3.1.1.2.1 地上気象観測【TJM01】 
3.1.1.2.1.1 雪尺観測【TJM01_01】 押木 徳明 




の深さの変化量と JMA-95 型積雪計の観測値を示す。 
 
 
図Ⅲ3.1.1.2.1.1-1 雪尺による積雪の深さの変化量と JMA-95 型積雪計の観測値 
 








観測項目 測器名 感部形式 備考 
気圧 電気式気圧計（静電容量型） PTB-220 気象棟内変換部に内蔵、感圧 3センサータイプ 
気温 電気式温度計（白金抵抗型） MES-39205 百葉箱内強制通風式通風筒に設置 
湿度 電気式湿度計（静電容量型） HMP-233LJM 百葉箱内強制通風式通風筒に設置、高分子薄膜型 
-110-
−240−
風向・風速 風車型風向風速計（FF-11 型） MES-39207 測風塔（地上高 10.1m）に設置 
全天日射量 全天電気式日射計 MES-39233-01 気象棟西側旗台地に設置、日照計と一体型 
日照時間 太陽追尾式日照計 同上 気象棟西側旗台地に設置、日射計と一体型 
積雪の深さ 積雪計（超音波式） MES-39208 観測棟北側海岸に設置 































昭和基地および S17 航空拠点の気象実況を提供した（2015 年 2 月 1日から 2月 25 日、2015 年 11 月 14 日から 2016 年 1
月 31 日）。また、しらせ搭載ヘリコプターの運航支援のために昭和基地の気象実況を提供した。 
3） 観測結果 
越冬期間中の主な地上気象観測各要素の観測結果を図Ⅲ.3.1.1.2.1.2-1～6に示す。また月別気象表を表






図Ⅲ.3.1.1.2.1.2-1 旬平均海面気圧           図Ⅲ.3.1.1.2.1.2-2 旬平均気温 
 
図Ⅲ.3.1.1.2.1.2-3 旬平均湿度               図Ⅲ.3.1.1.2.1.2-4 旬平均風速 
 


































































































































































































































年月 要素 観測値 起日 順位 統計開始年
2015 年 2 月日最大風速・風向 ENE 40.2m/s 23 日 月 3 位 1957 年 2 月
日最大風速・風向 ENE 35.3m/s 22 日 月 6 位 1957 年 2 月
日最大瞬間風速・風向 ENE 49.4m/s 23 日 月 3 位 1957 年 2 月
日最大瞬間風速・風向 ENE 44.5m/s 22 日 月 9 位 1957 年 2 月
月間日照時間の少ない方から 134.0h 月 6 位 1959 年 2 月
月最深積雪 100cm 27 日 月 1 位 1999 年 2 月
3 月日最低気温の低い方から -23.4℃ 24 日 月 9 位 1957 年 3 月
月最深積雪 105)cm 12 日 月 2 位 1999 年 3 月
4 月月平均気温の低い方から -11.9℃ 月 5 位 1957 年 4 月
月最深積雪 109]cm 16 日 月 1 位 1999 年 4 月
5 月月間日照時間の少ない方から 5.8h 月 6 位 1959 年 5 月
月最深積雪 133)cm 2 日 月 1 位 1999 年 5 月
6 月月平均気温の低い方から -18.7℃ 月 6 位 1957 年 6 月
月最深積雪 124cm 3 日 月 3 位 1999 年 6 月
7 月日最高気温の高い方から -2.9℃ 18 日 月 5 位 1957 年 7 月
日最高気温の低い方から -33.4℃ 14 日 月 2 位 1957 年 7 月
月最深積雪 179]cm 31 日 月 1 位 1999 年 7 月
8 月日最大風速・風向 NE42.4m/s 29 日 月 2 位 1957 年 8 月
日最大瞬間風速・風向 NE49.8m/s 29 日 月 5 位 1957 年 8 月
月間日照時間の多い方から 73.4h 月 9 位 1959 年 8 月
月最深積雪 179)cm 30 日 月 1 位 1999 年 8 月
9 月日最高気温の低い方から -34.0℃ 2 日 月 2 位 1957 年 9 月
日最高気温の低い方から -32.2℃ 1 日 月 6 位 1957 年 9 月
日最低気温の低い方から -40.8℃ 2 日 月 10 位 1957 年 9 月
月平均気温の低い方から -21.5℃ 月 8 位 1957 年 9 月
月最深積雪 185]cm 25 日 月 1 位
通年 1 位
1999 年 9 月
10 月日最小相対湿度 28% 28 日 月 10 位 1981 年 10 月
月最深積雪 175cm 5 日 月 1 位 1999 年 10 月
11 月日最低気温の低い方から -23.3℃ 5 日 月 7 位 1957 年 11 月
月平均気温の高い方から -5.7℃ 月 10 位 1957 年 11 月
日最小相対湿度 24% 8 日 月 4 位 1981 年 11 月
日最小相対湿度 25% 15 日 月 6 位 1981 年 11 月
月間日照時間の多い方から 372.5h 月 6 位 1959 年 11 月
月最深積雪 174)cm 1 日 月 1 位 1999 年 11 月
12 月月最深積雪 162cm 1 日 月 1 位 1999 年 12 月








 「 ] 」：資料不足値。統計値を求める対象となる資料数が不足しているもの。 
3．統計開始は、月間日照時間、年間日照時間は 1959 年 2 月、日最小相対湿度は 1981 年 12 月、月最深
積雪は 1999 年 2 月、ほかは 1957 年 2 月である。 
4．「降雪の深さ」の極値については、統計開始が 2005 年 10 月からと最近のため更新値が多く、本表で
は省略した。 
4） 観測装置の更新整備 
55 次隊から 57 次隊にかけて、地上気象観測装置を総合自動気象観測装置(JMA-95 型地上気象観測装置)か





観測項目 測器名 感部形式 備考 
気圧 電気式気圧計 PTB330 気象棟内筐体に設置 
気温 電気式温度計 K5639AJ 百葉箱内強制通風式通風筒に設置 
湿度 電気式湿度計 HMT333 百葉箱内強制通風式通風筒に設置 
風向・風速 風向風速計 WS-JN6 測風塔に設置 
積雪の深さ 積雪深計 K5601HD 観測棟北側海岸に設置 
全天日射量 電気式日射計 MS-402F 気象棟前室屋上に設置 
日照時間 回転式日照計 MS-094 気象棟南側及び北側に 2 台設置 
 
3.1.1.2.2 高層気象観測【TJM02】 





毎日 00UTC と 12UTC の 2 回、ヘリウムガスを充填した自由気球（ゴム気球）に RS-06G 型 GPS ゾンデを吊り下げ
て飛揚し、観測を行った。GPS ゾンデ信号の受信、その信号処理（測位および観測要素の計算など）、気象電報作
成等は、GPS 高層気象観測システムを使用した。昭和基地では 5 月頃から 11 月頃にかけて気球の到達高度が低く
なるので、4 月 29 日 00UTC から 11 月 4 日 12UTC の期間は、到達高度低下の対処法として気球の油漬け処理を実













 湿度 高分子感湿膜静電容量変化式湿度計 
電池 単三型リチウム電池 2 本 
気球 GPS ゾンデ観測 600g 気球、浮力 1800g（巻下器使用時は 1900g） 
その他 強風時に使用 気象観測用巻下器（15m） 
 
3） 観測経過 




    合計
平均
極値
2015 年    2016 年
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
飛揚回数 54 65 58 59 61 61 61 60 62 62 63 63 729
定時観測回数 56 62 60 62 60 62 62 60 62 60 62 62 730
欠測回数（※1） 2 0 2 5 0 5 1 0 1 0 0 0 16
資料欠如回数（※2） 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1





回数  54 62 58 57 60 57 61 60 61 60 62 62 714
平均 hPa 11.8 11.6 23.4 15.9 16.3 17.7 12.8 13.9 14.3 12.8 11.3 14.2 14.7
平均 km 30.9 30.3 25.8 27.3 26.7 26.1 26.9 27.3 27.6 29.4 30.8 30.2 28.3
最高 hPa 5.0 5.0 6.4 5.4 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.2 5.0
最高 km 36.4 35.7 32.4 31.9 31.9 32.1 31.8 32.5 33.9 35.9 36.1 36.4 36.4
注）観測システムの仕様により、観測できる最高到達高度（気圧）は 5.0hPa までとなっている。 
※1：観測資料なし又は定時観測のうち到達気圧が 500hPa 指定気圧面未満であった回数。 
※2：定時観測のうち到達気圧が 500hPa 指定気圧面以上 150hPa 指定気圧面未満であった回数。 









カードル 単管（7 ㎥） 
55 次隊から引継 未使用 14 基・空 16 基 0 本   
56 次隊持ち込み 38 基 30 本   
（56 次隊運用数合計 68 基 30 本） 
 
56 次隊持ち帰り 42 基 30 本   






 高層気象観測に使用している RS-06G 型 GPS ゾンデを小型・軽量化した RS-11G 型 GPS ゾンデについて、RS-06G
型 GPS ゾンデとの連結飛揚による試験観測を合計 5 回実施した（2015 年 9 月、2016 年 1 月）。 
 
3.1.1.2.3 オゾン観測【TJM03】 



























56 次隊では 49 回の観測を実施した。各月の観測状況を表Ⅲ.3.1.1.2.3.1-2 に示す。1 ヶ月に 2 回以上の観測
を行い、オゾンホール発生期から解消期にかけては飛揚の頻度を上げて観測を行った。観測気球の油漬けは 5 月
16 日から 10 月 16 日まで行った。4 月 11 日から 11 月 29 日の観測においては、上空での低温によるオゾンセンサ
の反応不良を回避するため、注水電池収納スペースに発砲スチロールを入れ、注水電池が発する熱を用いた保温
対策を実施した。さらに、5 月 16 日から 10 月 31 日の観測においては、ウォーターバッグおよびアルミシートを






 2015 年 




14 4.6 11 5.0 11 11.5 16 37.0 17 4.6 10 16.6
 27 7.9 20 4.7 25 13.9 28 5.4 25 5.1 21 5.2
    25 6.0
     
-117-
−247−
 2015 年 2016 年 




4 4.7 3 16.1 6 5.5 4*1 986.3 4 5.8 6 10.2
 9 4.8 6 5.2 16 15.4 6 4.9 9 4.6 11 5.2
 16 4.8 10 79.9 19 4.5 10 4.1 15 6.3 17 9.4
 21 5.2 16 4.7 23 6.1 13 6.9 21 5.6  
  26 7.5 20 6.8 27 6.9 16 14.8 30 24.2  
  30 5.6 25 7.1 31 6.7 20 5.8   
   28 6.1 23 6.5   
    26 5.6   
    29 5.5   
 *1：観測終了高度が対流圏界面以下のため、統計不採用。
 
3.1.1.2.3.2 地上オゾン濃度観測【TJM03_02】 押木 徳明 
1） 観測方法 




56 次隊ではオゾン濃度計 2 台（ダイレック、型式 MODEL1100、S/N：1781-1・1781-2）を持ち込み、55 次隊持
ち込みのオゾン濃度計と並行観測を行い、観測に問題ないことを確認した後 2 月 1 日からオゾン濃度計（S/N: 
1781-2）を正器として観測した。越冬期間を通して 2台で並行観測を行い、8月 1日からオゾン濃度計（S/N: 1781-1）
を正器として観測した。5 月 12 日、10 月 23 日、11 日 2 日、17 日の昭和基地全停電及び、2016 年 1 月 5 日の計
画停電により欠測が生じたが、概ね順調に観測を継続した。 




データの欠損を可能な限り避けるため、停泊位置を立待岬東方、南緯 69°00’ 20” 以南で調整するよう要望し
ていたが、1 月 11 日から空輸のため立待岬西方で停泊し、また 1 月 24 日から 28 日にかけてアイスオペレーショ
ンのため岩島北側に停泊した。この期間卓越風向での停泊となったため欠測が増えた。しらせ側へ停泊位置の要
望を出す必要がある。 
12 月 31 日に 57 次隊持ち込みのオゾン濃度計（荏原実業、型式 EG-3000F、S/N：9020075・9020077）2 台と併




3.1.1.2.3.3 オゾン分光観測【TJM03_03】   押木 徳明 
1） 観測方法および通報 
55 次隊で昭和基地へ持ち込んだドブソンオゾン分光光度計（119 号機）を使用してオゾン全量観測およびオゾ
ン反転観測を行った。オゾン全量観測は、大気路程（μ）が 1.4～3.5 の間に太陽北中時と午前午後各 2 回の 1
日計 5 回、それぞれ AD 波長組による太陽直射光および天頂光観測を行った。太陽高度角が低くなり AD 波長組に
よる観測が不可能な時期は、μが 4.5～7.5 の間に CD 波長組により太陽直射光観測を行い、μが 7.0 程度まで CD
















8 月中旬からオゾンホールの目安である 220m atm-cm を下回る日が多くなり、最小値は 10 月 7 日に 140m atm-cm
を記録した。10 月から 11 月上旬までは、参照値(1994 年から 2008 年の平均)と同程度に経過した。例年だとオン
層が回復する時期にあたる 11 月中旬から 12 月上旬の期間も極渦は安定し、昭和基地上空を覆った期間が長かっ
たため、オゾン全量が少ない状態が継続した。12 月 13 日には、参照値からの差が 92 m atm-cm に達し、12 月の
月平均オゾン全量（249m atm-cm）は過去 2 番目に少ない値となった。1 月下旬以降はオゾン全量の少ない領域が
昭和基地上空から離れたため参照値と同程度のオゾン全量となった。2016 年 1 月中旬は、再びオゾン全量が少な




黒丸:2015/2/1～2016/1/31 の日代表値 細線:参照値(1994～2008年の累年平均値) 陰影:参照値の±1標準偏





















Feb     Mar     Apr     May    Jun      Jul      Aug    Sep      Oct     Nov      Dec    JAN
-119-
−249−
表Ⅲ. 3.1.1.2.3.3-1 月別オゾン全量観測日数およびオゾン反転観測日数 
 2015 年    2016 年 
  2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
全量観測日数 
(太陽光)*1 
23 26 20 6 --- --- 10 26 27 29 31 31 229
全量観測日数 
(月光)*1 
--- 0 5 6 4 2 4 3 1 --- --- --- 25
反転観測日数 
(ロング)*2 
5 1 --- --- --- --- --- 3 13 13 0 6 41
反転観測日数 
(ショート)*2 








3.1.1.2.4.1 日射・放射観測【TJM04_01】   押木 徳明 






上に設置し、各観測項目について 1 秒毎のデータサンプリングで連続観測を実施した。 
 
表Ⅲ.3.1.1.2.4.1-1 日射放射量観測項目等一覧 




























































概ね順調に観測を継続した。2 月 2 日から紫外域日射計の観測値に異常な値が出るようになったため、7 日
に予備測器を設置した。3 月 17 日に精密全天日射計の交換を実施した。5 月以降全天日射量及び散乱日射量の
観測値にノイズが見られたため、6 月から 7 月に測器交換やケーブル入れ替え、データロガー（スキャンユニ
ット）の交換を実施した。12 月 30 日に 57 次で持ち込んだ精密全天日射計及び紫外域日射計を設置し、1 月 20










56 次隊では、55 次隊より引き継いだブリューワー分光光度計 MKIII（168 号機）による観測を実施した。強
風時に測器を保護するため一時的に観測を停止したほか、外部標準ランプによる定期点検時に観測を停止した
が、観測は概ね順調だった。56 次隊で持ち込んだブリューワー分光光度計 MKIII（209 号機）を 2015 年 1 月 3














3.1.1.2.5.1 天気解析【TJM05_01】  押木 徳明 
1） 用いた資料 
a） 昭和基地における地上および高層の気象観測データ、S17 の気象ロボット観測データ 
b） 気象衛星（NOAA）から受画した雲画像 
c） 気象庁数値予報資料 























・AMPS（Antarctic Mesoscale Prediction System） 
・オーストラリア気象局作成インド洋地上天気図 







象情報のほかに、地上気象観測データの提供も行った。気象情報提供用の Web ページを 55 次隊から引き継ぎ、気
象情報提供用の専用 Web サーバーに JMA-95 型地上気象観測装置の観測データを 10 分毎に転送し、準リアルタイ
ムで気象データを基地内 LAN 経由で提供した（基地内への情報提供にあたって、極地研究所南極観測センターが
ノート PC を調達し、それを借り受けて気象情報提供用の専用 Web サーバーとして運用している）。 
57 次中央ドローイングモードランド地学調査隊にトロール基地周辺の気象情報を提供（2015 年 12 月 21 日から
1 月 31 日）したほか、しらせの活動支援のため気象庁数値予報資料を提供した（2015 年 12 月 22 日から 2016 年




a） 2015 年 2 月 
上旬は気圧の尾根に覆われて晴れた日もあったが、期間を通じて、低気圧の接近等により曇や雪の日が多く、
下旬は発達した低気圧の接近によりふぶきの日が多かった。22 日から 24 日は、発達した低気圧が接近して最
大風速が 40m/s を超えるふぶきとなり、ブリザードとなった。また 27 日から 28 日にかけても発達した低気圧
の接近により、最大風速が約 25m/s のふぶきとなり、ブリザードとなった。 
月平均気温は、低かった。月間日照時間は、少なかった。 
b） 2015 年 3 月 
下旬は気圧の尾根に覆われ、晴れの日もあったが、期間を通じて低気圧の接近等により曇や雪の日が多く、
前線や発達した低気圧の接近によりふぶきとなる日があった。9 日から 10 日は、発達した低気圧が接近して最
大風速が 27m/s を超えるふぶきとなり、ブリザードとなった。また、28 日から 29 日にかけて、低気圧の接近
により、最大風速が 23m/s のふぶきとなった。 
月平均気温は、低かった。月間日照時間は、平年並だった。 
c） 2015 年 4 月 
中旬を中心に気圧の尾根に覆われ、晴れの日もあったが、全期間を通じて、曇や雪の日が多く、1 日から 2
日、9 日、16 日から 17 日、21 日、26 日から 27 日は、発達した低気圧の影響を受け、それぞれブリザードとな
った。 
月平均気温は、低かった。月間日照時間は、平年並だった。 
d） 2015 年 5 月 
中旬から下旬は、気圧の尾根や大陸からの高気圧に覆われて晴れの日もあったが、全期間を通じて、曇や雪
の日が多く、1 日から 2 日、5 日から 6 日、11 日から 12 日は、発達した低気圧の影響を受け、それぞれブリザ
ードとなった。 
月平均気温は、平年並だった。月間日照時間は、少なかった。 




f） 2015 年 7 月 
期間を通して低気圧や前線の影響を受けて曇りや雪の日が多かった。上旬、中旬、下旬とも期間の後半は発
達した低気圧が接近してブリザードとなった。中旬の前半は、大陸からの高気圧や気圧の尾根に覆われて晴れ
となり、13 日および 14 日は日平均気温が-30℃を下回った。極夜は明けたが、日照時間は観測されなかった。 
月平均気温は、平年並だった。 
g） 2015 年 8 月 
中旬の後半、下旬には大陸の高気圧に覆われ、晴れの日もあったが、期間を通して低気圧や前線の影響を受
けて曇りや雪の日が多かった。13 日から 14 日、24 日から 25 日は発達した低気圧の接近によりふぶきとなり、
ブリザードとなった。28 日から 29 日には、リュッツォホルム湾上空を進んだ低気圧の影響で、あられを伴う
ブリザードとなり、最大風速は 8 月としては 2 位となる、42.4m/s を記録した。 
月平均気温は、平年並だった。日照時間は多かった。 
h） 2015 年 9 月 
上旬前半や中旬後半は、昭和基地付近は大陸の高気圧に覆われ晴れる日が多く、気温がかなり低かった。2
日には日最高気温が-34.0℃となり、9 月の最高気温の低い方から 2 位の記録となった。上旬後半から中旬前半
および下旬は昭和基地付近に接近した低気圧や前線の影響で、11～12 日、14 日、23 日、24～25 日にブリザー
ドとなった。 
月平均気温は低かった。月間日照時間は平年並みだった。 
i） 2015 年 10 月 
上旬や中旬後半から下旬はじめは、昭和基地付近は気圧の尾根や大陸の高気圧に覆われ晴れる日が多かった。
上旬前半や中旬前半および下旬は、昭和基地付近に接近した低気圧や前線の影響で曇りや雪となり、3～4 日、
12～13 日、14 日はブリザードとなった。 
月平均気温は平年並だった。月間日照時間は多かった。 
j） 2015 年 11 月 
1 日にブリザードとなったが、期間を通じて晴れの日が多かった。このため、11 月の月間日照時間の多い方
から 6 位の記録となった。また 8 日には最小相対湿度が 24％、15 日には 25%となり、11 月の月最小相対湿度 4
位と 6 位の記録となった。 
月平均気温は高かった。月間日照時間はかなり多かった。 






l） 2016 年 1 月 
期間のはじめは気圧の尾根に覆われて晴れの日が多かった。その後、7 日から 10 日、12 日から 14 日及び、




各月のブリザードの内容を表Ⅲ.3.1.1.2.5.1-2 に示す。視程 1km 未満で風速 10m/s 以上の継続時間が 6 時間以
上の場合をブリザードと定義している。階級基準は以下のとおりである。 
・A 級：視程 100m 未満で風速 25m/s 以上の継続時間が 6 時間以上 
・B 級：視程 1km 未満で風速 15m/s 以上の継続時間が 12 時間以上 
・C 級：A 級、B 級基準を満たさないブリザード 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3.1.1.2.6.1 気象ロボット観測【TJM06_01】  押木 徳明 
54 次隊が設置した S17 航空拠点小屋屋上の気象ロボットで観測を実施した。取得した観測値は、天気解析に使
用するとともに、DROMLAN 支援の気象実況として提供した。  
 S17 航空拠点と気象棟間の気象ロボットのデータの送受信は、403.0MHz 帯周波数の電波により行われる。電源
は、風力発電機によって充電されるサイクロン電池を使用している。信号変換箱、蓄電池箱、送受信装置箱には
ヒーターが入っており、信号変換箱は-40℃以上、蓄電池箱と送受信装置箱は-10℃以上に保つように設定されて
いる。風力発電機によるバッテリー充電量に対し、電力の消費が激しい場合は、データの送受信は自動で 1 日 1
回に変更され、更に電力消費が激しいと送受信が停止するようになっている。使用測器を表Ⅲ3.1.1.2.6.1 に示
す。 
 55 次隊で不具合が生じた湿度計は、2015 年 9 月 10 日に交換し復旧した。2015 年 2 月 1 日から 9 月 10 日まで
の湿度データを欠測とした。 
9 月 21 日にサイクロン電池の交換を行った。 
9 月 10 日、10 月 26 日、1 月 7 日に定期点検実施した。 
 
表Ⅲ3.1.1.2.6.1 使用測器等一覧 
観測項目 測器名 感部形式 備考 
気圧 電気式気圧計 CVS-PTB-210 信号変換箱内に設置 
気温 電気式温度計 C-HPT S17 航空拠点発電機小屋屋上自然通風シェルター内に設
湿度 電気式湿度計 CVS-HMP-155D S17 航空拠点発電機小屋屋上自然通風シェルター内に設
風向・風速 風車型風向風速計 CYG-5106-M-HD S17 航空拠点発電機小屋屋上に設置 
 
3.1.1.2.6.2 移動気象観測【TJM06_02】   押木 徳明 
10 月 20 日から 27 日にかけて実施された H224 までの内陸旅行において、1 日 3 回（朝食時、昼食時、定時交信
前）気象観測を実施した。 
旅行中の天気は、前半は概ね快晴、後半は曇りや薄曇りとなった。10 月 26 日の朝は地ふぶきが強まり、視程
1km 未満となった。旅行中の最低気温は-34.2℃(10 月 23 日 6 時 10 分、H179)であった。最大風速は 11.0m/s(10
月 25 日 18：00、H09)であった。 
観測方法は以下に示す通りである。 





3.1.1.3.1 測地観測  
3.1.1.3.1.1 GNSS 連続観測局保守、GNSS 連続観測装置の保守・新設【TG01】 早河 秀章 
A) GPS 連続観測局(昭和基地 IGS 点)保守 
昭和基地 IGS 点で受信された GPS データの国土地理院への自動転送が行われている。 
4 月 5 日の基地発電機切替の際、電力周波数低下が発生したが、GPS 連続観測に問題はなかった。5 月 12
日 10:51 LT、10 月 23 日 22:02 LT、11 月 2 日 10:04 LT と 17 日 22:00 LT に基地全停電が発生した。昭和基
地 IGS 装置は UPS で動作を続けた。 
2016 年 1 月 5 日に計画停電が実施された。UPS で観測継続していたが復電前の 11:05 LT に UPS の電池が
切れた。Trimble GPS 受信機はバッテリー駆動開始、セシウム原子時計は停止した。復電後、12:25 LT にセ
シウム原子時計再起動、12:30 LT に Trimble GPS 受信機は正常に記録再開した。 
B) GPS 固定観測装置(ラングホブデ)保守 







3.1.1.4.1 潮汐観測  
3.1.1.4.1.1 潮位観測装置保守【TC02_06】                   早河 秀章 
A) 潮位データの自動収録ならびに国内への自動データ転送を継続している。 
2 月 1 日に新センサー設置準備のため収録を一時停止 (14:36～14:38 LT)して、2 月 2、3 日に新センサ
ーの設置作業を行った。 
3 月 2 日の月末処理において打点式記録器の記録用紙交換を行った後記録用紙の紙詰まりが起きたため、
一旦停止し再装着を行い 21:00 LT に収録を再開した。3 月 24 日 8:30 LT 頃、潮位計の収録プログラムが落
ちているのを発見した。プログラムを立ち上げて収録を再開した。 
4 月 5 日、基地発電機切替により電力周波数低下が発生したが、潮位観測に問題はなかった。5 月 12 日、
基地全停電が発生したが、潮位観測に問題はなかった。 
6 月 2 日、潮位観測局装置の外付 UPS がバッテリー劣化による警報を出した。予備バッテリーがないた
め、地学棟在庫の別 UPS と交換した。6 月 5 日から 7 日にかけて潮位観測システム監視プロセスのデータ受
信・送信プロセスが赤警告を出した。5 日にシステム再起動を実施して通常状態に戻ったが、時間が経つと
再度赤警告になる状況であった。国内とのデータ転送の問題であったので通信系の不具合と判断して様子を
みたところ 8 日には回復した。ローカルでのデータ取得・収録に問題なかった。 
10 月 23 日 22:02 LT に基地全停電が発生した。停電中、潮位計と収録装置は UPS で動作した。10 月 31
日、打点式記録機の蛍光灯を交換した。 
11 月 2 日 10:04 LT と 17 日 22:00 LT に基地全停電が発生した。停電中、潮位計と収録装置は UPS で動
作を続けた。 
12 月 11 日、データ収録 PC の誤操作により 15:10～15:50 LT の間が欠測した。 
2016 年 1 月 5 日、計画停電が実施された。停電中は UPS で観測継続したが電池切れの警告がでたので携
帯型発電機から電源を取り観測を継続した。 
B) 検潮儀小屋建物保守 




3.1.2.1 宙空圏変動のモニタリング                      
3.1.2.1.1 オーロラ光学観測 
3.1.2.1.1.1 オーロラ光学観測【AMU01】 三津山 和朗・仰木 淳平 
1） 概要 
a） エレクトロンオーロライメージャ（EAI-1、EAI-2） 
  EAI-1 および EAI-2 は、全周魚眼レンズ、発光輝線透過フィルタ（EAI-1：427.8 nm（N2+1NG）、EAI-2：
557.7 nm（OI））、冷却式 CCD を備え、エレクトロンオーロラの発光強度と空間分布を捉えることを目的と
する。本システムは自動観測ソフトにより自動運用され、撮像データを Web 配信出来る。 
b） プロトンオーロライメージャ（PAI-1、PAI-2） 
  PAI-1 および PAI-2 は、全周魚眼レンズ、発光輝線透過フィルタ（PAI-1：485.0 nm（Hβ）、PAI-2：480.5 
nm（Hβ background））、冷却式 CCD を備え、プロトンオーロラの発光強度と空間分布を捉えることを目的
とする。本システムは自動観測ソフトにより自動運用され、撮像データを Web 配信出来る。 
c） カラーデジタルカメラ（CDC-1、CDC-2） 
  全周魚眼レンズ付き一眼レフデジタルカメラを用いて、オーロラを連続的に高精細カラー撮像する。本シ







  EAI-1、EAI-2 ともに、2 月 26 日から 10 月 15 日まで悪天候時を除き 200 晩分の観測を行った。9 月上旬頃
よりアクリルドームに霜が着くようになったため、送風ファンの位置変更・追加、ヒーターの移動、乾燥材
の追加を行った。ソフトウェアエラーにより自動観測が途中で停止する障害が発生しデータが一部欠測とな
った日が、EAI-1 は 1 晩(6 月 18 日)、EAI-2 は 1 晩(7 月 25 日)あった。オーロラ観測期間外（10 月中旬～1
月末）は、機器の電源を OFF し電力使用量節減に努めた。 
b） PAI-1、PAI-2 
  PAI-1、PAI-2 ともに、2 月 26 日から 10 月 15 日まで悪天候時を除き 198 晩分(フィルター特性試験観測 3
日を除く)の観測を行った。PAI-2 の観測データにおいて感度ムラのようなものが見られたため、3 月 8-11
日に PAI-1,2 の透過フィルタを互いに交換し試験観測を行ったが、感度ムラの原因はフィルター特性による
ものではなかった。ソフトウェアエラーにより自動観測が途中で停止する障害が発生しデータが一部欠測と
なった日が、PAI-1 は 8 晩、PAI-2 は 6 晩あった。オーロラ観測期間外（10 月中旬～1 月末）は、機器の電源
を OFF し電力使用量節減に努めた。 
c） CDC-1、CDC-2 
  CDC-1 は、2 月 26 日から 10 月 15 日まで悪天候時を除き 203 晩分の観測を行った。通常は 2 分のインター
バール観測を行い、オーロラが明るくなると 30 秒間隔、さらにブレークアップ等激しいオーロラ出現時には
6 秒間隔の撮像を自動切換えで行った。CDC-2 はオーロラブレイクアップ等激しいオーロラが出現した時間帯
に観測者が手動で観測を開始した。8月 16 日から 10 月中旬の観測期間中、19 晩 22 セット分の観測を行った。







3.1.2.1.2.1 リオメータ観測【AMU02】  三津山 和朗・仰木 淳平 
1） 概要 
a） イメージングリオメータ（IRIO） 
  IRIO は、8 行×8 列のダイポールアンテナアレイを使って、38.2MHz における銀河雑音電波吸収（CNA）の





角約 60 度の範囲の銀河雑音電波吸収を観測している。観測周波数は 30MHz で、アンテナ直下に置かれたリオ












障害について 57 次夏期作業で対処を行っており、詳細はそちらを参照。 
b） 広ビームリオメータ 
  5 月 25 日から観測値が飽和し、日変化が見られない状態となった。7 月 21-22 日に西オングル旅行で本体
交換を行ったが、観測値の飽和は解消されなかった。10 月 21 日に行った西オングル旅行にて、原因の可能
性の１つの DC/DC コンバータを介さない配線に変えたが依然障害は解消しなかった。11 月 6 日には、リオメ
ータ本体と信号線、電源線の電線接続不良の修繕を行った、観測値の飽和に若干の改善が見られるも根本解
決にいたらず。2016 年 1 月 17 日にアンテナエレメント(バラン、本体入力までの信号線を含む)、およびリ
オメータ本体の交換により観測値の飽和が解消された。また、観測データの昭和基地への転送は、1 月 16 日
の PCM エンコーダ・テレメータの停波終了により、無線 LAN 系のみに変更した。 
3） 問題点・課題 









(重力計室側から PANSY エリア方向に向かって撮影） 
 
3.1.2.1.3 自然電磁波観測 
3.1.2.1.3.1 自然電磁波観測【AMU03_01】  三津山 和朗・仰木 淳平 
1） 概要 
a） ULF 帯地磁気脈動観測 








b） 旧アンテナによる ELF/VLF 帯自然電波観測 
西オングル島テレメトリ基地に設置されている旧デルタ型ループアンテナ（旧アンテナ）により検出され




線 LAN 経由でもデータ伝送されており、情報処理棟のサーバーに記録されている。 




ァイル化される。一方、メインアンプ内の５チャンネルの帯域検波器の出力（350Hz, 750Hz, 1.2kHz, 2kHz, 





a） ULF 帯地磁気脈動観測 
5 月 12 日、10 月 23 日、11 月 2,17 日に事故停電が発生、基地側機器類の復旧を行った。2015 年 11 月 6
日及び 2016 年 1 月 16 日（57 次隊引継ぎ）にインダクション磁力計のキャリブレーションを行い、周波数及
びレベル特性を測定した。2 月 15 日から 4 月 25 日、および 5 月 29 日から 6 月 6 日に無線 LAN データ伝送障
害、5 月 1 日から 15 日、また 6 月 7 日以降 PCM 系データ伝送障害が起きたが、冗長性からデータ欠損なし。
5 月 27-29 日の旅行の際に、太陽電池系蓄電池から電力供給していた電源をハイブリッド発電システムへ移
行した。2016 年 1 月 13-17 日の旅行の際、PCM エンコーダ/テレメータの電源を OFF し、PCM 系のデータ伝送
を停止し、レクチグラフによる収録も停止した。 
b） 旧アンテナによる ELF/VLF 帯自然電波観測 
5 月 12 日、10 月 23 日、11 月 2,17 日に事故停電が発生、基地側機器類の復旧を行った。2015 年 11 月 6
日に VLF 受信機のキャリブレーションを行い、周波数及びレベル特性を測定した。57 次隊引継ぎとしては作
業方法の説明のみでキャリブレーション実施せず。2 月 15 日から 4 月 25 日、および 5 月 29 日から 6 月 6 日
に無線 LAN データ伝送障害、また 7 月 2 日以降、FM 系データ伝送障害が起きたが、冗長性からデータ欠損な
し。5 月 27-29 日の旅行の際に、太陽電池系蓄電池から電力供給していた電源をハイブリッド発電システム
へ移行した。2016 年 1 月 13-17 日の旅行の際、FM テレメータの電源を OFF し、FM 系のデータ伝送を停止し
た、レクチグラフによる収録も停止した。 
c） 新アンテナによる ELF/VLF 帯自然電波観測 
5 月 12 日、10 月 23 日、11 月 2,17 日に事故停電が発生、基地側機器類の復旧を行った。2 月 15 日から 4
月 25 日、および 5 月 29 日から 6 月 6 日に無線 LAN データ伝送障害が起きた。本機器類は、電源をハイブリ



























いる。56 次隊では新たに 1 システムを増設し、４システムで構成されている。 
c） データ伝送システム 
観測された ULF、VLF/ELF、リオメータのデータは、2 系統のテレメータシステム、および無線 LAN により
昭和基地へ伝送されていたが、2016 年 1 月より、2 系統のテレメータシステムを終了し無線 LAN のみに変更
した。 
2） 経過 
 10 月 21 日に機械隊員とともに西オングル旅行を実施し、発電機小屋の発電機のメンテナンスを実施した。 
 2016 年 1 月 13-17 日の 56 次 57 次合同旅行の際、燃料(南極軽油)ドラム４缶をヘリにより昭和基地より輸送し
た。16 日に発電機が異常停止した。（2 月 2 日（57 次越冬期間）に実施した旅行で修理した。ファンベルトの破
断によりエンジンを冷却できていなかったことが原因） 
a） 太陽電池系電源システム 
4 月 25 日の旅行の際、FM・PCM・コリメの 3 系統の蓄電池の充電を実施した（約 2 時間）。5 月 15-16 日の
旅行の際に、FM・PCM の 2 系統の充電を実施（約 8-10 時間）。コリメ系はほぼ満充電だったため充電実施せ
ず。5 月 27-29 日の旅行の際に、太陽電池系蓄電池から電力供給していた観測機器の電源をハイブリッド発
電システムへ移行した。2016 年 1 月 13-17 日の 56 次 57 次合同旅行の際、統合配電盤を設置し、太陽電池系
電源出力をこの統合配電盤へ接続した。 
b） ハイブリッド発電システム 
夏期に風力発電機 1～3 号機のそれぞれに 12V 100Ah の蓄電池 4 個を増設し、電池容量を倍増させた。停
止していた風力発電機 1 号機の制御 BOX を予備品と交換。また風力発電機 4 号機を建設し、その出力を配電
盤に繋ぎ込む工事を行い 2015 年 1 月 11 日より稼働させた。 
2 月中旬頃より、風発 2、3 号機が発電していないことがわかった。また 3 月 3 日にはロガーA(風発 1 号機
および風速モニター用)が停止した。5 月 27-29 日の旅行の際、2、3 号機の風発本体の交換を行ったところ
正常に発電が再開された。故障の原因は、本体内部への雪の吹き込みによる回路のショートと思われる。ま
たロガーA も再起動により正常となった。7 月 11 日に再度ロガーA が再度停止、19 日にはロガーB（風発 2,3,4
号機モニター用）も停止した。7 月 21-22 日の旅行の際に、発電システムの蓄電池の充電を行い、ロガーA、
B ともに正常となった(7 月 15 日も旅行を行ったが低温により発電機小屋の発電機が立ち上がらず充電実施
できず)。一方、7 月 20 日より風発 1 号機の風力発電が故障した。これにより風発 1 号機の蓄電池が電力不
足となり 8 月 8 日にロガーA が停止した。その後極夜があけ、太陽光パネルによる発電が十分大きくなり 8
月 21 日にロガーA は一時正常になり、その後 9 月 15 日以降安定的に稼動している。 
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図Ⅲ.3.1.2.1.4.1-1 増設した風力発電機 4 号機の設置図 
 
c） データ伝送システム 
2 月 15 日より無線 LAN 経由のデータ伝送に障害が発生した。4 月 25 日の旅行の際に調査し、電源ケーブ
ルの接続不良とわかり解消した。5 月 1-15 日 PCM 系データ伝送がシンクエラーとなった。原因は電力不足と
考えられ、5 月 15-16 日の旅行の際に太陽電池系蓄電池の充電により解消した。5 月 29 日に再度無線 LAN の
データ伝送障害が発生。6 月 6 日の旅行の際に調査し、LAN ケーブルの交換により障害解消。6 月 7 日、PCM
系データ伝送が再度シンクエラーとなった。7 月 2 日、PCM 系に続き、FM 系データ伝送が停止し無線 LAN 系
のデータ転送のみとなった。極夜が明け、太陽光発電量が大きくなると FM･PCM 系ともに徐々にデータ伝送
が回復した。しかし、PCM 系伝送データにノイズが乗るようになった。2016 年 1 月 13-17 日の旅行の際、FM













変化観測に対する基線値が求められる。本観測は 1966 年から現在まで継続されている。 
b） 経過 
観測ではフラックスゲート磁力計セオドライト型磁気儀（以下では FT 型磁気儀と略称する）を使用し、
地磁気偏角と伏角を測定した。プロトン磁力計はテラテクニカ製 PM-215 と PM218、GEM 社製 G856 を用いた。
観測は月に 1～3 回（計 25 回）、地磁気静穏日に実施した（例年は月に 1 度）。2015 年 2 月から 2016 年 1 月
の期間における地磁気絶対観測結果を表Ⅲ.3.1.2.1.5.1-1 に示す。観測結果の良否は 3 軸フラックスゲート
磁力計（島津製作所製、MB-162）の観測基線値を算出して、過去の値との連続性から判断した。観測結果は
算出次第、観測責任者へ電子メールでその結果を報告した。9 月 18 日と 11 月 4 日は観測中に地磁気変動が
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活発になったため、12 月 2 日と 12 月 9 日は夜間の観測だったため採用しなかった。52、53 次隊では、天測
点南側のドリフトにより方位標（以下、正方位標と呼ぶ）が見えなくなるという事例が発生していた。その
ため、53 次隊（2012 年 10 月）から正方位標に加えて副方位標（隣のアンテナポール）を用意し、絶対観
測時に正方位標との方位角差を観測している。 
55 次期間中に不調となっていたプロトン磁力計 PM215 を 5 月 20 日に PM218（56 次持込み）へ交換した。
プロトン磁力計の交換に際し、絶対観測点、プロトン磁力計設置点、G856 設置点での比較観測を 4 月 29-30
日と 5 月 18 日に行った。また比較のため 2 月から 6 月 30 日まで予備機である G856 を並行運用した。 
地磁気絶対観測の基準点である正方位標の真方位観測（天測）を 10 月 1,2,17 日に行った。10 次隊で地磁










表Ⅲ.3.1.2.1.5.1-1 地磁気絶対観測結果  
観測時刻 
全磁力 水平成分 鉛直成分 偏角 伏角 
磁気儀 
全磁力計 
(nT) (nT) (nT) (°) (′) (°) (′) 
2015/2/4 11:37 42986.9 19238.8 -38442.2 -50 38.12 -63 24.83 FT PM215,G856
2015/2/7 10:41 42984.3 19233.2 -38440.7 -50 40.51 -63 25.18 FT PM215,G856
2015/2/19 11:27 42981.7 19244.6 -38433.1 -50 41.25 -63 24.09 FT PM215,G856
2015/3/6 12:18 42967.1 19233.2 -38421.1 -50 42.28 -63 24.48 FT PM215 
2015/3/26 13:49 42997.5 19244.7 -38449.4 -50 43.53 -63 24.67 FT PM215,G856
2015/4/7 13:48 42986.5 19247.8 -38436.4 -50 44.53 -63 23.98 FT PM215,G856
2015/4/23 11:59 42985.9 19239.9 -38439.5 -50 45.73 -63 24.65 FT PM215,G856
2015/5/20 10:44 42977.5 19247.4 -38425.5 -50 46.58 -63 23.62 FT PM218 
2015/5/27 11:09 42979.4 19258.2 -38423.4 -50 44.87 -63 22.77 FT PM218,G856
2015/6/30 11:33 42987.4 19260.6 -38431.4 -50 46.54 -63 22.89 FT PM218,G856
2015/7/20 11:29 42979.6 19253.0 -38425.0 -50 44.33 -63 23.19 FT PM218 
2015/8/12 12:12 42983.7 19260.5 -38427.3 -50 47.22 -63 22.75 FT PM218 
2015/9/26 12:27 42978.3 19244.9 -38428.6 -50 49.35 -63 23.91 FT PM218 
2015/10/1 12:32 42979.8 19261.4 -38422.4 -50 47.94 -63 22.51 FT PM218 
2015/10/19 11:49 42983.7 19247.9 -38433.5 -50 50.34 -63 23.87 FT PM218 
2015/11/16 11:59 43027.7 19282.6 -38469.1 -50 46.94 -63 22.67 FT PM218 
2015/11/24 12:47 42973.8 19252.4 -38420.1 -50 47.81 -63 23.07 FT PM218 
2015/12/19 12:11 42977.1 19254.8 -38422.3 -50 47.8 -63 22.98 FT PM218 
2016/1/3 10:12 42956.6 19240.3 -38407.6 -50 51.64 -63 23.48 FT PM218 
2016/1/17 9:48 42957.2 19258.4 -38398.3 -50 48.18 -63 21.85 FT PM218 











地磁気活動度の指標の１つである K インデックスを自動で計算している。3 時間毎、一日に 8 個の指数が作
成される。地磁気活動度の長期的な変動をモニターすることを目的として、1966 年以降現在まで行われてい
る。 
56 次隊では MB-162 センサーの年間の傾斜変動を観測するため傾斜計を設置した。地磁気絶対観測から得
られる基線値の変化と比較し MB-162 センサーの安定性等を調べる。 
b） 経過 
3 軸フラックスゲート磁力計（島津製作所製 MB-162、以下 MB-162 と略称する）を用いて、地磁気 3 成分
の連続観測を行い、超高層モニタリングデータ収録システム（新 ATLAS システム）にデジタルデータを収集
した。5 月 12 日、10 月 23 日、11 月 2 日、11 月 17 日に突発停電が発生し、欠測が生じた。また、5 月 7 日
に 8 分間の原因不明の欠測が生じた。2016 年 1 月 5 日に 57 次持込みの宙空観測用データロガーを設置・接
続したが、これが MB162 の H 成分に影響を与え、5 日から 9 日の H 成分のデータが欠測となった。毎月の観
測基線値算出、MB-162 のキャリブレーション、K インデックス算出については、以下に経過の詳細を記す。 
ア） 基線値観測 
2015 年 2 月から 2016 年 1 月までの観測基線値結果を表Ⅲ.3.1.2.1.5.1-2 に示す。 
 
表Ⅲ.3.1.2.1.5.1-2 基線観測結果 
観測時刻 水平成分(nT) 偏角(′) 鉛直成分(nT) 備考 
2015/2/4 11:37 18034.20 18574.873 -38521.71 傾斜計取り付け前 
2015/2/7 10:41 18033.34 18574.746 -38521.99 傾斜計取り付け後 
2015/2/19 11:27 18034.65 18575.765 -38521.40 - 
2015/3/6 12:18 18035.71 18575.537 -38525.13 - 
2015/3/26 13:49 18038.07 18575.537 -38528.71 - 
2015/4/7 13:48 18034.73 18575.700 -38524.72 - 
2015/4/23 11:59 18034.73 18575.638 -38523.37 - 
2015/5/20 10:44 18038.06 18575.621 -38530.05 PM215 を PM218 へ交換 
2015/5/27 11:09 18037.98 18575.490 -38528.60
2015/6/30 11:33 18038.32 18575.529 -38528.39
2015/7/20 11:29 18037.25 18575.075 -38527.96
2015/8/12 12:12 18038.95 18575.306 -38530.70
2015/9/18 11:54 18038.93 18575.385 -38529.70
2015/9/26 12:27 18037.13 18575.173 -38531.40
2015/10/1 12:32 18037.95 18575.056 -38529.18
2015/10/19 11:49 18036.77 18575.075 -38529.39
2015/11/5 12:12 18035.43 18574.967 -38523.84
#磁場が静穏でないため
I(H,Z)は参考値扱い 
2015/11/16 11:59 18031.05 18574.733 -38518.04
2015/11/24 12:47 18032.04 18574.737 -38520.84
2015/12/2 17:39 18027.34 18574.477 -38518.39
2015/12/9 18:24 18026.96 18574.498 -38516.64
2015/12/19 12:11 18029.97 18575.104 -38520.02
2016/1/3 10:12 18030.94 18575.302 -38519.15
2016/1/17 9:48 18033.47 18574.487 -38522.67
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地磁気静穏日に MB-162 の各成分に±100nT をそれぞれ 20 秒間入力し、キャリブレーションを行った。




実施日 水平成分 偏角 鉛直成分 
Feb.,27,2015 1.0014 1.0036 0.9907 
Mar.,30,2015 1.0011 1.0076 0.9912 
Apr.,26,2015 1.0012 1.0063 0.9889 
May,22,2015 1.0005 1.0001 0.9926 
Jul.,3,2015 1.0069 1.0019 0.9896 
Aug.,14,2015 1.0122 1.0004 0.9915 
Sep.,24,2015 1.0090 0.9984 0.9902 
Oct.,19,2015 1.0045 1.0002 0.9876 
Nov.,23,2015 1.0056 1.0012 0.9858 
Dec.,19,2015 0.9985 1.0079 0.9859 
Jan.,28,2016 1.0046 0.9959 0.9922 
平均 1.0041 1.0021 0.9897  





ウ） K インデックス算出 
MB-162 のキャリブレーション時には地磁気 3 成分の観測値に較正信号が混入する。このため、この時間
の K インデックスは、プロット図とスケールを用いて目視で決定した。 
エ） 傾斜観測 
2015 年 2 月 4 日にテラテクニカ製電子水管傾斜計を MB-162 センサーに取り付けた。傾斜計処理部は地
磁気変化計室内に設置した。そのため地磁気絶対観測中は傾斜観測を一時中断し、制御部を地磁気変化計
室から充分遠方へ離した。2015 年 2 月 6 日と 2016 年 2 月 4 日に傾斜計の感度測定を行った。今回の観測
で 1 年間の傾斜変動を初めて観測することができた。 
c） 提言 






3.1.2.1.6.1 宙空圏変動モニタリング観測共通機器保守【AMU04_02】  三津山 和朗・仰木 淳平 





 越冬期間を通じて故障することなく稼働した。西オングルの FM･PCM 系データ伝送の終了により、関連装置の電




3.1.2.2 気水圏変動のモニタリング                                                         
3.1.2.2.1 大気微量成分観測（温室効果気体）【AMP01】 松下 隼士 
大気微量成分観測にかかわるメンテナンス作業を表Ⅲ.3.1.2.2.1-1に示す。  
  
表Ⅲ.3.1.2.2.1-1 温室効果気体連続観測におけるメンテナンス作業  
実施事項 二酸化炭素  酸素  メタン  一酸化炭素  
日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 

















2016 年 1 月 2 日 なし 。 なし 。 なし 。 
エアライン 
フィルタ交換  
1 回/2 ヵ月 インラインフィル
タ交換 
2016 年 1 月 6 日 
1 回/2 ヵ月  
  






2015 年 7 月 9 日 
2016 年 1 月 5 日 
ポンプ交換 
2016 年 1 月 6 日 
ダイヤフラム交換 
2015 年 7 月 11 日
2016 年 1 月 16 日
ダイヤフラム交換
2015 年 7 月 10 日
2016 年 1 月 6 日 
チャート紙交換 なし。 なし。 約 35 日に 1 回  約 35 日に 1 回  
ガス交換  
標準ガス： 
2015 年 4 月 20 日
7 月 9 日、9 月 28
日、12月 19日、2016
年 1 月 17 日 
リファレンスガス：
2015 年 8 月 15 日、
2016 年 1 月 17 日
標準ガス： 
2015 年 10 月 5 日、
2016 年 1 月 17 日
リファレンスガス：
2015 年 4 月 11 日、
5 月 25 日、7 月 9
日、9 月 9 日、10
月 24 日、2016 年 1
月 20 日 
標準ガス： 
2016 年 1 月 16 日
キャリアガス： 
2015 年 3 月 7 日、5
月 20 日、6 月 29 日、
8 月 10 日、9 月 23
日、11 月 14 日、12
月 15 日、2016 年 1
月 31 日 
水素ガス： 
2015 年 5 月 7 日、8
月 23 日、12 月 5 日、
2016 年 1 月 16 日
標準ガス： 
2016 年 1 月 16 日
キャリアガス：  
2015 年 4 月 17 日、
7 月 31 日、10 月 2
日、12月 10日、2016
年 1 月 31 日 
インレット点検  ブリザード後  ブリザード後  ブリザード後  ブリザード後  
装置本体交換 
2016 年 1 月 2 日 2016 年 1 月 5 日 
2016 年 1 月 9 日 
2015 年 6 月 4 日 
2016 年 1 月 5 日 
2015 年 5 月 17 日
2016 年 1 月 2～8 日
そ  の  他  









2015 年 10 月 24 日、
2016 年 1 月 8 日 
 
8 月 28 日から 29 日にかけて発生した A 級ブリザードにより、観測棟海側大気採取タワーが倒壊した。倒壊
後、タワー保持ケーブル 3 本のうち 1 本の断線、タワー底部ステーの破断が確認された。また、大気採取管の
曲り、酸素アスピレーションインレットの電源ケーブル断線が確認された。8 月 30 日、タワー底部の固定治具
設置およびワイヤー交換を実施し、タワーを建て直し後に観測を再開した。2016 年 2 月 9 日にタワーの補強と
して既設ワイヤーを太い径に交換し、二段支線を使用した固定に変更した。 




3.1.2.2.1.1 大気中の二酸化炭素濃度連続観測【AMP01_01】 松下 隼士 




2)  経過  
通年して安定した連続観測を実施した。2 月 20 日に水トラップ冷却用エタノール槽の温度が不安定となった
ため、投げ込み式型冷却器を交換した。4 月 23 日、2016 年 1 月 17 日にパネルレコーダがフリーズしたため、
レコーダを再起動した。5 月 22 日に標準ガス（High Gas）流量の異常が確認されたため、該当する電磁弁を交
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換した。8 月 15 日に標準ガス（Low Gas）調圧器二次圧が不安定となったため、該当する電磁弁を交換した。
2016 年 1 月 2 日に NDIR を持込み機（J57 機）に交換し、動作に異常がないこと、チェックガス測定結果が良好
であることを確認した。安全点検により電源コードの蓄熱が指摘されたため、2016 年 1 月 5 日に電源コードを
調達品と交換した。 
3)  問題点・課題・提言 
なし。 
 
3.1.2.2.1.2 大気中のメタン濃度連続観測【AMP01_02】 松下 隼士 
















3.1.2.2.1.3 大気中の一酸化炭素濃度連続観測【AMP01_03】 松下 隼士 






















3.1.2.2.1.4 大気中の酸素濃度連続観測【AMP01_04】 松下 隼士 
















3.1.2.2.1.5 温室効果気体分析用大気採取【AMP01_05】 松下 隼士 





表Ⅲ.3.1.2.2.1.5-1 大気採取実績一覧  































0.8 L ガラスフラスコ 1.5 L ガラスフラスコ 2.7 L ガラスフラスコ アルミニウム製 
10 L シリンダー 
初期容器状態 大気・大気圧充填 大気・大気圧充填 大気・大気圧充填 真空 
所要時間 
15 分  30 分  新型：30 分 
















2015 年 2 月採取日 8, 13, 17 9, 18 10（旧）, 18（新） なし。 
2015 年 3 月採取日 1, 5, 11, 18, 26, 31 4, 27  4（旧）, 26（新） 3 
2015 年 4 月採取日 5, 15, 20, 30 6, 20 5（旧）, 20（新） 24 
2015 年 5 月採取日 4, 13, 18, 27 4, 22 4（旧）, 23（新） なし。 
2015 年 6 月採取日 1, 9, 15, 25, 30 9, 25 8（旧）, 25（新） 29 
2015 年 7 月採取日 10, 14, 20, 26 11, 20 9（旧）, 20（新） なし。 
2015 年 8 月採取日 2, 10, 16, 26 5, 22 5（旧）, 20（新） 22 
2015 年 9 月採取日 1, 7, 13, 22, 30 8, 22 8（旧）, 22（新） なし。 
2015 年 10 月採取日 6, 15, 19, 25 4, 20 4（旧）, 21（新） 22 
2015 年 11 月採取日 1, 8, 16, 23, 29 8, 23 8（旧）, 23（新） なし。 
2015 年 12 月採取日 8, 13, 21, 27 8, 27  8（旧）, 27（新） 26 
2016 年 1 月採取日 7, 12, 19, 30 8, 30 7（旧）, 30（新） なし。 
 







3.1.2.2.1.6 二酸化炭素同位体観測用大気試料精製【AMP01_06】 松下 隼士 
1） 概要  
大気採取および精製実績を表Ⅲ.3.1.2.2.1.6-1に示す。  
  
表Ⅲ.3.1.2.2.1.6-1 二酸化炭素同位体観測用大気採取および精製実績一覧  
依頼機関 国立極地研究所  
分析成分 δC13（CO2）  
実施頻度 1 回/週  
試料採取地点 観測棟海側大気採取タワーインレットから配管ラインを使用し観測棟内採取 
試料容器 試料採取：1 L ガラスフラスコ、精製後：ガラス管封入  
初期容器状態 真空 
所要時間 試料採取：30 分、精製作業：120 分、採取前後真空排気：各半日～1 日  
採取精製方法 大気圧採取後、二酸化炭素自動精製装置を用いて精製 
2015 年 2 月採取日・精製日  採取日：5, 10, 12（標準ガス）, 16、精製日：全て同日精製 
2015 年 3 月採取日・精製日 採取日：1, 5, 11, 18, 26, 30、精製日：1，6，11，18，27，31 
2015 年 4 月採取日・精製日 採取日：5, 14, 20, 30、精製日：6，14，20，30 
2015 年 5 月採取日・精製日




2015 年 6 月採取日・精製日 採取日：7, 10, 15, 25, 30 、精製日：全て同日精製 
2015 年 7 月採取日・精製日 採取日：10, 14, 20, 26、精製日：全て同日精製 
2015 年 8 月採取日・精製日 採取日：2, 10, 15（標準ガス）, 16, 26、精製日：全て同日精製 
2015 年 9 月採取日・精製日 採取日：1, 7, 13, 22, 30、精製日：全て同日精製 
2015 年 10 月採取日・精製日 採取日：6, 8, 15, 19, 25, 31、精製日：6, 9, 15, 19, 25, 31 
2015 年 11 月採取日・精製日 採取日：8, 14（標準ガス）, 16, 24, 29、精製日：全て同日精製 
2015 年 12 月採取日・精製日 採取日：8, 13, 21, 31、精製日：8，13，22，31 
2016 年 1 月採取日・精製日 採取日：7, 8, 13（標準ガス）, 15, 19, 30、精製日：全て同日精製 
 














3.1.2.2.2 雲エアロゾル地上リモートセンシング観測【AMP02】                      
3.1.2.2.2.1 雲エアロゾル地上リモートセンシング観測：スカイラジオメータ観測【AMP02_01】 松下 隼士 

























































3.1.2.2.3.1 エアロゾルの粒径分布の観測【AMP03】 松下 隼士 













a) 光散乱式粒子計数装置（KC01E、RION 社）による地上エアロゾル粒度分布測定  
5 種類の粒子径（0.3 μm、0.5 μm、1 μm、2 μm、5 μm）の粒度分布観測をおこなった。日常点検以外
の機器動作確認として、月 2 回のサンプル流量チェックとゼロチェック、月 1 回の PSL 試験（1.00 μm のみ）
をおこなった。4 月 13 日にレーザーエラーが発生し、データ取得が不能となったため、運用機を停止し予備
機（J55 機）による測定を開始した。5 月 14 日、8 月 2 日、11 月 23 日にカウント値が 1 分毎にゼロを示す
異常を確認したため、装置および制御ソフトを再起動した。8月 14日にカウント値のエラーが発生したため、
装置および制御ソフトを再起動した。10 月 28 日にカウント値ゼロを示す異常が発生したため、装置および
制御ソフトを再起動した。12 月 29 日から 2016 年 1 月 5 日の期間、運用機（J55 機）と持込み機（J57 機）
の並行ランを実施し、比較結果に問題がないことが確認されたため、J57 機による観測を開始した。2016 年
1 月 8 日に制御パソコンの電源ケーブルを抜いたことにより、データ欠損が発生した。 
b) 凝結核粒子計測装置（CPC-3010、TSI 社）による地上エアロゾル総粒子濃度測定  
10 nm 以上の総粒子濃度の観測をおこなった。日常点検以外の機器動作確認として、月 2 回のサンプル流
量チェックとゼロチェックをおこなった。また、ブタノール排気チューブが凍結により閉塞した際は、予備
の排気チューブにラインを切替えた上、閉塞したチューブ内の氷を除去した。3 月 4 日にカウント値が、固
定値を示したまま変化しない症状を確認したため、制御ソフトを再起動した。5 月 14 日にレーザーランプの
消灯およびカウント値の低下を確認し、装置再起動後も正常なデータ取得が不能であったため運用機（J56
機）を停止し予備機（J55 機）による観測を開始した。12 月 26 日に制御パソコンの USB ケーブルを抜いた
ことにより、データ欠損が発生した。12 月 27 日にカウント値がゼロを示し観測不能となったため、12 月 29
日から持込み機（J57 機）による観測を開始した。J55 機、J56 機が観測不能となり、運用可能な機器がなく
なったため、J57 機との並行ランは実施しなかった。 
c) 凝結核粒子計測装置（CPC-3783、TSI 社）による地上エアロゾル総粒子濃度測定  
2013 年 12 月より新型 CPC（CPC-3783）が設置され、従来型 CPC（CPC-3010）との比較データを継続して取
得している。3 月 27 日より感度低下が確認されたため、3 月 29 日に観測を停止し、予備機（J56 予備機）に
よる観測を開始した。感度低下が確認された装置について、ウィック交換後に感度低下が解消されたため運
用機（J56 予備機）を J56 機に戻して観測を再開した。7 月 9 日、2016 年 1 月 1 日に排気チューブが陰圧に
より潰れ、吸引エラーが発生したため、チューブの潰れた箇所を切断した。12 月 27 日から 2016 年 1 月 5 日
の期間、運用機（J56 機）と予備機（J56 予備機）の並行ランを実施した。また、2016 年 1 月 6 日から 13 日
の期間、J56 機と持込み機（J57 機）の並行ランを実施した。両並行ランの結果、J56 予備機のカウント値過
小が確認されたため、2016 年 1 月 13 日から J57 機による観測を開始した。カウント値過小を示した J56 予
備機の内部フィルターに水が浸入していることが確認されたため、内部フィルターを交換した。2016 年 1 月
19 日から 25 日の期間、運用機（J57 機）と J56 予備機の並行ランを開始したが、J56 予備機の測定値にばら
つきが多く確認されたため国内に持帰ることを決定した。 
3)  問題点・課題 ・提言 
 なし。 
 






3.1.2.2.4.1 氷床内陸質量収支観測【AMP04_01】 松下 隼士 
1） 概要  











3.1.2.2.4.2 氷床沿岸域質量収支観測【AMP04_02】 松下 隼士 
1） 概要  
昭和基地からとっつき岬までの海氷厚と積雪深さ測定、とっつき岬からS16までのルート雪尺測定、表面積雪
採取および各地点のGPS測定を実施した。  













3.1.2.3 地殻圏変動のモニタリング 早河 秀章 
地学棟の暖房用燃料ドラム缶は全 15 本を用意し合計 12 本使用した。暖房機の温度設定は 20℃で運用した。
2016 年 1 月 10 日に地学棟暖房機が E-07 エラーで停止した。電源を入れ直したところ解消した。E-07 エラーは
「燃料遮断確認装置電磁弁異常」であるが特に該当事項は確認できなかった。 
 
3.1.2.3.1 超伝導重力計連続観測  
3.1.2.3.1.1 超伝導重力計連続観測【AMG04_01】  早河 秀章 
A) 超伝導重力計 
超伝導重力計のデータ自動収録・自動転送が行われている。越冬期間前半の液体ヘリウム液面レベルは 93%
後半から 94%であった。10月と 11月の度重なる基地全停電により若干液面レベルが低下し 93.5%程度になった。
7 月 1 日のうるう秒の挿入により超伝導重力計測定用 PC のヘリウム液面計表示に不具合がでた。7 月 2 日に国
内から測定用 PC を再起動して不具合は解消した。 
B) 相対重力測定 
積雪と重力変化の関係を調べる一環として基地周辺で LaCoste 重力計を用いた相対重力測定を実施した(3




た。4 月 4 日から（D 地点のみ 5 月 13 日から）測定を開始して、月に 1～5 回実施した。D 地点は 11 月になると
砂撒きと除雪により人為的要素の入る観測点になった。融雪のため 12 月 17 日（D 点のみ 12 月 7 日）で測定終




A：重力計室東側ドリフト端 (69°00′24.3″S, 39°35′09.1″E) 
B：重力計室南側雪原縁 (69°00′25.2″S, 39°35′11.5″E)  
C：IGS 点丘西側旧道上 (69°00′27.9″S, 39°34′55.3″E)  






越冬期間を通じて重力計室の室温管理を行った。2015 年 1 月現在で超伝導重力計は保温用に全体をビニー
ルハウスで覆われ、ハウス内に温度調整器を介したパネルヒーターが設置されている。ビニールハウスの開閉
を主として、時に温度調節器の温度設定を変更して室温管理した（室温はビニールハウス内圧縮機前での温度）。
2 月 19 日に重力計室北側(地震計室側)通気口の内蓋を、2 月 20 日に南側通気口外蓋を閉じた。3 月 24 日に南側
通気口外側に断熱材を入れ再度外蓋をした。3 月 30 日に北側通気口外蓋を閉め、内側は断熱材を入れて再度蓋
をした。以後、月に一度程度の頻度でビニールハウスの開口部を少なくしていき厳冬期前半(4～7月)は 15～21℃
の室温を保持した。7 月の外気温低下時に室温が 14℃台にまで下がったので 15 日にビニールハウスを完全に閉
じ、温度調節器の設定を 20℃でヒーターの使用を開始した。しかし 20℃設定では室温が 26℃まで上がったので
16 日に 18℃設定に変更した。以後 10 月まではこの状態で温度管理を行い、厳冬期後半(7～10 月)は 17～23℃
の室温を保つことができた。ただし悪天候による外気温上昇時は若干ビニールハウスに開口部を作ることがあ
った。10 月からビニールハウスの開口を始め、室温上昇に対応していった。11 月になると日照で室温が高めに
なったので、11 月 9 日にビニールハウスの四隅を大きく開けた。更に北側通気口の断熱材を取り出した。11 月
15 日には北側通気口の外蓋を開け、16 日には南側通気口の外蓋を開け断熱材を取り出した。通気口を開けたこ
とで強風時は外気が入り込み、室温低下する日もあったので適宜ビニールハウスの開閉を行った。12 月 7 日に
北側通気口の内蓋を開けた。外気の入り込みと日照から室温変動は 12 月で 11～25℃、2016 年 1 月は 15～24℃




5 月 12 日 10:51 LT に基地全停電が発生した。復電後に圧縮機の立ち上げ作業を行った。停電が比較的短時
間であったので観測継続に問題はなかった。 
10 月 23 日 22:02LT に基地全停電が発生した。圧縮機は停止したが、超伝導重力計の制御機器と測定用 PC
は UPS で動作した。復電過程で、圧縮機の電源を入れると基地発電機に悪影響を与えたので再度重力計室の電
力遮断を行い、重力計室までの電力経路の絶縁測定が行われた。圧縮機に問題があったので予備機に交換した。
小型発電機で動作確認をした後、10 月 24 日 01:43 LT に基地電力へ繋いた。 
11 月 2 日 10:04 LT に基地全停電が発生した。直後に重力計室の電力遮断を行った。重力計室の外で小型発
電機を立ち上げ、10:12 LT に圧縮機を動作させた。10:21 LT に重力計室が復電したので、圧縮機の電源を基地
電力に戻した。停電中、超伝導重力計の制御機器と測定用 PC は UPS で動作した。11 月 17 日 22:00 LT に基地全
停電が発生した。停電中、圧縮機は停止した。22:23 LT に重力計室復電、圧縮機の立ち上げを行った。停電中、
超伝導重力計の制御機器と測定用 PC は UPS で動作を続けた。 
1 月 5 日に計画停電が実施された。超伝導重力計の制御機器と測定用 PC は UPS で動作を続けた。圧縮機は
小型発電機で動作させた。 
G) 地震イベントによる立ち入り制限 
5 月 30 日 11:23 UT に発生した小笠原諸島沖深発地震 (M8.1) のため発生日から 2 日間の重機・車両使用の
制限と１週間の重力計室およびその周辺の立ち入り制限を実施した。9 月 16 日 22:55 UT に発生したチリ中部沖
地震((M8.3)のため 17 日～19 日は重力計室とその周辺への立ち入りを制限した。11 月 24 日 23:45 UT にペルー
で M7.6 の深発地震、23:50 UT にブラジルで M7.6 の深発地震が連続して発生した。また 26 日 05:45 UT にブラ
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ジルで M6.7 の深発地震が発生した。25 日～30 日にとその周辺への立ち入りを制限した。 
 
3.1.2.3.2 衛星データの地上検証観測  
3.1.2.3.2.1 衛星データの地上検証観測【AMG05_01】     早河 秀章 
人工衛星により得られる測地データに対する直接観測検証として、昭和基地コーナーリフレクターの保守、GPS
を用いた海面高測定、また GPS を用いた氷床流動測定を行った。 
A) コーナーリフレクター保守 
CR04 
2 月の段階で CR04 の周辺は PANSY のドリフトにより 80cm 以上の積雪があり、CR04 の下面の高さまで雪と氷
に埋もれていた。3 月の悪天候で上部まで埋もれたので除雪と氷はつりを延べ 3 日間行い、かろうじて足回りを
出した。CR04 のコンクリート台座付近は硬い氷ではつることもできなかった。以後、悪天候後に除雪を行って
きたが 8 月 28～29 日の悪天候で CR04 はほぼ埋没した。僅かに露出している状態が続いたが 11 月以降日照によ
り融雪し 2016 年 1 月には上部まで露わになった。 
CR02 
越冬期間前半は足が埋まる程度の積雪であったが、7 月の悪天候で PANSY のドリフトに埋没し 7 月 21 日には
位置不明になった。2016 年 1 月の融雪で上部が姿を現した。 
CR01 
越冬期間を通じて特に問題なかった。 
B) 海氷上 GPS による海面高測定 
西の浦 
西の浦・検潮儀小屋前の海氷上で GPS ブイを用いた海面高測定を継続的に行っている。4 月 25 日に第 55 次
で設置した GPS ブイの回収と新規 GPS ブイの設置を行った。5 月 19 日に GPS ブイを回収し、リチウム電池型 GPS
観測装置に交換した。8 月 18 日に GPS 観測装置を回収し、GPS ブイを設置した。11 月になると日照により GPS
ブイが傾いたので、11 月 27 日に立て直した。12 月 3 日にデータ回収を行い、傾き防止用の緩衝材を敷いて立
て直した。GPS ブイは 12 月 17 日には明確に傾いており、22 日 14:00 LT に倒れているのを確認した。その後、
海氷上は危険になったので保守は行わず倒れたままの状態にある。 
北の浦 
昭和基地近傍の海面高変動の調査のため北の浦で観測を行った。5 月 26 日に北の浦の気象・雪尺観測エリア
南西にリチウム電池型 GPS 観測装置を設置し、8 月 4 日に回収した。設置時から積雪が 100cm 高くなり GPS 装置
は完全に埋没していた。GPS 装置は GPS 受信機として GEM1 を使用し、リチウム電池 7.2V160Ah 相当を用いたが、
データは記録されていなかった。調査の結果、使用した GPS 受信機(GEM1,S/N: GNS-GRLWP0020)は、7.2V 相当の
電池では衛星を受信できるものの CPU 動作に不具合が出てデータ読み書きできないことが判明した。GEM1 受信
機は 6V/12V 共用であり、12V 電池であればこの機体でも適切に動作した。7.2V 相当の電池で動作確認した GEM1
受信機(S/N: GNS-GRLWP0059)と 7.2V160Ah 相当のリチウム電池を用いて、8 月 17 日にリチウム電池型 GPS 装置
を設置した。9 月 22 日に GPS 装置を回収したが、この GPS 装置でもデータ収録されていなかった。原因は不明
であるが、抵抗・ダイオード・ヒューズ等の付いた電源配線を低温下で用いると 6V(7.2V)電池では GEM1 は適切
に動作しないことがあると推測された。10 月 19 日に GPS ブイを設置した。また 11 月 19 日に北の浦・見晴らし
沖にも GPS ブイを設置した。12 月になると日照で GPS ブイが傾き始めた。気象・雪尺観測点の GPS ブイは倒れ
てしまったので 12 月 14 日に立て直した。見晴らし沖の GPS ブイも傾いていたので立て直した。しらせ接岸に
備えて 12 月 22 日に北の浦・見晴らし沖のブイを見晴らし分岐手前に移設した。2016 年 1 月には両者とも日照
により倒れてしまったので 1 月 31 日に回収した。なお気象・雪尺観測点は橇置き場の近傍であったので橇引き
出しによる雪上車移動の擾乱が測定に影響している可能性がある。 
その他 
オングル海峡中央部(S69°01′48.2″,E39°41′42.7″、5 月 24 日設置、8 月 30 日回収)と弁天島沖(S69°





1) 西の浦・検潮儀小屋前 (2 月 25 日設置、3 月 4 日回収)  
2) スカルブスネス・鳥の巣湾ルッカリー前 (2016 年 1 月 21 日設置、1 月 27 日回収) 
D) 氷床 GPS 観測 
氷床流動調査のため大陸氷床上 S18、S19、S20 の 3 か所に GPS 観測装置を設置した。(9 月 10 日設置、10 月
26 日回収)。 
 
3.1.2.3.3 昭和基地での広帯域・短周期地震計によるモニタリング観測  
3.1.2.3.3.1 昭和基地での広帯域・短周期地震計によるモニタリング観測【AMG07_01】  早河 秀章 




内の温度は、2～5 月にかけて次第に 13℃台から 10℃台へ下がっていった。6 月には 10℃を下回るようになり 6
～10 月は 7～9℃であった。11 月になると日照と気温上昇で室温も上昇し、11 月は 10℃台、12 月は 12℃台、1
月は 14℃台になることもあった。8 月 4 日の地震計室入室の際、地震計室ヒーターの温度センサー位置をずら
してしまいヒーターが通常よりも稼働した。長周期室簡易冷凍庫内で約 0.8℃上昇して、STS-1 にドリフトが見
られたが、5 日に温度センサーを適正位置へ戻し室温を戻してドリフトも解消した。 
悪天候後と週・月の地震計室建物点検を行った。5 月 3 日と 13 日には収録室内にある外へのケーブル引き出
し用開口部から雪の吹き込みがあった。目止めに使用したパテのひび割れ等によるものであったので室内側の
み修繕した。収録室内の観測機器などに問題はなかった。 
夏期は多目的アンテナのドリフトが融雪して地震計室周りは池となるので排水作業を実施した。2 月 20 日に
融雪はまだ続いていたが気温低下と降雪により池の成長が鈍化したので排水ポンプと重力計室からの電源配線
を片づけた。12 月 14 日、地震計室横のドリフトによる池の発生を確認した。12 月 18 日からポンプを設置して
排水作業を開始した。 
A) STS-1 広帯域地震計 
1) ±2V 程度にまでマスポジションがずれたとき調整を行った。第 56 次では地震計室で調整する状況には至ら
ず、全て地学棟の調整で済ますことができた。 
日付：ケーブル取外し時刻(LT)～ケーブル接続時刻(LT) 
4 月 19 日 U/D：16:53～17:09、 N/S： 16:56～17:11、E/W： 16:58～17:16、 
4 月 30 日 N/S： 17:06～17:29、6 月 28 日 E/W：17:18～17:20、7 月 15 日 U/D：17:21～17:29 
11 月 14 日 U/D：18:24～18:30、11 月 27 日 N/S：21:35～21:59、12 月 7 日 EW：21:35～8 日 10:57 
12 月 9 日 NS：10:53～11:02、2016 年 1 月 7 日 EW：21:06～21:15 
2) 2016 年 1 月 29 日に STS-1 の真空引きを行った。 
U/D(1ch): 40cmHg(真空引き前) → 60cmHg(真空引き後)、N/S(2ch): 68cmHg(真空引き前) → 68cmHg(真空
引き後)、E/W(3ch): 63cmHg(真空引き前) → 66cmHg(真空引き後) 
B) HES 地震計信号強度低下の原因調査 
HES 地震計の信号強度が低下していると連絡があり調査と修復を行った。 
8 月 5 日 STS-1 と HES の地学棟内配線確認を実施した。8D23 は 15:15～15:47LT の間、R66 は 16:07～16:34 LT
の間は調査のため収録を停止した。R66 N/S(CH2)への配線に断線寸前の箇所があり補修した。8 月 25 日 HES の
Level/Position 確認を行った。地震計室長周期室簡易冷凍庫内の作業は 14:24～14:46 LT に実施した。3 成分
全てにおいて若干の Level ずれと N/S と E/W に僅かな Position ずれがあった。 
10 月 6 日 HES の Level/Position 調整を行った。13:29LT に地震計室入室、13:32 LT 簡易冷凍庫入室、13:36
～14:41 LT に U/D の調整、13:52～14:52 LT に E/W の調整、14:42～15:36 LT に N/S の調整を行った。15:38 LT
に簡易冷凍庫退室、15:45 LT 地震計室を退室した。Level/Postion 調整で信号レベルは回復しなかった。信号
レベル低下は 2014 年 12 月 1 日の停電から発生していることがわかった。10 月 8 日地学棟内 HES メインアンプ
U/D のゼロ調整を行った。11:26:00～11:26:30 LT にメインアンプの電源入れ直し、11:27:30 LT に ZERO 調整、
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11:45 LT 作業終了。信号レベルは回復しなかった。10 月 15 日、地震計室 HES プリアンプの確認のため 3 成分
とも電源の入れ直しを行った。12:30 LT 電源オフ、12:31 LT 電源オン。電源入れ直しで信号に変化はなかっ
た。10 月 22 日、HES プリアンプとメインアンプの調整を行った。15:13 LT 地震計室入室、15:15 LT 簡易冷凍
庫入室、15:20～16:16 LT に U/D プリアンプ調整、16:18～16:34 LT に EW プリアンプ調整、16:34～16:50 LT
に成分プリアンプ調整、16:55 LT 簡易冷凍庫退室、17:00 LT 地震計室退室。21:20 LT 地学棟メインアンプの
入出力測定、21:30 LT に U/D のメインアンプを予備機に交換、21:40 LT メインアンプを元に戻す。アンプ交換
で出力値の変化はなし。21:45 LT に作業終了した。10 月 23 日、HES プリアンプの調整と HES の出力測定を実施
した。13:40 LT 地震計室入室、13:47 LT 簡易冷凍庫入室、13:49～15:03 LT に U/D の調整・測定、15:06～15:23 
LT に E/W の調整・測定、15:29 LT 簡易冷凍庫退室、15:35 LT 退室。 
11 月 13 日 14:47～17:00 LT HES プリアンプ出力電圧測定を行った。また、プリアンプ動作確認のためセン
サーからの入力ケーブルを N/S と E/W で交換した(2ch: N/S, 3ch:E/W → 2ch: E/W, 3ch:N/S)。 
1 月 11 日、HES プリアンプへの 2ch と 3ch の入力ケーブル交換を元に戻した。16:40 LT に地震計室入室、前
室 13.5℃、収録室 17.0℃、廊下 22.0℃。16:53 LT に HES プリアンプの入力交換。交換後は 8D23 の記録に 12
月 19 日から発生していた原因不明の周期 1 秒の発振が消えた。1 月 19 日、HES 信号レベル低下の調査を行った。
13:39 LT 地震計室入室(前室 8.0℃、収録室 9.5℃、廊下 21.0℃、壁 18.0℃、床 12.98℃、床奥 12.3℃)。14:04
～15:43 LT にプリアンプのゲインを 1 から 100 に変更した後にゼロ調整を実施した。15:49LT 地震計室退室(前
室 21.0℃、収録室 11.8℃、廊下 20.3℃、壁 20.3℃、床 13.85、床奥 12.8℃)。16:50～17:30LT、地学棟にて HES
メインアンプ調整と 8D23 描画スケール調整を実施した。メインアンプは GAIN を 1ch(U/D): 10→10、2ch(N/S): 
20→20、3ch(E/W): 20→50 とした。8D23 のスケールは 1ch(U/D): 1→2 V/cm、2ch(N/S): 2→2 V/cm、3ch(E/W): 
2→2 V/cm とした。これらの作業によりすべての全てのチャンネルで信号レベル低下前に近い出力を得ることが
できるようになった。ただし、2ch(N/S)には高周波ノイズが、3ch(E/W)には高周波ノイズによると思われるビ
ートが混入している。1 月 29 日、HES プリアンプのゼロ調整を行った。1ch(U/D)の信号レベルが上がったので
8D23 の描画スケールを 2→4 にした。2ch(N/S)、3ch(E/W)は特に変化なかった。15:11LT、前室+9.0℃、収録室
+12.5℃、廊下+21.0℃、簡易冷凍庫入口壁+22.0℃、床手前+15.03℃、床奥+13.1℃。 
（※地震計室簡易冷凍庫で作業した際は、室温が 1～3℃程度上昇し STS-1 が温度ドリフトを起こした。いずれ
も 12 時間程度で回復した。） 
C) Comserv 
1) 2 月 4 日 20:10LT に Comserv の DAT テープ交換を行った。 
2) 国内から Comserv の DAT へ tar によるアクセスができないとの連絡があり 8 月 18 日に調査した。8 月頭の
DAT 交換時に手動による書き込みを実施し忘れたのが原因と考えられる（空の DAT に tar コマンドはアク
セスできない）。手動で DAT 交換後のバックアップを作成して問題は解決した。 




月に一度程度、記録紙交換を行った。(交換日：収録停止→収録再開 、時刻は LT)  
E) 8D23 
6 月 7 日 03:00LT 頃に紙詰まりを起こし収録停止した(“F”エラー)。記録紙位置を調整した後、電源を入れ
直し 13:52LT に収録再開した。電源を切った際 UPS から電源を取るように変更した。 
月に一度程度、記録紙交換を行った。(交換日：収録停止→収録再開 、時刻は LT)  
3 月 2 日：08:51→09:58 
3 月 31 日：13:44→14:58 
5 月 2 日：18:33→19:33 
5 月 31 日：21:42→22:43 
6 月 29 日：21:54→23:11
8 月 2 日：11:27→15:22
9 月 1 日：15:02→17:13
9 月 30 日：13:43→15:22
11 月 1 日：12:51→14:12
11 月 30 日：15:56→17:00
12 月 31 日：21:39→22:45
 2016 年 1 月 31 日：09:54→11:02
2 月 21 日：20:10→20:15 
3 月 31 日：15:01→15:10 
7 月 19 日：14:12→14:17
8 月 27 日：23:15→23:20
12 月 26 日：00:24→00:34




STS-1 マスポジション調整後 R66 のゼロ位置調整を実施した（4 月 19 日 17:15 LT～17:25 LT、4 月 30 日 17:32 
LT～17:38 LT）。5 月 31 日の記録紙交換の際、UPS から電源を取るように変更した。7 月 1 日の記録紙交換の際、
U/D(1Ch, 赤)と E/W(5Ch, 紫)のインク補充を行った。7 月 14 日の記録にスパイクが多発した。-30℃後半の外
気温による影響と推測される。その後、外気温が上昇するとこの現象は解消した。 






※7 月 1 日と 8 月 1 日は記録紙交換後に紙詰まりが起きたので調整した 
G) 基地全停電対応 
4 月 5 日、基地発電機切替により電力周波数低下が発生したが、地震観測に問題はなかった。5 月 12 日、10
月 23 日、11 月 2 日、11 月 17 日に基地全停電が発生した。STS-1 と UPS に接続されている機器は停電時間の間
UPS で動作した。ただし地震計室の HES プリアンプは UPS に接続されていないので停電中 HES は欠測する。2016
年 1月 5日に計画停電が実施された。停電中 HES プリアンプ停止により 8D23は 08:40～11:50 LTの間欠測した。
復電後は 8D23 の記録用紙の紙位置調整（偶数奇数合わせ）を行った(16:02 LT)。R66 は少し記録がずれたので
ゼロ位置調整を行った（12:56 LT 調整開始、13:00 LT 記録再開）。RD2212 と Kermit は UPS の電池消耗により停
電開始から約 10 分で停止した。復電後は自動復旧したが設定初期化されたので 14:32 LT に一旦電源を切り再
設定した。Kermit は 15:10 LT に、RD2212 は 15:48 LT に再開した。 
H) LS-20K 故障 
2016 年 1 月 3 日、LS-20K が停止した。これにより T-2200A の時間差が”over”になった。LS-20K 故障対策
として 1月 11日に地学棟 DORISの 1Hz出力から T-2200Aへ 1ppsを供給する試験を実施した 1pps供給直後に 8D23
の時計が狂い記録時刻のずれが生じた。1月 16日、DORISから T-2200Aへ 1pps供給する作業を行い、17日、T-2200A
の時計合わせを行った（18:07:00UT 停止、18:13:00UT 再開）。T-2200A が時計供給している 8D23 と GSP の時間
ずれは 1 秒以内になった。57 次期間はこの状態で稼働し、58 次において LS-20K の予備機を持ち込み・交換を
行う予定である。 
 
3.1.2.3.4 VLBI 実験 
3.1.2.3.4.1 VLBI 観測/水素メーザーの維持【AMG08_01】    早河 秀章 





2 月 4 日 18：00～2 月 5 日 18:00
2 月 10 日 17:30～2 月 11 日 17:30
2 月 11 日 18:00～2 月 12 日 18:00




11 月 4 日 18：00～11 月 5 日 18:00 
11 月 10 日 17:30～11 月 11 日 17:30 
11 月 11 日 18:00～11 月 12 日 18:00 
※時刻は UT 
OHIG94～96 のデータは若干量を除いて第 55 次持ち帰り物資として 3 月に国内へ持ち帰った。残りのデータ
は、データセンターと LAN 担当隊員の協力により FTP 転送した。AOV02 と OHIG97～99 のデータは第 56 次持ち帰
り物資として 2016 年 3 月に国内へ持ち帰った。 
実験中のトラブルなどは以下の通り。 
OHIG94: K5 UNIT2 の HDD トラブルにより別 HDD に交換して K5 UNIT2 を再起動した。 
OHIG95: K5 UNIT3 の HDD トラブルにより別 HDD に交換して K5 UNIT3 を再起動した。 
OHIG96: K5 UNIT4 の HDD トラブルが起きた。最終スキャンだったのでこのまま実験を終了した。 
OHIG97: 11 月 11 日に No.16(1057-797)のスキャン中、そして No.50(0537-441)と No.51(0727-115)の間にア
5 月 2 日：21:55→22:01 
6 月 11 日：20:31→20:36 
10 月 7 日：15:50→16:00
11 月 15 日：21:17→21:30
3 月 2 日：9:03→9:20 
3 月 31 日：14:24→14:45 
4 月 30 日：00:21→00:30 
5 月 31 日：21:10→21:30 
7 月 1 日：19:50→2 日 09:00
8 月 1 日：01:42→12:00
9 月 1 日：11:40→12:00
10 月 1 日：20:19→20:30
11 月 30 日：16:04→16:30
12 月 31 日：21:05→21:30







OHIG98: K5 UNIT1 の HDD トラブルにより別 HDD に交換して K5 UNIT1 を再起動した。 
B) 水素メーザーの維持 
新型水素メーザー1 号機の監視、温度管理を行った。水素メーザーが設置されている地震計室短周期室の室
温は厳冬期において 19～21℃、夏期を含む厳冬期以外の期間において 20～24℃であった。基地全停電が 5 月 12
日、10 月 23 日、11 月 2 日、11 月 17 日に発生した。また 2016 年 1 月 5 日に計画停電が実施された。いずれも
新型水素メーザー1 号機は専用 UPS で動作継続した。 
第 56 次夏期で持ち込んだ旧型水素メーザー2 号機を 3 月 26 日～27 日に地震計室収録室から短周期室へ移設
した。10 月 8 日に旧型水素メーザー2 号機の立ち上げのため短周期室内でケーブル整理を行った。その際、旧
型水素メーザー2 号機用 UPS の背面に黒い煤状の物体と、UPS 背面側に置いてあったダンボール箱の一部が黒く
変色しているのを発見した。10 月 9 日に調査を行い、UPS の電池 4 個全てが破損し、バッテリー液の飛散・漏
れ出しが起きていたことが分かった。漏れ出したバッテリー液は既に乾燥していた。2015 年 1 月 5 日撮影の写
真から床に乾燥したバッテリー液が着いているのを確認できたので事故はそれ以前に起きたと思われる。2016
年 1 月 16 日に乾燥したバッテリー液の中和作業を行い、1 月 28 日に旧型水素メーザー2 号機用 UPS を地震計室
から搬出した。収録室と長周期室に敷いた水素メーザー運搬用板は短周期室と前室に片づけた。 
 
3.1.2.3.5 露岩 GPS 観測  
3.1.2.3.5.1 露岩 GPS 観測【AMG09_02】               早河 秀章 
リュッツォ・ホルム湾東沿岸の露岩域における無人 GPS 観測装置の保守と GPS 観測を行った。また、昭和基地・
重力計室で露岩 GPS 観測の基準となる GPS 観測を行っている(アンテナは IGS アンテナ横)。 
1) ラングホブデ雪鳥沢 
9 月 17 日に無人 GPS 観測装置の保守を行った。2014 年 12 月の保守の際、停止していた温度ロガー(おんど
とり)を交換した。GPS 観測装置の電池電圧は 7.04V であった。またデータ吸い上げを行った。 
2) スカルブスネスきざはし浜 
11 月 4 日に無人 GPS 観測装置の保守を行った。GPS 観測装置の電池電圧は 1.8V であり、極夜開けから充電
は再開されていなかった。データは 2 月 1 日から 6 月 14 日まで収録されていた。GPS 観測装置は保守前の
状態に戻した。 
3) 向岩、オングルガルテン 
向岩：5 月 24 日設置、8 月 30 日回収 
オングルガルテン：10 月 19 日設置、11 月 22 日回収 
4) 基準 GPS 
4 月 24 日にデータ回収を行い、データ収録用の SD カードを 8GB に入れ替えた。5 月 3 日、7 月 23 日、8
月 25 日、2016 年 1 月 5 日にデータ回収と SD カードの交換を行った。GPS 観測装置は UPS に繋がれていな
いので停電時は停止する。ただし復電後は自動復旧する。 
 
3.1.2.3.6 DORIS 観測  
3.1.2.3.6.1 DORIS 観測【AMG13_01】                  早河 秀章 
越冬期間を通じて自動観測を継続した。ただし、VLBI 実験中は混信を避けるために停波した。停波期間は、
2 月 4 日 17:17 UT ～ 5 日 18:46 UT (OHIG94)、2 月 10 日 16:55 UT ～ 12 日 18:17 UT (OHIG95、96)、4 月 30
日 18:45 UT ～ 5 月 2 日 18:14 UT (AOV002、AOV002 は 5 月 1 日 18:40 UT に終了したが、悪天候のため外出で
きず約 1 日遅れで発信再開した)、11 月 11 日 17:05 UT ～ 12 日 18:11 UT (OHIG97)、11 月 17 日 16:45 UT ～ 19
日 18:32 UT (OHIG98,99)。 
7 月 1 日に協定世界時へうるう秒が挿入された。DORIS は国際原子時を使用しているので、協定世界時との
時間差が 35 秒から 36 秒になった（協定世界時の方が 36 秒の遅れ）。8 月になると協定世界時との時間差が 36
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秒から次第に開くようになり、20 日以後は 37 秒になった。11 月 2 日の基地全停電後で時間差は 35 秒に変わっ
た。その後次第にドリフトし 2016 年 1 月には 36 秒になった。 
9 月 29 日にアラームが点灯して「FAILURE: /AM」の表示が出た。また気圧の値が 0hP になっていた。気象計
と結ぶケーブルのコネクタを抜き差ししたところ障害は解消した。 
DORIS の UPS は電池消耗していて停電するとすぐに電池切れすることが 2016 年 1 月 5 日の計画停電で判明した。





3.1.2.4.1.1 ペンギン個体数調査【AMB01_01】 髙橋 学察 
ペンギンセンサスを実施するにあたり、56 次隊ではペンギンがルッカリーを形成する前に掘削調査を実施する
必要があったため、8 月から 9 月にかけて野外観測支援隊員と支援隊員により大陸露岩や島嶼に散在する各地の
アデリーペンギンルッカリーへアクセスするルート工作を行った。 
観測の内容は例年同様、11 月 15 日±3 日の間に行う全個体数調査と 12 月 1 日±3 日の間に行う営巣数調査を各
ルッカリーにおいて実施した。 
個体数調査は 4 回に分けて実施した。11 月 12 日から 14 日のスカルブスネス方面宿泊旅行で鳥の巣湾・ネッケ
ルホルマネの調査を実施。11 月 15 日に日帰りでルンパ島・シガーレンを実施。11 月 16～17 日のラングホブデ方
面宿泊旅行で水くぐり浦・袋浦・イットレホブデホルメン・ひさご島の調査を実施。11 月 18 日に日帰りで弁天
島・オングルカルベン・まめ島の調査をそれぞれ実施した。 






Ⅲ.3.1.2.4.1-1 に個体数調査結果を、表Ⅲ.3.1.2.4.1-2 に営巣数調査結果を示す。 
 










2015/11/12 鳥の巣湾 4 名 63.4  1.4  
2015/11/13 ネッケルホルマネＡ 4 名 16.0  0.0  
2015/11/13 ネッケルホルマネＢ 4 名 0.0  0.0  
2015/11/13 ネッケルホルマネＣ 4 名 17.0  0.0  
2015/11/13 ネッケルホルマネＤ 4 名 155.4  2.9  
2015/11/15 ルンパＡ 4 名 229.0  24.5  
2015/11/15 ルンパＢ 4 名 64.0  2.7  
2015/11/15 ルンパ C 写真撮影 1829.0   
2015/11/15 シガーレン 4 名 0.0  0.0  
2015/11/16 水くぐり浦 写真撮影 935.0   
2015/11/16 袋浦 4 名 320.3  21.9  
2015/11/17 イットレホブデホルメン 3 名 0.0  0.0  
2015/11/17 ひさご島 A 3 名 29.0  0.0  
2015/11/17 ひさご島 B 3 名 22.0  0.0  
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2015/11/18 オングルカルベンＡ 3 名 132.6  6.4  
2015/11/18 オングルカルベンＢ 3 名 0.0  0.0  
2015/11/18 オングルカルベンＣ 3 名 0.0  0.0  
2015/11/18 まめ島 3 名 360.9  8.1  
2015/11/18 弁天島 1 名 3.0  0.0  
 








2015/11/29 ルンパＡ 3 名 110.2  15.0  
2015/11/29 ルンパＢ 3 名 34.2  1.4  
2015/11/29 ルンパ C 写真撮影 963.0   
2015/11/30 水くぐり浦 写真撮影 498.0   
2015/11/30 袋浦 3 名 190.1  5.9  
2015/12/1 オングルカルベン
Ａ 
3 名 61.9  2.8  
2015/12/1 オングルカルベン
Ｂ 
3 名 0.0  0.0  
2015/12/1 オングルカルベン
Ｃ 
3 名 0.0  0.0  
2015/12/1 まめ島 3 名 199.2  7.2  
 弁天島 上陸不能   
 
3.1.2.5 学際領域（共通）のモニタリング観測 
3.1.2.5.1 極域衛星データ受信  









     月 
衛星     











460 453 263 607 667 615 362 527 600 441 443 634 6072
NOAA-15,16,18,19 0※ 0※ 0※ 0※ 191 179 224 229 194 170 178 134 1499
METOP-1 0※ 0※ 0※ 0※ 111 130 208 149 120 162 188 132 1200
TERRA 223 251 243 254 243 243 237 229 242 208 239 239 2851
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 ※通常は受信ライン数が 2 桁以下のパスを欠測パスとして扱うが、2 月から 5 月の NOAA/METOP 衛星受信に 
ついて障害により正常に受信できなかった為、ライン数が 2 桁以上のパスも全て欠測パスとして扱った。 






 a） DMSP（f-13）受信終了（2015年2月実施） 
  DMSP（f-13）衛星が運用休止となり受信を終了した。 
 b） Xバンド画像解析処理装置（showa-xp2）OSアップグレード（2015年4月実施） 
  昭和基地にてXバンド画像解析処理装置のOSアップグレードを行い、TeraScan（アプリ）、計算機内のプロ
ダクト作成を国内より実施した。 
 c） DMSP（f-19）受信開始（2015年5月実施）  
  DMSP（f-19）衛星の受信を開始した。 
 d） Xバンド画像解析処理装置（showa-xp2）メモリ増設（2016年1月実施） 
  TeraScan更新後の処理速度改善の為、57次隊で持込んだメモリを使用しメモリ増設を実施した。 
 e） UPSバッテリ交換（2016年１月実施） 
  57次隊で持ち込んだUPSバッテリを使用し、UPSバッテリの定期交換を実施した。 
f） その他設備不具合 











47 群での観測が可能となっており、また 54 次越冬期間中に多くのアンテナが雪に埋もれたことを受けて、約
100 本のアンテナ嵩上げを行っていた。55 次・56 次においては、53 次・54 次の 2 年連続の接岸断念を教訓とし、
物資を可能な限り空輸可能なスチコンに梱包し、氷上輸送が不可能な場合は 12ft コンテナを開梱して空輸する
段取りで進めた。2 年連続の接岸成功、氷上輸送実施ということで、積載物資は全て昭和基地に運搬することが
出来た。56 次夏期間には、新規にて 8 群、およびサブシステムである FAI（Field Aligned Irregularities、
磁力線に沿った電子密度の不均一）観測装置の設置を実施し、全 55 群+FAI の全てのアンテナが完成、使用可能
状態となった。55 次にて実施したアンテナ嵩上げ作業を 56 次でも継続し、56 次夏期間中に約 220 本のアンテ
ナ嵩上げを行った。56 次越冬期間中には、12 群による標準観測とアンテナ面のメンテナンスを引き続き行い、
専用発電機を用いたフルシステムでの観測も 3 月、4 月～5 月と 10 月以降（継続中）に実施した。 
 
AQUA 188 217 203 220 206 217 211 211 213 189 218 216 2509
NPP 261 293 282 293 282 292 292 284 290 254 294 292 3409




56 次夏期間には、55 次までに設置された 47 群の送受信モジュール（MDL）と屋外分配装置に加えて、8 群と
FAI（Field Aligned Irregularities、磁力線に沿った電子密度の不均一）観測の装置が設置および調整され、
全 55 群+FAI での観測が可能となった。また、55 次・56 次と接岸に成功したため、昭和基地の備蓄燃料はほぼ
通常時の状態に戻った。そこで、55 次までの 12 群による対流圏・成層圏・中間圏の標準観測を継続しつつ、3
月 16 日から 24 日、4 月 5 日から 5 月 16 日、および 10 月以降において専用発電機を用いた全群での対流圏・成
層圏・中間圏の標準観測を実施し、システム調整期間を除くほぼ 1 年強の連続データ取得に成功した。また、








ム調整期間を除くほぼ 1 年強の連続データに取得に成功した。 
b） 専用発電機を用いたフルシステム観測 
専用発電機を用いて、56 次夏期間までに設置した 55 群すべてを稼働するフルシステム観測を、越冬期間中
に三回実施した。以下、詳細を記述する。 
ア） 小型発電機小屋  
56 次夏期間中の 1 月 28 日までに、PANSY 専用発電機が設置されている小型発電機小屋の排熱改修工事を
行った。1 月 29 日に小屋の扉を全て閉めた状態で模擬負荷試験を実施し、70kW の負荷をかけたところ、10
数分で室温が 60℃近くに達し、発電機が異常高温で停止する事態となった。その後、設営主任らの協力を得







3 月 16 日から 24 日まで、専用発電機を用いたフルシステム観測を実施した。主にデューティ比 5％での
対流圏・成層圏観測と 4％での中間圏観測を実施した。20 日には電離圏の観測と多チャンネルでの対流圏・
成層圏観測、24 日には多チャンネルでの中間圏観測も実施した。専用発電機の消費電力は対流圏・成層圏観
測で 70kW になったが、小型発電機小屋の室温は安定していた。4 月 5 日から 5 月 16 日まで、56 次越冬期間
中 2 回目となる専用発電機を用いたフルシステム観測を実施した。対流圏・成層圏観測と中間圏観測のイン
ターリーブ観測で、専用発電機の消費電力はそれぞれ約 70kW と約 50kW であった。5 月 10 日には電離圏観測
を実施。5 月 12 日の 10:41（LT）に突発停電発生。この時は 5 月 11 日からの A 級ブリザード中で外出注意
令も出ていた状況であったため、国内からの指示で 5 月 13 日にブリザードが弱まってからの観測再開とな
った。5 月 14 日には 1 ビームでの対流圏・成層圏観測および 1 ビームでの電離圏観測を実施。9 月 30 日に




ンテナも多く、開始時点では 44 群分相当の稼働率であった。その後、57 次夏期間に輻射器を取り付け、52
群相当の稼働率で観測を継続している。2016 年 1 月 21 日に 11 日間の予定で北極成層圏突然昇温に伴う全球
的な中層大気の変化を捉えるための、大型大気レーダー全球ネットワークによる国際協同キャンペーン
ICSOM_(Interhemispheric Coupling Study by Observations and Modeling)を開始した。観測期間半ばに北
極の突然昇温が起こったが、HF レーダーによる妨害波混入のため、肝心の突然昇温前後の期間、計 7 時間 に
亘り PANSY レーダーデータの質が大幅に低下するという深刻な問題が生じた。国内との調整により、HF レー
ダーを停止した。国際協同キャンペーンは突然昇温を引き起こした北極の成層圏高気圧が減衰する 2 月 6 日
まで続けられることとなったため、57 次隊に観測を引き継いだ。専用発電機の消費電力は、輻射器取付前で
それぞれ約 60kW と約 42kW、取付後は約 69kW と約 48kW であり、燃料消費は輻射器取付後で 500l/日程度と
なる。10 月 23 日の 22:03（LT）に突発停電発生、23:42（LT）より観測再開した。11 月 17 日の 22:03（LT）
に突発停電発生。22:53（LT）より観測再開した。 
c） 消費電力 
56 次越冬期間中の PANSY 小屋全体（基地発電機＋専用発電機）での平均消費電力を表Ⅲ.3.2.1.1.1.1-1 に
示す。56 次越冬期間中は、53 次、54 次および 55 次と同様に 12 群を用いた標準観測を基本としたが、フルシ
ステム観測を実施した 3 月、4 月～5 月、10 月～1 月は平均消費電力が他の月よりも大きい。 
 
表Ⅲ.3.2.1.1.1.1-1 PANSY 小屋の平均消費電力 
年月 平均消費電力
【kW】 
















から輻射器までの高さを主に測定した。図Ⅲ.3.2.1.1.1.1-1 に 2015 年 8 月に実施した積雪調査の結果を示
す。越冬期間中に雪面から輻射器までの高さが 50cm 以下となったアンテナについては、輻射器を取り外した。
























があったことから、ヒーターは常時 OFF のまま 1 年間運用した。53 次越冬中に発生した PANSY 小屋内室温上
昇事故の教訓から、PANSY 小屋には遠隔監視可能な温度計が設置され、室温が 30℃以上あるいは 10℃以下の
状態になったときは警報メールが設定したメールアドレスに発報されるようにしている。7 月 18 日に 30℃
を超えることがあった。7 月 14 日に日平均気温が-30℃以下となり、外気極低温状況への対応にてダンパー









は、アンテナエリア北東部に位置する 101〜103 群に大きな水たまりができて MDL が水没し問題となったが、
今回は C ヘリに向かう水路が自然に形成され、水はほとんどたまらなかった。53 次越冬明けには、排水が進ま




7 月 17 日から 19 日に大量の積雪を伴うブリザードがあり、このブリザードの影響でアンテナ 150 本分の輻
射器が取り外しの条件に達し、一部は取り外し困難な積雪埋没状態となった。さらに、7 月 27 日から 28 日、
28 日から 29 日、30 日から 31 日と立て続けにブリザードに見舞われ、さらに 40 本近い輻射器が取り外しの条
件に達し、一部は取り外し困難な積雪埋没状態となった。この降雪は主にブロック 1 南東部（128～133 群）
において深刻であり、アンテナ 94 本のうち 92 本が使用不可となった。 
 
 
写真Ⅲ.3.2.1.1.1.1-2 7 月 19 日のブロック 1 南東部積雪状態（原図はカラー） 
 
h) スタイロフォーム/段ボールの埋め込み 
上記の大量積雪・その後の沈降作用により、PANSY の MDL および MDL コネクタ部が破損される危険性があっ
たため、積雪により特に埋没した 132 群の 10 台の MDL において、MDL を破損から保護するため、MDL のサイズ
に成形したスタイロフォームあるいは MDL の入っていた段ボールを防水処理したものを、MDL の真上にあたる





PANSY では、32bit スパノ符号を用いた観測時に、サブパルスデューティを 100%未満に設定してパルスを送信





mdlcontrol.csv は各 MDL のビーム制御を設定するファイルであるが、設定のとおりに電波が発射されない








二次エコーの除去を目的として、9 月 26 日～28 日に MOD カードと FLPC カードを、FPGA を書き換えたもの
と入れ替え、また UMP と BMP のオブジェクトファイルおよび観測プログラムを新たなものに置き換えた状態で
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試験を実施した。諸試験の後、FIR_MOD を修正した結果、正常に観測を開始することができた。2015 年 9 月
30 日時点で本問題は解決となる。 
m） FAIシステムの設置と試験 
56 次夏期間中にサブシステムである FAI（Field Aligned Irregularities、磁力線に沿った電子密度の不均




パラメータファイルで指定する beam の数により、稼働しない MDL があることがわかった。具体的には、メ
インシステムの 55 群では beam の数×11 群のみ稼働し、サブシステムの FAI では beam の数×5 の MDL のみ稼
働する。たとえば beam の数が 1 つだけの時、メインシステムは 11 群のみ、FAI は 5 つの MDL のみ稼働し、他
の MDL は稼働しない。したがって、すべての MDL を稼働させるには少なくとも beam の数を 5 にする必要があ







55 次越冬期間中の 2014 年 4 月 18 日より、突発的なノイズレベルの上昇が繰り返し発生した。HF レーダー
で使用している HPA の一つが発振していたことが原因と判明し、2014 年 11 月 6 日に当該の HPA を止めてから
はノイズレベルの上昇は見られなくなった。しかし、2016 年 1 月 26 日と 27 日に突発的なノイズレベルの上
昇が再び発生し、27 日に HF レーダーを停止して以降はノイズレベルの上昇は見られなくなった。原因究明の
方策と今後の HF レーダー運用については国内側で検討中であり、この状態で 57 次に引き継いだ。 
p） GPSカード不具合 
GPS カードの仕様により 5 月 3 日に GPS がロールオーバして日付時刻情報が 1024 週遡る障害が予想された
ため、1024 週で強制的にオフセットするプログラムを 4 月 30 日に試験的に実装し、5 月 3 日より正式運用に



















































































3.2.1.1.1.2 光学観測・電波観測（PANSY 以外）【AJ01_05W】 三津山 和朗・仰木 淳平 
1)MFレーダー観測 
a） 概要 
  昭和基地上空 60～120km の高度領域の水平風速を連続観測する装置である。東オングル島の蜂の巣山の南
側に位置する直径約 200m のエリアに設置された 4 基のクロスダイポールアンテナを使用する。40 次隊で設
置して以来の連続観測を行っており、56 次隊でもほぼ問題なく連続データを取得した。 
b） 経過 
  概ね順調に連続観測を実施した。越冬期間中、度々観測棟データサーバ PC のデータ表示に不具合が発生し、
その都度復旧した。5 月 12 日、10 月 23 日、11 月 2,17 日は基地停電のため、欠測が生じた。日々のデータ
収録 PC のチェックに加え、B 級以上のブリザードの後にはアンテナ状態のチェック、MF レーダー小屋への雪
の吹き込み確認を実施した。越冬期間を通じてアンテナに損傷は見られず、雪の吹き込みもなかった。2016





a） 概要  
  本ライダー装置は、対流圏・成層圏・中間圏の温度・密度・雲などの観測を行う測定器であり、光学観測
棟内に 52 次隊で設置された。観測は夜間に行うため、オペレーターの負荷を軽減するべく観測スケジュール
に従って全自動で送受信が行えるようシステム設計がなされている。2 月下旬から 11 月上旬まで夜間観測モ
ードで観測を実施した。 
b） 経過 





月は未実施)のフラッシュランプ交換、2 月に大レーザー冷却水と大小レーザーの DI ファイルタの交換、大
望遠鏡の埃よけサランラップの交換を行った。2 月と 8 月に小レーザーの冷却水の交換を行った。 










装置のことも考え、床の安定性が求められる。また、視野調整も ICCD による自動化が期待される。 
3)ミリ波分光計による分子分光観測 
a） 概要 
  52 次隊で設置したミリ波分光観測装置を用いて 250GHz 帯域の電波観測を実施した。観測領域は、太陽活





NO2、NO の各分子の強度変動及び時間変動を観測的に捉えることを目的としている。56 次隊ではオゾンと NO
を観測対象とし、連続観測を実施した。 
b） 経過 
  1 年を通して、観測スケジュールを用いた自動連続観測を継続した。通常観測スケジュールは、0245～
0315LT、0545～0615LT、0845～0915LT、1145～1215LT、1445～1515LT、1745～1815LT、2045～2115LT、2345
～0015LT はオゾン、それ以外の時間帯は NO の連続観測を実施した。ただし、6 月 23 日に起きた大きな磁気
嵐の影響を観測するため、その後、7 月 10 日までは天候回復時、観測再開の際には、時刻にかかわらずオゾ
ンの観測(30 分間)を優先的に実施した。観測中は光学観測棟の衛星受信棟側に面した側窓の仰角 15-38 度が
観測領域となるため、56 次夏期から立ち入りに関する注意喚起を行った。デイリーチェックとして、前日の







  5 月 25 日にペルチェコントローラがエラーとなり観測が停止していた。電源の OFF/ON の再起動で解消し
た。9月 26日に窒素ガス発生器が停止していた。過電流が流れサーキットプロテクタが作動したためである。
根本的な原因は不明だが、エラーを解除し再起動した。2016 年 1 月 2 日に引継ぎおよび計画停電対応のため
観測停止、機器立ち下げを行った。1 月 5 日の基地全体の計画停電終了後、真空引きを開始したが真空ポン
プの不調により真空度があがらなかった。ガスバラストバルブを開放し大気圧下でしばらくポンプ稼動した
ところ問題は解消した。1 月 6 日、クライオスタットの 4K モニタリングの温度計が故障し温度モニタリング
ができなくなった。現在は、10K モニタリングの温度、および HePot 圧、SIS ミキサーの IV 特性のオシロス
コープ測定を元に冷却完了の判断をしている。1 月 8 日、真空度が十分小さくなり、冷凍機 ON とした後、1
時間ぐらいして真空ポンプが停止していることが確認された。それにより真空度が少し悪くなっていた
(0.2mTorr→4mTorr)。冷凍機を一度 OFF として、再度真空引きし冷凍機 ON としたところ正常に冷却開始され
た。1 月 10 日にクライオスタットが十分冷却されたため観測を再開した。1 月 11 日観測制御 PC(ISONON)の
デスクトップ環境の不慮の変更により観測プログラムが次のコマンドに行かないエラーが発生していること
が確認された。環境を元に戻すことで解消した。 
c）  問題点・課題 






全天単色イメージャ（All Sky Imager 以下 ASI と略称）は、専用設計された全周魚眼レンズと縮小光学系、
5 種のフィルタを搭載できるフィルタ切り替え装置、背面照射型電子冷却 CCD カメラからなり、情報処理棟
に設置されている。Na（599.3 nm）と Background（572.5 nm）の 2 種類のフィルタを順次切換えて観測を行
っている。 
イ） OH 回転温度観測 
OH 回転温度観測（以下 OH と略称）は CCD センサーと回折格子を使って OH 大気光の回転振動帯スペクトル









2015 年 1 月、観測期間に入る前に 56 次隊で持ち込んだシステム一式に更新し、旧システムは国内持ち帰
りとした。フィルターコントローラと PC の通信の問題が原因と思われる障害により観測が実施できず、国
内からも PC 等システムの電源 ON/OFF や再起動ができるようネットワーク電源制御機(WatchBoot)を設置し
たが問題が解消されず、2016 年 1 月、57 次持ち込みの IR カメラとシステムを交換した。観測期間終了後は
観測制御用 PC の電源を切ることで使用電力量削減に努めた。 
イ） OH 
2 月 21 日から 10 月 20 日まで観測を実施し、218 晩分の観測データが得られた。2 月 28 日から外付け HDD
が原因と考えられる PC ハングアップが起きたが、3 月 2 日に別の外付け HDD に交換することで解消した。交
換前の外付け HDD に組み込まれた省エネモードが原因でファイル保存のアクセスに障害が出ていたと思われ





3.2.1.2.1 氷期−間氷期サイクルから見た現在と将来の地球環境  
3.2.1.2.1.1 ペンギンルッカリー遺物から見た氷床変動と環境変動の復元【AJ03_02】  三浦 英樹 
10 月 1 日に、シガーレン、イットレホブデホルメンの調査を行うが、ルッカリーの痕跡を確認できなかった。
10 月 5 日に弁天島、10 月 17 日にネッケルホルマネ諸島の調査を行ったが、いずれも岩盤上で堆積物の流亡が
激しく、掘削に適当ではないことを確認した。10 月 16 日にスカルブスネス・鳥の巣湾、10 月 18 日にラングホ
ブデ・袋浦の調査を行い、ルッカリーの範囲と掘削地点の簡易測量、堆積物の掘削を行った。11 月 12 日にスカ





































3.2.2.1.2 SuperDARN レーダーとオーロラ多点観測から探る磁気圏・電離圏結合過程 















サドル EL1～10 の全サドルを改良型（D1 改、D2 改、D3 改、D5 改）に交換。 
EL4 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
エレメントパイプ 1 を P8A に交換。 
EL7 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
U ボルトを U2A に交換。 
エレメントパイプ 1 を P11A に交換。 
EL9 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
エレメントパイプ 1 を P15A に交換。 
エレメントパイプ 2 を P13A に交換。 
エレメントパイプ 3 を P6B に交換。 
EL10 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
エレメントパイプ 1 を P15A に交換。 
エレメントパイプ 2 を P13A に交換。 
エレメントパイプ 3 を P7B に交換。 
フェーズライン 
EL6-7 間の中心からやや EL6 寄りと、EL9-10 間の中心からやや EL9 寄りの 2 か所に、フェー
ズラインスペーサ（F15）を挿入。 












12 月 26 日 
 
全アンテナの VSWR 測定を実施。 
2015 年 
1 月 19 日 
 
HF1m09 の保守を実施。 
2 月 3 日 HF2i01 の EL9 交換、HF2i03 振れ止め線補修、HF2m04EM9 交換 
3 月 4 日 HF2m07 の保守を実施。 
8 月 11 日 HF2m01 振れ止め線 2 本補修。 
12 月 12 日 HF2m01 の保守を実施。ブームの筋交いが 1 本折れていたため交換した。 
2016 年 
1 月 26 日 
57 次への引継ぎを兼ねて HF1m04 の保守を実施。VSWR 計測時に断線が疑われたため、丁字部からフ
ェーズラインにかけてのケーブルを交換した。その結果 VSWR は正常に戻った。 
 





6 月 15-16 日 
第 1HF レーダーの digital 受信ボードの CLK 信号の確認、送信機の出力電力の測定、アンテナ
のバランの極性の確認を行った。 
12 月 8 日 コンテナヤード付近の重機除雪で切断した HF2 の強電ケーブルを補修した。 
12 月 17 日 
 
HF2m03,m05,m14 アンテナの VSWR 異常について調査した。タワー直下のコネクタ部の異常の可能
性が高い。 
2016 年 




HF1 レーダーの故障 PA の修理、交換、持ち帰り作業を行った。 
 ・PA2、PA15 は、500VPS ユニットの交換により V/F 解消 
 ・PA7 は、予備 PA と交換(物理 ID#20)、持ち帰り 
 ・PA13(PA 物理 ID は#19)、PA14 は、500VPS ユニットの交換を行うも V/F 解消せず、予備 PA
と交換(物理 ID#17 と#18) 
1 月 26 日 
 
コンテナヤード付近の重機除雪で切断した HF2 の弱電ケーブルと HF2-HKPC 系光ケーブルを補修
した。 
 
c)   HF レーダー関連小屋の保守 














2 月 24 日 
 
ブリザードにより HF2m07 の振れ止め線 1 本破損。 
5 月 12 日 突発停電のため欠測が生じた。 
7 月 31 日 
 
ブリザードにより HF1m08 の振れ止め線 1 本破損、HF2m01 の振れ止め線 2 本破損、HF1m06 の EL2
折損。 
10 月 23 日 突発停電のため欠測が生じた。 
11 月 2 日 突発停電のため欠測が生じた。 
11 月 17 日 突発停電のため欠測が生じた。 
12 月 6 日 コンテナヤード付近の重機除雪で HF2-HKPC 系の光ケーブル断線。 
12 月 8 日 コンテナヤード付近の重機除雪で HF2 の強電および弱電ケーブル断線。欠測が生じた。 
2016 年 
1 月 27 日 


























































































全天 TV カメラ（Auroral TV camera 以下 ATV と略称）観測は、オーロラ活動を動画で記録するために行わ
れており、他の観測データの解析などにも活用されている。CCD アナログカメラに全周魚眼レンズおよび暗
視夜スコープ（ナイトビュワー）を取り付けて、全天のオーロラ活動を TV レート（30 枚/秒）で撮影する。




うにしたもの（以下 WATEC と略称）が、ATV と同じドームに設置されている。これは画像蓄積型の CCD を用
いたもので、主にタイムラプス記録用として運用するが、ナイトビュワーのように過剰光を避けなければな
らない素子は含まれていないため、月光や太陽光の下でも ATV の代用としても運用が可能である。 
d） 全天TVカメラ2（ATV2） 
オーロラ全天ＴＶカメラ 2（ATV2）は、狭帯域の干渉フィルタと高感度の EMCCD カメラを用いて、脈動オ
ーロラなど早い変動のオーロラ活動を高速で撮像するための全天単色イメージャで、従来のナイトヴュア型
のパンクロ全天ＴＶカメラ（ATV）に置き換えて使用する目的で、56 次隊（2015 年）で導入された。ATV は
アナログ CCD カメラからのアナログビデオ信号出力をビデオレコーダに記録する方式であるのに対し、ATV2 
はデジタル EMCCD カメラからのデジタル信号をパソコンのハードディスクにデジタル画像ファイルとして
記録する方式で、ATV に比べてアナログ信号処理用の機器や系統がないためシステム全体の構成がよりシン
プルなものになっている。使用する干渉フィルタの波長は、670.5 nm （N2 1PG）と 844.6 nm (OI)で、まず







い 3 月 15 日から 10 月 10 日まで悪天候時を除き 131 晩分の観測を行った。57 次隊引継ぎでのフォトメータ
ユニット交換時に過剰光検出器のコネクタが外れていた。56 次観測期間の開始時に外れた可能性もあるが、
観測時間のみ蓋を開けるようにしており、また隊全体として灯火管制に非常に協力的だったため、おそらく
問題ない。観測データは外付け HDD に保存し持ち帰った。 
b） ATV 





れることがあり、VLF ワイドバンドデータが記録されていないことがあった。3 月 25 日にピントを微調整し
た。記録媒体である DVD-R は全てのディスクに通し番号、収録日時をラベリングし、国内へ持ち帰った。 
c） WATEC 
観測期間中は常時タイムラプス記録用として運用したが、月光のある日は ATV の代用としても運用した（57
晩分）。2 月 26 日から 10 月 26 日まで悪天候時を除き 192 晩分の観測を行った。タイムラプスデータはデジ
タルビデオレコーダー（DVR-W3040N）で HDD に記録され、500GB の HDD１台を国内へ持ち帰った。 
d） ATV2 
観測システム一式を 56 次隊で持込み、夏期間に設置した。カメラ部は、ATV2 と ATV、Watec を取り付け
られるようなマルチハウジングを持込み、１つの光学観測ドームにこれら 3 つのカメラを設置した。保存フ
ァイルタイプは CDX 形式にする予定だったが、保存プロセスに時間がかかり次の観測までに間に合わないの
で、TIFF 形式で運用することになった。観測スケジュールに従い、3 月 16 日から 10 月 10 日まで悪天候時
を除き 110 晩分の観測を行った。基本スケジュールは ATV と同じ時間帯で、且つ 24 時（LT）以降としたが、
ATV2 は ATV と異なり月光中でも観測できるため、オーロラの発生状況を見て観測者の判断で観測時間を柔軟










SPM はスケジュール変更で、観測開始前の停止はできるが、観測中については、制御部の CCW/STOP ボタン
を押さないと観測停止できない。56 次隊のように夜勤のない体制では、急な悪天により外灯点灯が求められ
た際、ネットワーク越しに観測停止ができるとよい。ATV にも過剰光に対する保護機能があると安心である。
SPM の過剰光検出に連動させるのが良いかもしれない。ノート PC を使用した動画記録（以下、PC 動画記録と
略称）の際、観測開始時刻前にカメラ電源を ON にする必要がある。ATV は観測開始時刻前に手動で電源 ON す
ることができるが、WATEC の電源 ON/OFF は OBIS により制御されているため、WATEC 観測時のみ PC 動画記録の
開始時刻を、観測開始時刻より 30 分遅らせる必要がある。Watec 電源 ON/OFF の OBIS 制御のみ、現在の太陽





















OPC 型式 ADS-04-10CH 
測定チャンネル数（粒径） 8CH（0.3、0.5、0.8、1.2、2.0、3.0、5.0、7.0 μm） 
散乱方式 光軸交角 90 °側方散乱、集光全角 122 ° 
GPS ゾンデ部 RS-06G 
地上設備 GPS 高層気象観測システム 
飛揚台数 1 台 
梱包方法 
干渉防止のアルミシールドを内面におこなう。GPS ゾンデ部は OPC より発
泡スチロールスペーサーをはさんで連結。 
気  球 
2000 g（5 月 19 日、8 月 7 日、10 月 23 日） 
3000 g（2016 年 2 月 8 日） 











飛揚年月日 観 測 目 的 到達高度 




2015 年 8 月 7 日 PSCs 発達期の成層圏エアロゾル粒径分布と鉛直分布 29 km 
2015 年 10 月 23 日 冬季 PSCs 出現後のエアロゾル粒径分布と鉛直分布 28 km 





3.2.2.2.1.2 エアロゾルから見た南大洋・南極沿岸域の物質循環過程：光吸収性エアロゾル連続観測【AP47_05】  











2)   経緯  
通年の連続観測を実施した。エサロメータ本体の時刻が 5 分以上ずれた場合、時刻合わせを実施した。4 月
よりデータ記録パソコンの異常停止が確認されたため、5 月 14 日にパソコンを交換した。5 月 15 日、6 月 5 日
にフィルタテープの緩みによるエラーが発生したため、テープの巻取りを実施した。 




3.2.2.3.1 極限環境下の南極観測隊における医学生物学的研究                  




























































試料名 設置日 回収日 
秋季短期  1 時間（1 回目） 2015 年 2 月 12 日 2015 年 2 月 12 日 
秋季短期 24 時間（1 回目） 2015 年 2 月 12 日 2015 年 2 月 13 日 
秋季短期  1 時間（2 回目） 2015 年 3 月 3 日 2015 年 3 月 3 日 
秋季短期 24 時間（2 回目） 2015 年 3 月 3 日 2015 年 3 月 4 日 
春季短期  1 時間（1 回目） 2015 年 10 月 29 日 2015 年 10 月 29 日 
春季短期 24 時間（1 回目） 2015 年 10 月 29 日 2015 年 10 月 30 日 
春季短期  1 時間（2 回目） 2015 年 11 月 7 日 2015 年 11 月 7 日 
春季短期 24 時間（2 回目） 2015 年 11 月 7 日 2015 年 11 月 8 日 
夏季短期  1 時間（1 回目） 2015 年 12 月 15 日 2015 年 12 月 15 日 
夏季短期 24 時間（1 回目） 2015 年 12 月 15 日 2015 年 12 月 16 日 
夏季短期  1 時間（2 回目） 2015 年 12 月 16 日 2015 年 12 月 16 日 
夏季短期 24 時間（2 回目） 2015 年 12 月 16 日 2015 年 12 月 17 日 
長期間（1 年間） 2015 年 1 月 30 日 2016 年 1 月 30 日 
長期間（2 年間） 2015 年 1 月 30 日  
長期間（3 年間） 2015 年 1 月 30 日  













40 次隊より開始された S165L-UT×300kVA（240kW）2 台による電力供給を 56 次隊でも継続して実施し、年間を
通じ安定した電力を供給した。最大使用電力量は 55 次隊（230kW）と比較して 231kW と 1kW 増しとなった。月ご
との平均電力では前次隊に比べ 9kW 減っている。減っている理由としてパンジー観測に対して専用発電機の使用
があった為である。しかし、新汚水が 11 月 19 日から稼動となり旧汚水も解体までは維持していく為、電力使用
量が減る事はないと思われる。56次隊においても電源切換時以外は常時1台での電力供給とした。5月 12日 10:53 
2 号機潤滑油圧力第二段による重故障発報でのエンジン停止、全停電が発生した。原因はアクチュエーターの故
障により回転数が低下した為、潤滑油圧力第二段の重故障が発報、エンジン停止に至った。10 月 23 日 22:02 2
号機過速度による重故障発報、全停電が発生した。11月 17日 22:02 1号機潤滑油圧力第二段による重故障発報、




10:04 1 号機逆電力による中故障・2 号機過速度による重故障発報、全停電が発生した。この故障が発生した時
は電源切替時であり、並列運転を行った際負荷分担がされなかった。この原因として 2 号機の集合ポンプの操作
レバーの固着により負荷分担する為のコントロールが出来なくなり、1 号機の速度と 2 号機の速度が合わず 1 号
機は逆電力による中故障、遮断機断。2 号機はその負荷変動にもコントロール出来ず過速度により重故障発報、
エンジン停止に至った。過去に頻発した燃料噴射ポンプコントロールラックの固着は、49 次隊より燃料噴射ポン
プ用オイルを、ジェネシスクリーンディーゼル（15W40）からスーパーマルパス DX100 に変更した事により 55 次
次隊までは不具合はなかったが、56 次隊でプランジャの固着が 1回、操作レバーの固着が 1回起こった。原因が
わからない為、固着の現象が起きた時のオイルと在庫で置いてあるオイルをサンプルで持ち帰り調査依頼を提出
した。操作レバーの固着について点検毎に分解して経過観察を行っている。今後は 1000 時間点検毎に分解と、軸




No. 55次隊からの引継ぎ時間 56次隊の年間稼働時間 57次隊への引継ぎ時間 
1号機 86,297.5 4,235.6 90,533.1 
2号機 74,359.2 4,594.0 78,953.2 
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な物を依頼。運用に関しては扉を全閉にして、3月に 1 週間、4月に 1 ヶ月間、7月に 13 日間、8・9月は 3日間、
10 月からは年間運用となったが、室温は安定しブリ中でも問題はなかった。運転号機については、1 号機をメイ
ンエンジンとして、1 号機の点検時は 2 号機を使用し、点検が終了すれば 1 号機に電源切替をした。電源切替の
際は、観測の電源を落とさなくてもよい並列運転での負荷移行で切替を行った。 
イ） 運転サイクルおよび点検整備 





























消費量の節約と保守性の向上に努めた。年間の潤滑油補給量は 1号機に 700ℓ、2 号機に 110ℓ使用した。また、2015
年 12 月の 2号機定期点検で全量 420ℓの交換、2016 年 1 月の 1号機定期点検で 420ℓの交換を実施、発発の整備で
4ℓ使用し、合計 1,654ℓを使用した。燃料噴射ポンプ用潤滑油「スーパーマルパス DX100」は 122.9ℓを使用した。 
オ） オンサイトシステムと機械ワッチ 
37 次隊で設置し、44 次隊にて更新したオンサイトシステムにより発動機をはじめとするコージェネレーション
設備の監視を常時行い、機械ワッチにも活用した。56 次隊で交換した 2号機の基盤は 3月から一部分の表示がお






庶務隊員が輪番で 1名ずつ行った。10:30 には発電棟、管理棟、荒金ダム、汚水処理棟、22:30 には発電棟、倉庫
棟のワッチを行った。荒金ダムは、屋外敷設の循環ラインが年間通して大量の雪で覆われていたためワッチは、
発電棟内引込の循環ライン検水器の確認のみ実施した。パンジー発電機ワッチは機械隊員が行い、時間は 8:30、











4.1.2 発電機制御盤・太陽光発電設備・風力発電設備の管理・運用【SME_11】 加藤 直樹        
1） 300kVA同期発電機 
a） 概要  
37 次隊(1995 年)より、1 号機を「200kVA 同期発電機」から「300kVA 同期発電機」への更新工事を行い運転開始
した。40 次隊(1998 年)で 2 号機も更新工事を行い運転開始している。49 次隊において、1 号機オーバーホール(ベ
アリング交換)のため、発電機の交換を実施している。交換した発電機は 50 次隊で持ち帰りオーバーホール(ベアリ
ング交換)後、53 次隊で持込み 2号機の更新工事を行い、運転開始している。 
b） 運用状況 









37 次隊(1995 年)より「200kVA 同期発電機」から「300kVA 同期発電機」への更新工事を行い、現在の設備となっ
ている。年間を通して稼働状態であり、毎日 2回の機械ワッチ時に運転状態の確認、運転データの記録を実施した。

















オ） 1 階補機盤 
年間を通して異常なく稼働した。 
カ） 2 階補機盤 
年間を通して異常なく稼働した。 

















太陽光発電システムは 38 次隊(1996 年)より導入し、43 次隊で架台 88 基(架台 1 基に太陽電池パネル 8 枚取付)、























 図Ⅲ.4.1.2-1 太陽光発電月別電力量・最大出力 
 
表Ⅲ.4.1.2-1 太陽光発電月別電力量・最大出力 
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 
月間発電量 
(kWh) 
1,897.1 1,368.3 163.3 0.6 0 0 0 1,180.4 3,314.1 4,529.3 4,810.1 3,868.1
最大電力 
(kW) 











6） 風力発電機の運用・管理状況  
a） 10KW 風力発電機稼働状況   
56 次隊では年間を通して停止状態とし、ブリザード後のエアーのドレン抜きを実施した。 


























































































統に回収され、温水暖房用に利用される。運用期間は 3月から 12 月まで排ガスの熱回収を行い熱の有効利用に
努めた。夏期間は発動機からの排熱で賄えるために運用は行っていない。清掃は 2週間に 1度の排ガスボイラ
ー熱交換器内部の清掃を実施した。 







燃料消費量 L 2,726,17 569 0 1,241,161,111,04 454 824 891 0




































設備月例点検を 1 ヶ月に 1 回実施し、膨張水槽の水量には特に注意し、11 月に 2 リットルほど追加補充した。
またファンコイルユニットのエアーフィルターの清掃を年に 1度実施したのみで、ほぼ運用はしていない。 
エ） 汚水処理棟 
不凍液循環ポンプは、奇数月に 1 号機､偶数月に 2 号機を運転した。温度管理も最低 18℃、最大 22℃で運用を





































2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 平均
造水使用量 (ℓ) 4468.8 3670.7 3508.2 3245.5 3138.6 3156.9 2433.1 2564.7 2764.0 2650.9 2865.1 3209.4 3139.7
中水使用量 (ℓ) 2128.4 1697.1 1606.6 1605.4 1547.2 1514.8 1563.2 1473.8 1434.6 1456.5 1693.9 2423.8 1678.8
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2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 平均
造水使用量 (ℓ) 4468.8 3670.7 3508.2 3245.5 3138.6 3156.9 2433.1 2564.7 2764.0 2650.9 2865.1 3209.4 3139.7
中 (ℓ) 2128.4 1697.1 1606.6 1605.4 1547.2 1514.8 1563.2 1473.8 1434.6 1456.5 1693.9 2423.8 1678.8



































2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 平均
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図Ⅲ4.1.3-3 1 日 1 人当りの使用量 
 
a） 脱塩装置 
年間を通して透過水量 4ℓ/min、濃縮水量 7ℓ/min で運用した。脱塩装置の年間稼働時間は 4,197h/年、1日当たり
の平均稼働時間は 11.5h/日、浸透膜を 8月に交換していることから、上半期（2 月から 8 月）の脱塩率は平均脱塩
率 99.2%、下半期（9月から 1 月）の平均脱塩率は 99.2%であった。水質は医療部門が水質検査を 1 ヶ月に 1度実施
した結果を受けて、残留塩素濃度は次亜塩素酸ナトリウム水溶液の注入量で調整した。100kl 水槽は清掃直後は水
質も良いこともあり造水、中水のプレフィルター（5 ミクロン）の交換は、フィルターの汚れ具合を見て交換時期
を観察し実施した。2 月は 12 日間程度、中盤の 7 月頃は 10 日前後、終盤は 7 日前後と脱塩装置の運転時間にも注
意して交換をおこなった。特に脱塩装置のプレフィルター交換は浸透膜の負担も低減されたと思う。浸透膜フィル
ター交換時期は、脱塩率が 90%以下または運転時間が 4,500 時間を経過する前となっているが、脱塩率に余裕もあ
り運転時間も達していなかったが、8月には点検の為、1 月には引継ぎを兼ねて交換を実施した。尚、年間を通して
脱塩率が 90%以下になることは無く、越冬隊の人数や年間の稼動時間を考慮すれば、年に 1 度の交換で運用が出来










2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 平均
56次隊 26名換算
造水使用量 （ℓ） 171.9 141.2 134.9 124.8 120.7 121.4 93.6 98.6 106.3 102.0 110.2 123.4 120.8
56次隊 26名換算
中水使用量 （ℓ） 81.9 65.3 61.8 61.7 59.5 58.3 60.1 56.7 55.2 56.0 65.1 93.2 64.6
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貯水量は 70cm から 80cm で運用し、50 次隊の越冬報告から見ると 120cm まで確保される水位があったが、ここ数年
で 30cm 以上の水量が確保できなくなっている。水槽が傾いているか、発電棟側の水槽の縁が変形してきていること
が原因と思われる。56 次隊では水槽が 90cm を超えると溢れ、発電棟に浸水することが 1度あった。最低水位は 60cm
以下になると循環ポンプの吸込みにも影響があるため注意が必要だ。また、この水槽は消防水槽と兼用しており厳
冬期は水面が凍りつくこともあるので、水槽内には水中ポンプを縦置きに設置し水面の凍結を防いでいた。130kℓ
水槽循環ラインのストレーナーは設備月例点検時に 1 ヶ月に 1 回の清掃、引継ぎを兼ねて行われる 130kℓ水槽の清
掃と同時に防水シートの張替え、循環ポンプの往き管と戻り管の更新を行った。 
 














た。中水フィルター(5 ミクロン)差圧で管理を行わず、水槽清掃後の 2 月は 10 日前後で交換、終盤の 12 月頃は 7
日前後で交換、温水フィルター(5 ミクロン)は 10 日前後で交換を実施した。冷水循環ポンプは、2 台のポンプを奇
数月に 1号機､偶数月に 2号機を切換えて運用、温水循環ポンプ（給湯)も同様に奇数月に 1号機､偶数月に 2号機を
切換えて運用した。トイレの小便器は尿石除去剤を設備月例点検時に毎回実施した。風呂ろ過循環配管は荒天時の
外出制限が発令された際に協力を乞い、1 ヶ月～2 ヶ月に 1 回程度の頻度で高圧洗浄を実施した。また、薬品(ブル
ークリーン LS)を使用した洗浄は 2ヶ月に 1度実施した。ヘアーキャッチャーは 4日～5日程度に 1 回ナイロンメッ
シュの交換とストレーナーの清掃、風呂ろ過装置のカートリッジ式フィルターは、8 日～10 日程度に 1 回交換で運
用した。銀イオン滅菌剤は、湯量 200L に 1 個の使用ということもあり、浴槽を 400L 弱で水位を維持し 3 週間ごと
に 2 個交換を行った。浴槽の水質も良く、お風呂のお湯を直接入替えることはなかった。また、ユニットバス（女
子風呂）の利用は、56 次隊は女性が 1名という状況であったことから 1.5 ヶ月程度で入替えを実施した。風呂循環
装置の点検は利用者に依頼したが、設備月例点検時に確認のうえで清掃点検を実施し、紫外線ランプが切れていた





















ず点検を行い部品交換（部品名:トリプル電磁弁）を実施、7 月には加圧給水ポンプが故障し交換、2016 年 1 月は、






c） 居住棟  
第一居住棟、第二居住棟を共に使用し、生活用水(上水)の利用は禁止の措置を講じて運用した。これにより給排
水設備は使用することなく設備月例点検時に確認を行う程度であった。また 57 次隊の女性隊員が居住する第 2居住
























a） 発電棟 予熱槽から小出し槽 
日々のワッチ午前10:30、午後22:30のときに予熱槽から小出し槽へ送油を行った。燃料移送ポンプ（ギアポンプ）
は通常通り運用が出来た。 

























































































4.1.5 各所エネルギーデータの取得と管理・運用【SME_14】 加藤 直樹 
1） 電力負荷調査 
主分電盤裏面 400V 銅バーに発電機電力量計測用データロガーが設置（2010 年 2 月 4 日）されており、越冬期間中


























4.1.6 防災設備/総合防災盤の管理・運用【SME_15】  高木 佑輔 
1） 消防ポンプ 
a） 消防ポンプ 
































第１居住棟 第２居住棟 第 1 夏宿 第 2 夏宿 気象棟 観測棟 地学棟 電離層棟 衛星受信棟



















































































56 次に関しても 2GB のメモリーカードで運用を開始している。この為、1 ヶ月に 1回の交換で良い場所が増えた。
基地主要部分電盤（400V 回路）と 2階補器盤の 2箇所は 500MB であった為 1週間に 1回の交換であったが、57 次隊へ































































が付いているので、DPD 再生ランプが点灯したら再生しないと稼働不能になる可能性がある。夏期間中に DPD が再
生できない不具合があった。原因は、センサーに不具合があった為交換、修理した。また、ブレーキ関係に不具合





人員輸送や物資輸送と使用頻度が高かった。2WD と 4WD があるが、2WD 車は昭和基地の荒れた路面や積雪がある路
面ではスタックすることが多く使用に向かない。 (40)車は 2WD の為スタックすることが多く、走行する場所を選
ぶ必要がある。(44)車は 54 次でエンジン焼付きを起こし、55 次の夏に調達したエンジンに載せ替えを行ったが、
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エンジンが不具合を抱えていた為、56 次の夏に再度エンジン載せ替えを行った。(47)車は PM 捕集装置(DPD)が付い
ているので、DPD 再生ランプが点灯したら再生しないと稼働不能になる可能性がある。56 次の夏にブリザードによ
り左サイドガラスが破損 57 次の夏に交換修理を行った。 
d） エルフ150 

































































エルフ 2t ダンプ 39 11,928km 12,423km 495km  
エルフ 2t ダンプ 43 8,512km 9,083km 571km  
エルフ 3t ダンプ 48 6,552km 6,781km 229km  
エルフ 350 40 8,755km 8,983km 228km 56 次引継時の
メーター読み
修正 
エルフ 350 44 5,630km 5,679km 49km  
エルフ 350 47 5,189km 5,598km 409km  
エルフ 150 40 5,650km 5,704km 54km  
エルフ 150 白 41 10,411km 10,779km 368km  
エルフ 150 青 41 5,530km 5,650km 120km  
エルフ 150 42 8,960km 9,427km 467km  
トラッククレーン 40 9,484km 9,732km 248km ZF303 
トラッククレーン 43 8,961km 9,368km 407km ZR303 
トラッククレーン 49 3,862km 4,228km 366km  
コンテナトラック 48 2,515km 2,830km 315km  
コンテナトラック 49 2,207km 2,567km 360km  
WING100 43 3,117h 3,205h 88h  
GR-160N-2 52 1,542h 1,847h 305h  
WA100-5 48 9,621km 10,188km 567km  
同上 同上 4,402h 4,679h 277h  
FD25H-12 39 977h 982h 5h  
FD25T-12 40 195h 244h 49h 53 次でメータ
ー交換 
FD25T-16 49 238h 296h 58h  
FD115-7 48 1,808h 2,099h 291h  
FD115-7 49 1,896h 2,280h   384h  
SP14CJM 56 49h 112h 63h  









車両形式名 持込隊次 整備内容 
2t ダンプ 39 ① 定期整備 
② タイヤ左後輪交換 




3t ダンプ 48 ① 定期整備 
② DPD 再生不良調査、修理 
③ 荷台改修 
エルフ 350 40 ① 定期整備 









エルフ 150 40 ① 定期整備 
② A/C 破損、応急処置、部品待ち 
エルフ 150 白 41 ① 定期整備 
エルフ 150 青 41 ① 定期整備 









４ｔユニック 43 ① 定期整備 
② クレーン異音、調整、整備 
４ｔユニック 49 ① 定期整備 
② ミラー破損、交換 
③ フロントガラス交換 
コンテナトラック 48 ① 定期整備 
コンテナトラック 49 ① 定期整備 
ＷＩＮＧ100 43 ① 定期整備 
② ブーム部分のグリスアップ 









フォークリフト 39 ① 定期整備 
フォークリフト 40 ① 定期整備 
② ブレーキペダル調整、整備 
③ ファンベルト交換 
フォークリフト 49 ① 定期整備 









4 輪バギー1号車 不明 ① 定期整備 
② タイヤの空気圧、調整 
③ バッテリー充電 
4 輪バギー2号車 不明 ① 定期整備 
② タイヤの空気圧、調整 
③ バッテリー充電 
























ア） ミニブルドーザー MS40V 
昭和基地には 2台ある。47 次隊持ち込みの車両は、56 次隊では左右の履帯がないことから使用していない。越




イ） 牽引トラクタ D40PL-5-1、D40PL-5-2 
S16 残置ということだが、雪の下に隠れていて車両の確認は出来ていない。 









だが定期整備の際 DPF 装置の詰まりが確認された。 
b） クローラ 








































ア） 除雪機 YSR3420-1 YSR3420-2 
56 次では、使用していない。 
3） 稼動実績・整備内容 
各車の稼動実績を表Ⅲ.4.1.13-1 に、車両整備内容を表Ⅲ.4.1.13-2 に示す。 
 
表Ⅲ.4.1.13-1 稼動実績 







MS40V 47 3,149h 3,149h 0h  
MS40V 51 2,258h 2,411h 153h  
D5K 53 3,141h 4,013h 872h 52 次で調達 
D5K-LGP2 56 - 666h 666h  
MST-800VD 42 7,848h 7,848h 0h クレーン付き 
持ち帰り予定 
MST-800VD 53 2,978h 3,760h 782h クレーン付き 
MST-800VD 55 555h 1,365h 810h 54 次で調達 
MF-25V 55 408h 793h 385h 54 次で調達 
B22-2-2 36 1,726h 1,837h 111h  
ViO20-2 43 3,308h 3,792h 484h  
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ZAXIS70 51 5,637h 7,077h 1440h  
ZAXIS70 53 3,049h 3,792h 743h  
YSR3420A 45 576h 576h 0h 除雪機 
YSR3420A 46 810h 821h 11h  〃 
 
表Ⅲ.4.1.13-2 車両整備内容 
車両形式名 持込隊次 整備内容 
ミニブル MS40V 47 ① 定期整備未実施 
ミニブル MS40V 51 ① 定期整備 
② 作業機ワイヤー交換 





ブルドーザー 56 ① 定期整備 
② エンジン始動不可調査 
③ 作動油交換 
クローラクレーン 42 未整備（持ち帰り検討車両） 




クローラダンプ 55 ① 定期整備 
② 作動油交換 
クローラフォーク 55 ① 定期整備 
ミニバックホー① 36 ① 定期整備 
ミニバックホー② 36 未整備（持ち帰り検討車輌） 
   ミニバックホー（Ｖｉｏ） 43 ① 定期整備 







ZAXIS 70 53 ① 定期整備 
② 各部グリス塗布 
TW500W 48 未整備 
除雪機（YSR） 45 ① 定期整備 
② バッテリー充電 
除雪機（YSR） 46 ① 定期整備 




4.1.14 雪上車の運用・管理【SME_40】 大平 正 
1） SM100S 大型雪上車 
a） 標準仕様車 
全車内陸専用車である。各種内陸旅行、とっつき岬～S16 間の橇輸送、S16 及び S17 埋没橇の引き出しに使用した。
56 次隊では H228 内陸旅行に使用した 3 台の車両とバックアップ車両 1 台をとっつき岬にて整備した。57 次夏期間
に 116 号機の左トーションバーの破損が発見されている。 
b） クレーン搭載車（SM102 改、SM106 改） 
S17 燃料橇のドラムの入れ替えに使用する。SM106 を主に S16、S17 オペレーションで使用した。 
c） 排雪ブレード装着車（SM103 改） 
橇、雪上車の掘出し、S17 の滑走路整備に使用した。近年、整備がされていないため各所ヒンジの固着が目立つ、
ラジータ前のドアも運用中に閉まってしまうので、オーバヒートには注意した。 
d） 高所作業機搭載車（SM104 改） 
この車両は昭和基地の使用に限定される。レドームの補修作業に使用した。ブリザード後はブームに雪が詰まり
作業機を作動させると、ブーム構造パイプが変形し危険と判断した為、越冬中は稼動していない。 
2） SM60S,SM65S 氷上牽引車 
12ft コンテナの氷上輸送、大型物品の氷上輸送、S16 への橇輸送、タイドクラックの架橋、橇および雪上車の掘出
し、雪上車駐車場の除雪などの各種用途に使用した。SM601 については 48 次でエンジンのオーバヒートによる故障が
発生しており、49 次にてエンジン、トランスミッションの交換をしている。その後の異常の発生は見受けられない。
601 はワイヤー式クレーン、651、652 は屈曲式クレーンを搭載している。 
3） SM40S 小型雪上車 
ルート工作、沿岸の各種野外観測、昭和基地周辺やとっつき岬への橇輸送などに使用し、年間を通じて最も使用頻
度の高い車両である。415 号機は HST 方式なため走行フィーリングが他車と異なる。 
4） SM30S 浮上型雪上車 
ルート工作、昭和基地周辺や沿岸の各種野外観測に使用した。303 はエンジンオイル漏れが発生しているので使用
不可となっている。 















56 次隊   
稼動実績(km) 備考 
SM102 改 42 27,954 27,954 0 S16 
SM103 改 43 23,169 23,311 142 S16 
SM104 改 44 884(h) 936(h) 52(h) 時間計 
SM106 37/53 21,045 21,153 108 S16 
SM107 38 19,748 19,748 0 S16 
SM108 39 19,707 19,707 0 S16 
SM109 40 20,115 20,182 67 S16 
SM110 40 24,475 24,475 0 S16 








56 次隊   
稼動実績(km) 備考 
SM113 43 7,537 7,560 23 S16 
SM114 44 26,172 26,400 228 S16 
SM115 45 21,462 22,045 583 S16 
SM116 46 22,292 22,902 610 S16 
SM117 56 - 482 482 S16 
SM601 48 5,966 779 779  
SM651 49/56 - 1,766 1,766  
SM652 51/55 5,209 6,684 1,475  
SM411 39 24,768 24,762 0  
SM412 42 28,041 29,091 1,050  
SM413 45 9,641 9,643 2  
SM414 46 21,360 21,509 149  
SM415 55 433 114 不明  
SM302 43 6,095 6,126 不明 メータ異常 
SM303 44 6,497 6,498 1 センサ故障 
SM304 47/53 6,713 7,754 1,041  
PB301 55 962 2,681 1,719  
スノモ 53-1 53 2,379 3,411 1,032  
スノモ 53-2 53 1,677 1,838 161  
スノモ 54-1 54 160 580 420  







SM102 改 42 ① 点検 
② 助手席フロントガラス破損 








SM107 38 ① 点検のみ 
② 助手席ドアガラス破損 
SM108 39 ① 点検のみ 
SM109 40 ① 定期整備 
② スピードセンサ交換 
SM110 40 ① 点検のみ 
SM112 42 ① バッテリ上がり対策 
② リヤ扉交換 
SM113 43 ① スタータ不良調査 






SM115 45 ① 定期整備（とっつき岬） 
SM116 46 ① 定期整備（とっつき岬） 
SM117 56 ① 点検 
② アクセルコントロール不良調査改善 
③ 温水ヒータ不良調査 
SM601 48 ① 定期整備 
② 底板交換 





SM651 49/56 ① クレーン搭載 
② 定期整備 
③ 底板交換 
④ タイヤ左第 3 交換 
⑤ ブレード左交換 
SM652 51/55 ① 定期整備 
② 底板修正 
③ タイヤ右第 4 交換 
SM411 39 ① 点検のみ 





SM413 45 定期整備 





SM415 55 ① 定期整備 
② 油圧 PL 調査 




SM303 44 ① エンジンオイル漏れ調査 
② ハッチ修繕 
③ タイヤ交換 









PB301 34 ① 定期整備 
② クレーンコントロールユニット緩み増し締め 
③ 走行ポンプ故障 
スノモ 53-1 53 ① 点検 
② 点火プラグ交換 
スノモ 53-2 53 ① 点検 
② 点火プラグ交換 
③ リングギヤ交換 
スノモ 54-1 54 ① 点検 
② 点火プラグ交換 
スノモ 55-1 55 ① 点検 
② 点火プラグ交換 
 
4.1.15 橇・カブースの維持・管理【SME_41】      大平 正 
昭和基地と S16・S17 に保管されている橇は 2t 積木製橇（以下 2t 橇とする）、20ft コンテナ橇（通称リーマン橇）、









ている。居住モジュール搭載リーマン橇はトイレ・食事スペース、3 段ベッドが 2 組設置されている。ドーム基地から
S16 に下ろしてきた 20ｔ橇の上部にも居住モジュールが搭載されており、内部には二段ベッドが 4 組設置されている。
S16 および S17 旅行時の宿泊施設として利用した。パネルヒーターも設置されていて、昼間中付けておけば就寝時には
十分暖かい。また、暖房設備としてジェットヒーターを使用する事もあったが、換気が不十分だと一酸化中毒を起こす
危険性があるので十分注意が必要である。恒栄橇は 12ft コンテナを 2 台分積めるスペースがある他、大型物資の積み込









種類 橇台番号 場所 形態 備考 
2 トン積木製橇 28-02 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 29-02 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 35-12 昭和 枠付き 空橇 
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2 トン積木製橇 35-19 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 35-21 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-03 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-04 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-05 昭和 枠付き リキッドコンテナ搭載して使用 
2 トン積木製橇 36-07 昭和 枠付き 箱橇 
2 トン積木製橇 36-11 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-13 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 39-02 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 48-01 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 40-04 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 42-11 昭和 枠無し リキッドコンテナ搭載して使用 
2 トン積木製橇 41-03 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 43-01 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 43-04 昭和 枠付き レスキュー橇 
2 トン積木製橇 44-02 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 44-03 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き レスキュー橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き 空橇  
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し コンテナ橇のスキー部 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 47-掘削-1 昭和 枠無し   
2 トン改造橇 36-09 昭和 箱型 空橇 
-203-
−333−
幌カブ改造橇 32-01 昭和 枠無し平橇   
幌カブース橇 41-機-1 昭和 幌カブ   
幌カブース橇 47-発電-1 昭和 幌カブ 33kVA 発電機搭載 
幌カブース橇 30-02 昭和 幌カブ   
幌カブース橇 不明 昭和 幌カブ   
幌カブース橇 不明 昭和 幌カブ ハーマーネルソン暖房機 
幌カブース橇 30-10 昭和 幌カブ   
幌カブース橇 39-05 昭和 幌カブ 機械部品搭載 
12ft コンテナ橇 不明 昭和 コンテナ 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 不明 昭和 コンテナ 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 不明 昭和 コンテナ 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 54-01 昭和 コンテナ 大型物資も搭載可能 
12ft コンテナ橇 54-02 昭和 コンテナ 大型物資も搭載可能 
12ft コンテナ橇 56-01 昭和 コンテナ 大型物資も搭載可能 
20ft コンテナ橇 不明 昭和 リーマン 氷上輸送用 
20ft コンテナ橇 不明 昭和 恒栄 枠付き 空 
2 トン積木製橇 45-03 S16 枠付き 10ｍ、1.1ｍワイヤー 
2 トン積木製橇 41-04 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 40-03 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 35-01 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 35-04 S16 枠付き 低温燃料、ガソリン JETA-1 搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 空橇  
2 トン積木製橇 36-12 S16 枠付き 低温燃料搭載 
2 トン積木製橇 36-16 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 42-05 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 43-03 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 44-01 S16 枠付き 雪氷遮光シート搭載 
2 トン積木製橇 45-04 S16 枠付き 低温燃料搭載 
2 トン積木製橇 46-02 S16 枠付き 空橇  
2 トン積木製橇 46-03 S16 枠付き 空橇  
2 トン積木製橇 47-01 S16 枠付き 低温燃料搭載 
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2 トン積木製橇 48-02 S16 枠付き 空橇  
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 空橇  
幌カブース橇 41-ｽﾁｰﾑ-1 S16 幌カブ 機械部品、ラッシングベルト等搭載 
金属カブース橇 不明 S16 コンテナ 銀色のコンテナ搭載 
12ft コンテナ橇 48 S16 コンテナ 天文観測ドーム搭載 
20ft コンテナ橇 不明 S16 リーマン 居住モジュール搭載 
20ft コンテナ橇 不明 S16 リーマン 機械モジュール搭載 
20ft コンテナ橇 37 S16 コンテナ ドーム夏宿 
2 トン積木製橇 不明 S17 枠付き JETA-1 搭載 
2 トン積木製橇 不明 S17 枠付き JETA-1 搭載 
2 トン積木製橇 不明 S17 枠付き 漏油回収セット 
2 トン積木製橇 不明 とっつき 枠付き トイレ橇 
 
4.1.16 雪上車等の運用試験【SME_44】   大平 正 
1） 概要                                                   
新規に導入した雪上車などは国内で試験し評価を行うことが必要である。しかしながら、南極地域に準ずる条件を
国内で用意し実験するのには膨大な費用と時間がかかる。南極の実情にあった条件で再評価するのが目的である。56










雪上車にロードセル（牽引力計）取り付け、橇の牽引力のデータ収集を行った。実施場所は S16 よび H224 内陸旅行
の行動中に行った。路面条件を確認するためスノーサンプラーで路面のサンプルを収集し密度を計測した。また、外
気温、雪面温度の計測も行った。S16 では、基礎実験含め 7回の試験を行った。 
①20ft コンテナ橇居住モジュールを搭載したものを牽引 
②2ｔ橇南極用低温燃料 12 本積み 1台を牽引 
③2ｔ橇南極用低温燃料 12 本積み 2台を牽引 
④2ｔ橇南極用低温燃料 12 本積み 3台を牽引 
⑤20ft コンテナ橇居住モジュールを搭載したものと 2ｔ橇南極用低温燃料 12 本積み 3台を牽引 
⑥20ft コンテナ橇居住モジュールを搭載したものと機械モジュールを搭載した 2 台をワイヤで連結 











4.1.17 燃料・油脂の管理【SFE_01】  森脇 崇夫 
1） 「しらせ」から昭和基地への燃料輸送 
56 次隊では、W軽油約 600 ㎘、JP-5 約 50 ㎘、南極低温燃料（ドラム缶）200 本、JET-A1（ドラム缶）198 本、レギ
ュラーガソリン（ドラム缶）8 本、プロパンガスボンベ 60 本、南極エンジン油（ペール缶）10 本（ドラム缶）2 本、
南極ギヤ油（ペール缶）18 本、トルコン油（ペール缶）6 本、南極グリス（ペール缶）10 本、不凍液（ドラム缶）4
本、発電機用エンジン油（ドラム缶）12 本を持ち込んだ。バルク燃料については、「しらせ」の接岸により実施した。
貨油輸送の実績は、W軽油が 600 ㎘、JP-5 が 50 ㎘であった。バルク輸送では基地側フラットホースを 3本延長して使
用した。また、しらせ側からは従来通り、ゴムホースを展張して使用した。使用後は見晴らしコンテナヤードに 12ft
コンテナ 2台にゴムホース、井桁を一式入れ込み保管した。フラットホースは 2t 橇にのせ、見晴らしに仮置きを行っ
た。フラットホース巻き取り機の重量が重いことから、2t 橇上から直接延長できるように、巻き取り機 1台ずつを橇




見晴らし岩貯油タンクから基地貯油タンクへの燃料移送を合計 13 回実施した。W 軽油については 55 次で持ち込ん
だ W軽の入ったリキッドタンクがあり、2月に 57 次の夏期に使用する事を見越して、第 1夏期隊員宿舎前と自然エネ
ルギー棟前に振り分けて置いた。56 次の到着から 4 月までは装輪・装軌車共に W軽油を入れていたが、4 月に入り気
温が下がり W 軽油の凍結を防ぐ為、南極低温燃料に入れ替えた。気温の急激な変化は予想が困難で解凍や入れ替えに
手間がかかる為、平均的に－15℃を下回り始める時期には順次燃料を入れ替えた方が良いと思われる。再度 W 軽油に
入れ替えたのは 11 月の本格除雪が始まってからである。南極用低温燃料については、55 次・56 次持ち込み分共に車
庫～Bヘリポート間で年間を通して保管した。装軌車に使用する南極用低温燃料は自然エネルギー棟前に適宜移動し、
雪上車に使用する南極用低温燃料は 2t 橇に載せて基地前の雪上車置き場に並べて置いた。また、とっつき岬に 12 本
デポし S16 までの給油ポイントとして使用した。また、内陸旅行に 36 本のドラム缶を持って行き、12 本を使用した。
残りの 24 本は S16 にデポした。また、57 次の夏期に内陸で使用する予定があるため南極低温燃料 54 本、レギュラー
ガソリン 5本、雑 JET-A11 本を S16 にデポした。航空機用燃料の JET-A1 は車庫～B ヘリポート間で年間を通して保管
した。夏期は観測ヘリ用として、11〜12 月には DROMLAN 用で使用した。S17 に DROMLAN 用として 24 本、きざはし浜小
屋に 57 次の夏期用に 5本移動した。レギュラーガソリンは 54 次・55 次・56 次持ち込み分共に車庫前で年間を通して
保管した。作業工作棟前にはスノーモービルや小型発電機用として適宜移動した。また、57 次の夏期に使用予定の 5




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































見晴らし岩貯油所は、100kℓ金属タンク10 基、50kℓ金属タンク2 基、200kℓターポリンタンク1 基、60kℓFRP タンク1 









































































図Ⅲ.4.1.17-1 見晴らし岩貯油所 2016 年 1 月 31 日の貯油状況 
  
100kℓ金属タンク No,2 
 （36 次） 
W 軽油 100.1 kℓ
100kℓ金属タンク No,3 
（38 次） 
W 軽油 103.7 kℓ 
100kℓ金属タンク No,4 
（39 次） 
W 軽油  101.8 kℓ
100kℓ金属タンク No,5 
（42 次） 
W 軽油 99.8 kℓ 
100kℓ金属タンク No,6 
（47 次） 
W 軽油   101.4 kℓ 
50kℓ金属タンク
No,1 
W 軽油 3.0 kℓ 
50kℓ金属タンク 
No,2 






W 軽油 100.6 kℓ 
100kℓ金属タンク No,9 
（48 次） 
W 軽油 101.4 kℓ
100kℓ金属タンク No,10 
（49 次） 





W 軽油  100.6 kℓ 
200kℓターポリンタンク 
（30 次） 
W 軽油 15.0kℓ 
100kℓ金属タンク No,1 
（35 次） 






















































W 軽油 11.0 kℓ 
25kℓ金属タンク No,2 
W 軽油 24.0 kℓ 
20kℓ金属タンク No,1 
W 軽油  18.6 kℓ 
20kℓ金属タンク No,2 
JP-5 18.0 kℓ 
20kℓ金属タンク No,3 
W 軽油 19.2 kℓ 
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4.2 通信          













定期的かつ日常的に保守及び点検を行った。さらに、2 か月に 1 回、国立極地研究所との間でインテルサット、イン
マルサット B、インマルサット FB 及びイリジウム衛星携帯電話による通信試験を行った。（極地研究所通信担当者が
人事異動後は実施できなかった）無線設備が故障した場合及び点検において不具合を発見した場合には、無線設備の
速やかな修理又は取替えに努めた。越冬期間中に発生した重大な不具合・故障としては、夢の掛け橋ケーブル滑落及
び一部断線及び 4chUHF レピーター（送信後）雑音の発生、ロンビックアンテナの一部破損、AIRVHF 遠隔制御にて周






4.2.1 越冬中の通信業務【SCO_02】 戸田 仁 
1） 通信室の運用時間 
 通信室の運用時間は、次のとおりとした。 夏日課期間中は、原則として毎日午前 8 時 00 分から午後 6 時まで。 







a） 第 56 次夏期オペレーションに係る通信 




ても円滑に行われた。昭和基地内における通信には、UHF（極超短波）帯を使用した。なお、第 56 次隊は UHF-1ch
を、第 55 次隊はレピーター（電波中継器）を介して通信を行うことができる UHF-3ch(4ch)を、輸送に関する通信







b） 第 57 次夏期オペレーションに係る通信 
 第 57 次隊の第 1便は、12 月 23 日に到着した。優先物資空輸、貨油輸送、氷上輸送及び物資空輸はいずれも順
調に行われた。輸送及び観測隊ヘリコプターの運航に関する通信についてもほぼ円滑に行われた。昭和基地内にお
ける通信には、UHF 帯を使用した。なお、第 56 次隊は UHF-4ch を、第 57 次隊は UHF-1ch を、輸送に関する通信に
ついては UHF-2ch をそれぞれ使用した。UHF-1ch 及び UHF-2ch で隊員同士が直接通信できないときは、通信室で通






 原則として UHF-4ch による通信を行った。また、長時間チャンネルを占有する作業にあっては、あらかじめ通
信室が承認した上で UHF-1ch 又は UHF-2ch を使用させた。 なお、UHF-1ch 及び UHF-2ch で隊員同士が直接通信で
きないときは、通信室で通信内容を中継することにより円滑な通信に努めた。さらに、UHF-3ch による通信は観測
に混信を与える恐れがあるため、越冬途中の 8 月 14 日から運用を止めた。b） 昭和基地周辺における通信昭和基
地周辺における野外旅行においては、昭和基地から比較的近い距離にある西オングルテレメトリ小屋、S17 航空観
測拠点、ラングホブデ雪鳥沢小屋及びスカルブスネスきざはし浜小屋とは UHF-1ch 及び 4ch 又は VHF-1ch による通




第 56 次隊復路では、しらせが南緯 60°を航行するまで HF 帯による定時交信を実施した。(南緯 60°からシドニ
ー入港の前日まではしらせ電信室で実施した。) 第 57 次隊往路では、しらせがフリーマントル港を出港した当日
から HF 帯による通信を行うことができた。なお、しらせが昭和基地の近傍にいるときは、UHF-1ch 又は VHF-1ch に
よる通信を行った。 
d） DROMLAN 航空機との通信 
越冬期間中に DROMLAN 航空機は、平成 27 年 11 月 18 日、19 日、23 日、昭和基地海氷滑走路に各 1機飛来した。
さらに平成 28 年 1月 15 日、S17 航空観測拠点にも 1機飛来した。DROMLAN 航空機とは Air-VHF 帯による気象情報を
伝える通信を行った。 
e） インマルサット B 
電報の送受信及びインテルサット衛星通信回線が停止している場合の気象観測データを気象庁への送信等に使用
した。 
f） インマルサット FB 
相手先によってはファクシミリの送信ができないことがあったので、ほとんど使用しなかった。 
g） イリジウム衛星携帯電話 


















4.2.2 無線設備の保守【SCO_03】   戸田 仁 
1） HF 帯の無線設備 
a） 送信棟 
昭和 50 年（1975 年）に建設された建物であり、老朽化が進んでいる。定期的な点検及び補修が必要である。 送
信棟内には、HF 帯送信機（2台）、HF 帯受信機（2 台）、アンテナ切替器、ダミーロード（擬似負荷）等を常置して
いるほか測定器、工具、保守用部品等を保管している。HF 帯送信機、HF 帯受信機、アンテナ切替器は、通信室から
遠隔制御できるようになっている。なお、現在では使用されなくなった HF 帯送信機（2 台）及び NDB（無指向性無
線標識施設）用送信機が残置されているので、機会を捉えて日本に持ち帰る必要がある。HF 帯送信機については、
原則として 2 か月に 1回、定期点検を実施した。第 1送信機及びその制御装置は、南極観測センターの依頼により、




しらせ及び野外旅行隊との通信に使用した。1 月及び 8 月に給電部の碍子破損に気付いたので、アンテナを作業
できる程度まで下ろして修理した。このロンビックアンテナは撤去する予定になっているが、ログペリアンテナは
8MHz から 28MHz までの周波数にしか対応しておらず、また、ダイポールアンテナは利得が低いため、ロンビックア
ンテナを撤去すると HF 帯の通信に支障を来すことになる。撤去計画の再考が必要であると思料される。なお、アン
テナ及び同軸ケーブルの老朽化が進んでいるので、計画的な補修が必要である。ロンビックアンテナのアンテナタ





















公用 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 65 0 125 
私用 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0   2 
計 61 0 0 0 0 0 0 0 0 1 65 0 127 






昭和 41 年（1966 年）に建設された建物であり、老朽化が進んでいる。アンテナ補修用部品等を保管しているが、
機会を捉えて送信棟等に移す必要がある。また、現在では使用されなくなった HF 帯送信機（2台）及び電源装置（3
台）が残置されているので、機会を捉えて日本に持ち帰る必要がある。なお、これらの HF 帯送信機及び電源装置は、















2） UHF 帯及び VHF 帯の無線設備 
a） アンテナ林集合タワー 
アンテナ林集合タワーには、UHF 帯無線機（UHF-1ch～UHF-3ch 切換機）、UHF 帯レピーター（UHF-4ch 専用）及び
VHF 帯無線機（VHF-1ch 専用）を常置している。そのうち、UHF 帯無線機及び VHF 帯無線機については、通信室から
遠隔制御できるようになっている。越冬期間を通して特段の故障は発生しなかったが、いずれも予備装置がないた
め将来性が低い。予備装置の配備が必要である。特に VHF 帯無線機については、老朽化しているため早急に予備無
線機の準備を行う必要がある。56 次では、UHF 帯レピーターを UHF-3ch 専用の機器から UHF-4ch 専用の機器に更新
した。更新後、運用の開始に平行して問題点が上がった、ハンディ機の使用に伴い、会話後雑音が入感するように
なった。製造業者のアイコムに問い合わせを行い、現在も調整中である。UHF-3ch 専用の機器は、通信室に保管し
ているが運用はしていない。56 次で完全 UHF-4ch 化にした。アンテナ林集合タワーに常置している無線機には、こ
れまで UPS（無停電電源装置）が備え付けられていなかったため、停電が発生したときには通信できない状態であ






通信室内に停電時でも使用できるように UPS を接続した UHF 帯無線機（UHF-1ch～UHF-3ch 切換機）2台を常置し
ている。さらに、UPS を接続した UHF 帯無線機（UHF-1ch～UHF-4ch 切換機）及び VHF 帯無線機（VHF-1ch～VHF-4ch
切換機）各 1 台を常置している。越冬期間を通して特段の故障は発生しなかった。 
c） 昭和基地内の建物 
発電棟（発電機制御室）、倉庫棟（設営事務室）、見晴らしポンプ小屋及び大型大気レーダー小屋には、UHF 帯無
線機を常置している。越冬期間を通して特段の故障は発生しなかった。また、気象棟には UHF 帯無線機及び VHF 帯
無線機を常置しているが、48 次隊時に比べて電波の到達距離が随分短いため、無線測定を行い、アンテナまでの通






d） 観測小屋等  
西オングルテレメトリ小屋には、UHF 帯無線機を常置している。また、S17 航空観測拠点、ラングホブデ雪鳥沢小
屋及びスカルブスネスきざはし浜小屋には、UHF 帯無線機並びに VHF 帯無線機を常置している。さらに、スカーレ
ン大池カブースには、HF 帯無線機並びに VHF 帯無線機を常置している。越冬期間を通して特段の故障は発生しなか
った。56 次では、UHF 帯レピーターを UHF-3ch 専用の機器から UHF-4ch 専用の機器に更新したため、スカルブスネ
スきざはし浜小屋の UHF 帯無線機を 4ch 対応機器に更新した。なお、ドームふじ基地にも UHF 帯無線機を常置して






所に送付した。SM30S 型雪上車、SM60/65S 型雪上車及び PB300 型雪上車には、UHF 帯車載用無線機を搭載している
が VHF 帯車載用無線機は搭載していない。雪上車の行動する範囲に鑑みれば、VHF 帯車載用無線機は UHF 帯車載用
無線機よりも電波の通達距離が長いので、全ての雪上車について、UHF 帯車載用無線機及び VHF 帯車載用無線機の
搭載を今後、車載設置スペース等を考えて再検討する必要がある。夏作業日課期間には後次隊の UHF 帯ハンディ無
線機が不足しているため、夏作業の円滑な実施に支障を来している。安全性を考慮した場合、原則として一人に一
台貸与することができる台数分の UHF 帯ハンディ無線機を確保する必要がある。 
3） Air-VHF 帯の無線設備 
アンテナ林集合タワーには、航空機と通信を行うための Air-VHF 帯無線機を常置している。この Air-VHF 帯無線
機は、通信室から遠隔制御できるようになっている。Air-VHF 帯無線機は現用装置と予備装置の 2 台体制で運用し
ているが、5 年毎に実施される国による定期検査を受検するときには、そのうちの 1 台を日本に持ち帰っている。
56 次では、新型の航空波無線電話装置を持ち込み、Air-VHF 帯無線機の現用装置と入れ替えた。入れ替えを行った





a） インマルサット B 
インマルサット Bについては、平成 26 年（2014 年）12 月 31 日をもってサービスの提供が終了する予定であった
が、サービスの提供終了時期が 2 年間延長された。しかし、サービスの提供が終了すること自体には変わりはない
ため、代替えとなる通信手段の確保が急務である。通信室には、インマルサット B の無線機を 2台常置している。
そのうち 1 台は、平成 26 年（2014 年）12 月に発生した全停電の影響で故障した。現在、対処方法を製造業者に問






b） インマルサット FB 
インマルサット FB は、LAN・インテルサット部門が設備の管理を行い、通信部門が運用を行っている。第 55 次か
















e） GPS 受信機 
一部の雪上車には GPS 受信機を搭載しているが、現在では、野外活動支援部門が調達したハンディータイプの GPS
受信機を主に使用しており、雪上車に搭載した GPS 受信機の使用実績はなかった。 
f)   UPS （無停電電源装置） 
昭和基地には UPS が現在、通信室に 2台、電離層棟に 1 台設置されている。平成 27 年（2015 年）5 月に発生した
全停電の影響で 1台が故障した。故障した UPS は、56 次で持ち帰ることになった。 
 
4.2.3 航空用 VHF アンテナの設置【SCO_04】   戸田 仁 
1） 航空用 VHF アンテナの設置 
a） 航空用 VHF アンテナ 
アンテナ林集合タワーには、航空機と通信を行うための航空用 VHF 帯無線機を常置している。この航空用 VHF 帯
無線機は、通信室から遠隔制御できるようになっているが、航空用 VHF 帯無線機と VHF 帯無線機のアンテナ同士が
近接して取り付けられているため、VHF 帯無線機からの感度抑圧妨害が発生している。平成 28 年（2016 年）1月 2
日、56 次夏期オペレーションでは航空用 VHF アンテナを計画案どおり、下段に離して設置する作業を行った。人員












ミュニケーションを図り第１夏期隊員宿舎における夏作業中の調理・メニュー構成について話し合う。12 月 24 日に
CH ヘリにて昭和基地に入った。同じ便にしらせ調理支援（2 名）も同乗。A ヘリ到着後、56 次隊全隊作業として第一
夏宿への食糧の搬入を開始した。第一夏宿に入り、3 日目辺りには食糧倉庫の整理等も落ち着き、56 次調理隊員は夏
作業に参加するようになった。2 月 1 日の越冬交代後から管理棟での業務開始。CH へりの不具合により 1 夏食材をし
らせ側が持ち帰る事が出来なかった為に残った不要な食材を環境保全隊員と相談のうえ調理と手空き隊員で食材を廃
棄処分にした。又、2月 9日～15 日しらせ支援帰還後は夏隊（ヘリクルーを含む）55 次支援残留者全員を管理棟内へ






4.3.1 越冬期間の調理業務【SFS_02】      後藤 充功・濱谷内 健司 
1） 隊員への食事の提供と毎食の写真撮影 
越冬開始後のしばらくの期間は、管理棟厨房機器に慣れる為、調理隊員 2 人で毎食作っていたが、設営作業に参加



















 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 
朝食 A  A  A B B B C A A A A B B C 
昼食 A A A B B B B A A A A B B B 
夕食 A A A B B B B A A A A B B B 
  和食 洋食 中華 ブランチ 鍋類 宴会 
2 月 昼食 10 10 8 3 - - 
夕食 16 9 3 - 3 3 
3 月 昼食 10 12 4 5 - - 
夕食 14 12 5 - 2 3 
4 月 昼食 9 9 6 6 - - 
夕食 11 11 8 - 2 1 
5 月 昼食 8 8 6 9 － － 
夕食 11 12 8 - 5 2 
6 月 昼食 5 8 4 14 － － 
夕食 11 12 7 - 2 7 
7 月 昼食 8 10 5 8 - - 
夕食 11 15 5 - 4 2 
8 月 昼食 8 9 4 10 - － 
夕食 15 13 3 - 4 1 
9 月 昼食 9 9 7 5 － － 
夕食 14 11 5 - 2 － 
10 月 昼食 9 9 9 4 － － 
夕食 14 9 8 - 4 1 
11 月 昼食 9 8 8 5 － － 
夕食 12 10 8 - 3 2 
12 月 昼食 9 8 10 4 - - 




















やレトルトのご飯等を入れて昼食とさせた。1泊以上の旅行には 2～3 日を 1箱にした冷凍レーションボックス、冷蔵
ボックス、乾物ボックスを作成し、食事担当者に渡した。つまみ等も充実させておいたので、1 日程度の延滞や停滞





4.3.2 食材の管理【SFS_03】         後藤 充功・濱谷内 健司 
越冬食材及び予備食の管理と計画的な使用 
1） 冷凍品・冷蔵品・乾物 







1 月 昼食 9 8 9 5 － － 






254 246 156 78 39 27 
割合 34.6% 33.5% 21.2% 10.6% 5.31% 3.67% 
 冷凍 冷蔵 
立川及び大井埠頭 積載分 食料 4 コンテナ（12ft）  1 コンテナ（12ft）  
立川及び大井埠頭 積載分 予備食 1 コンテナ（12ft）  無し 
フリーマントル 積載分食料 1 コンテナ（12ft） 1 コンテナ(12ft) 
合計 6 コンテナ（12ft）  2 コンテナ（12ft）  
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基地に搬入した冷凍通常食品は倉庫棟 2 階及び発電棟第 1、第 2冷凍庫、冷蔵品・アルコール・生鮮野菜は倉庫棟 2
階冷蔵庫、乾物類と米は管理棟 1 階の 2つの倉庫に分散して保管した。また、カップ麺やお菓子類は防火区画 A のそ
























表Ⅲ.4.3.2-3 豪州購入生鮮食品 56 次隊使用期限 
 
3） 予備食・非常食 
56 次隊で使用可能な予備食は、発電棟第 2 冷凍庫に保管した。57 次使用分は 12ft リーファーコンテナに保管しブ
品名 梱数・重量 最終使用月 備考 
生人参 2 梱 20kg 5 月 越冬時には既に一部にカビが付き定期
的に除去し冷気を充て使用。 
こんにゃく 100 枚 10kg 通年 冷蔵保存にて通年使用できた。 
生しょうが 2 梱  10kg 1 月 積み込み時に冷凍にし使用。 
生にんにく 1 梱  5kg 1 月 皮を剥いて冷凍にした。 
生じゃがいも 16 梱 160kg 10 月 中が黒くなったり水っぽくなってきた
りした物が出たが、煮物や味噌汁等で使
用した。 
生玉ねぎ 8 梱 160kg 7 月 7 月で持ち込み分終了したが、鮮度に問
題は無かった。 
生リンゴ 3 梱 30kg 8 月 一部腐敗してきたが使用できた。 
品名 梱数・重量 最終使用月 備考 
LL 牛乳 5 梱  500kg 1 月 約半分は冷凍にて保存。 
解凍後、分離はしているものの成分に問題
なく越冬終了まで使用。 
卵 20 梱 180kg 8 月 加熱用で使用。 
LL 豆腐 12 梱 36kg 9 月 問題なく使用。その後は業務用冷凍豆腐を
使用。 
生白菜 10 梱 180kg 4 月 越冬開始時には既に傷みがあったため、傷
んだ部位を取り除き早目に使用した。 




2 梱  40kg 4 月 生食で使用 
レモン 1 梱 6 月 生食で使用 
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リザード対策として第 2 車庫内に設置。そして非常用物品庫に保管されていた 3年物および 5年物の予備食を管理棟





4.3.3 厨房、調理機器・食器の運用管理【SFS_04】  後藤 充功・濱谷内 健司 
1） 厨房、調理機器・食器の運用と管理 












4.4 医療                                         















科名 症例数 内容 
皮膚科 87 
皮膚炎 29、凍傷 11、指切創・刺創 11、異物迷入 9、挫傷・擦過傷 7、熱傷 5、
鶏眼・角化症 2、真菌症 2、口唇炎 2、帯状疱疹 2、爪周囲炎・爪甲剥離 2、
毛嚢炎１、外痔裂傷 1、血瘤 1、眼瞼炎 1、ガングリオン 1 
内科 59 
急性下痢症 12、急性胃腸炎 7、急性胃炎 6、脱水症 6、急性咽頭炎 4、口内炎
3、逆流性食道炎 3、動揺病 2、腹痛 2、非定型頭痛 2、混合型頭痛 2、嘔吐症
2、感冒 2、高血圧 1、緊張型頭痛 1、片頭痛 1、眩暈症 1、蕁麻疹 1、インフ
ルエンザ 1 















痛性筋痙攣 3、関節炎 2、アキレス腱炎 2、後背部痛 1、肩甲拳筋断裂 1、足
底腱板炎 1、大腿部筋肉痛 1、急性腰痛（ぎっくり腰）1、頸椎捻挫 1 
歯科 17 舌口内炎 8、歯冠脱落 5、歯肉炎 3、充填物欠損 1 
精神科 7 不眠症 4、抑うつ症状 3 
眼科 6 眼瞼痙攣 2、眼窩周囲炎 1、電気性眼炎（雪目）1、眼精疲労 1、結膜炎 1 





























皮膚炎 8 3 3 2 1 3 2 3 2 2 29 
凍傷 1 2 １ 1 1 2 2 1 11 
指切創・刺創     2 3 4   1  1 11 
異物迷入        2 3  2 2 9 
挫傷・擦過傷 3 1 2  1 7 
熱傷 2     1    1 1  5 
鶏眼・角化症         1   1 2 
真菌症 2            2 
口唇炎  1      1     2 
帯状疱疹 2 2 
爪周囲炎・爪甲剥
離           
1 1 2 
毛嚢炎 1 1 
外痔裂傷      1       1 
血瘤        1     1 
眼瞼炎           1  1 
ガングリオン            1 1 
月計 13 6 7 0 6 8 11 6 7 8 7 8 87 
内科 
急性下痢症    2 1 1 2   1 3 2 12 
急性胃腸炎    3 2   1    1 7 
急性胃炎   2     1 1  1 1 6 
脱水症      1 1 2  1  1 6 
急性咽頭炎 1     1     2  4 
口内炎 2   1         3 
逆流性食道炎        1   1 1 3 
動揺病 1       1     2 
腹痛  1    1       2 
非定型頭痛         1   1 2 
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混合型頭痛        1 1    2 
嘔吐症         1 1   2 
感冒            2 2 
高血圧 1            1 
緊張型頭痛           1  1 
片頭痛           1  1 
眩暈症            1 1 
蕁麻疹            1 1 
インフルエンザ           1  1 
月計 5 1 2 6 3 4 3 7 4 3 10 11 59 
整形外科 
打撲 2 3  2 1   1  1 1 1 12 
腰痛症 4 2 1 1         8 
腱鞘炎     1  1  3 1   6 
頸肩腕症候群 1   1   1      3 
捻挫   3          3 
肩関節周囲炎   1    2      3 
有痛性筋痙攣       1     2 3 
関節炎   1 1         2 
アキレス腱炎     1 1       2 
後背部痛    1         1 
肩甲拳筋断裂     1        1 
足底腱板炎     1        1 
大腿部筋肉痛      1       1 
急性腰痛（ぎっく
り腰） 
           1 1 
頸椎捻挫           1  1 
月計 7 5 6 6 5 2 5 1 3 2 2 4 48 
歯科 
舌口内炎 1      1 3  2 2  8 
歯冠脱落       1 1 1 2   5 
歯肉炎 1         1   3 
充填物欠損  1           1 
月計 2 1 0 0 0 0 2 4 1 5 2 0 17 
精神科 
不眠症 1      1  1  1  4 
抑うつ症状      1      2 3 
月計 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 2 7 
眼科 
眼瞼痙攣   2          2 
眼窩周囲炎   1          1 
電気性眼炎（雪目）       1      1 
眼精疲労        1     1 
結膜炎           1  1 


















































鶏眼（切除）     2        2 
足趾切創（2針縫
合） 
     1       1 
月計 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 3 













2016/1/14 システムチェック及び 57 次隊への引き継ぎ 
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（「平成 27 年 11 月 月例報告」から抜粋）表１ （定例 11 月分） 20 日実施 








項 目 基準値 厨房冷水 厨房温水 厨房浄水 バー 洗面所冷水 洗面所温水 管理棟水槽 浴槽 
濁度 ２度 0 0 0 0 0 0 0 0 
色度 ５度 0 0 0 0 0 0 0 0 
臭気 異常でな
いこと 
塩素臭 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 塩素臭 花椿 
味 異常でな
いこと 





















































実施せず 実施せず 実施せず 実施せず 実施せず 実施せず 実施せず 実施せず 
ｐＨ 5.8～8.6 8.67 8.69 8.69 
 
.68 8.68 8.69 8.69 8.68 
全硬度 200mg/L
以下 











陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 
大腸菌 検出されな
いこと 











































5 月、10 月、1 月の BOD 値は、測定レンジオーバーであった。 
 
表Ⅲ.4.5.2-2 処理水 水質分析結果 
項目 単位 2 月 3月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月
pH － 7.41  6.90  7.10  6.80 7.42 7.24 7.50 7.58 6.63 7.62  6.96  7.88 
水温 ℃ 21.6  23.4  19.2  19.2 21.7 22.8 20.2 19.7 20.1 20.2  20.1  20.4 
透視度 Cm 1.4  2.2  2.2  2.0 2.0 2.6 2.0 2.1 2.3 2.3  2.4  1.9 
SS mg/l 975  322  201  190 207 223 208 400 207 68  135  152 
BOD mg/l 800  400  380  800 360 320 620 160 800 760  640  800 
COD mg/l - - 595  644 637 630 809 547 608 577  497  595 
項目 単位 2 月 3月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月
pH － 7.52  5.20  5.40  4.70 6.32 4.02 4.30 6.50 5.21 7.75  7.37  5.94 
水温 ℃ 20.4  19.7  18.8  18.4 19.5 18.9 18.5 18.2 19.5 19.8  21.4  22.9 












表Ⅲ.4.5.2-3 放流水量と第 2曝気槽の供給空気量及び水質分析結果 
項目 単位 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
流水量 m3 
40.0  12.0  4.1  32.5 116.2 120.3 106.4 101.7 109.4  89.8  127.2  
155.
6 
pH － 7.46  5.20  5.40  4.40 6.19 4.10 4.40 6.59 5.30  7.75  7.12  5.92 
DO mg/l 2.75  4.70  4.60  6.50 1.82 5.26 1.12 3.75 1.57  4.10  5.11  4.12 
水温 ℃ 20.7  20.7  18.4  18.4 19.5 18.7 18.4 18.1 19.4  19.8  21.4  22.9 
空気量 l/min 









- 780  780 
   注記：旧汚水処理装置の積算流量計は5月まで故障状態であった。 



























SS mg/l 14  33  21  38 18 15 23 17 12 0  0  0 
BOD mg/l 30  20  16  20 4 8 10 10 10 10  1  1 
COD mg/l - - 59  46 26 30 44 36 35 49  51  0 
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 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
運転回数(回） 20 10 7 6 6 7 5 6 4 5 6 8 90
運転時間（h） 40 20 14 12 12 14 10 12 8 10 12 16 180






























 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 

























 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
運転回数（回） 13 14 9 8 5 9 6 5 4 3 4 7 87
運転時間（h） 104 112 72 64 40 72 48 40 32 24 32 56 696
生成炭量（kg） 102 110 71 63 39 71 47 39 32 24 32 55 685
廃棄物分類 処理方法 梱包状態 




不燃物 焼却炉棟又は排出場所で分別回収 タイコンを 12ft コンテナ又は
スチコンに収納 
















ダンボール 焼却炉棟の圧縮梱包機で圧縮梱包 裸のまま 12ft コンテナに収納
又はスチコンに収納 













廃油、廃液 廃棄物集積所又は排出場所で分別回収 ドラム缶に収納 













油吸着マット 廃棄物集積所で分別回収 ドラム缶に梱包 
医療廃棄物（非感染性） 可燃物として回収後、他の可燃物と一緒に焼却 焼却灰をドラム缶に梱包 
医療廃棄物（感染性） 医務室にて医療廃棄物専用容器に収納 ドラム缶に梱包 
梱包容器 保管状況 
12ft コンテナ コンテナヤード及び焼却炉棟前にて、ドラム缶でかさ上げし管理 
リターナブルパレット 迷子沢にて、ドラム缶でかさ上げし、主風向に沿って 2段積みで集積 
スチールコンテナ A ヘリポート入口にて、主風向に沿って 2 段積みで集積 
ドラム缶 第 2夏期隊員宿舎横にて、主風向に沿って集積 
エコバック 12ft コンテナ内に収納 
タイコン 12ft コンテナ内に収納 
木枠・廃棄パレット 12ft コンテナ内に収納及び迷子沢にて裸で集積 
その他 空スチールコンテナおよび空ドラム缶パレットは機械建築倉庫前にて、主風向に沿って




区分 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 
可燃物 207.7 268.7 200.6 172.7 188.2 191.7 205.3 
生ゴミ 393.9 395.2 419.0 408.5 466.9 407.1 368.1 
不燃物 45.8 14.3 1.8 10.5 1.6 26.8 41.4 
プラ 40.2 42.0 33.8 18.6 27.9 26.3 30 
ペットボトル 7.1 10.1 19.9 7.0 8.3 9.4 11.1 
アルミ缶 39.6 37.6 35.2 37.5 39.1 31.1 29.5 
スチール缶 28.6 17.2 14.5 17.9 13.1 14.0 35.8 
大型缶（一斗缶） 0 0 0 5.8 0 0 0 
ダンボール 203.4 164.5 116.3 79.1 114.1 154.6 102.2 
ビン・ガラス 43.5 23.4 18.4 28.4 51.5 35.6 49.1 
複合物 26.5 552.3 1.9 2.2 2.0 4.0 77.7 
金属類 24 2458.0 4.9 0.5 0 28.4 0.2 
陶器類 0 3.5 0 0 0 0 0 
電池 0 0 0 0 0 0 0 
蛍光灯・電球 4 0.3 0 0 0 0.2 0 
廃油（食用油） 15.0 984.0 90.6 33 68 24 56 
スカム・汚泥等 985 985 1184.0 131.9 109.0 76 17 
ゴム・革 0 8.4 0.8 0 0 5.4 7.7 
その他 45.6 0.5 10.5 6.3 8.2 5.5 6.1 
合計  2109.9 5434.0 2152.2 959.9 1097.9 1040.1 1037.2 
 
区分 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 
可燃物 188.4 148.2 198.8 433.1 456.5 2859.9 
生ゴミ 334.4 400.4 360.4 765.0 901.0 5619.9 
不燃物 4.0 2.0 20.1 8.4 78.3 255 
プラ 20.7 41.7 24.3 98.2 66.7 470.4 
ペットボトル 7.5 7.2 5.6 9.8 17.0 120.0 
アルミ缶 50.1 37.1 29.3 51.6 36.4 454.1 
スチール缶 14.2 18.7 9.5 19.0 21.9 224.4 
大型缶（一斗缶） 0 19.0 0 3.0 9.0 36.8 
ダンボール 161.2 188.0 89.5 234.3 177.1 1421.0 
ビン・ガラス 43.2 31.8 60.9 93.4 153.1 1784.3 
複合物 15.2 86.2 9.2 77.8 113.6 632.3 
金属類 24.3 273.2 145.2 19.8 60.6 968.6 
陶器類 0 0 9.2 0 60.6 73.3 
電池 0 0 0 1.0 0.1 1.1 
蛍光灯・電球 0 0 0 0.7 27.6 32.8 
廃油（食用油） 65 68.0 66 21.6 118.0 1609.2 
スカム・汚泥等 227.8 189.5 53.4 0 0 3958.6 
ゴム・革 0 2 0.5 0.8 2.1 27.7 
その他 25.7 67.6 8.6 641.1 56.5 882.2 


















荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg）
12ft コンテナ（52D-40） 木材 1 5,900  
12ft コンテナ（51D-14） 金属 1 5,300  
12ft コンテナ（51D-37） 木材 1 4,750  
12ft コンテナ（52D-04） 複合 1 4,550  
12ft コンテナ（51D-12） 木材 1 4,500  
12ft コンテナ（52D-21） 金属 1 4,400  
12ft コンテナ（52D-29） 木材 1 4,350  
12ft コンテナ（51D-17） 複合 1 4,100  
12ft コンテナ（52D-09） 木材 1 4,000  
12ft コンテナ（51D-16） 木材 1 3,950  
12ft コンテナ（52D-08） 金属 1 3,950  
12ft コンテナ（51D-27） 不燃 1 3,900  
12ft コンテナ（51D-08） ダンボール 1 3,800  
12ft コンテナ（51D-27） 家電 1 3,800  
12ft コンテナ（51D-08） ダンボール 1 3,800  
12ft コンテナ（51D-18） 木材 1 3,700  
12ft コンテナ（52D-44） 金属 1 3,350  
12ft コンテナ（51D-19） 複合 1 2,950  
12ft コンテナ（52D-16） 木材 1 2,900  
12ft コンテナ（52D-30） 複合（混載） 1 2,700  
12ft コンテナ（52D-37） 複合 1 2,150  
12ft コンテナ（51D-41） 廃プラ他 1 1,870  
12ft コンテナ（52D-38） ダンボールパレット 1 1,870  
12ft コンテナ（52D-17） 空 1 1,870  
12ft コンテナ（52D-42） 空 1 1,870  
12ft コンテナ（52D-11） 空 1 1,870  
12ft コンテナ（52D-39） 空 1 1,870  
12ft コンテナ（51D-48） 空 1 1,870  
12ft コンテナ（51D-47） 空 1 1,870  
12ft コンテナ（51D-34） 空 1 1,870  








荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
リターナブルパレット 複合 2 1700 
リターナブルパレット 金属 20 21050 
合  計  22 22750 
 
表Ⅲ.4.5.7-6 持ち帰り廃棄物(スチコン)リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
スチールコンテナ 金属（ドラム缶も含む） 12 3120 
スチールコンテナ ダンボール 6 1190 
スチールコンテナ 電球、衣類 1 220 
スチールコンテナ 廃棄食料（複合(缶詰)含む 14 5630 
スチールコンテナ バッテリー 5 2850 
スチールコンテナ 廃エレメント 2 480 
スチールコンテナ プラ 3 590 
スチールコンテナ 木材 2 550 
スチールコンテナ 複合 1 650 
スチールコンテナ 混載 1 160 
合  計  47 15440 
 
表Ⅲ.4.5.7-7 持ち帰り廃棄物（ドラム缶）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
ドラム缶 アルミ缶 26 1270 
ドラム缶 スチール缶 9 680 
ドラム缶 廃棄食材 16 1730 
ドラム缶 スプレー缶 6 310 
ドラム缶 複合 20 1740 
ドラム缶 廃油 56 10290 
ドラム缶 廃液 5 1045 
ドラム缶 不燃 1 76 
ドラム缶 廃ウエス 3 215 
ドラム缶 ガラス 5 1080 
ドラム缶 金属 19 3921 
ドラム缶 革 1 40 
ドラム缶 焼却灰 15 1365 
ドラム缶 ゴム 1 75 
ドラム缶 一斗缶 1 60 
ドラム缶 医療廃棄 1 85 
ドラム缶 電線 1 100 
ドラム缶 電池 1 170 
12ft コンテナ（51D-25） 空 1 1,750  
20ftH/H コンテナ（52 02） 木材 1 5,900  
20ftH/H コンテナ（52 01） 空 1 5,300  
合  計  32 109390 
-234-
−364−
ドラム缶 木材 1 66 
合  計  188 24318 
       
表Ⅲ.4.5.7-8 昭和基地残置廃棄物（タイコン）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg）
タイコン 廃プラ 62 729.5 
タイコン 発泡スチロール 8 32 
タイコン ペットボトル 20 165 
タイコン 衣類、布 8 206 
タイコン 不燃 18 270.5 
タイコン くつ（複合） 2 59 
タイコン 複合 7 176.5 
タイコン 布団 4 80 
タイコン 毛布 1 26 
合  計  130 1744.5 
          注記：タイコンは 12ft コンテナに全て収納している。 
 
表Ⅲ.4.5.7-9 持ち帰り廃棄物（木箱・裸）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数  重量（kg）
裸 雪上車 SM410 1  4300 
裸 雪上車 SM511 1  6300 
裸 雪上車 SM522 1  6300 
裸 クレーン付きトラック 1  6500 
裸 クローラフォーク（40） 1  8000 
裸 ブルドーザ（39） 1  7100 
裸 焼却炉 1  4000 
合  計  7  42500 
 
表Ⅲ.4.5.7-10 昭和基地残置廃棄物（スチールコンテナ）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg）
スチールコンテナ 金属 2 980 
合  計  2 980 
 
表Ⅲ.4.5.7-11 昭和基地残置廃棄物（ドラム缶）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
ドラム缶 アルミ缶 1 50 
ドラム缶 スチール缶 1 95 
ドラム缶 複合 1 70 
ドラム缶 ガラス 1 180 
ドラム缶 廃油 1 170 
ドラム缶 廃液 1 200 
合  計  6 765 






荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
裸 木枠 5 1600 
裸 メルトキング 1 不明 
裸 不明（2廃デポ品、ブルーシート巻） 1 不明 
裸 前 Cヘリ床板（2廃デポ品） 多数 不明 
裸 ラフターウィン 100（38 次） 1 12750 
裸 ブルドーザ D41P-6（45 次） 1 11230 
裸 ブルドーザ D41P-6（41 次） 1 11230 
裸 雪上車 SM521 1 6300 
裸 2t 橇 1 1000 
裸 鉄橇 1 不明 
裸 用途不明（コンテナヤード横デポ） 4 不明 
裸 クローラフォーク MF-50 1 8000 
裸 ミニバックホーB22-2 (36 次) 1 2500 
裸 クレーン付きトラック（37 次） 1 6150 
裸    
合  計  21+他 49530+他 
 































表Ⅲ.4.5.9-1 焼却炉の排ガス成分（9月 9日測定） 
経過時間 30 分 60 分 90 分 120 分 240 分 360 分 480 分 
温度(℃) 380.9 398.1 401.5 171.1 86.3 43.6 -1.9 
O2(%) 15.9 16 17 18.9 20.1 21 21 
CO2(%) 3.2 2.7 2.9 1.3 0.8 0 0 
CO(ppm) 36 21 28 11 6 0 0 
NO(ppm) 3 1 2 1 0 0 0 
NO2(ppm) 19 7 17 2 0 0 0 
SO2(ppm) 720 460 360 80 21 1 0 







































4.6 多目的アンテナ                                         













イ） 衛星受信棟～レドーム間のエフレックス管、及びケーブル導入口点検 （毎月・ブリザード毎実施） 




ア） L バンド受信システム不具合（2014 年 12 月から 2015 年 5 月） 
55次隊越冬中の2014年 12月下旬に発生したLバンド受信システムの障害は当初フィード部の故障と判断し予
備品を 57 次隊で持ち込み対応することとしていたが、2015 年 5 月に自然復旧した。経年劣化等により複数個所
が一時的に不調になった可能性が高いと考えられる。 
イ） X バンド画像処理解析装置（showa-xp2）内蔵 Disk 故障（2015 年 4 月 17 日） 
内蔵 Disk の LED が故障を示す状態となっていた為、予備品 Disk と交換を実施し復旧した。 




X バンド空中線制御装置にて TeraScan 受信プロセスが異常停止し、X バンド衛星が受信ができない状態となっ
た。停止した TeraScan 受信プロセスの再起動で復旧した。プロセス異常停止の原因は基地発電機の停電により X
バンド空中線制御装置の停止処理が不完全に実施された為であった。 

























・ 衛星受信棟とレドーム間のケーブル、及びケーブル導入口点検 （ブリザード毎実施） 
・ 衛星受信棟、空調小屋のダクト雪詰まり点検 （ブリザード毎実施） 
・ 衛星受信棟出入口、非常口、空調小屋出入口の除雪 （常時実施） 
・ 衛星受信設備機能点検［校正器信号折り返しによる動作確認］（常時実施） 
・ 各計算機、WS、PC の動作確認（常時実施） 
・ 背面小室、衛星受信棟機械室内、駆動電力増幅架電源の温度確認（常時実施） 
イ） 定期点検 
・ 11m アンテナ半年点検 （2015 年 8 月実施） 
各部清掃、各部給脂、ブラシ点検、クラッチ隙間点検調整、モーター特性確認 
・ 11m アンテナ 1年点検 （2016 年 1 月実施） 
半年点検作業に加え、モーターオイル交換、アンテナ位相調整 
・ 11m アンテナ 1ヶ月点検 （毎月実施） 
各部グリス漏れ確認、オイル量確認、角度検出器シリカゲル交換等 
・ S バンド受信設備 （2015 年 8 月、2016 年 1 月実施） 
レベルダイヤ、スペクトラム波形取得等 
・ 運用管理 WS（OMS）データバックアップ （毎月実施） 







イ） S バンドテストアップコンバータ電源不具合（2015 年 7 月 25 日） 
校正器信号折り返し信号による受信レベルが低下した。55 次越冬中同様にヒーターによる加温をした状態でも
状況が改善しなかった為、予備品の電源モジュールと交換を実施し復旧した。 
   ウ） ERROR DETECTOR 盤電源故障（2015 年 11 月 23 日） 
ERROR DETECTOR 盤のヒューズが飛び電源が入らない状態となった。予備品の電源モジュールと交換を実施し復
旧した。 
エ） Bch RECIEVER 盤誤差感度異常（2016 年 1 月 15 日） 
西オングルコリメーション設備を利用した Sバンド位相直交度点検にて、Bch RECIEVER 盤の誤差感度が異常値
となり試験信号の自動追尾ができない状態となっていた。原因の特定には至っていないが西オングル野外作業期
間の関係で調査を一旦終了とした。オーロラ観測衛星れいめい受信と VLBI 観測では Bch RECIEVER 盤は使用して
いない為、影響は無い。本不具合については 57 次隊に引継ぎ継続対応を行うこととした。 
オ） PSK TEST SIGNAL GENERATOR 盤 FAN 故障（2016 年 1 月 24 日） 





4.7 LAN・インテルサット   






表Ⅲ.4.7.1-1 56 次隊インテルサット衛星通信設備障害一覧（2015 年 2 月～2016 年 1 月） 
 


















3 5/12,11/17 昭和基地全停電 基地全停電に伴うインテルサット回線停止。復電後の立ち
上げ作業により復旧。 
有 








通信室 GR2000 及び SteelHead が UPS 容量切れのため停止。 
有 
6 8/2 Modem Eb/No 低下 Modem Eb/No 低下により不安定な状況が断続的に発生。
Modem 受信レベルは正常。自然復旧 
有 










Ping 疎通 NG 








作業日 作業件名 作業内容 
回線
停止




手順を 57 次隊へ引き継いだ。 
有 
3 1/6 系切り替え作業 インテルサット衛星通信設備の系切り替え作業を実施した。 有 
4 1/8 衛星切り替え作業 Intelsat-904 衛星(東経 60度衛星)の衛星寿命による運用停止に










55 次に引き続き、2台目となる SSPA(SSPA-B)の導入工事を実施した。しかし、昭和基地に持ち込んだ SSPA の初期不良
が発生しており、検査により HPA、SSPA-C の出力と比較すると約 5dB ほどの出力低下が認められた。レベル調整による
運用等も検討したが、最終的には持ち帰り修理を行い再導入する判断となった。 
b） 衛星切り替え 
Intelsat-904 衛星(東経 60 度衛星)の衛星寿命による運用停止に伴い、Intelsat-902 衛星(東経 62 度衛星)への移行作
業を実施した。導入時に昨年 CnC 対応の衛星通信モデム CDM-625 導入以降、受信側信号のモニタが不可となっていたが、
Modem 接続経路の手前 Patch Panel に分配器を導入し、受信信号のモニタを可能な環境とした。今後の回線障害発生時
の切り分け等に有効と思われる。 
5） 太陽雑音 
春季太陽雑音によるインテルサット回線停止・接続品質低下が発生した。山口衛星センター側で 3月 6日～10 日、昭
和基地側で 4 月 9日～14 日に確認した。また秋季は 8月 29 日～9月 3日にかけて昭和基地側で、10 月 4日～8日に山口
衛星センター側で確認した。太陽雑音により最長で 10 分弱の回線停止を伴う場合もあったが、影響が出ない場合もあっ






シェルタ内温度については 2015 年 1 月に 2kW 電気ヒータを室温連動制御(16℃-20℃設定)に変更した為、これにより年
間を通じて室温を一定に維持することができており、温度関連の問題は発生しなかった。 
7） その他 














表Ⅲ.4.7.2-1 56 次隊 LAN 設備障害一覧（2015 年 2 月～2016 年 1 月） 






















4 8/20 SteelHead-Modem 間
のケーブル不良 
国内通信時に途切れ音が発生するとの申告があり、調査中




5 9/26 気象棟 24N 電話機故
障 
原因は落下による AC アダプタ用ジャック部の断線。 








7 10/7 ナカヨ製 IP 電話交



































































8 通年 昭和基地 VLAN 設定
変更 






















IP 電話のみでの運用が安定した為、IP-PBX 交換機を従来の South1 上の asterisk ソフトウェアによる提供からナ
カヨ製 IP-PBX 専用機への移行を実施した。専用機である為、South1 の負荷状況や他の障害から隔離され、より安
定したサービスが提供可能となった。導入後に NIC(Network Interface Card)のハードウェア故障が発生したが、





































b） ネットワーク計画  
現在昭和基地内はグローバル IP アドレスによるネットワーク構築をしているが、度々棟屋間の通信ができない等
の相談があり、調査してみると PC の FireWall 設定等により通信できないという状況であった。IP アドレス有効利
用の為にも今後はプライベート IP アドレスへの移行等を検討した方がトラブルも少なく、効率が良いと考える。ま
た、各セグメントも 24 ビットのサブネットマスクで統一されているため、場所や用途によってはサブネットマスク
を調整して 1 つのセグメントの収容数を調節すれば、より柔軟な収容が可能になると考える。 
 







































 発生日 障害件名 障害内容、対応状況 影響












3 1/12 見晴らし AP ハング 見晴らし AP 操作中に応答無しとなった。電源落とし上げに
よる再起動で復旧。 
有 











































































































b） 管理棟 Bar カウンターの足置き修繕 
床固定用の後施工アンカーボルトが抜けていたため、位置を少しずらし再施工を行った。 
c）  発電棟女子前室の鍵取り付け 
シリンダー錠を取り付けた。57 次では女性が 5名いるためスペアキーが 10 本あるシリンダーに交換予定。 






56 次隊 26 名入居分のロールスクリーンを遮光性の高い物と交換した。程度の良い物は悪いものと入れ替えをお
こなった。 
b)   設営事務室の書類棚作成 
在庫書類の保管用の書棚を作成した。 
c） 地震計室の計器搬入用のスロープの作成 





f) 自然エネルギー棟 オーバースライダーの修繕 
断熱パネル(56 次持ち込み)の取り付けと、自重増加により、巻き上げバネ調整を行った。 
g) 建物安全点検 



























































9） 〔10 月〕 












57 次隊観測部門の為のルート工作と観測支援旅行に 8 日間同行した。 





   発電棟前室に洗面用具等をおけるラックを作成し取り付けをした。 
c） 本格除雪 
   各所本格除雪を開始した。 
d）その他 
   持ち帰り物資用の木枠の作成（観測部門より依頼） 
   ペンギンの個体数調査に同行した（観測部門より依頼） 
アイスオペレーションを行った（共同作業） 













   57 次隊の物資受け入れと､56 次隊の持ち帰り物資の輸送を行った。 
b） 引き継ぎ 



















7 月 2 台 
8 月 10 台 
9 月 2 台とトイレ橇の制作 
10 月 2 台の計 17 台の修繕 













C 棚：衣類等個人装備予備 消耗装備、野外調理器具 














































4.9.2 野外観測支援【SEQ_02】    髙橋 学察 
1） 野外観測支援結果 




2 月 3 日 S17 夏隊持ち帰り輸送支援・S16 車両立ち下げ支援 
2 月 4日 S16・S17 立ち下げ支援（機械） 
2 月 9日 陸上生物アンテナ島土壌モニタリング 
2 月 9日 雪尺観測 北の浦 気象 
2 月 13 日 氷厚調査（漁協） 北の瀬戸 
3 月 20 日 見晴岩ルート工作（完成） 
3 月 21 日 野外安全行動訓練①東オングル島全域 
3 月 24 日 野外安全行動訓練②東オングル島全域 
3 月 25 日 見晴岩ルート整備 
3 月 27 日 雪上車スノーモービル訓練・西オングルルート工作（W04 まで） 
4 月 6日 見晴らし岩～管理棟 PB301 の移送 
4 月 8日 雪上車整備後の確認・橇の引き出し 北の浦海氷上 
4 月 11 日 雪上車スノーモービル訓練・西オングルルート工作（W09 まで） 
4 月 13 日 雪上車スノーモービル訓練・西オングルルート工作（W13 まで） 
4 月 15 日 雪上車スノーモービル訓練・西オングルルート工作（W17 まで） 
4 月 17 日 アンテナ島通信設備の保守・点検（通信） 
4 月 18 日 南極安全講習・とっつきルート工作（T02 まで） 
4 月 20 日 南極安全講習・とっつきルート工作（T05 まで） 
4 月 25 日 西オングルルート工作（完成）・西オングルテレメトリー小屋機器保守・充電 
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4 月 29 日 とっつきルート工作（T18 まで） 
4 月 30 日 とっつきルート工作（完成） 
5 月 8～10 日 とっつき～N10 旅行（複合） 
5 月 15～16 日 西オングル充電旅行（宙空） 
5 月 18 日 向岩ルート工作（完成） 
5 月 19 日 岩島ルート工作（完成）・岩島 LAN 立ち下げ・ラングホブデルート工作（L04 まで） 
5 月 20 日 橇の移動 見晴岩～管理棟（機械） 
5 月 21 日 ラングホブデルート工作（L14 まで） 
5 月 22 日 ラングホブデルート工作（L19 まで）・オングルガルテンルート工作（完成） 
5 月 23 日 魚類調査準備および海水採取 西の浦海氷上（生活） 
5 月 24 日 向岩露岩 GPS 設置とオングル海峡潮位観測 GPS の設置（地圏） 
5 月 27～29 日 西オングル風発メンテナンス （宙空） 
5 月 26 日 橇の移動 見晴岩～管理棟（機械） 
5 月 31 日 SM100S 移動 見晴岩～管理棟（機械） 
6 月 4日 橇の移動 見晴岩～管理棟（機械） 
6 月 6日 西オングルデータ伝送障害復旧（宙空） 
7 月 15 日 西オングル充電旅行（宙空） 
7 月 23 日 橇の移動 北の浦海氷上（機械） 
7 月 24～26 日 S16 オペレーション（機械・野外） 
8 月 2日 橇の移動 北の浦海氷上（機械） 
8 月 3～5日 とっつきクラック調査 
8 月 7～10 日 S16 オペレーション（機械・野外・気水） 
8 月 16 日 ラングホブデルート工作（L40 まで） 
8 月 17 日 ラングホブデルート工作（L61 まで） 
8 月 18 日 弁天・ルンパルート工作 弁天ルート（BT05 まで）ルンパルート （RP11 まで） 
8 月 21～23 日 ラングホブデ旅行 ラングホブデルート（完成）、スカルブスネスルート（SV17 まで） 
8 月 26 日 とっつき車両整備人員送迎（機械） 
8 月 25 日 弁天島ルート工作（BT25 まで） 
8 月 27 日 ルンパルート工作（RP22 まで） 
8 月 30 日 向岩 GPS 観測器の回収（地圏） 
9 月 1～5日 スカルブスネス旅行 スカルブスネスルート（完成） 
9 月 8～12 日 S16～S20 複合旅行・とっつき氷山ルート作成（地圏・気象・機械） 
9 月 13 日 オングルカルベン・まめ島ルートの工作（完成）、ルッカリー掘削予備調査 
9 月 15～18 日 地圏ラングホブデ雪鳥沢宿泊野外旅行（地圏） 
9 月 25 日 弁天島ルート工作（完成） 
9 月 26～28 日 ルッカリー掘削調査 袋浦、水くぐり浦、ルンパ、シガーレン、イットレホブデホルメン 
10 月 6～9日 内陸旅行準備旅行 S16,S17 複合 
10 月 10 日 福島隊員慰霊祭 西オングル島福島ケルン（庶務） 
10 月 15～18 日 スカルブスネスルッカリー掘削調査 スカルブスネス、ネッケルホルマネ 
10 月 20～27 日 内陸部雪尺観測・無人磁力計保守旅行 H68、H128、H180、H224（複合） 
11 月 2 日 橇の回送、道板入れ替え 北の浦海氷（機械） 
11 月 4 日 橇の移動 昭和基地→北の浦（機械） 
11 月 4 日 DROMLAN 滑走路候補地の選定 向岩ルート付近（隊全体） 
11 月 5 日 まめ島ルンパ間ルート工作（完成） 
11 月 7 日 公用氷・私物氷の採取 北の浦海氷（庶務） 
11 月 9～11 日 S16 気水観測・複合オペレーション（気水・機械） 
11 月 12～14 日 ペンギン個体数調査（スカルブスネス鳥の巣湾・ネッケルホルマネ） 
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11 月 15 日 ペンギン個体数調査（ルンパ島・シガーレン） 
11 月 16～17 日 ペンギン個体数調査（ラングホブデ水くぐり浦・袋浦・イットレホブデホルメン） 
11 月 18 日 ペンギン個体数調査（弁天島・オングルカルベン・まめ島） 
11 月 19 日 長頭山登山、塩水採集 (長頭山、ざくろ池、いちじく池)  
11 月 23 日 長頭山登山、塩水採集 (長頭山、ざくろ池)   
11 月 24 日 魚類生息調査 オングル海峡 （生活：漁協） 
11 月 25 日 見晴らし岩周辺の設営作業全般（設営） 
11 月 26 日 魚類生息調査 オングル海峡 （生活：漁協） 
11 月 26 日 見晴らし岩周辺の設営作業全般（設営） 
11 月 28 日 ペンギン営巣数調査（ルンパ島） 
11 月 30 日 ペンギン営巣数調査（水くぐり浦・袋浦） 
12 月 1 日 ペンギン営巣数調査（オングルカルベン・まめ島） 
12 月 2 日 魚類生息調査 オングル海峡 （生活：漁協） 
12 月 10 日 見晴らし岩周辺の設営作業全般 見晴らしルート 設営 
12 月 12 日 しらせ航路エリアの海氷厚測定 ルンパ方面海氷 隊共通 
12 月 13 日 しらせ航路エリアの海氷厚測定 弁天島方面海氷 隊共通 
12 月 13 日 魚類生息調査 オングル海峡 （生活：漁協） 
12 月 18 日 しらせ接岸予定ポイントならびに氷上輸送ルート調査 隊共通 
12 月 20 日 魚類生息調査 オングル海峡 （生活：漁協） 
12 月 24～30 日 H128 中層掘削支援 S16～H１２８（57 次支援：気水） 
2016年 
1 月 2～6日 Ｓ１６・とっつき引継・Ｓ１７滑走路整備（57 次支援：野外・機械） 
1 月 7日 H68 宙空支援（57 次支援：宙空） 
1 月 15 日 DROMLAN 対応 Ｓ１７（57 次支援：隊共通） 
1 月 17 日 LAN インテル岩島無線局引き継ぎ作業（LAN インテル） 
1 月 17 日 海氷行動ならびにルート工作の引継（野外） 
1 月 20 日 アンテナ島およびオングル島内主要箇所の引継（野外） 
1 月 22 日 西オングル島ネットワークカメラの設置調査（57 次支援：LAN インテル） 





信室分計 5 冊に印刷し、いつでも参照できるようにした。ルート GPS データについてはナビセット用３台、レスキュ
ー隊用１台、野外観測支援用 1台、計 5 台のハンディ GPS のデータ更新を行い。すぐ使用できるようにした。 
3） 内陸旅行準備 





12 月 12 日、13 日に「しらせ」航路の氷厚調査を実施した。「しらせ」航路に沿って、弁天島西を通り右島と左島の
間まで、2km 毎に 9 箇所、積雪深と氷厚を測定した。2015 年 4 月のブリザードの影響で弁天島付近から沖の定着氷が
流された影響で、事前に衛星画像で確認されていたとおり弁天島の南約２ｋｍから沖側は氷厚１ｍ前後の 1 年氷帯と
なっていた。それより南の定着氷部分の海氷厚は 3.3～5.5ｍであった。また 55 次牛尾越冬隊長の意見を参考に弁天
島南側で例年航路から北側と南側にそれぞれ２km 離れた航路候補地についてもそれぞれ 2ｋｍごと 3 箇所調査を実施


















b） 56 次隊レスキュー指針を元に、レスキュー体制を整えた。 




















第1回 3月21日 12名＋高橋（FA）、三浦越冬隊長 








3月27日 西オングルルート工作 講師（高橋、三浦、大平） 参加者（田村、重松、押木、濱谷内） 
4月10日 西オングルルート工作 講師（高橋、三浦、大平） 参加者（仰木、矢頭、森脇、馬場） 
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4月13日 西オングルルート工作 講師（高橋、三浦、大平） 参加者（戸田、後藤、藤澤、西） 
4月15日 西オングルルート工作 講師（高橋、三浦、大平） 参加者（及川、浅野智一、佐藤、三津山） 
4月18日 とっつきルート工作  講師（高橋、三浦、大平） 参加者（萩谷、松下、浅野良子、高木） 




































































7 医療 救命講習 実技 及川










































 5） レスキュー訓練 































事故現場までの移動に必須となる GPS の使用方法とナビゲーション方法の習得を目的とした。 
対象：レスキュー要員 A（ナビゲーション対応：萩谷、仰木、西、三津山、松下、馬場）を含む 10 名 
実施日 7月 17 日 
















エイトノット　(単体・支点） ◎ ○ ○ ✔ ✔ ✔
ダブルフィッシャーマンズノット　 ◎ ○ ○ ✔ ✔ ✔
巻き結び（インクノット）　(単体・支点） ◎ ○ ○ ✔ ✔ ✔
もやい結び（マストノット)(身体・支点） ◎ ○ ○ ✔ ✔ ✔
巻結び（プルージック、クレムヘイスト、マッシャ）　 ◎ ○ ○ ✔ ✔ ✔
ロープの種類、使用用途、確認方法 ◎ ○ ○ ✔ ✔ ✔
ロープの巻き方 ◎ ○ ○ ✔ ✔ ✔
簡易搬送 ザイル利用、ザック利用、シート搬送 ◎ ○ ○ ○ ✔ ✔
シットハーネスの装着・使用方法 ◎ ○ ○ ○ ✔ ✔
チェストハーネスの装着・使用方法　 ◎ ○ ○ ○ ✔ ✔
スリングの種類と使い分け ◎ ○ ○ ○ ✔ ✔
カラビナの種類と使い分け ◎ ○ ○ ○ ✔ ✔
ディッセンダー/確保器（エイト環・グリグリ） ◎ ○ ○ ○ ✔ ✔
アッセンダー（ユマール、アセンション） ◎ ○ ○ ○ ✔ ✔
プーリー・制動付きプーリー（プロトラクション・ミニトラクション） ◎ ○ ○ ○ ○ ✔
ピッケル・バイルの使用方法 ◎ ○ ○ 説明 ○ ✔
出動時の共同装備について ◎ ○ ○ ○ ○ ✔
レスキュー支点のとり方 ｱｲｽｽｸﾘｭｰ/ｽﾉｰﾊﾞｰ/ジャンピングの利用・ロープ固定 ◎ ○ ○ 説明 ○ ✔
確保技術 エイト環、グリグリ、ムンターヒッチ（半マスト） ◎ ○ ○ ○ ○ ✔
フィックスロープ フィックスロープの張り方・通過方法 ◎ ○ ○ ○ ○ ✔
懸垂下降 エイト環・グリグリ利用 ◎ ○ ○ ○ ○ ✔
ブルージック ◎ ○ ○ ○ ○ ✔
ユマール＋フットループ、グリグリ＋フットループ ◎ ○ ○ ○ ○ ✔
1/2・1/3引き上げシステムの作成 ◎ ○ ○ ○ ○ ✔
ハーネスによる引き上げ ◎ ○ ○ ○ ○ ✔
1/5引き上げシステム ◎ ○ △ ○ ✔
レスキュープレート・スイベル ◎ ○ △ ○ ✔
担架引き上げ ◎ ○ △ ○ ✔
レスキューウィンチ ◎ ○ △ ○ ✔
ナビゲーション 事故現場までのナビゲーション技術（GPSの使用） ◎ ○ △ ○ ✔



































内美化にも貢献することができた。また本格除雪終盤の 12 月中旬に、標識旗と青旗の交換と再整備を行い 57 次隊到









4.10 庶務・情報発信  








表Ⅲ.4.10.1-1  国内連携業務項目 













































































































































































































































































日時 採取場所 実績 参加者 車両 備考 














































表Ⅲ.4.10.4-1 極地研究所ホームページ「昭和基地 NOW!!」記事 
№ 題   名 執筆 
1 越冬交代式 浅野 
2 越冬成立式・福島ケルン慰霊祭 浅野 
3 ひなまつり 浅野 
4 ブリザードの日には･･･ 浅野 
5 大切な安全講習（前編） 浅野 
6 大切な安全講習（後編） 浅野 
7 こどもの日 浅野 
8 クルマをしまいました 浅野 
9 医務室訪問 浅野 
10 無線ケーブルの修理補修 浅野 
11 きょうは何の日？ 浅野 
12 極夜の始まり 浅野 
13 レスキュー訓練 浅野 
14 ミッドウィンターフェスティバル！ 浅野 
15 使用した水はどうしているの 浅野 
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16 おいしい野菜が育ちました 浅野 
17 美しい雲 浅野 
18 れいめい 10 周年 浅野 
19 オーロラ 浅野 
20 当直 浅野 
21 オゾンゾンデ 浅野 
22 お風呂掃除 浅野 
23 9 月の月と太陽 浅野 
24 見慣れた光景 浅野 
25 福島隊員慰霊祭 浅野 
26 基地内の修繕 浅野 
27 休日のお楽しみ 浅野 
28 ペンギンが遊びに来ました 浅野 
29 電場センサー補修 浅野 
30 アイスオペレーション 浅野 
31 毎日必ず確認します 浅野 
32 ペンギンセンサス 浅野 
33 プロに教わる料理教室 浅野 
34 昭和通信 浅野 
35 思いがけないプレゼント 浅野 
36 白夜入り 浅野 
37 航空機が昭和基地に着陸 浅野 
38 新たな試み 浅野 
39 VLBI～遥か宇宙からの電波で地球や南極の動きを探る～ 浅野 
40 本格除雪、始まっています 浅野 
41 57 次隊が日本を出発しました 浅野 
42 準備 OK！ 浅野 
43 きょうもおいしくいただきます（その 1） 浅野 
44 きょうもおいしくいただきます（その 2） 浅野 
45 PANSY 浅野 
46 第一便としらせ接岸 浅野 
47 衛星切替作業と引き継ぎの様子 浅野 
48 130kl 水槽清掃 浅野 







取材依頼元 名  称 内容 取材日 対応者
JFN ラジオ 「ON THE PLANET」 電話交信 2015 年 4 月 8 日 大平 
JFN ラジオ 「ON THE PLANET」 電話交信 2015 年 9 月 24 日 大平 
















表Ⅲ.4.10.4-4 TV 会議システムを用いた情報発信（南極教室等）の実施一覧 





























紋別市民会館 08：15 09：20 協力イベント 
西 
RKB 毎日放送 「開店！ウメ子食堂」 電話交信 2016 年 1 月 1 日 後藤 





2015 年 2 月～ 





2015 年 2 月～







2015 年 3 月～ 








2015 年 4 月～ 
2016 年 1 月 
藤澤 
株式会社小学館 「読売 KODOMO 新聞」 紙 2015 年 9 月 浅野 












































































































































































































兵庫県立農業高校 09：30 10：15 簡易版 
10 14 水 
南極教室
本番 


























仙台市立芦口小学校 07：30 08：15 簡易版 
 







氷上輸送・持ち帰り空輸の打ち合わせを 1月 4 日 9：30 から 1時間程度、しらせ観測隊公室で実施。参加者は 56
次三浦隊長、加藤設営主任、浅野、57 次門倉隊長、樋口越冬隊長、古見設営主任、千葉輸送担当、加藤越冬庶務、
菅澤夏庶務、しらせ運用科、補給科、飛行科。氷上輸送の体制は表Ⅲ.4.10.5-1 のとおり。PB300 は 20ft 橇を、SM60
および SM65 は 12ft 橇を牽引。しらせ側の千葉隊員との連絡は、日中は IP 電話およびメールにて、夜間（コンテ
ナヤード・しらせ間）は UHF4ch を利用。 
 
表Ⅲ.4.10.5-1 氷上輸送体制および持ち帰り便数 
       日 時 












現場指揮 加藤 ― 
連絡・調整・物資確認 浅野良、加藤香（57 次） 浅野良 
16t ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 森脇 ― 
35t ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 小林（57 次） ― 
玉掛け（ｽﾃｰｼﾞ側） 浅野智、濵谷内、萩谷 他 57 次 ― 
玉掛け（ｺﾝﾃﾅﾔｰﾄﾞ側） 重松、後藤、早河、濱野 他 57 次 浅野智 
大型ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ（2 台） 高木、大平 高木 
ｺﾝﾃﾅﾄﾗｯｸ 仰木 加藤、森脇 
雪上車（PB300） 伊藤（57 次） 









連絡・調整 千葉（57 次）、菅澤（57 次） 
荷受全般 しらせ運用科 
荷受検数 しらせ補給科 
 持ち帰り便数 14 便 22 便 7 便 
※昭和基地側の作業前ミーティングは各日の氷上輸送開始前に実施した。 
※02:00～02：30 頃に夜食を兼ねた休憩を行った。（夜食はしらせから提供を受ける。） 
※1月 4日に送り込んだ 35t ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝを 5 日に組み上げ、6日から使用開始。 
 
b） 持ち帰り氷上輸送に伴う全体作業等 
 ア） 私物の搬出 
持ち帰り私物用 12ft コンテナ（2台）を気象棟前に設置（12 月 18 日～1 月 2日）。各自でコンテナに搬入した。
なお、これらのコンテナは 1月 2日にコンテナヤードに移動し、しらせに搬出した。 
 イ） 公用氷の搬出 




 ウ） プロパンガスカードル  
1 月 7 日～8日の氷上輸送において、57 次持ち込みの同品が昭和基地に搬入されたことに伴い、1月 7日深夜か
ら設備隊員を中心に入れ替え作業を実施。実施後、1 月 8 日にコンテナヤードに移動し、同日夜からの氷上輸送
でしらせに搬出した。 
c） その他 

































※2月 8日の持ち帰り便数は 57 次夏物資も含まれる。なお、このうち 56 次物資はシリンダー、中ダンボール。 
 b） 一般物資の搬出 
原則、各部門で責任を持って A ヘリポートまで運ぶこととしたが、スチコンなど重量物は全体作業日を数日間定
め、機械隊が中心となり各棟から回収作業を行なった。そのほか、冷蔵・冷凍品は第一夏期隊員宿舎横に設置され








私物は持ち帰り空輸では搬出しなかった。2 月 1 日越冬交代式後のしらせヘリ第 1 便と翌便の 2 回に分けて、私
物ダンボールや私物トランクケース等を持ち帰った。氷上輸送 12ft に私物を搬入した後は、隊員はしらせ船室持込






     日 時 
 
















現場指揮 加藤 加藤香 
（57 次） 連絡・調整・物資確認 浅野良、加藤香（57 次） 
大型ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 浅野智、高木 ― 
ｸﾛｰﾗｰﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 重松 ― 
ｺﾝﾃﾅﾄﾗｯｸ 濵谷内、三津山 ― 













通信ワッチ しらせオペレーション室（57 次隊員） 
 持ち帰り便数 14 便 33 便 20 便 5 便 
部門 



















気象 K4   81 27909 71.07 81 27909 71.07
-271-
−401−








宙空圏（一般研究） K10   4 670 4.32 4 670 4.32
気水圏（一般研究） K11   4 212 0.32 4 212 0.32
気水圏（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ） K17   76 3889 10.80 76 3889 10.80
地圏（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ） K18   15 780 3.96 15 780 3.96
PANSY K21   1 240 1.42 1 240 1.42
機械 M 9 5985 22.08 10 2039 7.12 19 8024 29.20
燃料 Ｎ   20 5220 31.33 20 5220 31.33
通信 R 1 162 0.64 1 350 1.42 2 512 2.06
医療 I   7 127 0.35 7 127 0.35
環境保全（一般物資） 
D 
  4 81 0.27 4 81 0.27
環境保全（廃棄物） 61 171880 1020.38 94 52848 80.89 155 224728 1101.27
LAN L   3 680 4.26 3 680 4.26
装備 E   1 7 0.07 1 7 0.07
公用品 O 10 33000 217.90 71 35936 100.66 81 68936 907.26
総計 81 211027 1261.00 392 130988 318.26 473 342015 157926




















中ダンボール 100 1500 6.00 107 1605 6.42 207 3105 12.42
小ダンボール 27 270 0.81 14 140 0.42 41 410 1.23
ダンボール 
（定形外） 
14 210 1.12 4 60 0.28 18 270 1.40
専用ケース 15 150 1.20 11 110 0.88 26 260 2.08
バッグ 3 30 0.21 1 10 0.06 4 40 0.27
スーツケース 19 342 1.33 1 18 0.07 20 360 1.40































b) 設備周辺の除雪  
無理に施設直近まで重機で行なう事は極力避け、ある程度は人海戦術が必要となる。ただし、設備維持を
第 1 とし無用な除雪は行なわず砂撒きによる融解を考慮する。 






































5.5 隊員・同行者への事後アンケート調査（越冬隊）【SM_09】           三浦 英樹 
帰路の船内で、観測隊の運営において問題となる点や改善意見を事後アンケートとして取りまとめた。 
 



















  柱１ 柱２ 柱３ 柱４ 柱５ 柱６ 
2006.1 竣工時 0 -55 31       
2007.1 47 次 0 -4 12 10 9 15
2008.2 49 次 0 -13 -50 -78 -84 -50
2009.11 50 次 0 -10 -60 -100 -100 -60
2010.8.26 51 次 0 -5 -65 -100 -100 -65
2010.12.5 51 次 0 -1 -63 -100 -99 -64
2011.9.1 52 次 0 -10 -80 -130 -120 -70
2012.9.12 53 次 0 -15 -80 -110 -100 -70
2013.8.22 54 次 0 -15 -85 -145 -120 -85
2014.9.2 55 次 0 -20 -92 -100 -116 -86
-275-
−405−




柱１ 柱２ 柱３ 柱４ 柱５ 柱６ 
Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ 
2009.11 50 次 -9 -3 -7 -3 -14 0 -15 1 -19 1 -15 -1
2010.8.26 51 次 -15 10 -10 0 -5 0 -25 0 -20 0 -10 0
2010.12.5 51 次 -16 0 -10 6 -15 0 -14 0 -15 0 -14 0
2011.9.1 52 次 -6 0 -4 2 -6 3 0  0 -5 0
2012.9.12 53 次 -10 -2 -10 2 -15 3 -18 1 -17 -3 -12 -2
2013.8.22 54 次 -25 -10 -20 -5 -20 -10 -35 -15 -30 -5 -20 -5
2014.9.2 55 次 -30 -10 -10 0 -35 0 -45 0 -40 -10 -40 -10







  柱１ 柱２ 柱３ 柱４ 柱５ 柱６ 
2009.11 50 次     5,670      5,440     5,970     5,740     5,700      6,030 
2010.8.26 51 次     5,700      4,970     5,525     5,600     5,250      5,550 
2010.12.5 51 次     5,306      4,885     5,413     5,261     5,347      5,712 
2011.9.1 52 次     4,660      5,040     4,315     4,310     4,850      4,350 
2012.9.12 53 次     4,400      4,430     4,640     4,450     3,930      4,220 
2013.8.22 54 次     3,900      3,650     4,100     3,860     3,230      3,640 
2014.9.2 55 次     4,060      3,470     4,310     3,740     2,760      3,560 






5.7 DROMLAN 対応                                    三浦 英樹 
以下の４回のフライトに対応した。 
2015 年11月18日（水） 
 BT-67（MIA C-GEAJ）<M（RAE-1）> 
 09:45 昭和基地着（ノボ基地から） 
 10:32    昭和基地発（プログレス基地へ） 
 JET A-1給油量 ドラム缶6本 
2015 年11月19日（木） 
 BT-67（LIDIA C-GEAI）<（NCAOR-2）> 
 23:05 昭和基地着（ノボ基地から） 
 24:00    昭和基地発（プログレス基地へ） 
 JET A-1給油量 ドラム缶10本 
2015 年11月23日（月） 
 BT-67（MIA C-GEAJ）<M（NCAOR）> 
 11:07 昭和基地着（ノボ基地から） 
 11:57    昭和基地発（プログレス基地へ） 
 JET A-1給油量 ドラム缶6本 
2016年1月15日（金） 
 BT-67 (MIA C-GEAJ) <M(NCAOR-21)> flight 
 12:54  S17到着（プログレス基地から） 
 13:20     S17離陸（ノボ基地へ） 
 JET A-1給油量 ドラム缶2本 
また、上記バスラー機から、CAT ブルドーザー部品を受け取り、観測隊ヘリによって昭和基地へ移送した。 
 


















6.  委託課題 
6.1 第 11 回中高生南極北極科学コンテスト南極科学賞課題の現地実験【AAC_01】 三浦 英樹 
課題名「空の色と天気・気温・季節の関係」について、気水圏モニタリングの松下隊員によって、これまで取




7. 野外行動      












けの実施となった。内陸は既存ルートを正確にたどることに努め、旗竿整備や GPS 測位を更新した。10 月 20-27
日の H224 内陸旅行では、H224 までの標識旗とドラム缶のメンテナンスとルート方位表の更新を行なった。 
しらせ関連のルート工作は 12 月 12～13 日の航路氷厚調査と接岸ポイントの調査と輸送ルートを作成した。 




ルート名 工作開始日 工作完了日 工作日数 ポイント数
ルート長
（ｋｍ） 備考
見晴らし岩 3月20日 3月20日 1 7 1.2
西オングル 3月27日 4月25日 5 21 4.6 ルート工作訓練日数を含む
とっつき 4月18日 4月30日 4 34 14.8 ルート工作訓練日数を含む　M06から分岐
向岩 5月18日 5月18日 1 18 6.0 M06まで見晴らし岩ルートと共通
岩島 5月19日 5月19日 1 2 0.2 とっつきT05から分岐
ラングホブデ 5月19日 8月21日 5 72 34.9 極夜前はL19まで
オングルガルテン 5月22日 5月22日 1 2 0.7 ラングL15から分岐
S16/S17航空拠点 8月7日 8月8日 2 62 19.3
ルンパルート 8月18日 11月5日 5 59 34.3 弁天BT05から分岐、ラングL50に合流
弁天島 8月18日 9月25日 3 28 12.3 西オングルW13から分岐
スカルブスネス 8月22日 9月3日 3 49 24.5 ラングホブデL61から分岐
スカーレン方面ルート 9月4日 1 17 9.5 スカルSV31より分岐、SK17で終了
とつつき氷山ルート 9月6日 9月8日 2 11 1.1 クラック回避のためのルート変更
まめ島 9月13日 9月13日 1 2 0.8 ルンパRP03から分岐
オングルカルベン 9月13日 9月13日 1 1 0.5 弁天BT08から分岐
ハムナ氷爆 9月17日 9月17日 1 7 3.5 ラングホブデL67から分岐
水くぐり浦 9月26日 9月26日 1 1 0.4 ラングL46から分岐
袋浦 9月26日 9月26日 2 2 0.8 ラングL50から分岐
ネッケルホルマネ 10月16日 10月16日 1 9 4.8 スカーレンSK05より分岐
H224内陸ルート 10月21日 10月23日 3 66 130.3
氷上輸送ルート 12月18日 1月2日 4 18 2.3
48 488 306.8合計  
-281-
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図Ⅲ.7.1-1 JARE56 全ルート図 
 
 











ていた幅約２m 深さ約 5ｍのクレバスが完全に雪で埋められたこと。SM100S の超壕性能であれば本ルート上
のクレバスは通過可能であったため開通させることができた。この通称「とっつき氷山ルート」は SM100 よ
り超壕性能の低い SM60、SM40 も問題なく通行できることを確認し、道板も不要であったため、その後の輸












7.2 野外行動一覧（日帰り） 髙橋 学察 
56 次越冬期間中の日帰り野外行動を表Ⅲ.7.2-1 野外行動一覧（日帰り）に示す。 
 
表Ⅲ.7.2-1 野外行動一覧（日帰り） 
日程 申請者 部門 行動名称 目的地・ルート 参加者 使用車輛など 
2 月 2 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 押木、萩谷 徒歩 




S16,S17 大平、戸田、高橋 ヘリオペ 




2 月 9 日 高橋学察 野外 
陸上生物アンテナ島モニ
タリング 
アンテナ島 高橋、辻本（56 次夏隊） 徒歩 
2 月 9 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 押木、高橋 徒歩 
2 月 13 日 高橋学察 野外 氷厚調査（漁協） 北の瀬戸 高橋、松下 
スノーモービル×
２ 
2 月 16 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 押木、馬場 徒歩 
2 月 25 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 押木、馬場 徒歩 
3 月 2 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 矢頭、押木 徒歩 
3 月 11 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 矢頭、押木 徒歩 
3 月 16 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 矢頭、西 徒歩 
3 月 20 日 高橋学察 野外 見晴岩ルート工作 北の浦 三浦、高橋、大平 
スノーモービル×
２ 
3 月 23 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 馬場、萩谷 徒歩 
3 月 23 日 大平 正 車両 燃料搭載橇の移送 北の浦 大平、及川 SM412 














3 月 30 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 萩谷、西 徒歩 






4 月 6 日 戸田 仁 通信 
通信・ＬＡＮ設備の保守点
検 
アンテナ島 戸田、田村 徒歩 
4 月 6 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 萩谷、馬場 徒歩 
4 月 8 日 大平 正 車両 
雪上車整備後の確認・橇の
引き出し 
北の浦海氷上 大平、高橋 SM601 
4 月 8 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田 徒歩 









4 月 13 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 馬場、萩谷、三津山 徒歩 


















4 月 17 日 戸田 仁 通信 
アンテナ島通信設備の保
守・点検 
アンテナ島 戸田、加藤、高橋 徒歩 


















4 月 20 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 矢頭、押木 徒歩 
4 月 25 日 早河秀章 地圏 
西の浦 GPS ブイの設置・回
収 
西の浦海氷上 早河、及川、松下 徒歩 













4 月 29 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田 徒歩 
4 月 29 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 萩谷、矢頭 徒歩 
5 月 3 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田 徒歩 
5 月 4 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 矢頭、馬場 徒歩 
5 月 8 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田 徒歩 
5 月 11 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 押木、矢頭 徒歩 




5 月 13 日 大平 正 機械 北の浦２ｔそり回収 北の浦 加藤、森脇 SM652 








5 月 18 日 高橋学察 野外 向岩ルート工作 向岩 高橋、大平 
スノーモービル、
SM302 
5 月 18 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 西、萩谷 徒歩 
-284-
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5 月 19 日 早河秀章 地圏 
西の浦海氷上 GPS ブイの
保守(設置・回収) 
西の浦海氷上 早河、後藤、松下 徒歩 


















5 月 21 日 加藤直樹 通信 
夢の掛け橋ケーブル補修
作業 
アンテナ島 戸田、加藤、浅野智一 徒歩 




























5 月 23 日 戸田 仁 通信 
夢の掛け橋ケーブル補修
作業 
アンテナ島 戸田、加藤、浅野智一 徒歩 
















5 月 25 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦 矢頭、西 徒歩 
5 月 26 日 早河秀章 地圏 
北の浦への潮位観測装置
の設置 
北の浦 早河、押木、馬場 徒歩 


























6 月 15 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 海氷上 馬場、押木 徒歩 
-285-
−415−
6 月 22 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 海氷上 萩谷、馬場 徒歩 
6 月 24 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田 徒歩 
6 月 29 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 海氷上 押木、矢頭 徒歩 
6 月 29 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田、加藤 徒歩 
7 月 2 日 大平 正 機械 2ｔ橇状況確認、移動 北の浦 大平、浅野智一 SM651 
7 月 2 日 大平 正 機械 2ｔ橇状況確認、移動 北の浦 加藤、佐藤、森脇 SM651 
7 月 3 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田 徒歩 
7 月 9 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 押木、矢頭 徒歩 
7 月 10 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田 徒歩 
7 月 14 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 矢頭、西 徒歩 
7 月 15 日 仰木 宙空 西オングル充電旅行 西オングル島 仰木、高橋、西、森脇 SM414 
7 月 20 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 押木、矢頭 徒歩 
7 月 20 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田 徒歩 
7 月 20 日 早河秀章 地圏 
北の浦への潮位観測装置
の保守 
北の浦海氷上 早河、押木、矢頭 徒歩 
7 月 23 日 大平 正 機械 橇の移動 北の浦海氷上 大平、高橋、加藤、仰木 SM651 
7 月 26 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 萩谷、押木 徒歩 
8 月 2 日 大平 正 機械 橇の移動 北の浦海氷上 大平、高橋 SM651 
8 月 4 日 早河秀章 地圏 
北の浦への潮位観測装置
の保守 
北の浦 早河、矢頭、馬場 徒歩 
8 月 4 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 矢頭、馬場 徒歩 
8 月 6 日 大平 正 機械 橇の移動 北の浦海氷上 大平、佐藤 SM651 SM412 
8 月 11 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 西、馬場、早河 徒歩 
8 月 15 日 大平 正 機械 橇の移動 北の浦海氷上 大平、加藤、佐藤 SM651 




8 月 17 日 高橋学察 野外 ラングホブデルート工作 ラングホブデ 高橋、大平、田村、仰木 SM302、SM415 
8 月 17 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 西、萩谷 徒歩 
8 月 18 日 高橋学察 野外 ルンパルート工作 ルンパルート 高橋、松下、萩谷 SM302、SM415 
8 月 19 日 大平 正 機械 雪上車訓練 北の浦海氷上 大平、佐藤、後藤、馬場 SM415 
8 月 21 日 大平 正 機械 橇の移動 北の浦海氷上 加藤、高木 SM651、SM601 









8 月 23 日 大平 正 機械 橇の移動 北の浦海氷上 加藤、大平 SM651,SM415  
8 月 24 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 馬場、押木 徒歩 
8 月 25 日 高橋学察 野外 弁天島ルート工作 弁天ルート 高橋、萩谷、重松 SM302、SM415 
8 月 27 日 高橋学察 野外 ルンパルート工作 ルンパルート 高橋、松下、萩谷 SM302、SM415 




8 月 30 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田、及川 徒歩 
8 月 30 日 佐藤裕之 機械 橇の移動 北の浦海氷上 佐藤、田村 SM651 
8 月 31 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 萩谷、馬場 徒歩 
8 月 31 日 
三津山和
朗 
宙空 西オングル施設調査  西オングル 三津山、藤澤、及川 SM302 
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8 月 31 日 佐藤裕之 機械 
北の浦海氷の整地、橇の移
動 
北の浦海氷上 加藤、佐藤 PB300、SM651 






加藤、重松 PB301  
9 月 3 日 大平 正 機械 
橇牽引試験準備、SM100S
単車走行 
北の浦海氷上 大平、仰木 SM117  





加藤、高木 PB301  






9 月 6 日 大平 正 機械 SM412 の給油、橇列の確認 北の浦海氷上 大平、佐藤 SM412 
9 月 7 日 大平 正 機械 橇の移動 北の浦海氷上 加藤、佐藤 SM601 
9 月 8 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 押木、馬場 徒歩 













9 月 16 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 矢頭、西 徒歩 
9 月 16 日 大平 正 機械 橇の移動 北の浦海氷上 大平、佐藤 SM652 
9 月 18 日 大平 正 機械 橇の移動 北の浦海氷上 大平、佐藤 SM652 










9 月 21 日 早河秀章 地圏 地圏 GPS 観測 北の浦海氷上 早河、矢頭、佐藤 徒歩 
9 月 21 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 矢頭、佐藤、早河 徒歩 
9 月 22 日 佐藤裕之 機械 北の浦海氷上の確認 北の浦海氷上 高木、佐藤 SM601 
9 月 25 日 高橋学察 野外 弁天島ルート工作 弁天ルート 高橋、早河、田村、重松 SM302、SM415 
9 月 28 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 押木、藤澤 徒歩 
9 月 29 日 大平 正 機械 見晴らし雪上車点検 北の浦海氷上 大平、戸田 SM601 
9 月 30 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田 徒歩 
10 月 5 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 海氷上 西、矢頭 徒歩 







10 月 5 日 大平 正 機械 橇の移動 北の浦海氷上 加藤、他 1 名 SM601 










10 月 9 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田 徒歩 
10 月 10
日 




























佐藤裕之 機械 北の浦の装備確認 北の浦海氷上 佐藤、戸田 SM304 
10 月 12
日 






































大平 正 機械 橇の移動 北の浦海氷上 加藤、大平 SM652 
10 月 19
日 














































イベント開催場所選定  北の浦海氷上 佐藤、馬場、藤澤 徒歩 
10 月 23
日 
















押木徳明 気象 雪尺観測のため 海氷上 押木、早河 徒歩 




11 月 2 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 押木、戸田 徒歩 




11 月 2 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守・点検 アンテナ島 戸田 徒歩 
11 月 3 日 大平 正 機械 目的：橇の回送 
見晴らし岩方
面 →基地側 
大平、及川 SM651  































11 月 6 日 大平 正 機械 DROMLAN 滑走路整備 
向岩ルート付
近滑走路 
田村、大平 PB301、SM652  
















11 月 8 日 田村勝義 機械 DROMLAN 滑走路整備 
向岩ルート付
近滑走路 
田村 PB301  
11 月 9 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 馬場、矢頭 徒歩 
11 月 11
日 








佐藤裕之 機械 DROMLAN 滑走路整備 
向岩ルート付
近滑走路 













佐藤裕之 機械 DROMLAN 滑走路整備 
向岩ルート付
近滑走路 















押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 萩谷、西 徒歩 
11 月 17
日 




11 月 18 三浦英樹 機械 DROMLAN 対応・給油作業 向岩ルート付 三浦、加藤、大平 スノーモービル×
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戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田 徒歩 
11 月 19
日 


















































































押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 押木、萩谷 徒歩 
11 月 24
日 














































































































戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田 徒歩 



































































12 月 7 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 矢頭、西 徒歩 









12 月 7 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田 徒歩 
















































































































































押木徳明 気象 雪尺観測のため 北の浦海氷上 西、萩谷 徒歩 
12 月 21
日 








































































1 月 4 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 海氷上 馬場、押木、早河 徒歩 











1 月 4 日 早河秀章 地圏 
北の浦の GPS 潮位観測装
置の保守 
北の浦海氷上 早河、押木、馬場 徒歩 















1 月 15 日 57 次隊 
隊共
通 
DROMLAN 対応 Ｓ１７ 高橋、57 次森川 ヘリオペ 








1 月 17 日 戸田 仁 通信 通信設備の保守点検 アンテナ島 戸田 徒歩 
1 月 17 日 高橋学察 野外 
海氷行動ならびにルート
工作の引継  
岩島方面海氷 高橋、57 次水谷 
スノーモービル×
２ 
1 月 18 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 海氷上 押木、萩谷 徒歩 








高橋、57 次水谷 徒歩 




西オングル ５７次友松、田村、高橋 ヘリオペ 





海水のサンプリング 北の浦海氷 重松、高橋、57 次岩月 
スノーモービル×
２  















1 月 25 日 押木徳明 気象 雪尺観測のため 海氷上 押木、馬場 徒歩 





西オングル島 戸田、及川 徒歩 
-293-
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 7.3 野外行動一覧（宿泊） 髙橋 学察 
56 次越冬期間中の宿泊野外行動を表Ⅲ.7.3-1 野外行動一覧（宿泊）に示す。 
 
表Ⅲ.7.3-1 野外行動一覧（宿泊） 
日程 申請者 部門 行動名称 目的地・ルート 参加者 使用車輛等
5 月 8 日～ 
5 月 10 日 






5 月 15 日～ 
5 月 16 日 




5 月 27 日～ 








7 月 21 日～ 
7 月 22 日 




7 月 24 日～ 
7 月 26 日 
大平 正  
機械 
野外 






8 月 3 日～ 
8 月 5 日 





8 月 7 日～ 
8 月 10 日 






8 月 21 日～ 












8 月 24 日～ 
8 月 28 日 






9 月 1 日～ 
9 月 5 日 





9 月 8 日～ 











9 月 15 日～ 










9 月 20 日～ 
9 月 22 日 
大平 正  
機械 
気象 






9 月 26 日～ 















9 月 28 日～ 三浦英樹 重点 ペンギンルッカリー掘削 袋浦、水くぐり 三浦、佐藤、後藤、西 SM304、
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月 9 日 






10 月 15 日～












10 月 20 日～ 











11 月 3 日～ 









11 月 9 日～ 
11 月 11 日 









11 月 12 日～










11 月 16 日～ 














12 月 24 日～
12 月 30 日 







12 月 26 日～ 
12 月 27 日 







12 月 26 日～ 
12 月 29 日 




1 月 2 日～ 














1 月 13 日～ 










1 月 15 日～ 
１月 17 日 




1 月 21 日～ 
１月 22 日 




1 月 21 日～ 
１月 25 日 






7.4 野外行動報告 髙橋 学察 
56 次隊では、「2.2.7 野外行動における安全指針」に示すエリア外の行動を野外行動とした。越冬期間中に


















10 月の内陸旅行については、56 次越冬隊の 26 名体制では実施しないという選択肢もあったが、将来の内陸
観測に向けて経験者を育成するため、短期間であっても実施することとした。派遣できる人数は６名。出発時
期は重点研究テーマであるペンギンルッカリーの掘削調査が完了する 10 月 20 日以降。かつ次の 11 月中旬のペ
ンギン生息数調査に影響のでない期間であること。また医師 1 名体制では医療隊員が同行できないこと、内陸
へのレスキュー体制の問題、準備のための燃料輸送を頻回行えないこと・・・様々な課題を考慮した結果、目








7.5 内陸旅行報告(2015年10月)  髙橋 学察 
 
1. 概要                                                     
計画：10 月 20 日～31 日(行動 8 日・停滞予備 4 日を含め計 12 日間)  
実施：10 月 20 日～27 日(行動 8 日間)の日程で H224 を往復。                            








観測での成果は、気水圏の 2km 毎の雪尺観測と 10km 毎の積雪サンプリング、36 本雪尺網観測を実施。宙空
圏の無人磁力計保守は往路に外観の目視点検と測器の上の積雪深測定、復路に機器の動作状況の確認とデータ
CF カードの交換を実施。帰路に地圏の氷河 GPS 観測装置の回収を行った。 
その他の成果としては行動中に雪上車の牽引試験を行い。今度の内陸での輸送に向けた雪面と牽引能力の関
係についての検証データを取得した。 
気象観測は、1 日 3 回（朝、昼、夜）気象隊員によって行なわれた。最低気温は-34.2℃(10 月 23 日 06:10、
H179)であった。全旅行期間中、天候はおおむね晴れで、天候悪化による停滞もなかった。 
 
2. 目的                                                    
宙空圏研究観測、気水圏モニタリング観測、定常気象観測、ルート整備、雪上車試験 
2-1.観測内容 
Ⅰ．宙空圏  無人磁力計保守（Ｈ６８：データ回収） 
Ⅱ．気水圏 雪のサンプリング（Ｓ１６－H２２４ １０ｋｍ毎） 
   ルート上の雪尺測定（Ｓ１６－H２２４、２ｋｍ毎）、GPS 測定(各点) 
   ３６本雪尺網観測（Ｓ１６、Ｈ６８、Ｈ１８０）、GPS 測定（各所 4 点） 






                          
3. 参加メンバー（リーダーを先頭に、全員の氏名及び役割分担）                       
高橋 学察：リーダー・野外観測支援・医療・装備 










車両 人 員 役 割 牽 引 橇 




SM115S 森脇 矢頭 気象・観測 ３台 南軽 3 台 
SM117S 大平  仰木 雪上車試験・観測 １台 機械モジュール 1 台 









5. 行動 記録 2013 年 10 月 20 日（火） ～ 10 月 27 日（月） [行動 7.5 日・休養 0.5 日]          
 日付 行動記録 
1 10/20 
昭和基地(08:20)-とっつき岬(10:30) -昼食（11:50-12:15）‐とっつき岬出発
(13:40)-S16(16:00)-作業終了(19:30) -定時交信(20:00) -夕食(20:30)-就寝(22:00)  
とっつき岬着後、SM115S/SM116S 立ち上げ・荷物積み込み、橇編成 



























地圏 GPS 回収・昼食(12:30-12:50) –S18・地圏 GPS 回収(13:02)-S17・給油・航空拠点資材整理
(13:30)-S16(15:30)-夕食(19:10)-定時交信(20:00)-就寝(22:00) 






表Ⅲ.7.5-2 H224 往復旅行行動記録 











10/20 1 昭和基地 08:20 S16 16:00 33.00 80 72 0  S16 燃料橇から給油 
10/21 2 S16 08:45 H68 17:50 47.70 165 185 191  
10/22 3 H68 08:05 H179 17：00 56.55 165 185 202  
10/23 4 H180 08:05 H224 11:28 22.55 85 105 87  
10/24 5 H224 08:40 H106 17:00 59.7 166 190 198  
10/25 6 H106 08:15 H9 16:20 37.6 120 119 115  
10/26 7 H9 08:40 S16 15:30 29.5 90 101 130  117 S16 デポ 
10/27 8 S16 08:30 昭和基地 17:00 33.00 92 90 －  115、116 とっつきデポ
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6. 輸送物資                                                  
  全 6 橇で H224 まで移動した。内訳は以下のとおりである。 
 ＜往路＞ 
昭和基地から H224 まで輸送した橇 1 台 
  食糧・装備橇：1 台 
S16 にてピックアップして H224 まで輸送した橇 5 台 
  機械モジュール橇：1 台 
  トイレ橇：1 台 
     燃料橇：3 台 
   ＜復路＞ 
    H224 から昭和基地まで輸送した橇 2 台 
  食糧・装備橇：1 台 
  燃料橇：１台（空燃料） 
 H224 からとっつき岬まで輸送した橇１台 
  トイレ橇：1 台 
    H224 から S16 まで輸送し、S16 でデポした橇 2 台 
          機械モジュール橇：1 台 
          燃料橇：2 台 
S16 から昭和基地まで輸送した橇 2 台 
          持帰り物資搭載橇（地圏 GPS、機械部品、廃棄物等）：1 台 
          燃料橇：1 台 
 




日付 作業 内容 
10月20日 日常点検 油脂量確認、目視点検 
10月21日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
10月22日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
10月23日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
10月24日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
10月25日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
10月26日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
10月27日 日常点検、立ち下げ 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
 
表Ⅲ.7.5-4 車両整備記録（SM115） 
日付 作業 内容 
10月20日 日常点検 油脂量確認、目視点検 
10月21日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
10月22日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
10月23日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
10月24日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
10月25日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
トランスミッションオイル4ℓ補充 
10月26日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
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10月27日 日常点検、立ち下げ 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
 
表Ⅲ.7.5-5 車両整備記録（SM117） 
日付 作業 内容 
10月20日 日常点検 油脂量確認、目視点検 
10月21日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
10月22日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
10月23日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認、 
不凍液2L追加 
10月24日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
不凍液1L追加 
10月25日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
10月26日 日常点検 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
不凍液1L追加 
10月27日 日常点検、立ち下げ 油脂量確認、目視点検、底板ボルト緩み確認 
                                                        
 
8. 車両燃費                                                                              
  
往路：10 月 21 日出発～10 月 23 日到着（S16→H224） 
 


















走行距離 / km 133 134 132 平均 133





3.57 3.09 3.64 平均 3.43
ルート距
離あたり
3.64 3.18 3.69 平均 3.50
 
復路：10 月 24 日出発～10 月 26 日到着（H224→S16） 
 

















3 130.3 43.4 
走行距離 / km 133 133 132 平均 132.6




3.08 2.82 3.35 平均 3.08















SM115 SM116 SM117 集  計 
離あたり
(※1) 日数には観測・各種作業の他停滞を含む。 
(※2) ルート距離はルート方位表の距離に基づく。  
(※3) 1 日平均走行距離は、1 日あたりの平均走行ルート距離である。 










 S16 から H224 間で行った気水圏観測について以下に報告する。 
(1) 積雪サンプリング 
ルート上 10km 毎に風上の表面積雪の採取を行った。 
採取地点：S16、S21、S27、H9、H48、H72、H96、H112、H132、H152、H172、H192、H212 の計 13 地点 
(2) ルート上の雪尺測定（S16-H224） 
2ｋｍ毎の雪尺の長さを測定した。概ね 80cm 以下または傾きの大きい雪尺は、風上側 30cm の所に 
新たに旗竿を設置した。 
(3) 36 本雪尺網観測（S16、Ｈ68、Ｈ180） 
各雪尺網観測地点において、雪尺の長さを測定した。 
概ね 80cm 以下または傾きの大きい竹竿について、風上側 30cm の所に立て直しを行った。なお、立て
直し本数は、S16：13 本、H68：13 本、H180：3 本であった。 
昭和基地帰着後、得られたデータ、サンプルを気水圏モニタリング観測担当松下隊員に託した。        
10-2 宙空                                                   
H68 で行った無人磁力計の保守について以下に報告をする。 
作業場所：H68 






特に異常なく、良好だった。なお、今回は観測地点の GPS 座標は測らなかった。 
② 積雪調査 
2014 年 10 月以降ほぼ変化はなく、雪面からベニヤ板まで 25cm（2014.10 月:15cm、2015.1 月:20cm）、太
陽光パネル下端から雪面までは 135cm（2014.10 月:150cm、2015.1 月:144cm）であった。 
作業日：10 月 25 日（復路） 
作業時間：10:50～13:35（LT） 









2015 年 1 月のヘリオペ時に雪洞の壁面を合板で補強したが、合板の一部が内側に倒れ込み作業空間が狭く
なっていた。合板を除去し、雪洞を全体的に広げた方がよい。 
 
     
  H68 無人磁力計外観（2015 年 10 月 21 日）        ロガー/バッテリーボックス（2015 年 10 月 25 日） 
作業終了後の外観（2015 年 10 月 25 日） 
                                                   
10-3 気象観測                                             
 旅行期間中 1 日 3 回（朝、昼、夜）の気象観測を行った。 
25 日の夜から 26 日の朝にかけて低気圧の接近に伴い風が強まったことで地ふぶきが強まり、視程が 1km を下
回ったが、それ以外は大きく天気が荒れる事がなかった。 
旅行中の最低気温は-34.2℃(10 月 23 日 06:10、H179)であった。最大風速は 11.0m/s（10 月 25 日 18：00、
H09）を観測した。 




































983.0 -9.4 43 快晴 Calm 0.0 40 0 - 




6:15 S16 910.8 -21.5 61 快晴 150 6.2 30 0+ 0+SC 
12:30 S26 875.1 -17.8 63 快晴 125 5.0 40 0+ 0+SC,0+CI 
19:20 H68 845.3 -25.2 46 快晴 140 6.3 40 0+ 0+CI 
10/22 
6:30 H68 844.7 -28.5 43 快晴 150 8.5 30 0+ 0+CI 
12:00 H116 824.7 -24.8 51 快晴 110 8.5 30 0 - 




















6:10 H176 803.9 -34.2 77 
快晴
140 5.0 30 0+ 
0+SC,0+AC, 
0+CI 
12:40 H216 793.0 -25.1 49 晴れ 140 3.2 40 4 4CI 
18:15 H224 788.8 -28.8 38 快晴 135 1.5 40 0+ 0+CI 
10/24 
6:40 H224 790.4 -32.3 55 快晴 140 6.5 20 0+ 0+SC,0+CI 
12:10 H170 806.9 -24.8 50 快晴 140 5.5 30 0+ 0+SC,0+CI 
18:10 H108 826.4 -28.1 59 快晴 130 2.3 30 0+ 0+SC,0+CI 
10/25 
6:20 H108 822.3 -30.7 43 
薄曇
り 
130 7.0 20 9 0+SC,9CI 
12:00 H68 837.8 -20.0 52 
薄曇
り 
125 9.0 10 10- 0+SC,10-CS 
18:00 H09 851.8 -17.2 56 曇り 115 11.0 6 10 1SC,10AC 
10/26 
6:10 H09 848.4 -18.9 58 
地ふ
ぶき
140 9.5 0.8 10- 
1SC,3AC,10-C
I 
12:30 S19 897.6 -11.6 54 曇り 120 7.2 15 10- 10-SC,XAC 
18:15 S16 900.2 -14.2 49 
薄曇
り 








978.5 -10.2 47 曇り 250 2.0 30 10- 0+SC,10-AC 
※1 風向は磁方位。 
観測機器は以下に示す通りである。 
気温・湿度・気圧・風速 ： 携帯気象計 ケストレル 4500 
風向   ： ハンドベアリングコンパス 





10-4 地圏 GPS 回収 
復路 10 月 26 日に前月 9 月 10 日に地圏モニタリングで設置した S20、S19、S18 の 3 箇所の氷河 GPS を回収した。
回収にあたっては装置の状態の写真撮影を行ったほか、雪面からの傾きを計測し、２ｔ橇に載せ昭和基地に持ち
帰った。昭和基地帰着後、回収した GPS ロガーならびに計測データは地圏モニタリング観測担当早河隊員に託し
た。   
 










  品名 備考 数量   品名 数量 
内服
 
第一三共胃腸薬 胃腸薬 20 包 
衛生品
 
体温計 1 本 
ビオフェルミンＲ 整腸剤 20 錠 はさみ 1 本 
PL 顆粒 総合感冒薬 20 包 絆創膏 複数枚 
ロキソニン 鎮痛解熱剤 20 錠 テープ 2 巻 
カロナール 鎮痛解熱剤 10 錠 キズパワーパット 大 2,小 3 
クラビット 抗生物質 10 錠 ｽﾃﾘｽﾄﾘｯﾌﾟﾃｰﾌﾟ 2 ﾊﾟｯｸ 
ムコスタ 胃粘膜保護剤 20 錠 滅菌ガーゼ 小 5 枚/1 ﾊﾟｯｸ 
ザンタック 抗潰瘍剤 10 錠 滅菌ガーゼ（大） 2 巻 
ブスコパン 胃腸の蠕動抑制 10 錠 筋肉サポートテープ 1 巻 
ロペミン 下痢止め 8cap 生理食塩水１００ｃｃ 1 本 
ドラマミン 吐き気 10 錠 注射器２０ｃｃ 1 本 
プリンペラン 制吐剤 10 錠 針 3 本 
オパルモン 血行改善 84 錠 伸縮包帯 1 本 
プルゼニド 下剤 10 錠 弾性包帯 1 本 
アレジオン 抗アレルギー剤 10 錠 ｻﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄｼｰﾈ 1 本 
マイスリー 睡眠薬 5 錠 ｻﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ指用ｼｰﾈ 1 本 
芍薬甘草湯 漢方薬 6 包 雑用手袋 2 組 









ゲンタシン軟膏 抗生剤入り軟膏 1 本 
白色ワセリン 万能薬 1 個 
クロマイ P 軟膏 抗生剤＋ｽﾃﾛｲﾄﾞ入り 1 本 
強力ﾚｽﾀﾐﾝｺﾙﾁｿﾞﾝ ステロイド入り軟膏 1 本 
ﾌﾙﾒﾄﾛﾝ点眼液 ｽﾃﾛｲﾄﾞ入り目薬 1 本 
クラビット点眼液 抗生物質入り目薬 1 本 
ケナログ軟膏 口腔用塗り薬 1 本  
強力ﾎﾟｽﾃﾘｻﾞﾝ軟膏 ぢの痛み、出血 5 本  
ﾎﾞﾙﾀﾚﾝ座薬 50mg 痛み止め（強力） 2 個 
ウェルパス アルコールスプレー １本 
ロートＵＶケア 消炎用目薬 1 本 
ｲﾄﾞﾒｼﾝｺｰﾜｹﾞﾙ 外用消炎鎮痛塗薬 1 本 





  品名 数量   品名 数量 
内服
 
SM 散（胃散） ６包 
衛生品
 
滅菌ガーゼ 1 パック 
ビオフェルミンＲ １０錠 ハイドロ救急パッド 3 枚：適当に切って使用
ポンタール 10 錠 パーミエイド 4 枚 
フロモックス 10 錠 テープ 1 巻 
外用
 
ワセリン 1 個 針１８G 1 本 
ロート UV キュア 1 本 生理食塩水 100cc 1 本 
モーラス 1 パック 雑用手袋 1 組 
リップクリーム 1 本 ｻﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ指用ｼｰﾈ 1 本 
はさみ １ 弾性包帯 1 本 




  品名 数量   品名 数量 
蘇生セット 
アンビュバッグとマスク 1 組 
機器類 
パルスオキシメーター 1 個 
吸引器（手動） 1 個 血圧計 1 個 
吸引チューブ 2 本 聴診器 1 個 
酸素接続用チューブ  1 本 1 個 
舌鉗子 1 本 体温計 
舌圧子 1 本 湯たんぽ 4 個 
開口器（エスマル式） 1 個 
医薬品類 
ダイアモックス 10 錠 




ユベラリッチ 1 本 
テープ 1 本 レスタミンコーチゾン軟膏 2 本 
AED   1 台 プレドニン 10 錠 
外科処置セ
ット 
スキンステープラ ハンドル 1 個 ボルタレン坐薬 5 個 
スキンステープラ 針（10 入） 2 個 プロスタンディン軟膏 1 本 
ステープラのリムーバー 1 本 イドメシンゲル 1 本 
イソジン消毒付き綿棒 2 本 
固定材料 
腰椎サポーター 1 本 
ガーゼ（4 つ折り 10 枚） 1 ﾊﾟｯｸ 膝サポーター 1 本 
ガーゼ（2 つ折り 10 枚） 1 ﾊﾟｯｸ 足首サポーター 1 本 
吸水シート 2 枚 レサコ 1 個 
滅菌手袋 1 ﾊﾟｯｸ ウェルパス １本 
滅菌シーツ 1 枚 
外用 
ワセリン 1 個 
キシロカインシリンジ 3 本 
注射針 3 本 







 本旅行で提供した食料の概要は下記のとおりである。提供したメニューは表Ⅲ.7.5-10 に示す。 





しまった。なお、準備食材は 12 日×6 名分。（予備 4 日分含む） 














用した。ガスボンベの使用量は 14 本（約 2 本/泊）であった。 
12-3 旅行後の食糧在庫状況 
予定どおり 8 日分の食事メニューを消費した。すべては食べきれず再冷凍したがその後も食べなかったも













日時 朝食 昼食 夕食 














































































































包丁、しゃもじ、お玉 2 つ、菜箸、缶切、フライ返し 2 つ、
バット、計量カップ、大皿、サランラップ 2 本、アルミホ
イル 1 本、ビニール手袋 1 箱、ジップロック（大 4 箱中 2
箱小 4 箱）、鋏、ジップロックコンテナ、飲料水用ポンプ（電
動、手動） 
 【ガスセット】 １式 ＊印をセット 
 ＊カセットコンロ 4 食堂車（常用 2 台）、 他 2 台に各 1 
 ＊ガスカートリッジ 48 （2 本/日×最大 12 日+予備 12 本）+（6 本×2 車）=48 本 
 ＊EPI コンロ 3 低温時調理用 各車１ 
 EPI ボンベ（大） 6 低温用 
 ＊防火布 3  
 排水用バケツ 1  
 ホットプレート 1  
 ポリタンク（20L） 4 出発時満タンにする。 
 バケツ（造水専用） 6 各車に 2 本 
 テルモス（２．０L） 4 食堂車 2、他 1 
 食器（個人用） 6 式 出発前各自に配布（＋αの皿を食堂車に準備） 
 シュラフ 7 出発前各自に配布（モンベルダインハガーEXP）、予備 1 
 ロールマット 3  
 タオル（多目的利用） 6 各車に 2 枚配備 
 ＪＫワイパー(大・茶色) 1.5 
 
ＪＫワイパー(中・青) 7 
１箱／2 日×12 日間分、予備１ 他にボックスティッシュ
10 
 ペーパータオル 3 １箱／4 日×12 日間分 
 キッチンペーパー 6 １箱／3 日×最大 12 日+予備 2 箱 
 






 ガムテープ 10 
矢頭 
 ビニールテープ 10 
 マジック 6   
 テーブルタップ 各 1 各車についている。コンセント 
 ウエットティッシュ 小 6 食堂車 4 個、他 1 個 
 ウエットタオル 3 各車に 1 個 
 スキナクレン 3 各車に 1 個 
 ビニール紐 1   
 電線縛り紐 1 
 裁縫セット 1  
 ふとん 6 式  
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 ルート方位表 6 各自に 1 部配備 
 双眼鏡 3 各車に 1 個配備 
 ハンドベアリングコンパ
ス 
3 各車に 1 個配備 
 ハンディ GPS 3 ガーミン GPSmap62SCJ×２ 60CSx×１ 
 
充電式乾電池セット 3 式 
（充電器＋単三 4 本＋単四 4 本）×3 セット。各車に 1 個
配備 
 気象観測セット 2 式 ケストレル＋気象野帳。予備 1 式含む  
ルート整備
 
 ゾンデ棒 3 
高橋 
各車に 1 本配備 
 赤旗竿 90 さらに雪尺整備用竹竿（旗なし 60 本、赤旗のみ×100 枚）
 アイスオーガー 2 予備含 
 手動ドリル 2 予備含 
 電動ドリル 1  
 電源ドラム 2 袋うちコード 
 ブタ札用具 1 式  





 ゴミ袋（70L） 30 
浅野 
1 枚／1 日×最大 12 日＝12 枚＋予備 18 枚 
 ゴミ袋（45L） 50 2 枚／1 日×最大 12 日＝24 枚＋予備 26 枚 
 ゴミ袋（45L）黒 30 ペールトイレ用 
 タイコン（400L/200L） 15 400Ｌ×5、200Ｌ×10 
 ペールトイレ 2 式 消耗品 12 セット、スプレー式消臭剤×2 
 オープンドラム 4  
 トイレットペーパー 20  
    
通
信 
 車載 UHF 3 
浅野 
各車配備済み 
 車載 VHF 3 各車配備済み 
 車載 HF 3 各車配備済み 
 ハンディ VHF 2 通信から 
 イリジウム衛星電話 2 充電キット、予備バッテリー 
 通信予備品 1 式 アンテナ・ヒューズ・配線などの予備 
 通信野帳 1   




 車載用レスキューセット 2 式 
高橋 
2 号車 3 号車に各 1 式 
 内陸用レスキューセット 1 式 先頭車に 1 式。 
 ライフロープ 3 本 中古ザイル 3 本 
 車載用非常食（一斗缶） 3 式 各車に 1 式配備。 
 ツエルト 3 各車に 1 張配備。車載用レスキューセットに含む。 
 非常用個人装備 6 配布済み →各自持参の事 
 旅行用医療セット 1 式 簡易的な救急セットは食堂車に配備 
 予備羽毛服 1 




 スコップ 6 
大平 
剣先 3 本 角スコ 3 本 
 セットハンマー 3 各車 1 





 給油ホース 4 各車 1、機械橇１ 
 ドラムレンチ 4 各車 1、機械橇１ 
 灯油携行缶(JP-5) 2 各車 1 缶（20L）配備．プレウォーマー用・灯油コンロ(非
常時) 
 軽油携行缶 2 116.115 1 缶（20L）配備。 
 手回り工具セット 2 １１５､１１６へ積載。 
 エンジンオイル 3 各車 




 ソフトカーロープ 3 機械モジュール 
 ワイヤ-2.5ｍ 4 機械モジュール 
 シャックル BC36 4 機械モジュール 
 シャックル BC24 4 機械モジュール 




     品     名  数量 備            考 
□ 食器（個人用） 1 式 保温式弁当箱と皿 
□ マグカップ 1   
□ 個人用非常装備 1 式 各自持参 
□ 個人用非常食 1 式 各自持参 
□ シュラフ 1 出発前各自に配布 （モンベル ダウンハガーEXP） 
□ タオル 1 
□ 歯磨きセット 1 式   
□ サンダル 1 車内用（スニーカー、テントシューズなど各自判断） 
□ 肌着（上下） 2 ウール製品 
□ 中間着(上下） 2 フリース・インナーダウン等 
□ アウター（上下） 1 パタゴニアプリモダウン JKT、ユニフォームパンツ 
□ 羽毛服（上下） 1 モンベル 襟毛皮をつける 
□ 靴下 4 ウール靴下 予備を含めること。 
□ 手袋各種 4 ウール手袋、オタフク、ダイローブなど。予備を含めること。 
□ 目出帽 2 薄手 1 厚手 1  
□ 防寒帽 1 ノースフェース特注品 
□ 着替え 適宜   
□ 防寒長靴 適宜 基本はバフィンです 
□ バフィン 1 内陸旅行中-45℃程度になる可能性もある。 
□ サングラス 2 予備を必ず持参すること 
□ ゴーグル 1 （予備レンズは装備で持参。シルバーレンズ等） 
□ ハンディＵＨＦ無線機 1 充電器も各自用意 
□ 地図 1 事前に配布 みずほ基地周辺図も  
□ コンパス 1 配布済 
□ ナイフ 1   
□ ホイッスル 1   
□ 個人用ライフロープ 1 
□ ライター 1   
□ ヘッドランプ 1   
□ 予備電池 適量   
□ シノ棒 1   
□ 筆記用具 1 式   
□ カメラ 1   
□ 内陸旅行計画書 1   
□ 日焼け止め 1   
□ リップクリーム 1   
□ 持病薬 適宜   
□ 娯楽用品 適宜 書籍、トランプ、UNO など 
□ 携帯灰皿 1 喫煙者。※車内禁煙 






















可燃１３．５.kg  プラスチック０．５kg、 ダンボール１２．６kg、 アルミ缶３．０kg、 スチー
ル缶０．８kg、 ペットボトル０．８kg、 電池０．２kg  排泄物１３．５kg、 複合ゴミ０．３kg、 
ビン０．６kg、 生ごみ（持ち帰り食材）１５.0 ㎏  竹竿９．０kg 合計６９．６kg 
 
15. 通信                          
15-1. 使用無線について 
 隊員間の連絡は UHF 車間の連絡は VHF を使用した。昭和基地との連絡は距離・現地の状況により使用
無線の種類を変えた。詳細は以下の通りである。 
(1)UHF･VHF  
とっつき地点までは UHF を使用し、それ以降は VHF で昭和基地との交信を行った。 
また、往路で VHF（車載）の昭和基地との通信限界を試したところ、S25 までは通信可能であった。 
(2) HF 








 15-2. 通信機器について 
旅行中、車載無線機、ハンディ無線機、イリジウム電話のすべてにおいて、故障や損傷は見られなかっ
た。  
各車両の車載 VHF と HF には機器ごとの通信感度の差が見受けられた。                     
 
16. ルート整備                                                
ルートの整備については、GPS には予め前次隊のルートデータを入れておき、先頭車両では GPSMap 62SCJ
を使ってナビゲーションを行ない、ルート旗の緯度経度測位（ポイント登録）は、中間車両（SM115）を
基準に、データ欠損防止のために先頭車両でも登録を行った。ルート旗の整備は先頭車両で行った。雪尺





結果は、表Ⅲ.7.5-13 のとおりである。全 66 旗門のうち「赤旗竿とブタ札」を同時に更新したもの 20












地点 旗竿　 ブタ札 赤旗 地点 旗竿　 ブタ札 赤旗 地点 旗竿　 ブタ札 赤旗
16 － － ○ 3 － － ○ 128 － － ○
17 ○ ○ － 9 － － ○ 132 － － －
18 ○ ○ － 15 － ○ ○ 136 ○ ○ －
19 － ○ － 21 － － － 140 ○ ○ －
20 － － － 27 － － ○ 144 － － ○
21 ○ ○ 35 － － ○ 148 ○ ○ －
22 － － － 42 － － ○ 152 － － ○
23 ○ － － 48 － － ○ 156 － － ○
24 － － － 54 － － ○ 160 － － ○
25 ○ ○ 60 ○ ○ － 164 ○ ○ －
26 － － ○ 64 － － － 168 ○ ○ －
27 ○ ○ － 68 － － ○ 172 － － －
28 ○ ○ － 72 ○ ○ － 176 － － ○
29 ○ ○ － 76 ○ － － 180 － － ○
30 ○ ○ － 80 － － ○ 184 － － ○
84 － － ○ 188 － － ○
88 － － ○ 192 ○ － －
92 － － ○ 196 ○ ○ －
96 － － － 200 － － ○
100 ○ ○ － 204 － － ○
104 － － ○ 208 － － ○
108 － － ○ 212 － － －
112 － － － 216 － － －
116 － － ○ 220 － － －
120 － － － 224 － ○ －











   
 


















1 日 2.1 -4.1 1.6 曇時々晴 越冬交代式 
2 月 0.2 -5.8 2.2 曇一時雪 南極授業（本番） 
3 火 1.9 -5.6 3.3 薄曇後晴 南極授業（接続試験） 
4 水 0.7 -7.2 2.6 快晴 南極授業（本番） 
5 木 -1.8 -9.2 3.2 晴 南極授業（接続試験） 
6 金 -5.1 -12.5 2 晴後薄曇 南極授業（本番） 
7 土 -1.6 -7.3 2.9 曇時々雪 しらせ支援最終日 
8 日 -0.8 -4.3 3.6 曇時々雪 
しらせ支援員帰艦、第一夏期隊員宿舎立ち
下げ開始 
9 月 -2.6 -10.7 2.8 曇後晴 持ち帰り空輸 
10 火 -1.9 -10.8 3.5 曇時々雪 持ち帰り空輸 
11 水 -0.7 -6.4 3.7 曇時々雪 越冬準備開始 
12 木 -0.9 -9.3 2.3 曇時々晴 通常業務 
13 金 -3.3 -11.3 3.4 晴時々曇 55 次隊残留者しらせ帰艦 
14 土 -1.2 -8.1 7.0 薄曇 56 次隊夏作業終了 
15 日 -1.0 -7.6 3.7 曇 昭和基地最終便 
16 月 -3.0 -8.5 6.7 曇一時雪 越冬準備 
17 火 -1.8 -4.3 10.6 曇一時雪 通常業務 
18 水 -0.3 -6.7 6.1 曇時々雪 南極教室（接続試験）、消防体制説明会 
19 木 -1.0 -6.2 2.2 雪時々曇 
南極教室（本番）、第 1 回オペレーション
会議 
20 金 -1.3 -3.8 4.6 曇時々雪 
電源切替、越冬成立式、福島ケルン慰霊祭、
第 1 回全体会議、2 月誕生日会 
21 土 0.7 -4.3 5.7 曇後一時雪 休日日課 
22 日 -0.9 -2.9 18.7 ふぶき時々曇 休日日課 
23 月 0.5 -2.6 28.6 ふぶき 第 1 回安全対策・危機管理委員会 
24 火 0.4 -1.5 14.3 ふぶき時々曇 通常業務 
25 水 -1.1 -6.0 2.8 曇 燃料移送、第 2 回オペレーション会議 
26 木 -3.9 -6.2 3.4 雪一時曇 遠隔医療、観測・設営・生活部会 
27 金 -2.7 -5.3 13.5 ふぶき時々曇 通常業務 
28 土 -2.1 -5.4 19.9 ふぶき 第 1 回消防訓練、第 2 回全体会議 
3 
1 日 0.5 -8.4 6.1 曇一時ふぶき 休日日課 
2 月 -3.9 -11.2 1.9 曇時々晴 第 2 回安全対策・危機管理委員会 
3 火 -4.8 -8.6 4.9 薄曇 ひなまつりイベント 
4 水 -4.2 -9.8 4.3 曇 第 1 回南極教室・テレビ中継委員会 
5 木 -4.2 -9.7 3.1 曇後晴 
第 1 回除雪対策委員会、健康診断、島内ド
ラム缶一斉回収 




   
 


















1 日 2.1 -4.1 1.6 曇時々晴 越冬交代式 
2 月 0.2 -5.8 2.2 曇一時雪 南極授業（本番） 
3 火 1.9 -5.6 3.3 薄曇後晴 南極授業（接続試験） 
4 水 0.7 -7.2 2.6 快晴 南極授業（本番） 
5 木 -1.8 -9.2 3.2 晴 南極授業（接続試験） 
6 金 -5.1 -12.5 2 晴後薄曇 南極授業（本番） 
7 土 -1.6 -7.3 2.9 曇時々雪 しらせ支援最終日 
8 日 -0.8 -4 3 3.6 曇時々雪
しらせ支援員帰艦、第一夏期隊員宿舎立ち
下げ開始 
9 月 -2.6 -10.7 2.8 曇後晴 持ち帰り空輸 
10 火 -1.9 10.8 5 持ち帰り空輸 
11 水 -0.7 -6.4 3.7 曇時々雪 越冬準備開始 
12 木 -0.9 -9.3 2.3 曇時々晴 通常業務 
13 金 -3.3 -11.3 3.4 晴時々曇 55 次隊残留者しらせ帰艦 
14 土 -1.2 -8.1 7.0 薄曇 56 次隊夏作業終了 
15 日 -1.0 -7.6 3.7 曇 昭和基地最終便 
16 月 -3.0 -8.5 6.7 曇一時雪 越冬準備 
17 火 -1.8 -4.3 10.6 曇一時雪 通常業務 
18 水 -0.3 -6.7 6.1 曇時々雪 南極教室（接続試験）、消防体制説明会 
19 木 -1.0 -6.2 2.2 雪時々曇 
南極教室（本番）、第 1 回オペレーション
会議 
20 金 -1.3 -3.8 4.6 曇時々雪 
電源切替、越冬成立式 福島ケルン慰霊祭、
第 1 回全体会議、2 月誕生日会 
21 土 0.7 -4.3 5.7 曇後一時雪 休日日課 
22 日 -0.9 -2.9 18.7 ふぶき時々曇 休日日課 
23 月 0.5 -2.6 28.6 ふぶき 1 安全対策・危機管理委員会 
24 火 0.4 -1.5 14.3 ふぶき時々曇 通常業務 
25 水 -1.1 -6.0 2.8 曇 燃料移送、第 2 回オペレーション会議 
26 木 -3.9 -6.2 3 4 雪一時曇 遠隔医療、観測 設営・生活部会 
27 金 -2.7 -5.3 13.5  
28 土 -2.1 -5.4 19.9 ふぶき 第 1 回消防訓練、第 2 回全体会議 
3 
1 日 0 5 -8.4 6 1 曇一時ふぶき 休日日課 
2 月 -3.9 11.2 1 9 曇時々晴 第 2 回安全対策・危機管理委員会 
3 火 -4.8 -8.6 4 薄曇 ひなまつりイベント 
4 水 -4.2 -9.8 4 3 曇 第 1 回南極教室・テレビ中継委員会 
5 木 -4.2 -9.7 3.1 曇後晴 
1 除雪 委員会、健康診断、島内ド
ラム缶一斉回収 





   
 
7 土 -0.5 -4.4 5.5 曇後一時雪 南極教室簡易版（本番）、健康診断 
8 日 -1.1 -3.1 14.4 曇時々ふぶき 休日日課 




10 火 -0.9 -5.6 17.6 曇時々ふぶき 個人面談、第 1 回ハラスメント対策委員会
11 水 -2.0 -6.4 3.5 曇 個人面談、遠隔医療 




13 金 -1.5 -6.4 6.1 曇後一時雪 個人面談 
14 土 -4.9 -11.1 1.3 曇 個人面談 
15 日 -2.7 -6.6 4.6 曇時々雪 休日日課 
16 月 -6.2 -15.3 5.0 曇後一時雪 建物安全点検、安全講習（装備） 
17 火 -4.6 12.8 4.7 曇時々雪 建物安全点検 
18 水 -4.5 -7.8 8.8 曇一時雪 建物安全点検 





20 金 -3.5 -11.1 4.0 曇 けん玉認定試験 




22 日 -6.3 -11.6 5.7 晴時々薄曇 休日日課、消防訓練説明会 
23 月 -9.3 -17.8 5.8 雪後一時晴 
PANSY55 群観測記念セレモニー、第 3 回臨
時オペレーション会議 
24 火 -13.5 -23.4 1.4 晴、霧を伴う 安全講習（島内行動）、燃料移送 
25 水 -9.6 -16.8 1.7 快晴 安全講習（医療） 
26 木 -12.1 -18.1 2.8 晴後一時薄曇 第 2 回消防訓練 
27 金 -6.5 -13.5 5.9 薄曇 
安全講習（雪上車・スノーモービル講習、
ルート工作） 
28 土 -3.8 -6.5 17.8 ふぶき 誕生日会 
29 日 -3.7 -5.7 13.3 曇一時ふぶき 休日日課 
30 月 -4.9 -6.3 9.5 雪時々曇 第 4 回オペレーション会議 
31 火 -5.2 -12.7 6.3 雪時々曇 観測・設営生活部会、第 3 回全体会議 
4 
1 水 -5.6 -12.5 17.0 曇後ふぶき 電源切替 
2 木 -4.9 -7.3 21.9 ふぶき時々曇 安全講習（医療） 
3 金 -3.7 -8.4 13.9 曇後時々晴 休日日課 
4 土 -6.3 -9.6 8.7 曇 通常業務 
5 日 -9.5 -11.9 11.1 雪時々曇 通常業務 
6 月 -9.6 -11.8 5.3 雪時々曇 通常業務 
7 火 -11.0 -16.9 8.8 曇後一時晴 電源切替、安全講習（医療） 








10 金 -6.7 -11.7 12.4 曇 通常業務 
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11 土 -10.9 -18.5 1.7 快晴 
安全講習（雪上車・スノーモービル講習、
ルート工作） 




13 月 -9.7 -22.1 6.1 雪時々曇 
安全講習（雪上車・スノーモービル講習、
ルート工作） 




15 水 -12.0 -20.3 3.3 晴後一時曇 
安全講習（雪上車・スノーモービル講習、
ルート工作） 
16 木 -8.5 -12.2 14.5 ふぶき時々雪 第 3 回消防訓練 
17 金 -10.3 -20.6 8.3 快晴 第 1 回ミッドウインター祭実行委員会 
18 土 -18.8 -25.0 1.1 快晴 
安全講習（雪上車・スノーモービル講習、
ルート工作） 
19 日 -18.0 -25.9 1.4 晴後一時曇 休日日課、お花見イベント 





21 火 -5.8 -16.7 14.1 曇後ふぶき 通常業務 




23 木 -9.5 -13.7 9.1 曇時々晴 通常業務 
24 金 -11.0 -15.7 7.9 快晴 消火器入替作業 
25 土 -14.4 -17.0 × 曇時々雪 燃料移送、西オングル日帰り観測 




27 月 -7.0 -9.1 17.4 ふぶき時々曇 通常業務 
28 火 -5.8 -7.5 11.6 ふぶき後曇 電源切替、遠隔医療 
29 水 -6.2 -14.7 3.5 曇一時雪 通常業務 

















1 金 -4.5 -10.4 24.3 ふぶき 
観測・設営・生活部会、第 4 回全体会議、
南極教室（接続試験）、VLBI 
2 土 -5.7 -10.7 21.0 ふぶき 休日日課 
3 日 -10.5 -19.4 4.6 晴 通常業務 
4 月 -8.6 -14.8 9.2 雪後曇 通常業務 
5 火 -4.4 -11.3 17.8 曇後ふぶき 
こどもの日イベント、南極教室（本番）、
レスキュー訓練 




7 木 -4.5 -7.5 12.7 曇 第 6 回臨時オペレーション会議 
8 金 -6.7 -12.4 7.1 曇 とっつき・S16 旅行、定時交信 
9 土 -10.5 -18.2 3.7 曇後雪 休日日課、とっつき・S16 旅行、定時交信
10 日 -11.0 -19.0 4.4 雪 とっつき・S16 旅行 
11 月 -6.1 -13.0 24.0 ふぶき 南極教室（接続試験） 
12 火 -6.3 -10.3 20.8 ふぶき 南極教室（本番）、昭和基地全停電発生 
13 水 -10.0 -13.2 8.0 曇時々晴 南極教室（接続試験）、遠隔医療 
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14 木 -9.5 -13.0 4.5 雪 
南極教室（本番）、第 7 回臨時オペレーシ
ョン会議 
15 金 -11.9 -20.6 3.9 雪後一時晴 西オングル旅行、定時交信 
16 土 -9.9 -24.4 4.6 晴時々曇 西オングル旅行 
17 日 -5.7 -10.0 11.3 曇一時雪 休日日課、重機訓練 
18 月 -7.9 -15.9 5.8 曇後時々晴 ルート工作 
19 火 -14.9 -22.4 3.2 曇時々雪 ルート工作 
20 水 -19.3 -28.8 3.0 晴 第 4 回消防訓練 
21 木 -18.8 -25.4 2.4 薄曇一時晴 南極教室（接続試験） 
22 金 -19.6 -24.0 3.6 快晴 南極教室（本番）、燃料移送 
23 土 -16.4 -23.1 6.7 晴後時々曇 休日日課、誕生日会 
24 日 -14.7 -19.2 4.1 雪一時曇 休日日課 
25 月 -7.9 -16.6 3.9 雪時々曇 
国内連携訓練、第 8 回臨時オペレーション
会議 
26 火 -6.3 -15.1 3.2 薄曇 第 1 回レスキュー訓練、第 1 回南極大学 
27 水 -8.4 -12.5 7.4 曇時々雪 西オングル旅行、定時交信 
28 木 -11.2 -21.7 5.5 曇時々雪 
南極教室（接続試験）、西オングル旅行、
第 9 回オペレーション会議 
29 金 -13.3 -25.0 3.1 晴 
南極教室（本番）、観測・設営・生活部会、
第 5 回全体会議 
30 土 -9.7 -14.9 9.7 晴後薄曇 休日日課 
31 日 -8.6 -21.7 4.8 晴一時曇 休日日課 
6 
1 月 -18.6 -28.5 3.2 晴 気象記念日・電波の日イベント 
2 火 -15.7 -22.2 2.8 雪 南極教室（接続試験） 




4 木 -22.1 -30.7 2.9 晴 第 2 回レスキュー訓練、第 2 回南極大学 
5 金 -21.7 -29.1 2.7 晴後一時曇 通常業務 
6 土 -15.4 -31.3 3.7 快晴 休日日課 
7 日 -9.9 -17.0 15.1 晴後時々曇 休日日課 
8 月 -8.0 -18.7 6.8 曇後一時晴 南極教室（接続試験）、電源切替 




10 水 -13.3 -17.5 8.3 曇 通常業務 
11 木 -15.8 -27.5 2.2 晴後一時薄曇 第 5 回消防訓練、第 3 回南極大学 




13 土 -16.4 -21.8 7.2 曇一時雪後晴 休日日課 
14 日 -19.4 -23.6 2.0 快晴 休日日課 
15 月 -16.5 -23.7 8.0 快晴 通常業務 
16 火 -14.0 -19.5 2.3 曇 通常業務 
17 水 -14.8 -23.0 3.4 薄曇後一時晴 ミッドウインター祭準備 
18 木 -18.6 -27.1 2.7 薄曇後晴 ミッドウインター祭前夜祭 
19 金 -19.6 -28.8 4.7 曇時々雪 ミッドウインター祭 
20 土 -9.4 -20.8 7.5 曇時々雪 ミッドウインター祭 
-320-
−450−
   
 
21 日 -9.4 -12.1 7.1 雪後ふぶき ミッドウインター祭 
22 月 -10.3 -17.7 3.3 薄曇 ミッドウインター祭 
23 火 -16.9 -29.9 1.5 快晴 ミッドウインター祭片付け 
24 水 -25.1 -33.0 1.6 晴 第 1 回持ち帰り物資概数調査 
25 木 -18.5 -27.3 3.6 曇後晴 第 4 回南極大学 




27 土 -6.0 -7.4 22.6 曇一時ふぶき 休日日課 
28 日 -6.5 -14.7 9.7 曇一時ふぶき 休日日課 
29 月 -13.0 -19.7 2.0 曇時々晴 
南極教室（接続試験）、電源切替、第 10 回
オペレーション会議 
30 火 -18.8  -23.9 2.7 曇後一時晴 
南極教室（本番）、観測・設営・生活部会、
第 6 回全体会議 
7 
1 水 -15.7 -21.3 8.5 ふぶき時々雪 通常業務 
2 木 -20.4 -25.4 4.0 薄曇時々晴 第 5 回南極大学 
3 金 -18.3 -23.6 2.8 曇のち一時雪 通常業務 
4 土 -17.9 -23.6 4.3 曇時々雪 休日日課、事故例・ヒヤリハット集勉強会
5 日 -16.0 -23.2 11.1 ふぶき 休日日課 
6 月 -14.6 -25.6 8.2 雪後ふぶき S16 内陸旅行沿岸旅行準備委員会 
7 火 -12.0 -17.8 12.9 雪後ふぶき 通常業務 
8 水 -13.5 -18.7 13.9 ふぶき一時雪 南極教室（接続試験）、電源切替 
9 木 -18.2 -25.1 15.7? 
曇時々雪一時
晴 
南極教室（本番）、第 6 回南極大学 
10 金 -19.1 -24.0 5.4 曇一時雪 南極教室（接続試験） 
11 土 -20.6 -25.7 5.0 薄曇 
休日日課、重機訓練、事故例・ヒヤリハッ
ト集勉強会、七夕イベント 
12 日 -24.8 -30.9 2.2 晴 休日日課 
13 月 -27.7 -36.4 1.6 晴 
第 3 回レスキュー訓練、第 11 回臨時オペ
レーション会議 
14 火 -33.4 -37.8 3.0 晴 南極教室（本番）、南極教室（接続試験）
15 水 -25.8 -34.3 3.6 薄曇後一時雪 南極教室（本番）、西オングル日帰り旅行
16 木 -20.6 -26.6 7.7 ふぶき後曇 第 7 回南極大学 
17 金 -5.2 -21.4 23.2 ふぶき 事故例・ヒヤリハット集勉強会 
18 土 -2.9 -7.4 32.6 ふぶき 休日日課 
19 日 -7.4 -13.5 9.5 曇時々雪 
休日日課、野外行動における共通ルール確
認のための全体会議 
20 月 -6.6 -11.1 4.8 曇 電源切替 
21 火 -8.2 -13.2 4.3 雪 西オングル旅行、定時交信 
22 水 -13.1 -16.5 8.5 曇 西オングル旅行、南極教室（接続試験） 
23 木 -8.9 -13.5 5.5 曇 
南極教室（本番）、第 8 回南極大学、第 12
回臨時オペレーション会議 
24 金 -12.7 -17.8 7.5 晴後曇 
第 6 回消防訓練、とっつき S16 旅行、定時
交信 





   
 
26 日 -15.7 -31.0 4.6 曇 とっつき S16 旅行 
27 月 -5.2 -17.6 17.4 ふぶき一時雪 通常業務 
28 火 -6.4 -18.1 15.9 地ふぶき後曇 第 9 回南極大学 
29 水 -4.7 -8.4 21.0 ふぶき時々曇 バーおひろめ会、制作映画上映会 
30 木 -7.0 -9.9 18.5 ふぶき 第 13 回オペレーション会議 






1 土 -9.2 -14.8 10.4 曇 休日日課、事故例・ヒヤリハット集勉強会
2 日 -8.9 -14.9 11.3 曇 休日日課 




4 火 -14.5 -28.5 4.8 薄曇後一時晴 とっつき旅行、定時交信 




6 木 -21.5 -33.5 1.6 快晴 第 10 回南極大学 
7 金 -23.1 -31.5 2.4 薄曇時々晴 
S16 とっつき旅行、定時交信、極地研究所
一般公開接続試験 
8 土 -15.6 -26.1 5.2 雪 
休日日課、S16 とっつき旅行、定時交信、
極地研究所一般公開 
9 日 -15.6 -17.5 4.4 雪 休日日課、S16 とっつき旅行、定時交信 
10 月 -14.8 -17.4 10.4 ふぶき時々曇 電源切替、S16 とっつき旅行 
11 火 -14.9 -18.3 4.3 雪 北極南極科学館ライブトーク 
12 水 -12.9 -22.1 3.6 曇時々雪 通常業務 





全体会議、第 11 回南極大学 








16 日 -13.9 -23.5 5.8 薄曇 
休日日課、ルート工作、事故例・ヒヤリハ
ット集勉強会 
17 月 -13.2 -19.9 4.9 曇後雪 通常日課 
18 火 -16.1 -22.0 2.3 快晴 第 7 回消防訓練、ルート工作 
19 水 -10.4 -21.6 8.6 薄曇一時晴 南極教室（接続試験） 
20 木 -10.5 -17.1 13.2 晴 第 12 回南極大学 
21 金 -16.8 -21.3 4.6 晴 
ラングホブデ旅行、定時交信、北極南極科
学館ライブトーク、南極教室（接続試験）
22 土 -18.4 -26.0 7.6 快晴 
休日日課、ラングホブデ旅行、定時交信、
南極教室（本番）、南極教室（接続試験）











   
 
25 火 -10.9 -23.2 6.3 曇後一時晴 
南極教室（接続試験）、とっつき旅行、定
時交信、ルート工作 
26 水 -21.5 -29.3 2.5 晴後曇一時雪
南極教室（接続試験）、とっつき旅行、定
時交信、家族懇談会接続試験 
27 木 -24.5 -29.3 1.8 曇一時雪 
南極教室（本番）、とっつき旅行、定時交
信、ルート工作、第 13 回南極大学 
28 金 -12.7 -25.2 11.2 曇後雪 
南極教室（本番）、とっつき旅行、事故例・
ヒヤリハット集勉強会 





30 日 -22.8 -28.3 2.7 晴時々曇 
休日日課、第 3 回野外行動における共通ル
ール確認のための全体会議 
31 月 -24.0 -34.5 4.7 曇一時雪後晴
電源切替、西オングル日帰り旅行、観測・
設営・生活部会、第 8 回全体会議 
9 
1 火 -32.2 -38.8 3.1 曇 
ラングホブデ・スカルブスネス旅行、定時
交信 
2 水 -34.0 -40.8 3.6 快晴 
南極教室（接続試験）、ラングホブデ・ス
カルブスネス旅行、定時交信 





4 金 -28.7 -35.3 4.1 快晴 
南極教室（接続試験）、ラングホブデ・ス
カルブスネス旅行、定時交信 






6 日 -22.5 -34.8 2.0 薄曇時々晴 
休日日課、第 17 回臨時オペレーション会
議、事故例・ヒヤリハット集勉強会 
7 月 -9.3 -25.2 7.4 ふぶき後曇 通常業務 
8 火 -10.4 -13.1 8.9 曇 S16 旅行、定時交信 
9 水 -9.8 -13.2 9.0 曇 S16 旅行、定時交信 
10 木 -11.2 -20.2 3.1 曇一時晴 南極教室（接続試験）、S16 旅行、定時交信













14 月 -17.7 -21.1 16.7 ふぶき 休日日課 
15 火 -21.0 -33.7 2.9 晴一時雪 ラングホブデ旅行、定時交信 
16 水 -24.6 -30.0 3.8 曇後時々晴 ラングホブデ旅行、定時交信 
17 木 -22.1 -35.4 3.8 快晴 ラングホブデ旅行、定時交信 
18 金 -21.2 -27.0 2.0 快晴 ラングホブデ旅行 
19 土 -23.5 -28.8 2.5 晴 電源切替 
20 日 -26.4 -30.5 1.3 晴後雪時々曇 東オングル島遠足、S16 旅行、定時交信 
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21 月 -20.1 -30.2 2.2 薄曇 
南極教室簡易版（本番）、西オングル日帰
り旅行、S16 旅行、定時交信、第 18 回臨時
オペレーション会議 
22 火 -16.8 -21.8 2.9 薄曇後一時雪 S16 旅行 
23 水 -7.8 -18.3 8.7 雪後ふぶき 通常業務 
24 木 -6.3 -10.1 11.0 ふぶき一時雪 第 8 回消防訓練 
25 金 -10.1 -21.5 5.9 雪 燃料移送、南極教室簡易版（接続試験） 
26 土 -16.5 -24.8 3.1 晴 ラングホブデ旅行、定時交信 




28 月 -16.8 -24.1 2.9 晴後一時薄曇
南極教室簡易版（本番）、ラングホブデ旅
行、定時交信 
29 火 -9.4 -18.7 2.6 曇 
内陸旅行者向け通信講習、ラングホブデ旅
行、定時交信 





1 木 -8.0 -16.7 5.9 薄曇後一時晴 ラングホブデ旅行、定時交信 
2 金 -9.8 -23.0 3.1 晴 
ラングホブデ旅行、第 19 回オペレーショ
ン会議 
3 土 -5.7 -13.6 8.0 薄曇時々晴 第 9 回全体会議 





5 月 -8.5 -12.2 3.1 曇 弁天島日帰り旅行 
6 火 -10.2 -14.9 2.2 薄曇時々晴 内陸準備旅行、定時交信 
7 水 -6.0 -16.9 2.1 晴一時薄曇 内陸準備旅行、定時交信 
8 木 -5.5 -15.4 3.0 晴時々曇 内陸準備旅行、定時交信 
9 金 -12.3 -17.6 7.1 晴 内陸準備旅行 
10 土 -11.5 -17.7 5.2 曇後雪 福島隊員慰霊祭 
11 日 -10.7 -14.0 5.9 曇 休日日課、福島隊員慰霊祭 
12 月 -7.2 -17.1 5.6 曇 電源切替 
13 火 -5.1 -7.8 18.8 曇一時ふぶき 第 3 回除雪対策委員会 
14 水 -6.2 -8.2 16.2 ふぶき 南極教室簡易版（本番９ 
15 木 -6.5 -12.2 6.1 雪時々曇 スカルブスネス旅行、定時交信 
16 金 -10.2 -20.8 2.5 晴 スカルブスネス旅行、定時交信 
17 土 -16.0 -27.2 2.5 晴一時霧 スカルブスネス旅行、定時交信 
18 日 -8.5 -21.6 4.8 快晴 休日日課、スカルブスネス旅行、誕生日会
19 月 -13.6 -20.2 9.0 快晴 オングルガルテン日帰り旅行 
20 火 -10.7 -17.4 5.9 快晴 内陸旅行、定時交信 
21 水 -10.3 -17.4 4.3 快晴 
西オングル日帰り旅行、内陸旅行、定時交
信 
22 木 -12.9 -18.2 7.4 快晴 
西オングル日帰り旅行、内陸旅行、定時交
信 
23 金 -13.7 -21.4 4.5 曇後一時晴 内陸旅行、定時交信、昭和基地全停電発生
24 土 -14.5 -21.7 5.4 雪時々曇 電源切替、内陸旅行、定時交信 
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25 日 -10.7 -16.3 6.8 曇 休日日課、内陸旅行、定時交信 
26 月 -6.3 -14.5 8.6 曇 内陸旅行、定時交信 
27 火 -10.8 -20.8 4.4 曇後一時晴 内陸旅行 
28 水 -15.3 -24.1 2.5 快晴 第 9 回消防訓練 
29 木 -14.1 -22.9 5.8 薄曇一時晴 通常業務 
30 金 -8.5 -14.2 6.3 雪 第 20 回オペレーション会議 
31 土 -7.0 -13.3 3.3 雪 観測・設営・生活部会、第 10 回全体会議
11 
1 日 -10.0 -15.5 11.0 ふぶき一時曇 休日日課 
2 月 -7.5 -10.4 9.7 
雪一時曇後
時々ふぶき 
電源切替、昭和基地全停電発生、第 1 回 57
次夏期輸送・受入準備委員会 
3 火 -4.0 -9.7 2.5 雪時々曇 スカルブスネス旅行、定時交信 
4 水 -6.8 -19.7 2.6 曇後晴 
ドロムラン滑走路整備開始、スカルブスネ
ス旅行、定時交信 
5 木 -10.6 -23.3 2.3 薄曇 
ルート工作、スカルブスネス旅行、定時交
信 
6 金 -7.9 -18.3 1.7 曇 
西オングル日帰り旅行、スカルブスネス旅
行 
7 土 -6.5 -15.7 3.0 薄曇後晴 アイスオペレーション 
8 日 -2.5 -15.4 5.1 晴 休日日課、中高生ジュニアフォーラム 
9 月 -0.1 -8.7 5.8 薄曇 S16 旅行、定時交信 
10 火 0.3 -6.6 6.3 薄曇 
南極教室簡易版（接続試験）、S16 旅行、定
時交信 
11 水 -2.5 -10.7 4.0 薄曇後晴 VLBI、S16 旅行 
12 木 -2.0 -11.6 3.2 薄曇 VLBI、スカルブスネス旅行、定時交信 
13 金 -2.1 -13.1 4.4 薄曇 
本格除雪開始、南極教室簡易版（本番）、
スカルブスネス旅行、定時交信 
14 土 -0.3 -8.5 7.5 晴一時薄曇 本格除雪、スカルブスネス旅行 
15 日 0.1 -9.3 4.2 快晴 
休日日課、シガーレン・ルンパ島日帰り旅
行 
16 月 -0.8 -8.3 6.6 快晴 
本格除雪、西オングル日帰り旅行、ラング
ホブデ旅行、定時交信 
17 火 -1.0 -7.4 7.2 快晴 
本格除雪、VLBI、電源切替、昭和基地全停
電発生、ラングホブデ旅行 
18 水 -1.3 -7.4 9.1 快晴 本格除雪、ドロムラン給油、VLBI 
19 木 -1.1 -9.7 6.9 快晴 本格除雪、ドロムラン給油、長頭山遠足 
20 金 -3.9 -8.9 15.0 曇一時晴 本格除雪 
21 土 -1.3 -5.8 15.4 曇 本格除雪 
22 日 -2.0 -5.3 8.9 曇後ふぶき 休日日課、ラングホブデ日帰り旅行 
23 月 0.7 -6.3 7.5 晴時々曇 本格除雪、ドロムラン給油、長頭山遠足 
24 火 0.3 -7.3 8.4 薄曇 本格除雪、南極教室簡易版（本番） 
25 水 1.3 -5.3 5.6 薄曇 本格除雪、長頭山遠足 
26 木 3.2 -3.6 6.2 薄曇 本格除雪 
27 金 -0.2 -8.8 4.4 晴一時薄曇 本格除雪 
28 土 -3.5 -13.5 8.5 晴後曇 本格除雪、ルンパ島日帰り旅行 
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29 日 -2.1 -6.8 4.8 曇時々晴 
休日日課、南極教室簡易版（本番）、第 21
回オペレーション会議 







1 火 0.5 -4.6 5.1 曇一時雪 除雪緊急体制週間 
2 水 1.2 -6.1 4.0 晴 
除雪緊急体制週間、NHK「ためしてガッテ
ン」中継収録 
3 木 0.0 -7.6 2.5 快晴 除雪緊急体制週間 
4 金 -2.4 -9.2 2.1 快晴 除雪緊急体制週間、南極教室簡易版（本番）
5 土 -3.7 -11.1 1.6 曇時々霧 除雪緊急体制週間 
6 日 -0.8 -6.5 3.0 曇後晴 除雪緊急体制週間 
7 月 1.7 -6.6 2.3 快晴 除雪緊急体制週間 
8 火 0.6 -4.8 5.3 快晴 除雪緊急体制週間 
9 水 0.6 -4.6 5.8 晴後薄曇 除雪緊急体制週間、遠隔医療 
10 木 1.1 -3.7 4.9 曇 除雪緊急体制週間 
11 金 2.6 -3.6 6.2 曇後晴 本格除雪 
12 土 2.1 -4.3 3.6 晴時々曇 本格除雪 
13 日 0.2 -5.0 5.0 晴後一時曇 本格除雪 
14 月 -1.5 -5.2 3.9 曇一時雪 本格除雪 
15 火 0.3 -5.6 3.6 曇後一時晴 本格除雪、南極教室簡易版（本番） 
16 水 1.4 -6.2 5.6 晴 本格除雪 
17 木 6.3 -3.2 5.0 曇後時々晴 本格除雪 
18 金 4.3 -0.7 8.9 曇後時々晴 本格除雪 
19 土 3.7 -2.2 4.2 曇時々晴 本格除雪、クリスマスパーティ 
20 日 3.4 -3.3 2.1 薄曇 本格除雪 
21 月 0.9 -3.0 3.4 雪後一時曇 本格除雪 
22 火 0.6 -3.2 3.0 曇時々雪 通常業務 
23 水 0.4 -6.1 2.0 晴一時曇 第 57 次隊第一便到着、優先物資空輸 
24 木 0.0 -8.7 2.4 晴一時曇 優先物資空輸、観測隊ヘリ着陸 
25 金 1.9 -6.0 3.4 晴一時薄曇 優先物資空輸 
26 土 2.2 -4.9 2.3 晴時々薄曇 引継ぎ作業 
27 日 0.5 -4.9 8.5 曇 57 次隊歓迎会 
28 月 2.1 -0.5 18.5 曇一時ふぶき 引継ぎ作業 
29 火 0.3 -3.2 13.5 雪時々曇 引継ぎ作業 
30 水 2.4 -4.1 2.8 晴時々薄曇 引継ぎ作業 
31 木 1.8 -4.6 4.1 晴 大晦日 
1 
1 金 2.8 -4.4 4.4 快晴 休日日課、元旦 
2 土 4.7 -4.5 2.7 快晴 引継ぎ作業 
3 日 0.4 -5.3 2.0 快晴 引継ぎ作業 
4 月 0.0 -7.3 2.6 晴 「しらせ」接岸、氷上輸送 
5 火 0.1 -4.5 3.9 曇後時々晴 計画停電 
6 水 -0.3 -4.7 3.3 曇時々晴 氷上輸送、貨油輸送 
7 木 -0.3 -4.2 6.1 薄曇一時晴 氷上輸送、貨油輸送 
8 金 2.6 -2.9 7.3 薄曇 引継ぎ作業 
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9 土 2.0 -0.6 11.9 雪後一時曇 氷上輸送 
10 日 5.0 -0.7 1.9 晴時々曇 引継ぎ作業 
11 月 2.9 -2.5 3.7 快晴 引継ぎ作業 
12 火 1.1 -3.2 14.8 薄曇 本格空輸 
13 水 3.2 -1.3 10.4 曇 本格空輸 
14 木 4.1 -1.9 4.2 曇後一時晴 本格空輸 
15 金 1.3 -3.9 2.7 晴時々薄曇 本格空輸 




17 日 0.6 -4.4 4.6 曇時々雪 引継ぎ作業 
18 月 0.7 -5.0 8.9 曇一時雪 引継ぎ作業 
19 火 1.8 -2.5 7.5 曇 引継ぎ作業 
20 水 1.2 -2.1 11.0 曇時々晴 持ち帰り空輸 
21 木 2.0 -4.0 4.0 薄曇後一時晴 持ち帰り空輸 
22 金 2.2 -5.2 1.6 晴時々薄曇 持ち帰り空輸 
23 土 3.4 -4.6 2.2 薄曇 引継ぎ作業 
24 日 3.5 -4.0 3.9 晴一時薄曇 燃料移送 
25 月 2.6 -3.0 1.9 曇時々晴 電源切替 
26 火 0.7 -5.7 2.2 快晴 100kl 水槽清掃 
27 水 -1.5 -5.4 4.7 曇後晴 第 12 回消防訓練、130kl 水槽シート張替え
28 木 0.3 -3.2 11.3 雪一時曇 56 次送別会 
29 金 3.2 0.0 9.1 雪時々曇 停電訓練 
30 土 0.6 -0.6 13.3 雪一時曇 全体清掃 
31 日 -0.5 -1.9 6.0 雪 
越冬交代式準備、私物整理、昭和基地図書
整備 
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